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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　強い風が正面から吹ふき込こんだ。それを先さき駆がけにして、緑の闇やみが果てた。

「──抜ぬけたか」

　導神が呟つぶやいた一言を追って、多おおくの溜ため息がその背はい後ごから漏もれた。久ひさ方かたぶりに受けた陽光の恵めぐみに、誰だれもが心から安あん堵どしていた。翼つばさで空を行く有翼クロトアの民、騎き馬ばで大地を駆かける有角ユルフイネクの民──そのどちらにとっても、アヌビシアの森林は多くの面で馴な染じむことの難むずかしい異い境きようだったのだから。

「ああ……眩まぶしいな。陽ひ射ざしに心が洗あらわれるようだ」

　導神の隣となりに立ち並ならんだ有角ユルフイネクの女じよ皇おうセレィは、そう言いつつ、目前に広がる果てしない草原を熱っぽい瞳ひとみで見やった。馬を駆るのに適てきした平らな土地と、世界を横一文字に割わる地平線──その両方を久方ぶりに眼めにしておいて、騎馬民族である彼女に血を騒さわがせるなという方が無理な話である。

「諸しよ君くん、ここでしばらく大休止を取ろうと思う。馬で駆けるも、翼を伸のばすも、各おの々おのの好きにせよ。これからは我われらに馴染みの平原の旅だ。早めに普ふ段だんの調子を取り戻もどしておけ」

　君主の許ゆるしを受けて、歓かん声せいと共に兵たちが青空の下へ走り出した。馬に乗って駆け出す者、草原に寝ね転ころがって昼寝を始める者、堅けん実じつに装そう備びの点てん検けんを始める者と、空いた時間の過すごし方は様々である。

「…………」

　一方で、そうやって浮うき足立つ空気の中でも、メリェと並んでクルァシンに寄より添そう盲民族メルキエーナの少女・サーリャだけは、何ら喜色を表すでもなく澄すました表ひよう情じようで佇たたずんでいた。両眼は開かれていたが、そこに感情の揺ゆらぎは見て取れない。導神は内心で訝いぶかった。余よ人じんはともかく、彼女にとっては生まれて初めて眼にする、念願の外の世界のはずなのだが……。

「………あっ」

　が、ふらふらと前方に二、三歩進んだかと思うと、サーリャは丈たけの低い草の他には何もない地面で見事に足を滑すべらせた。咄とつ嗟さに導神が手を伸ばして背せ中なかを支ささえたが、そうされてもまだ、本人はぽかんとした表情で仰あお向むけに空を仰あおいでいる。その様子を見たクルァシンは、ようやくある事実に気が付ついた。

「サーリャ……お前、ひょっとして、それでも昂こう揚ようしているのか？」

　苦笑混まじりの問いかけに、サーリャは困こん惑わくした面おも持もちで返す。

「……分からない。でも、何だか、足下がふわふわする」

　クルァシンに助けられて身体からだを起こすと、サーリャは感情の読み取れない瞳で眼前の光景を見やり、そのままじっと黙だまり込んだ。導神もそれ以上は声をかけなかった。生まれてこの方アヌビシアの森林を出たことのなかった少女が、陽ひの当たる世界を眼にして抱いだいた感かん慨がいの程ほどは、想そう像ぞうするに余あまりあったからだ。

「トルキォストルの大平原か。我らの大たい業ぎようも、ようやく中ちゆう盤ばんに差し掛かかったと見えるな」

　セレィが何なに気げなく発した一言に、クルァシンはこくりと頷うなずいて返した。

「……ああ。アヌビシアが長らく鎖さ国こく状じよう態たいにあった事実を思うのなら、ここからが本当の意味での中陸地ち域いきの始まりと見るべきだろう。この平原がお前たちを受け入れるかどうかは、今後のやり方次第というわけだ」

「そしてあわよくば、攻めずに陥とすのが望ましいと」

「無む論ろんだ。アヌビシア攻こう略りやくでは最終的に武ぶ力りよくを用いざるを得なかったが、対話による相そう互ご利り益えきの擦すり合わせで同どう盟めいまで漕こぎ着つけるのが理想なのは依い然ぜんとして変わらない。……まぁ、その対話にしても、背はい景けいに互たがいの武力の比ひ較かくが存そん在ざいしている部分は否いなめないが」

　歯切れ悪く言ったクルァシンの面おも持もちは、内心の懊おう悩のうを覗かせるように苦にが々にがしい。彼の表ひよう情じようを横目で窺うかがったセレィは、むっと眉まゆ根ねを寄よせ、その背せ中なかを平手で勢いきおい良く叩はたいた。

「また悪い癖くせが出ているぞ、クルァシン。詮せん無ないことをいつまでも悩なやむな」

「……悪かった。まずは目の前のことを、だったな」

　苦笑で応おうじたクルァシンの視し界かいで、ぼうっと地平線を眺ながめていたサーリャが、ふと何かに気き付づいて肩かたを揺ゆらす。ほんの数秒耳を澄すませてから、彼女は導神とセレィに向き直り、整然と報ほう告こくした。

「騎き馬ば隊たいが近くを走っている。数にして百二十六騎。武ぶ装そうはしているけれど、全体の統とう制せいは緩ゆるいから、おそらく軍隊じゃない。まだこちらには気付いていない……でも、この分だと、五分後には互いに目視可能な距きよ離りまで近付く。早急に警けい戒かいを強めるべき」

　彼女の報告に頷きを返す間もあらばこそ、セレィは間かん髪ぱつ入れず兵たちに檄げきを飛ばした。

「総そう員いん警戒！　休止を切り上げ、直ただちに隊列を組み直せ！」

　緊きん張ちようを解といていた兵たちが熱湯をかけられたように反はん応のうした。昼ひる寝ねしていた者は飛び上がり、馬を駆かっていた者は急ぎ手た綱づなを引いて、大おお慌あわてで自分の隊列へと戻っていく。彼らが点てん呼こを始めた辺りで、遠い蹄ひづめの音が導神の耳にも聞き取れた。

「元『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の面めん目もく躍やく如じよか。耳これに関しては完全にお株かぶを奪うばわれたな」

　賞しよう賛さんの言葉に一いつ瞬しゆんの微笑ほほえみで応こたえると、サーリャはメリェと共にクルァシンの背後に下がった。そうして五分後、彼女が予告した通りの時間で、無数の騎き影えいが地平線上に浮かび上がった。

「騎馬隊か……。ならば、ひょっとして」

　かすかな期待のこもった声がセレィの口から零こぼれた。地を蹴ける蹄の音がどんどん近付き、盤ばん石じやくの態たい勢せいで待ち受ける彼女らのもとに、やがて茶色い毛皮を身に纏まとった平原の住人たちが辿たどりつく。途と端たん、セレィの背後でどよめきが起こった。その原げん因いんは他でもない、彼らの額ひたいに突つき出す、見み間ま違ちがいようもない同胞ユルフイネクの一角あかしだ。

「おおぉい！　お前たち、一体どこの部族の者だ!?　それだけの大人数でこの土地を通り抜ぬけようと言うのなら、事前に挨あい拶さつがあって然しかるべきだろうが！　それとも何だ、我らセン＝グォンの一族に喧けん嘩かを売るつもり、で……」

　語気も荒あらく文もん句くを付つけてきた先頭の男は、セレィの背せ中なかから伸のびた両りよう翼よくと、彼女が引き連れた兵たちの渾こん然ぜんとした顔ぶれ──有角種ユルフイネクと有翼種クロトアが半々で入り混まじり、あまつさえ盲種メルキエーナのサーリャまでもが含ふくまれる──をざっと見み渡わたし、呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで尻しりすぼみに言葉を絶たやした。一方で、セレィは万ばん感かん入り混じる微笑ほほえみを浮うかべて、馬上の同どう胞ほうに言葉を投げた。

「久ひさしいな、混まざり代よの昔に中陸へと移うつり住んだ同胞たちよ。実に数百年ぶりの再さい会かいになるだろうか……。この日まで、よくぞ息そく災さいであってくれた」

　その言葉を受けて、馬上の男たちははっと眼めを見開き、セレィらの姿すがたと彼女らの背後に鬱うつ蒼そうと生い茂しげる森林とを見み比くらべた。……その構こう図ずが意味するところに、彼らがすぐさま思い至いたらなかったのも無理はない。アヌビシアの森林を抜ぬけて来る者など、この数百年は皆かい無むに等しかったのだから。

「まさか……お前たち、東方から？」

　男たちの顔に驚きよう愕がくがありありと浮かび上がる。セレィはこくりと頷うなずいて身上を告げた。

「──私の名はセレィ・メル・ロケィラ。今はロケィラ皇おう国こくと称しようするそなたらの故こ郷きようからやって来た、東方有角民族ユルフイネクの女じよ皇おうだ。見ての通りの混こん血けつであり、現げん状じようではロケィラ・オルワナ・アヌビシアの三さん国ごく同どう盟めいを束ねる盟主を務つとめている」

「同盟……。有角種ユルフイネクと有翼種クロトアが？」

「そうだ。そして、次はそなたらと轡くつわを並ならべる番だと思っている。その状じよう況きように至るまでの事じ情じようは順を追って話そう。……ともあれ、まずは我われらを客として迎むかえ入れてくれるだろうか」

　大平原に沈ちん黙もくが降おりた。隔へだてた時の長さの分だけ、互たがいに気持ちの整理が必要のようだった。
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　神かみ代よ、混まざり代よ、人ひと代よの三時代から構こう成せいされるエナ・ガゼの歴史にあって、混代の前半、盲民族の祖そであるメルキェーナは、自らの両りよう眼めを潰つぶしたクロトァらへの復ふく讐しゆうを終えた。が、西栄地ち域いきに住み着ついた兄神たちの不ふ興きようを買って、結局は彼もアヌビシアの森林に追いやられてしまう。

　以来、東方と中陸を隔へだてる分ぶ厚あつい壁かべとして機き能のうしていたアヌビシアだが、混代から人代に至いたるまでの長い歴史の中で、その壁を通つう過かしていった者たちも少なからずあった。豊ゆたかな西栄地域を独どく占せんして住み着いた兄神たちが、今度は中陸地域に食指を動かしたと見るや、恨うらみを忘わすれていなかったメルキェーナは彼らに間かん接せつ的てきな復讐を試みたのである。彼は東方の民をあえて中陸に通してやり、西からやって来る兄神たちの民と衝しよう突とつさせ、大陸の中央で覇は権けんを競わせた。その間、東方からは有翼種クロトアを除のぞく全ての民族が、断だん続ぞく的てきに中陸地域へと流入していった。

　かくして現げん在ざい、中陸の情じよう勢せいは少々込こみ入ったものとなっている。まず、中陸の東域に広がるトルキォストルの大平原には主として有角種ユルフイネクが住まい、国号としてもトルキォストルを称しようしている。そこに隣となりり合うペィネ・ズォ、ヴマ・ズォ、ジュド・ズォの三国には有角種ユルフイネク、牙種ヤシユタルガ、長爪種イゼイリグが混こん合ごうして暮くらしており、ここまでが中陸有角種ユルフイネクの勢せい力りよく圏けんと言える。さらに西へと進むと、大陸最大の湖であるリォデ湖を挟はさんだ上下の国々──バスコスとニレフリクには、やはり牙種ヤシユタルガと長爪種イゼイリグが住んでいるのだが、この二国は西栄地域から進出してきた国家とトルキォストルとの間の緩かん衝しよう地ち帯たいでもあり、東西から圧あつ力りよくを受け続ける曖あい昧まいかつ剣けん吞のんな立場にある。そして、もう少しだけ西へ進んだ所に中陸最後の国がある。それこそが西栄より伸のび来たりて、東方から流入してきた諸しよ民みん族ぞくと鎬しのぎを削けずり続ける大国──ヴァルハ・セドレである。

「──と、概がい要ようはそんなところか。言葉にすると長いが、大事なのはただ一点。今現在、中陸の東半分は我われらの支配下にあるということだ。……ささ、もっと飲まれよ、飲まれよ！」

　幕まく屋やの中は賑にぎわいに満ちていた。床ゆかには長爪種イゼイリグの手による華か麗れいな刺し繡しゆうを施ほどこされた絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、人々は所ところ狭せましと並ならべられた肉料理や果物の皿を中央に囲んで談笑している。幕屋自体は遊牧民らしい移い動どう式しきの簡かん素そな作りだが、内部の空間は百人をゆうに容いれるほど広く、複ふく雑ざつな意い匠しようの縫ぬい込まれた色とりどりの壁かべ布ぬのが、地壁の殺風景さを打ち消している。

「い、痛いたみ入る、セン＝グォン殿どの。……しかし、これは実によく出来た乳にゆう酒しゆだ。酒しゆ精せいこそ強くないが、口当たりがよく、知らず量を過すごしてしまいそうになる」

　族長の手から何度目とも知れぬ酌しやくを受け、セレィはかすかに赤らんだ顔で礼を言った。入り口の対角線上にある最さい上じよう座ざの位置には族長が着ちやく座ざし、セレィ、クルァシン、メリェの三人は、その隣となりで客人として迎むかえられている。

「それは良かった。発はつ酵こうの具合が程ほど良よい時期のものを選りすぐって来ましたからな。これより若わかければ乳ちち臭くささが抜ぬけぬし、古いと口当たりが硬かたくなってしまう」

「うむ。私が故郷ロケイラで飲んでいたものより味が濃こく、何よりもこの野や趣しゆ溢あふれる香こう気きが素す晴ばらしい」

　同民族ならではの気安さで言葉を交わすセレィと族長を横目にしつつ、クルァシンはふと、隣となりでちびちびと乳にゆう酒しゆを舐なめている侍じ女じよに耳元で囁ささやいた。

「……メリェ、しばらくセレィを見ていてくれ。俺おれは少し他を回ってくる」

　少女が頷うなずきで返したのを確たしかめると、導神は物音一つ立てずに席を立ち、誰だれに気き付づかれることもなく幕まく屋やを出て行った。騒さわがしくも和やかな酒しゆ宴えんであったが、彼には今少し他に気がかりがあったのだ。

　幕屋の外はすっかり暗くなっていた。遠くアヌビシア側の地平線に沈しずんでいった太陽が、わずかな紫むらさき色いろを空の端はしに残しているだけである。が、ひとたび地上に眼めを戻もどすと、トルキォストルの大平原にはクルァシンが出てきたものを始めとして五十を越こえる幕屋が並ならび立ち、その大部分からは布ぬの越ごしの灯あかりと酒宴の喧けん騒そうが漏もれ出ている。セン＝グォンの一族を挙あげた、それがセレィらへの歓かん迎げいであった。

「気前の良いことだな。備び蓄ちくに大きな余よ裕ゆうがあるわけでもなかろうに……」

　クルァシンは呆あきれ混まじりに微笑ほほえんだ。とはいえ、同どう胞ほうとの数百年ぶりの再さい会かいという慶けい事じに、彼らが委細を忘わすれて浮うき足立ってしまう気持ちは彼にも理り解かいできる。宴うたげは夜空が白しらむまで続くだろう。導神らが伴ともなってきた三百余あまりの有角ユルフイネクの兵たちにとっては幸運な出で来き事ごとに違ちがいない。

「……が、やはり、その輪から外れる者もいるようだな」

　見覚えのある姿すがたを遠目に捉とらえると、導神は早足に歩み寄より、その肩かたに軽く手を置いた。

「わわっ……!?　あっ、ど、導神さま……？」

「ぽつねんと独ひとりでいるのが見えたのでな。今夜は見み張はりの任にんは無いはずだが、どうかしたのか、コリォ」

「ああ、ええと、その……いえ、特別に何かがあったわけではないのですが」

　背せ中なかの両りよう翼よくを萎しぼませて、コリォは言い淀よどむ。その心しん情じようを推おし量って、クルァシンは言った。

「やはりお前も、あの席には居い辛づらいか」

「……あ……。その、導神さま、も？」

　クルァシンは苦笑した。よくよく辺りを見み渡わたせば、幕屋と幕屋の間にぽつぽつと、目の前のコリォと同じように所しよ在ざい無さげな有翼種クロトアの兵たちの姿が見受けられるのだ。導神には彼らの気持ちがよく分かった。

　楽しげに飲み騒さわぐ有角種ユルフイネクたちの陰いん影えいがぼんやりと浮かび上がる幕屋を背中にして、クルァシンは草原にどっかと胡坐あぐらをかいて座すわり込こんだ。

「さすがに、な。アヌビシアの時のように、のっけから露ろ骨こつな不信と敵てき意いを向けられるのであれば、こちらにも開き直りようがあるのだが……。生あい憎にくと今夜に関しては──つまり、東方と中陸の有角種ユルフイネクの歴史的な再会という大だい事じ件けんの中にあっては──俺おれは無ぶ粋すいな雑ざつ音おんでしかない。であれば気を利きかせて席も立とうというものさ」

　コリォは軽い驚おどろきを込こめて導神を見下ろした。が、その体たい勢せいが不ふ遜そんとでも思ったのか、彼女は少しだけ戸と惑まどった後、クルァシンに視し線せんを合わせるようにして草原に腰こしを下ろした。

「……姉さ……女じよ皇おう陛へい下かは、宴うたげを楽しんでおられましたか？」

「まぁな。酒しゆ杯はいを断ことわれずに往おう生じようしていたが」

　それを聴きいたコリォは表ひよう情じようを暗く沈しずませ、恐おそる恐るという様子で、さらに問いを重ねた。

「……導神さまは、前々から知っておられたのですか？　その……中陸の半分が、すでに有角種ユルフイネクによって支配されていることを」

「もちろん知っていた。セレィと面めん識しきを持つ前に、ゴルォグンナ大陸はあらかた巡めぐったからな」

「では、導神さまが姉さまを選んだのは──」

　思わず口から出かけた自分の考えを、コリォは寸すん前ぜんで慌あわてて喉のどの奥に押おし戻もどした。が、その胸むねの内すら余あますところなく汲くみ取って、クルァシンはきっぱりと首を横に振ふった。

「それは勘かん繰ぐり過すぎだ。俺が盟めい友ゆうとしてセレィを選んだことに、その事実は関係がない」

「え……？」

「混こん血けつという稀け有うな生い立ちと、そこから育はぐくまれたセレィの人じん格かくに、俺は未来に繫つながる可か能のう性せいを見た。勢せい力りよく範はん囲いや保ほ有ゆうする領りよう土どの大きさで選ぶくらいなら、始めからトルキォストルの大首長に話を付つけているとは思わないか？」

　導神の言葉に、コリォは膝ひざを抱かかえて自分の浅せん慮りよさを恥はじ入った。だが、クルァシンは続く言葉で彼女を励はげました。

「安心しろ、コリォ。いくら中陸の有角種ユルフイネクと交友を深めようとも、あいつは自分の背せ中なかにある両りよう翼よくを忘わすれたりはしない。──それが、俺の信じたセレィ・メル・ロケィラだ」

　途と端たん、コリォの頰ほおにさっと朱しゆが差した。浅はかな疑ぎ念ねんも、子こ供どもじみた不安も、何もかも見み抜ぬかれていたのだと──それを察したばかりに、彼女は羞しゆう恥ちで死にそうになった。

「気にするな。お前の素す直なおさは多おおくの局面で美び徳とくだ。……どうにも俺の周りには、一ひと筋すじ縄なわではいかない女ばかり増ふえる一方でな。お前の爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませたいくらいではある」

　からからと笑いつつ、導神はコリォの頭を片かた手てで軽く撫なでた。それも子供の扱あつかいだとコリォは思ったが、大きな掌てのひらに撫でられる気持ちよさが勝って、結局最後にはどうでも良くなった。そうやって機き嫌げんを直してしまう辺り、やはり彼女はまだ少し子供なのだった。

（しかし、油ゆ断だんは出来ない。この展てん開かい、セレィにとって吉きちと出るか、それとも……？）

　いかな深しん慮りよ遠えん謀ぼうをもってしても未来は闇やみの中にある。今の導神にはなぜか、暖あたたかな光に満ちた幕まく屋やの中よりも、それとは対照的な暗闇の大平原にこそ、次の運命が待っている気がしてならないのだった。







　翌よく日じつの午後遅おそく、セレィらはセン＝グォンの一族から中陸の案内役を借り受け、大平原の中心部へと向けて再ふたたび出発した。族長は別れを惜おしんで滞たい在ざいを引き伸のばすようセレィに勧すすめたが、彼女は自分が引き連れた四百余あまりの兵たちの食い扶ぶ持ちを考こう慮りよし、長なが逗とう留りゆうの負ふ担たんとしては余りに重すぎると、先方の事じ情じようを気き遣づかって勧めを断ことわったのだった。

「……仕方あるまい。あのまま我われらが留とどまっていれば、おそらく毎日のように祝いの宴うたげが開かれ、三日も経たつ頃ころには一族の備び蓄ちくが空になっていただろう。彼らの好意に甘あまえては、この恩おんを仇あだで返すことになってしまう」

　溜ため息混まじりに漏もらしつつ、幸さい先さきのいい追い風が背せ中なかを押おす平原の只ただ中なか、セレィは隊列の先頭で愛馬に跨またがり手た綱づなを取っていた。その傍かたわらを生身の二本足で駆かけながら、息一つ乱みださずにクルァシンが応おうじる。

「確たしかに、あれは受けていて空そら恐おそろしくなるほどの歓かん迎げいだったな。昨夜の宴だけで、一体どれほどの家畜をつぶしたことか」

「それを愚おろかと笑ってくれるな。見たところ、彼らは我々──つまり半はん農のう半はん畜ちく化かした東方の有角種ユルフイネクと比くらべて、より純じゆん粋すいな形で遊ゆう牧ぼく騎き馬ば民みん族ぞくとしての性せい質しつを残しているようだ。文字を持たず、歌と踊おどりを愛し、一ひと所ところに長く留まることがない。……ゆえに彼らにとって、全ての出会いは等しく一いち期ご一いち会えなのだ」

　セレィの瞳ひとみに深い親愛と理り解かいの色を見取って、クルァシンは複ふく雑ざつな感かん慨がいに眼めを眇すがめた。……先せんだってのアヌビシア攻こう略りやくで、それと同じ表情を彼女が盲民族メルキエーナに対して見せるまでに費やした苦労を思うのなら、その手間がない分だけ、今回の状じよう況きようは幸運と言えるのかもしれない。だが、たった今セレィが何なに気げなく使った「我々」という単語に──正せい確かくにはその意味の狭せまさに、導神は小さな不ふ吉きつの兆きざしを見て取った。

「……セレィ。背中の両りよう翼よくは、やはり馬で走る時には邪じや魔まか？」

「？　何を唐とう突とつに。伸ばせば無用に風をはらんでしまうが、それ、こうして畳たたんでいれば何の不自由もないぞ」

　その言葉通り、セレィの背中では小ぶりな両翼が肩かた身み狭せまそうに縮ちぢこまっていった。大地色の装しよう束ぞくにも、重ね着きた白銀の胸きよう甲こうにも、翼つばさを自由にするための穴あなが設しつらえられているため、それらは彼女が皇おう子じを称しようしていた時期のような惨むごい扱あつかいを受けてはいない。だが、額ひたいの中心から屹きつ然ぜんと聳そびえる一角つのに比べては、その存そん在ざい感かんの乏とぼしさも否いなめなかった。

　ふむ、と鼻を鳴らして会話を打ち切り、導神は無言の疾しつ走そうを再さい開かいする。

「……何にでも適てき材ざい適てき所しよはある。だが、その言葉だけで凌しのぐには、トルキォストルの大平原は有翼種かれらにとって広すぎるかもしれんな……」

　口の中だけで呟つぶやきつつ、クルァシンはちらりと隊列の後方を窺うかがう。活いき活きとした精せい悍かんな顔つきで馬を駆かる有角種ユルフイネクたちと、どこか覇は気きのない面おも持もちで彼らに追いすがる有翼種クロトアたちの対照コントラストが、ひどく強い印象をもって導神の瞳ひとみに焼きついた。







　平原をひた走る旅が一週間を越こえた頃ころ、案内役を買って出てくれた中陸有角種ユルフイネクの青年が明るい声を上げた。中陸の半ばを支し配はいする遊ゆう牧ぼく騎き馬ば民みん族ぞく国家トルキォストルの頂ちよう点てん、大首長ヘイロンの率ひきいる集しゆう団だんが、すでにそう遠くない位置にいるはずだと言うのだ。

　目の上に掌てのひらで傘かさをして辺りを見回しながら、青年はセレィに話しかける。

「家か畜ちくに草を食はませながら移い動どうしていますから、そうそう正せい確かくな位置までは分かりません。さしあたり、この辺りをぐるりと一周してみますか？」

「いや、そういうことなら、こっちにはうってつけの人材がいる」

　馬の足を止めて隊列の後方を振ふり返ったところで、セレィはふと訝いぶかしげに眼めを細めた。──二頭の馬によって走る小型の馬車から、見覚えのある二人の少女が降おりてきている。一方は体調でも優すぐれないのか、もうひとりによって肩かたを支ささえられながら、おぼつかない足取りでセレィの所まで寄よって来るところだった。有角種ユルフイネクの侍じ女じよメリェと、盲種メルキエーナの『聴士ラルゴウ』サーリャである。

「お前たち、どうした？　サーリャについては、たった今呼よぼうとしたところではあるが……」

　セレィにそう問われても、メリェは困こん惑わくした面おも持もちでサーリャの背せ中なかをさするばかり。よほど気分が悪いのか、片手で胸むねを押おさえながら、青ざめた顔で『聴士ラルゴウ』の少女は言う。

「……予想していなかった状じよう況きようだけれど、緊きん急きゆう性せいありと、判はん断だんした。だから、口頭で直ちよく接せつ、報ほう告こくする……」

「……ふむ？　事前に定めておいた音の信号では伝えることの出来ない、敵てき襲しゆう以外の緊きん急きゆう事じ態たいということか。しかしサーリャ、何よりもまず、そなた自身の容よう態だいが思わしくないようだが」

「私のことは、いい。──それよりも、聞いて。西に二半里先、大型の素す早ばやい獣けものの群むれが、それよりも小さな動物の大たい群ぐん……たぶん放牧中の万途羊ハルラ・アズイマ……に襲おそいかかろうとしている。馬に乗った羊ひつじ飼かいもひとり近くにいる……でも、二十七頭の獣が相手では、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい」

　聴力の及およぶ範はん囲いの出で来き事ごとを網もう羅らする『聴士ラルゴウ』の能のう力りよくを知らず、そのために眼をぱちくりする案内役の青年をよそに、セレィとクルァシンは瞬しゆん時じに状況を理り解かいした。

「クルァシン、そなたは──」

「分かっている。先に行くぞ！」

　阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで意い思し疎そ通つうを済すませ、馬に勝る足を持つ導神はすぐさま全速力で駆かけ出した。彼の背中が遠ざかる前に、セレィも兵たちに号令をかけて、蹄ひづめの音も高らかにその後を追うのだった。







　トルキォストルの大平原に生息する大型の肉にく食しよく獣じゆうはそう多くなく、種類を数えても五指に満たない。その中でも掠畜獣ドフスハツドンは性せい質しつの悪さで代だい表ひよう格かくを張はっており、中陸に住まう諸しよ民みん族ぞくからは蛇だ蝎かつのごとく忌いみ嫌きらわれている。

　その最大の理由に、この獣けものが捕ほ食しよく対たい象しようとしてほぼ必ず家か畜ちくを狙ねらうという点がある。彼らは常つねに二十～三十頭程てい度どの群むれで行動し、放牧中の万途羊ハルラ・アズイマの大たい群ぐんを狙う際さいには、野生の獣とは思えぬほど狡こう猾かつな役やく割わり分ぶん担たんで狩かりを行うのだ。一部は羊の群れに突つっ込こんで全体の統とう率そつを乱みだし、一部は羊ひつじ飼かいを取り囲んで牽けん制せいし、残りは恐きよう慌こう状じよう態たいで逃にげ惑まどい孤こ立りつした羊に集団で襲おそい掛かかる。万途羊ハルラ・アズイマは地球アースの羊よりも遙はるかに身軽で敏びん捷しようだが、掠畜獣ドフスハツドンたちの連れん携けいにかかっては、高い確かく率りつで群れから数十匹もの犠ぎ牲せいを出す。

　掠畜獣ドフスハツドンは六ろく足そく獣じゆうであり、その姿すがた形かたちは地球アースのどんな動物にも似にていないが、強しいて言うのなら蟷かま螂きりと狼おおかみの合成獣キマイラとでも表ひよう現げんするのが印象としては近しい。腿ももの筋きん肉にくが著いちじるしく発達した後ろ足と中足は主に疾しつ走そうのために用いられ、鋭するどい爪つめが鎌かまのように伸のびる前足は、牙きば以上の武ぶ器きとして獲え物ものを襲う際に使われる。また、顔面には進しん化か途と上じようの複ふく眼がんが二つあり、大小様々な数十の眼がん胞ほうが角かく膜まくの中にびっしりと並ならんでいる。

「……ヴズォォオッ！　ズオォォォッ──！」

　平原をひた走る先頭の一頭から濁にごった咆ほう哮こうが迸ほとばしった。大群で草を食はむ万途羊ハルラ・アズイマたちの姿を複眼で捉とらえたのである。途と端たん、掠畜獣ドフスハツドンの群れは一気に散開して前ぜん述じゆつの連携作戦を始めた。捕食者の気け配はいを察した羊たちも逃げの体たい勢せいに入るが、数が多い分だけ全体の意い思し統とう一いつには時間がかかる。重大な被ひ害がいなく群れが逃げおおせるには、もはや明らかに時を逸いつしていた。

「ヴオオオオッ！　ズオ、ヴォ、ヴォォッ……？」

　この狩りは成る。確信に胸むねを滾たぎらせて疾しつ走そうする掠畜獣ドフスハツドンたちだったが、直後、その尖せん兵ぺいがわずかに動どう揺ようした。全体の方ほう向こう転てん換かんに手間取っている羊どもを守るように、馬に跨またがったひとりの男が捕食者の群れの前に単たん独どくで立ち塞ふさがったからだ。数の差を鑑かんがみぬ暴ぼう挙きよである。まともな羊飼いの取る行動ではない──経けい験けん則そくに反する相手の動きに彼らが訝いぶかしさを覚えた瞬しゆん間かん、鋭い風切音が獣たちの耳じ朶だを打ち、群れの先頭を走っていた掠畜獣ドフスハツドンの首が胴どう体たいから跳はね飛んだ。

「──ッ!?　ズオオオォォォッ!?」

　傷きず口ぐちから噴ふん水すいのように迸った仲間の血を全身に浴びて、後続の一頭が驚きよう愕がくの呻うめきを漏もらす。首を飛ばされた個体は、自分の状態に気き付づいていないかのようにしばらく走り続けたが、やがて糸が切れたように前のめりになって地面へと倒たおれ伏ふした。

　先頭を走る若い一頭が即そく死しし、捕食者たちの群れは少なからず動揺したが、仲間の死に様は彼らにとって忌いま々いましくも既き知ちのものであった。見れば、彼らが複眼で捉えた視し界かいの中では、あの羊飼いの男が馬上で長大な弓を構かまえている。そこから放たれた一矢──先せん端たんに刃やいば状じようの鏃やじりをもつ狩俣シユラと呼ばれるその矢こそが、獣の首を一息に切り飛ばした中陸有角種ユルフイネクに特有の武器である。

「──フゥッ！」

　仲間の死の衝しよう撃げきから彼らが復ふつ帰きする前に、間を置かず二の矢が掠畜獣ドフスハツドンの群れを襲おそう。今度の狩俣シユラは胴どう体たい部分から垂すい直ちよくに切り込こんで獣けものの身体からだを二枚におろした。ついで飛来した三の矢は深い角度で抉えぐりこみ、不運な一頭の六足を纏まとめて胴体から切り落としてしまった。

「ズオオオッ……！　ヴズォォォッ、ズォォォゴォォォウ……！」

　だが、その戦果は必ずしも羊ひつじ飼かいにとって幸運には働かなかった。射い手てには知る由よしもないが、三頭目に仕し留とめた個こ体たいは孕はらみ腹ばらの雌メスだったのだ。どんな獣にも肉親への情はある。足を落とされた雌の番つがいの雄オスが、今まさに息いき絶たえんとする妻つまの前で悲ひ痛つうな鳴き声を上げ──それを聞き届とどけた全ての仲間は、仇かたきへの憤ふん怒どの激げき情じようを滾たぎらせた。

「「「「「ズォォォオオオアアアアアアアアアアアアッッッ！」」」」」

　獣たちは駆かけた。もはや狩かりの成せい否ひすら度ど外がい視しし、ただ仲間の仇を討うつために。獲え物ものを駆り立てるための陣じん形けいは崩くずれて、残った二十四頭全てが一いつ斉せいにひとりの相手へ襲い掛かかる。一方、群むれをほぼ丸ごと相手取る形になった羊飼いの男は、己おのれが陥おちいった窮きゆう地ちに焦あせるでもなく、むしろ愉たのしげに唇くちびるを吊つり上げ、馬の側面に下げてあった己おのが得物を引き抜ぬいた。

「おれが憎にくいか、畜生ハズナロウども。この身体を八やつ裂ざきにしたいか。はらわたを撒まき散らしたいか」

　男は頭上に両手で掲かかげるようにして得物を構かまえた。しかし、それは剣でも槍やりでもなく、十じゆつ尺しやくを越こえる長大な鉄くろがねの杵きねだった。両りよう端たんには脱だつ穀こくを円えん滑かつにするための無数の突とつ起きがあり、重量の面からも機き能のうの面からも、およそ獣と相対する際に用いるべき器物ではない。

「なら、試してやるぞ。──その憎ぞう悪お、どこまで保もつものか」

　強きよう靭じんな四足を活いかして飛び掛かってきた一頭を、羊飼いの男が振ふるう鉄てつ杵しよが迎むかえ撃うつ。柄つかの中央部から伸びた二本の握にぎり棒ぼうを中心に男がそれを操あやつると、鈍どん重じゆうな外見からは考えられぬほどの速度で全体が回転し、斜めに打ち下ろす軌道で空中の掠畜獣ドフスハツドンの身体を捉とらえた。

　骨ほねが砕くだけ、肉が爆はぜた。それは殴なぐったというよりも挽いたのに近かった。地面にめり込んだ鉄杵の先端を男が引き上げると、ぐちゃりと音を立てて血の糸が引き、そこにもはや亡なき骸がらと呼よべるものはない。……哀あわれな獣は屍しかばねを晒さらすことも許ゆるされず、生物から一足飛びに挽ひき肉へと成り果てたのだ。

「ウオオォォォォォオオン！」

　一帯の大気を揺ゆすぶるほどの声量で吼ほえ猛たけりながら、男は襲い来る獣どもを片っ端ぱしから蹴け散ちらす。ひとつ鉄杵が振り下ろされるごとに、亡骸ではなく挽き肉が増ふえていったが、それも七つ目を数えたところで中断した。──男が敗れたからではない。襲いかかる獣たちの方が、憎しみに勝る恐おそれの感情を、目の前の相手に対して抱いだいてしまったからだ。

「ここまでだ、畜生ハズナロウども。──おまえたちの憎悪おもいよりも、おれの恐怖ちからの方が強い」

　六足をがたがたと震ふるわせて獣たちが怯おびえている。その有様を一通り眺ながめ回してから、連中の中に一頭の例外もないことを見て取ると、男はつまらなさげに馬を一歩進めた。──それが最後の一ひと押おしだった。恐怖が飽ほう和わし、集団を律りつしていた全てが崩れ去って、掠畜獣ドフスハツドンたちは散り散りに大平原を逃にげ去っていった。




「これは……」

　足下に転がる数多の屍しかばね──というよりは地面にめり込こんだ無数の肉にく片へんを眺ながめ下ろして、導神はその場で疾しつ走そうを止めた。そして、血ち生なま臭ぐさい地面から徐じよ々じよに視し線せんを移うつし、馬に跨またがって悠ゆう然ぜんとそこに在ある、巨きよ軀くの男の姿すがたを視し界かいに捉とらえる。その面めん貌ぼうの細部に至いたるまで視し認にんできる距きよ離りで。

「──妙みようだな。この平原を自前の足で駆かけるのは、虫けらと獣けものだけだったはずだが」

　焦こげ茶ちや色いろの瞳ひとみがじろりと導神を見下ろす。その視線と怯ひるむことなく向かい合えるのも、クルァシンが多くの修しゆ羅ら場ばを越こえてきた神の身であればこそ。外見から惹じやつ起きされる畏い怖ふの感かん情じようだけでも万ばん民みんを従したがわせるに足るだろうと思わせてしまうほど、その男の風ふう格かくは圧あつ倒とう的てきだった。

　まず体軀が規き格かく外がいに巨おおきい。乗っている馬と比ひ較かくすれば普通に見えるのだが、それは馬の方も平へい均きんよりずっと大きいからであって、男の身長は少なく見積もっても六ろく尺しやく半はんを下らない。黒の下した穿ばきを穿はいた上に大地色の長着を纏まとい、さらにその上から眼めにも鮮あざやかな緋ひ色いろの毛皮を羽は織おっている。野生的に整った顔面にはいくつか大きな傷きずが刻きざまれており、とりわけ右の頰ほおから額ひたいにかけての切り傷は強きよう烈れつな存そん在ざい感かんを放つ。有角種ユルフイネクの証あかしたる一角つのは、セレィに比くらべれば若じやつ干かん短いものの、均整の取れた三さん角かく錐すい形が見る者に潔いさぎよい印象を与あたえた。

　互たがいに交流の端たん緒しよを摑つかみかねて、上と下から両者が睨にらみ合っているところに、同どう盟めい軍ぐんの兵たちを率ひきいたセレィが追いついてきた。ついで、彼女は半ばまで地面に埋うまった掠畜獣ドフスハツドンらの成れの果てに驚おどろき、隣となりのクルァシンに小声で尋たずねる。

「……クルァシン、これはそなたが？」

「たとえ獣けものを倒たおしても、俺おれはこんなところで挽き肉にはしない。……あの得物を見てみろ」

　導神が視し線せんで示しめす方向には、男の跨った馬の側面に下げられた長大な鉄てつ杵しよがある。両りよう端たんに無数の突とつ起きを備そなえた脱だつ穀こく器きさながらの凶きよう器きは、今なお生々しく匂におい立つような鮮せん血けつを滴したたらせていた。

「……いささか血ち腥なまぐさくはあるが、見事な御お手て前まえだ。単たん騎きでこれほどの戦果を上げるとは、さぞかし名のある武ぶ人じんと御見受けする。──いや、失礼した、こちらから先に名乗ろう。私の名はセレィ・メル・ロケィラ。東方有角種ユルフイネクの女じよ皇おうにして、ロケィラ・オルワナ・アヌビシア三さん国ごく同どう盟めいの盟主を務つとめる者だ。もし良ければ、そなたの名前を聞かせてもらっても構かまわないだろうか、偉い大だいなる有角ユルフイネクの戦士よ」

　礼を尽つくして尋たずねたセレィの態たい度どと、その口にする内容に、さしもの男も眼めを瞠みはって彼女に視線を移うつした。彼は数秒だけ思案にふけると、硬かたい表ひよう情じようのまま、おもむろに口を開いた。

「凜り々りしき有角ユルフイネクの女よ。おれの聞き間ま違ちがいでなければ、おまえは今、東方の地──我らが古いにしえの故こ郷きようより来たと言ったのか。それが本当であれば甚はなはだ嬉しい。だが、噓うそであればひどく悲しい。おれが笑うべきか泣くべきか、おまえにはそれを決めることができるのか」

　男の言葉を聞き、これは自分が場を取り持つべきかと考えた案内役の青年が、馬上から小声で女じよ皇おうに耳打ちする。しかしセレィはやんわりと首を振ふってそれを断ことわると、手た綱づなを引いて馬を歩かせ、男の方に向かってゆっくりと進んでいった。

「なら、感じてくれ。──私はそなたに、笑って欲ほしいと思っている」

　距きよ離りが近付くにつれて両者の一角つのが共鳴し、小こ舟ぶねが岸に着つくように、ふたつの心が柔やわらかに触ふれ合った。セレィの微笑ほほえみが一角つのを渡わたって移うつり住み、男の口元も次第に緩ゆるんでいく。──ふたりの有角種ユルフイネクが互たがいの信しん頼らいを望むとき、その関係にはどのような虚きよ偽ぎも挟はさみようがない。男は満足げに頷うなずいて口を開いた。

「……どうやら悲しむ必要はないようだ。よって喜んで名乗りを返そう。──おれの名はヘィロン・ザカ・トルキォスタ。トルキォストルの大平原に生きる全ての有角種ユルフイネクたちの長にして、二百七十の諸しよ族ぞくを頂ちよう点てんで統すべる大首長ヘイロンだ」

　男が述のべた身の上にも、セレィは少しも驚おどろかず、穏おだやかな微笑みを浮うかべたまま応こたえた。

「お会いできて光栄だ、ヘィロン殿どの。一目見た瞬しゆん間かんから、そなたの風ふう格かくは王者のそれと確かく信しんしていた。……だが、私の前ではもう少しだけ肩かたの力を抜ぬくといい。我われ々われの立場は驚おどろくほど近いのだから」

[image: ]

　セレィは言葉を飾かざらず忠ちゆう告こくした。それを聞いた途と端たん、ヘィロンははっと息を詰つまらせると、持ち前の厳いかつい顔面をくしゃりと歪ゆがめて──意外なことにも、ほんの一瞬ではあったが、含羞はにかむように優やさしく笑ったのだった。







　純じゆん粋すいな遊ゆう牧ぼく騎き馬ば民みん族ぞくとして大平原に生きる中陸有角種ユルフイネクは、その内ない部ぶ構こう造ぞうに二百七十の諸しよ族ぞくを持つ。百から三百人程てい度どの人員によって構こう成せいされる彼らの家族ジオは、それぞれの族長グオンの下で緊きん密みつな身内の絆きずなを有し、時には近きん隣りんの家族ジオとも助け合いつつ、主に遊牧によって生計を立てている。

　そして年に一度、全ての族長グオンが一同に会して酒を酌くみ交わす機会があり、その際さいに広大な幕まく屋やの中で最上座に座すわる人物こそが大首長ヘイロンである。これは中陸有角種ユルフイネクの最さい高こう権けん力りよく者しやを示しめす称しよう号ごうであると同時に、それを襲しゆう名めいした人間がその後の人生で名乗り続けなければならない名前でもある。かの人は個ことしての己おのれを捨すて、その喪そう失しつによって存そん在ざいを更こう新しんし、新たな大首長ヘイロンとして歴代の支し配はい者しやに身を連ねるのだ。

「大首長ヘイロンが帰ったぞ！　客人をお連れだ！」

　平原にずらりと立ち並ならぶ五十棟むね以上の幕屋から、家長の帰き還かんを見て取った人々がぞろぞろと姿すがたを現あらわす。当のヘィロンは二百匹もの万途羊ハルラ・アズイマとセレィらの集しゆう団だんを背はい後ごに引き連れて集落に入り、馬上で片かた手てを上げて族員らの視し線せんに応こたえた。

「東方の地から訪おとずれた客人たちだ。おまえたち、手て抜ぬかりなくもてなせ」

「「「「「「「御心のままにイルオ・デイラ・エ・ゴツフオイ！」」」」」」」

　逡しゆん巡じゆんの暇ひまもなく、集まった全員が声を揃そろえて即そく答とうし、その瞬間から慌あわただしく宴うたげの準じゆん備びが始まった。幕屋を片かた付づけに向かう者、食器を抱かかえて走る者、乳にゆう酒しゆの蓄たくわえを確かく認にんしに急ぐ者。ヘィロンの一声で沸ふつ騰とうした集落の空気を、セレィとクルァシンは驚きを隠かくさずに見つめた。

「夕ゆう刻こくまでには席を整える。その前に、まずは客人らの馬を預あずかるぞ」

　ヘィロンの手て招まねきに応えて走ってきた十数人の有角種ユルフイネクたちが、馬から降おりたセレィらから手た綱づなを預かり、こなれた手て捌さばきでそれを引いて、数百頭の馬たちを次々と厩きゆう舎しやに連れて行く。その間、ヘィロンは放牧を終えた万途羊ハルラ・アズイマを柵さくの中に帰してやり、そこから一匹の若わかい雌メスを連れて戻もどってきた。

「これぐらいしか歓かん迎げいの作法を知らんが」

　ぶっきらぼうに言いつつ、ヘィロンは腰こし元もとの鞘さやから小刀を抜ぬき放った。──万途羊ハルラ・アズイマは混まざり代よの時代から有角種ユルフイネクが家か畜ちくとして重ちよう宝ほうしてきた温おん厚こうで従じゆう順じゆんな動物だ。体たい格かくは地球アースの羊よりやや細身で、ふさふさとした長く柔やわらかい体毛を全身に蓄たくわえ、しなやかな四し肢しと黒目がちの両りよう眼めを備そなえている。その肉は食用として言うに及およばず、搾しぼった乳ちちは微び量りようの酒しゆ精せいを含ふくむ乳にゆう酒しゆとして加工され、体毛から歯に至いたるまで余あますところなく生活用品に利用されるため、農のう耕こう文ぶん化かを持たない中陸有角種ユルフイネクにとっては、馬と同じくらいに必ひつ要よう不ふ可か欠けつな獣けものと言えるだろう。

　夕陽の光を不ふ吉きつに照り返す白はく刃じんを前にしても、雌め羊ひつじは何ら警けい戒かいする様子もなく、二つのつぶらな瞳ひとみは目前のヘィロンを通り過すぎて、セレィら見み慣なれない異い邦ほう人じんに向いている。飼かい主が剃てい毛もうのために刃物を持ち出すのはままあることだからだ。

「──御霊を天にルーシア・スイ・エナ　身体を大地にラダオ・スイ・ガゼ」

　祈いのりの言葉を囁ささやくと、ヘィロンは小刀を持つのとは逆の手で雌羊の足を摑つかみ、その身体からだをごろりと仰あお向むけにした。それでも雌羊は警戒しない。「あれ、いつもは背せ中なかから剃そるのにな」──その程度の不ふ審しんならば、そろそろ感じ始めた頃ころ合あいだったかもしれない。

　小刀の切っ先が音もなく雌羊の下か腹ふく部ぶに入った。それは刺さしたというよりも隙間に入れたという感覚だった。ゆるく開いた傷きず口ぐちに、すかさずヘィロンの右手が潜もぐり込こみ、そのまま迅じん速そくに体内を進んでいく。やがて指先が心しん臓ぞうの隣となりの大動脈に辿たどりつくと、彼はそれを五指で摑み取り、腕うでに力を込こめて迷まよわず引き千切った。──びくん、と雌羊の身体が痙けい攣れんする。こと切れる瞬しゆん間かんには、末期の一鳴きさえもなかった。

「鮮あざやかなものだな。……この羊には、痛いたみを感じる間もなかっただろう」

　屠と殺さつから肉の解かい体たいへと、作業の行こう程ていが流れるように移うつっていく。その様子を尊そん敬けいの眼まな差ざしで見やって、セレィは感想を述のべた。休まず両手を動かしながら、ヘィロンもそれに応じる。

「五歳さいの誕たん生じよう日び、初めて羊の世話を任まかされた。まだ生まれたての赤ん坊ぼうだった。……今でもよく憶おぼえている。小さく脆もろく、毛もろくに生え揃そろっていなくて、放っておけばすぐに死にそうだった。だから幼おさないなりに必死で育てた。草を食はませ、寝ね床どこの藁わらを取り替かえ、寒い日には毛もう布ふを被かぶせて抱だいて眠ねむった。その甲か斐いあってか、大きく健康に育ってくれた」

　ヘィロンは訥とつ々とつと語る。その間も決して肉を切り分ける手は休めない。

「だが、おれが八歳さいを迎むかえた日──その羊を、自分の手で殺して、解体ばらして、喰くらった。親父おやじがそうさせた。泣いて嫌いやがるおれに、親父は言ったものだ。『殺さねば肉は取れん。この事実から眼めを逸そらすな。お前が今日まで口にしてきた肉も、そうやって得られたものなのだ』と。おれには言い返しようがなかった」

「厳きびしい御お父ちち上うえだったのだな」

「おれが最初の羊を殺すときも、祈いのりの言葉と作業の手順だけを事前に教えられて、後は何の手助けもしてもらえなかった。当然のように手て際ぎわ良くはいかず、無用の苦しみを羊に与あたえてしまった。おれは辛つらかった。どうしても殺さねばならないのなら、せめて恐きよう怖ふや痛みを感じさせたくなかった。……どうにかそれが出来るようになったのは、せいぜい三十匹目からだったが」

　ものの五分と経たたないうちに雌羊の亡なき骸がらは完全に解かい体たいされ、地面に敷しかれた己おのれの毛皮の上に、鮮せん紅こう色しよくの肉の山となってうず高く積み上げられていた。洗せん練れんされた様式美を感じさせるヘィロンの手て際ぎわを見て、導神が後ろからぽつりと質しつ問もんを挟はさむ。

「……そこまで徹てつ底ていして、血を流さないように処しよ理りするのはなぜだ？」

「父神の大地を、不ふ浄じようの血で穢けがしてはならないからだ」

「その割わりには、あの掠畜獣ドフスハツドンどもは随ずい分ぶんと乱らん暴ぼうに扱あつかっていたようだが」

「異民族よそものが知ったような口をきくな。あれは戦いくさの血ち潮しおだ」

　眼がん光こう鋭するどく導神を睨にらみつけ、ヘィロンは低い声で続けた。

「……我われらの祖神ユルフィネクは、神かみ代よに末まつ弟ていメルキェーナの両りよう眼めを損そこなってしまった際さい、父神ネルマファにひとつの誓ちかいを立てている。二度と無用の血は流さぬ、とな。しかし、戦の中で流れ落ちる血潮だけは別だ。それは不浄の血ではなく、かえって我ら有角種ユルフイネクの武ぶ勇ゆうを示しめす証しよう拠ことなる。戦の血潮は、大地そのものとなられた父神への捧ささげ物なのだ」

　ヘィロンの説明を最後まで聞くと、クルァシンは納なつ得とくのいった様子で頷うなずき、その場から慎つつましく一歩身を引いた。それは単たん純じゆんに知ち的てき好こう奇き心しんを満たしたせいではなく、先さきの対話、ともすれば反発を呼よびかねないほど踏ふみ込こんだ問答を通して、相手の人にん間げん性せいを捉とらえたと思ったからだ。

「──大首長ヘイロン！　席の準じゆん備びが整いました！」

　ひときわ大きな幕まく屋やから駆かけ出してきた男が報ほう告こくする。それを聞いたヘィロンは頷うなずきで返して、積み上げた肉を毛皮ごと慎しん重ちように持ち上げながら、セレィらに視し線せんで手近の幕屋に入るよう促うながしたのだった。







　全ての席が埋うまったのを見て取ると、ヘィロンは手で合図して幕まく屋やの入り口を閉しめさせる。そうして、大おお勢ぜいが沈ちん黙もくを保たもったままのしんとした空気の中で、ごく自然に口くち火びを切った。

「まだ誰だれも杯さかずきを持つな。馬ば鹿か騒さわぎは後に回し、今は客人の話を聞くことにする」

　すんなりと発はつ言げん権けんを譲ゆずられたことに安あん堵どしつつ、セレィは感かん謝しやを込こめた目配せを隣となりのヘィロンに送った。すぐにでも本題を切り出したがっている彼女の思いを考こう慮りよしての采さい配はいだろう。その気き遣づかいを汲くんで、東方有角種ユルフイネクの女じよ皇おうは真しん摯しな面おも持もちで話を始めた。

「いきなり話されても、到とう底てい信じられぬ話かもしれないが、どうか戯ざれ言ごとと思わずに聞いて欲ほしい。──世界の存そん亡ぼうに関わる危き機きが、このエナ・ガゼに迫っている」

　その切り出しに、中陸有角種ユルフイネクたちからは何の反はん応のうもなかった──というよりは、できなかった。話の規き模ぼが大きすぎて、平へい常じようの認にん識しき範はん囲いからの乖かい離りが著いちじるしく、どう受けとめてよいものか判はんじかねたのだ。

「そこからの説明は一いつ旦たん俺おれが代わろう。──お前たちの住まうこの世界とは別に、長い歴史と強大な武力を持った「発展界」と呼よばれる世界が存在する。かの界くにの民は他世界への侵しん略りやくを生なり業わいとしており、その一いつ環かんとしてエナ・ガゼに眼めを付つけてきた。今現げん在ざいも、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟と呼よばれる発展界の尖せん兵ぺいが、ゴルォグンナ大陸全土に世せ情じよう不ふ安あんを引き起こすべく暗あん躍やくしている。このセレィもすでに二度、奴やつらの凶きよう刃じんに斃たおれかけた」

　導神の発言を保ほ証しようするようにセレィが頷うなずく。まだまだ困こん惑わくの色が濃こい聴ちよう衆しゆうに向けて、女じよ皇おうは持ち前のよく通る声で続けた。

「東方、中陸、西栄──三つの地ち域いきで二十五もの国々が乱らん立りつしている有様では、とても侵しん略りやく者しやたちの企たくらみに対たい抗こうできない。世界の全てが一丸となって抗あらがう態たい勢せいが必要になるのだ。そのために私は宿しゆく敵てきであったオルワナの有翼種クロトアたちと和わ解かいし、鎖さ国こく状じよう態たいにあったアヌビシアの盲民族メルキエーナたちにも協力を取り付け、そなたらの住まうトルキォストルの大平原にまでやって来た。……その全ては、侵略者たちの猛もう威いに屈くつすることのない、盤ばん石じやくの世せ界かい同どう盟めいを組み上げるためだ」

　幕まく屋やの中にざわめきが満ち始めた。熱っぽい興こう奮ふんを宿した無数の瞳ひとみが、セレィの一いつ挙きよ一いち動どうに対して凝ぎよう然ぜんと向けられる。──大陸を東から西に駆かけ抜ぬけ、世界をひとつに纏まとめ上げる。その大望は、かつて彼らが中陸地域に移うつり住んだ際さいに抱いだいた夢ゆめと、余あまりにもよく似にていたからだ。

「すでにロケィラ・オルワナ・アヌビシアの三国は同盟し、東方に残る二国──ダマカスカ、ギリェ・イゼンとも前向きな交こう渉しようを続けている。仮かりにそれが成功し、さらにそなたら中陸有角種ユルフイネクが仲間に入ってくれるのであれば、すでにゴルォグンナ大陸の半分は協調したことになる。無む論ろん、分からないことがあれば何なりと訊きいて欲ほしい。疑ぎ念ねんや不信は当然のこととして、私たちは誠せい意いをもってそれを晴らそう」

　セレィの口にした内容は聴衆の有角種ユルフイネクたちを沸わかせていたが、意外にも、その中から率そつ先せんして意見を口にしようとする者はいない。誰だれもが言いたいことや問い質ただしたいことを我が慢まんしている風ではあるのだが──一向に寄よせられない生の声に、セレィとクルァシンは怪け訝げんに思って顔を見合わせた。

「許せ、セレィ。この席はおまえの知るような、政せい治じの重じゆう鎮ちんを集めての会合ではない。おれは中陸有角種ユルフイネクを統すべる大首長ヘイロンだが、平時は己おのれの家族ジオを取り仕切る一いつ介かいの族長グオンに過すぎず、こいつらもその族員でしかない。国と国の同盟などという大事について、堂々と意見を述のべられる立場にはないのだ」

「なるほど、そうだったのか……。ここでの裁さい量りようを把は握あくせず、いささか話の進め方を逸はやったかもしれぬ。不ぶ躾しつけであったのなら、どうか許ゆるして欲しい」

「いや、構かまわん。……さっきは平時の話をしたが、時が有事ともなれば、おれは大首長ヘイロンとして号令を出すことになる。おまえの発言が事実であれば──すなわちエナ・ガゼ全体が別の世界から侵略を受けようとしているのなら、今が平時であろうはずもない」

　セレィに向かって鷹おう揚ように頷いて見せると、ついでヘィロンは自分の族員たちに視し線せんを移うつし、威い厳げんに満ちた声で告げた。

「そういうことだ、おまえたち。──今年の大集会はもう終わったが、大首長ヘイロンの名のもと、全ての族長グオンたちを呼よび集めた会合を再ふたたび開くことにする。何か問題はあるか？」

「「「「「「「御心のままにイルオ・デイラ・エ・ゴツフオイ！」」」」」」」

「よし。ならば今すぐ諸しよ族ぞくのもとへ連れん絡らくに走れ。分ぶん担たんは先さきの大集会の際さいと同じだ。次の四満月までに、二百七十人の族長たちを一人残らずここに連れて来い。一日の遅おくれも恥はじと思え」

　大首長ヘイロンの命を受けて、多おおくの男たちが幕まく屋やの外へ駆かけ出していく。それから数分もすると、慌あわただしく旅の装そう備びを整えた者から順に出発しているらしく、馬の嘶いななきと蹄ひづめの音が、がらりと空いた幕屋の中にまで響ひびいてきた。望むべくもない展てん開かいの速さに、セレィとクルァシンは二人揃そろってあっけに取られた面おも持もちでいたが、我われに返った女じよ皇おうが捕ほ足そくする。

「じ、迅じん速そくな対たい応おうに感かん謝しやする。そこで提てい案あんなのだが、これを機会として、東方の諸しよ国こくからも要人を呼よんでも構かまわないだろうか？　そちらには私の方から人を遣つかわせる。急げば次の四満月までには間に合うだろう」

「承しよう知ちした。こちらとしても、顔合わせは早いほうがいい」

　セレィの提案をふたつ返事で受け入れると、ヘィロンはぱんぱん、と両手を打ち鳴らした。

「──話は一区切りついた。空いた席に残りの客人を通せ。ここからは純じゆん粋すいな歓かん迎げいの宴うたげだ」

　会合を締しめくくるヘィロンの言葉を合図にして、料理の皿が幕屋の中に運び込まれる。杯さかずきに乳にゆう酒しゆがなみなみと注がれ、誰だれかが弦げん楽がくを奏かなで始めると、それに合わせて踊おどり子が舞まい始める。──セン＝グォンの集落でのそれに輪をかけて賑にぎやかな、夜を徹てつしての宴うたげが始まった。







　平原の夜がとっぷりと更ふけ、飲み騒さわいでいた人々の半数が酔よい潰つぶれた頃ころ合あいになると、導神は例によって音を立てずに幕屋から出ていった。夜よ露つゆにしっとりと濡ぬれた草原を進んでいくと、集落から少し離はなれた辺りに、身み支じ度たくを整えた有角ユルフイネクの少女・メリェが待っている。

「すまん、待たせたな。忘わすれ物はないか？」

「ばっちりです、導神さま。いつでも出発できますよー」

　膨ふくらんだ背はい囊のうを後ろ手に示しめして、メリェは元気一いつ杯ぱいに受け答えする。そうか、と頷うなずいて身を屈かがめようとした導神だが、ふと自分たち以外の気け配はいを背後に感じて振ふり向き、たった今出てきた集落の方向からやって来る二つの人ひと影かげを認みとめた。

「……セレィと、それにサーリャか。話は通してあっただろう。見送りは要いらんぞ」

「そう邪じや険けんにするな、導神どの。酔い覚ましに冷たい夜や気きは丁度よい。……それに、そなたの忍しのび足でさえサーリャの耳を誤ご魔ま化かせんという事実が、なんだか可笑おかしかったのでな」

「む、確たしかに。……帰って来たら、次は本気で忍んでみることにしよう。隠おん形ぎようの実力でルダ・ガイランに劣おとると思われては、俺おれの沽こ券けんに関わる」

　いつもの軽口を応おう酬しゆうする両者に、少し躊躇ためらってから、サーリャが言葉を挟はさんだ。

「……どうしても、今、行かなくては駄だ目め？」

　その問いは予想外だったために、クルァシンは不思議そうな面おも持もちでサーリャを見た。

「前々から言ってあっただろう？　今後の趨すう勢せいを先読みするために、中陸の西側に位置する『三さん貴き種しゆ』の国家──ヴァルハ・セドレの様子を見ておきたい。ここでトルキォストルとの同どう盟めいが成功しても、それを警けい戒かいした西側の諸しよ国こくが、態たい度どを徒いたずらに硬こう化かさせることを避さけたいのでな」

「それは知っている。でも、あなた自身が向かわなくても、斥せつ候こうを出せばいい」

「いくら早馬で駆かけても、人の身では、ヴァルハ・セドレでの情じよう報ほう収しゆう集しゆうを済すませてから次の四満月までにここへ戻もどってくることは難むずかしい。それが可能なのは馬に勝る足をもつ俺おれだけだ。それに何より……ルダ・ガイランの負ふ傷しようが癒いえきらない今のうちでしか、俺がセレィの傍そばを離はなれられる機会はない」

　クルァシンの言葉に、サーリャはぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめて項うな垂だれた。それを言われてしまうと、もはや彼女には反はん論ろんの仕様がない。一いつ刀とう鬼きという規き格かく外がいの隠おん密みつを相手取って、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の聴ちよう力りよくは一度完全な敗北を喫きつしたのだから。

「気を悪くするな、サーリャ。俺がこうして自由に動けるのも、セレィの身辺をお前が張はってくれている安心感があってこそだ。……たとえ〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟を相手にしても、お前の聴覚は充じゆう分ぶんに通用するものだと確かく信しんしている。いかに発展界の兵器を駆く使しし、各々が抜ぬきん出た隠密技ぎ能のうを有するとはいえ、あの連中も斬きられれば血を流す生身の人間に過すぎない。セレィの身辺を守る兵たちにも、いざ敵てきとして対たい峙じした時、奴やつらに恐おそれず立ち向かえるよう万全の訓練を施ほどこしたつもりでいる。サーリャ、お前もアヌビシアでの事件については一いつ旦たん忘わすれろ。ルダ・ガイランのような怪かい物ぶつは、そうそう二人目が現れるものではない」
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　導神が言葉で信しん頼らいを示しめしても、サーリャは拳こぶしをきつく握にぎり締めて押おし黙だまっている。気き遣づかったメリェが傍に寄よっていって頭を撫なでるが、一向に曇くもった表ひよう情じようが晴れることはない。その様子を困こまり顔で眺めつつ、ふと導神は思い至いたった──彼女が今抱いだいている感情は、元『大央聴ラルゴウ・オオデキム』としての自負を傷きず付つけられた、その痛いたみだけではないのだろうと。

「何か……拭ぬぐいきれない不安があるのか？　俺が今、ここを離れることに対して」

「……ない、とは言えない。でも、それでは具体的に何が不安なのかと言われると、私にもはっきりと言葉に出来ない……」

「曖あい昧まいでも構かまわない。とりあえず口にしてみてくれ」

　クルァシンに促うながされると、サーリャは少し思案して、セレィに話を振ふった。

「……女じよ皇おう陛へい下か。中陸有角種ユルフイネクの民みん族ぞく性せいと、ヘィロンという男の人ひと柄がらについて、あなたはどういう印象を受けたの？」

「……ふむ？　それはもちろん、遊ゆう牧ぼく騎き馬ば民みん族ぞくとしての彼らの性格は、同じく有角種ユルフイネクである私にも親しみ易やすいものだ。勇ゆう猛もうで義ぎ理り堅がたく、人との出会いを一いち期ご一いち会えと捉とらえ、大地への畏い敬けいを忘れない。他には、そうだな……美点ばかり並ならべ立てても誠せい実じつさに欠けるから、少々気になる点として……何事につけ気きつ風ぷが良いが、それが裏うら返がえった時の無む責せき任にんさが予想されることだろうか」

　ほう──と導神はセレィの冷静な洞どう察さつに感心した。数百年を隔へだてた民族の再さい会かいという事じ態たいに、何やかやと少しは浮うき足立っているものかと思ったら、美点と欠点の両方を見み透すかす客きやつ観かん性せいをきちんと保たもっている。最初に会った瞬しゆん間かんから今に至いたるまでの著いちじるしい成長ぶりが窺うかがえて、クルァシンにはますます、彼女の傍そばを一時離はなれることへの不安が薄うすれた。

「そう……。じゃあ、クルァシン、あなたは？」

「おおむねセレィと同じだが、そうだな……あのヘィロンについて些さ細さいなことを言うなら、セレィとの意気投合ぶりに比くらべて、俺おれにはあまり良い印象を抱いだいていないようだ」

「それについてはアヌビシアの時も同じであったな。ふむ、困こまったものだ。どうやら我われらの導みちびきの神は、初対面の相手にはよほど胡う散さん臭くさく映うつると見える」

　親しみのこもった女じよ皇おうの皮肉に、クルァシンもまた苦笑で応おうじる。──実のところ、その問題については、当人たちも気き付づいていない微び妙みような男女の機き微びをサーリャは察していたが、それはある意味で言わぬが華はなであったし、何よりも彼女の不安の源げん泉せんはまた別だった。

「……女皇陛へい下か。率そつ直ちよくに言って、あなたはヘィロン・ザカ・トルキォスタと心を通わせられた？」

「無む論ろんだ。その事実があるからこそ、クルァシンが傍を離はなれることも受け入れられる。我々を歓かん迎げいするヘィロンの心に偽いつわりはないし、同どう盟めいについて前向きな姿し勢せいでいることも確たしかだ。もちろん私がヘィロンに欺あざむかれているということも有り得ない。この一角つのにかけて、絶ぜつ対たいに」

　女皇の発言は自信に満ちており、生なま半はん可かな不安などでそれに異いを唱えることは憚はばかられた。問題を明確に出来ない自分に内心で忸じく怩じたるものを感じながらも、サーリャはこれを潮しお時どきと見て、慎つつましく一歩身を引く。

「……時間を取らせてしまった。ごめんなさい。今の話は忘わすれていい。あなたがここを離れている間、私は全力で務つとめを果たすことにする。どんな不ふ測そくの事態が起こったとしても」

「頼たのもしい限かぎりだ。……信しん頼らいしているぞ、サーリャ。他の兵たちと共に、セレィの助けになってやってくれ」

　サーリャが静かに頷うなずいて、衣服の随ずい所しよを飾かざる装そう飾しよく具ぐがちりりぃん、と澄すんだ和音を奏かなでる。それを送別の音色と受け取ると、クルァシンはその場で身を屈かがめ、メリェの身体からだを背せ中なかに担かつぎ、布ぬのを使ってなるべく楽な姿し勢せいで固定した。

「では、しばしの別れだ。──ふたりとも、次の四満月まで息そく災さいでな」

「行ってきまーす！　セレィ様、サーリャちゃん、お元気で！」

　背負われた状じよう態たいでぶんぶんと手を振ふるメリェの姿すがたが、ひとたび導神が疾しつ走そうを始めると、残ざん像ぞうを残して遠く離はなれていく。セレィとサーリャが見送る中、仲なか睦むつまじい親子のような二人の姿は、あっという間に大平原の夜に溶とけて消えていった。
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　ヘィロンの集落から遥はるか北に離はなれた地ち域いき。夏の盛さかりに申もうし訳わけ程てい度どの遊牧が行われる以外には、有角種ユルフイネクたちの中にも顧かえりみる者とてない中陸の辺へん境きよう。そこにぽつりと、大地に落ちた赤い染しみのように、一人用の小さな天幕テントが立っていた。

「……アレだな。どう見ても」

　明らかな違い和わ感かんのある光景を、遠目に窺うかがう影かげが五つあった。体たい格かくはまちまちだが、どの人物も共通して、闇やみ夜よに溶とけるような黒衣を着き込こんでいる。ふと──その内の一人が、自分の中の何かを抑おさえかねるように、うずうずと抱だいた肩かたを震ふるわせた。

「なぁ、ゼル。……なぁなぁなぁ！　ちょっくら挨あい拶さつしてきてもいいだろ？」

「やめておけ、ギロ。冗じよう談だんの通じない相手だぞ」

　隣となりの影かげが呆れたように諭さとす。そこに、さらに別の影が笑み混まじりの声を挟はさんだ。

「ぷくくくっ……いや、ぼくは賛さん成せいだね。所しよ属ぞくの隊が違ちがうぼくたちでは、一いつ刀とう鬼きの実力を試せる機会なんてザラにはない。ここで最強のメッキが剝はがれるにせよ、順当にギロの首が飛ぶにせよ、とっても面おも白しろい見物だと思うけど……リガ、きみはどうだい？」

「オレは反対っすね。皆みなで生きて帰りたい。ギロは馬ば鹿かだけど、いちおう仲間だし」

「んだよ、固かつたいなぁ。……えっと、ゼルとリガが反対、俺おれとバズが賛さん成せいで、今のところ二対二？　んじゃ、瓶ビン底ゾコさん、あんたの意見で決まりだな」

　四つの影の視し線せんが最後のひとりに集中する。しかし、当の本人は話を聴きいていた風でもなく、ひたすら足下を見下ろして不満げに何事かを呟つぶやいていた。

「……つまんない……ここ、植生が単たん純じゆんすぎて面白くない……動物にもろくに会ってない……どうせなら東の森林地帯に行ってみたかった……」

「……おーい、瓶底さん、帰ってきてー」

　リガが目の前で掌てのひらを上下させても、その人物はまったく反はん応のうを返さない。見かねたゼルが溜ため息混じりに肩かたを叩たたいた。

「……ヨク。ちょっといいか、ヨク」

「……はぇっ!?　ははは、はいっ！　何か御ご用ようでしょうか、班はん長ちようさん！」

「いや、別に御用って程ほどじゃないんだが。……今までの話、聞いてたか？」

「へっ？　……そ、それはもちろん。一字一句漏もらさず聞いておりましたとも！」

「……そうか。じゃあ賛さん成せい？　反対？」

「賛成です！　全ぜん身しん全ぜん霊れいでポジティヴです！　諸もろ手てを挙げて支し持じさせて頂いただきます！」

　首をぶんぶんと上下に振ふったせいでフードが滑すべり落ち、その中から、分ぶ厚あつい瓶びん底ぞこ眼鏡めがねをかけた化け粧しようっ気のない女じよ性せいの顔が月明かりの下に浮うかび上がる。それを珍ちん獣じゆうでも見るような眼めで眺ながめつつ、ギロは気を取り直して口を開いた。

「と、とにかく、これで三対二だな。それじゃ、行ってくるぜ！」

「……仕方ないな。過すぎた真似まねはするなよ」

「待った。せっかくだし、ぼくからルールを提てい示じしよう。天てん幕まくに触ふれて来られたら「可」、テントの中に入れたら「良」、本人に触れたら「優ゆう」。テントにも辿たどりつけなかったら、もちろん「不可」。これでどうだい？」

「おもしれぇじゃん、受けて立つぜ！　ちなみに「優」と言わず「秀しゆう」を取るには──」

「おい、調子に乗るな、ギロ！」

　ゼルの一いつ喝かつが飛ぶ。その剣けん幕まくに、ほんの冗じよう談だんさとばかりに薄うす笑わらいで返し、ギロはいよいよ本ほん格かく的てきに息を殺して、問題の天幕に近ちか付づき始めた。

（静かな夜だな……。傷きず付ついた身体からだを横たえて、さぞやぐっすりお休みだろうぜ）

　夜風が草を揺ゆらす音に紛まぎれて、ギロの足音はすっかり分からなくなってしまっている。一歩、また一歩と、慎しん重ちようかつ迅じん速そくに足を進めていくと、二十秒と経たたないうちに、彼はすぐに天幕の目の前まで辿りついた。

（さて、まずはこれで「可」と……）

　順調な展てん開かいに気を良くして、大した緊きん張ちようもなくギロは天幕の手を伸のばす。が──彼の指先が布に触れようとした、まさにその瞬しゆん間かんだった。分厚い段だん平びらの切きっ先さきが天幕の内側から突つき出したのは。

「──、へ？」

　ギロは咄とつ嗟さに飛び退のくことさえ出来ぬまま、首くび筋すじに血の玉が浮くまで突きつけられた切っ先を見下ろした。さながら虫ピンで縫ぬい止められた昆こん虫ちゆうのようだった。もはや指一本動かせなくなっている自分の有様に、彼はただ愕がく然ぜんとするしかなかった。

「五秒で選べ。黙だまって死ぬか、名乗って死ぬか」

　天幕の裂さけ目から漏れ出した低い声が問うた。そこに脅おどしの響ひびきはない。端たん的てきな事実として、このままでは五秒後に死ぬと確かく信しんしたギロは、形なり振ふり構かまわずに声を張はり上げた。

「ヴェ──〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟二番隊所しよ属ぞくのギロだ！　殺さないでくれ、あんたのお仲間だよ！」

　必死の命いのち乞ごいが功こうを奏そうしてか、段平の切っ先が天幕の中に消える。情なさけなく尻しり餅もちを付いたギロの背せ中なかから非ひ常じよう事じ態たいを見取ったゼルたちが、慌あわてて天てん幕まくまで走り寄よった。数秒の後、入り口の布ぬのを押おし上げて出てきた姿すがたは、六ろく尺しやく強の長身に赤く筋すじの入った黒衣を纏まとった、燻いぶしたように艶つやのない銀ぎん髪ぱつの男だった。

「増ぞう援えんの合流か」

　黒衣を纏った五人の姿を視し界かいに捉とらえて、ルダ・ガイランは重々しい声で質ただした。ゼルも、ギロも、バズも、リガも、ヨクも、咄とつ嗟さに答えを返すことが出来ない。ギロの悪ふざけに反はん応のうした殺気の名残なごりが、五人の心しん境きようを断だん頭とう台だいに据すえられた罪ざい人にんのそれにしていたのだ。

「……ど、同どう僚りようが、失礼をしました。ご推すい察さつの通り、私たちが事前に予定されていた増援です。向かって右から順にバズ、リガ、ヨク……そこで尻餅を付いているのがギロ。私が班はん長ちようのゼルです」

「何人かの顔は覚えている。全員が二番隊の所属か？」

　はい、と素す直なおに答えつつも、ゼルは背せ筋すじに冷たい汗あせが流れるのを止められなかった。ルダ・ガイランの質しつ問もんには、暗に「なぜ己おのれが単たん独どくで先せん遣けんしている状じよう況きように、四番じぶんの隊から増援を出さないのか」という疑ぎ念ねんが含ふくまれているからだ。

〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟は一番隊から四番隊までの計四隊で構こう成せいされ、ルダ・ガイランは四番隊の隊長を務つとめる立場にある。基き本ほん的てきにあらゆる工こう作さく技ぎ能のうを身につけている彼らではあるが、各々の隊ごとに微び妙みような方ほう針しんの違ちがいがあり、隊を跨またいだ人員による組チームの構成は滅めつ多たに行われない。今回の人選は例外的であり、一いつ刀とう鬼きが疑問を覚えるのは当然だった。

「よ──四番隊からは既すでにイド殿どのがリタイアし、相あい棒ぼうのオド殿もしばらく復ふつ帰きは見み込こめないとのことでしたから、司令部としては、あまり一つの隊に偏かたよった欠員が生じることを避さけたいのでしょう。第一位の実じつ績せきを誇ほこる四番隊であればこそ、その隊員には代えが利ききませんから」

　言いながら、弁べん解かいがましく聞こえないだろうかと、ゼルは生きた心地がしなかった。──〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟内部に入った不ふ可か視しの亀き裂れつ。今回の増援が一刀鬼の生せい還かんを望まぬ人々による確かく信しん的てきな陰いん謀ぼうであると彼に悟さとられれば、もはや互たがいに「お仲間」ではいられないだろう。

「了解した。ならば、今後の方針について意見を聞こう」

　今の説明でどこまで納なつ得とくしたものか、無ぶ骨こつな無む表ひよう情じようからは一切の情動が読み取れない。ゼルは目め隠かくし状態で爆ばく弾だんを処しよ理りするような、不安すぎる心しん境きようのまま話を続けた。

「ル……ルダ・ガイラン殿の傷きずが癒いえるまでは、我われ々われ五名が工作活動を続けます。さしあたりは敵てき性せいＭＰメタフイジツクス「クルァシン」と、奴やつに与くみする現げん地ち民みんたちの動向の監かん視し。とりわけ角人の女じよ皇おうについては、警けい備び体たい制せいに確実な隙すきを見取り次第、抹まつ殺さつに移うつりたいと思いますが……」

　ゼルは気まずそうに言い淀よどんだ。女皇セレィは当然としても、当のＭＰメタフイジツクスの方にまで、独どく断だんで手を出して良いものか迷まよったのだ。最強の神殺しに手傷を負わせてのけるほどの相手ともなれば、いささか自分たちには荷が重いかもしれない、と。

「怖おじるな。隙あらば首を狙ねらえ。例え力及およばずとも、攻せめの姿し勢せいを鈍にぶらせるべきではない。その身をして〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員であり続けたいのならば」

「は──はいっ！」

　腹ふく中ちゆうに抱いだいた謀ぼう略りやくのことも綺き麗れいに忘わすれ去り、ゼルは反はん射しや的てきにぴんと背せ筋すじを伸のばして敬けい礼れいした。その返答を見み届とどけて深く頷うなずくと、ルダ・ガイランは身を翻ひるがえして天てん幕まくの中に戻もどっていく。その様子はさながら、これから冬とう眠みんに入る熊くまか何かを思わせた。

「おそらく三ヶ月は要いらんだろうが──己おのれの体調が万全を期すまで、第一次征せい服ふく施し策さくの委細をお前たちに任まかせる。己おれとイド・オドが収しゆう集しゆうした情じよう報ほうを参考にして最さい善ぜんを尽つくせ。状じよう況きようが動けばその都つ度ど連絡を忘れるな。──以上、健けん闘とうを祈いのる」

　天幕の中に消えていった背中に向けて、気が付けば、五人全員が心からの敬礼を返していた。数秒後、ようやく我われに返ったゼルが、他の面々を促うながして早足にその場を去っていく。

「……マジで死ぬかと思ったぜ。あれで手負いかよ……」

「だから言ったんだ、冗じよう談だんが通じる相手じゃないと。……最後まで止めなかった俺おれにも責せき任にんはある。が、ギロはもちろんとして、バズ、けしかけたお前も反省しろ」

「安心してくれ、これでも猛もう省せいしているよ。いやはや、おふざけ半分に嚙かみ付つける相手じゃなかったね。全員で不意を打ったところで、それでも殺やれるかどうか……」

「よしましょうよ、まだ先の話でしょう。今は目の前の仕事に集中しないと。それに……いくら上からの指令でも、まだオレは身内殺しには納なつ得とくしてないス」

　リガの愚ぐ痴ちを最後に会話が途と切ぎれる。そうして無言のまま並へい走そうすること数分、人数分の馬が停とめてあった場所に辿たどりつくと、彼らは各おの々おので鞍くらに跨またがって手た綱づなを引いた。

「あのー、班はん長ちようさん、ひとつ提てい案あんがあるんですけど……」

「？　なんだ、ヨク」

「私、単独ひとりで西に向かってもいいですか？　この辺りは地形にも生せい態たい系けいにも変化が無さ過すぎて、環境調査員インヴエステイゲイタの私としては、これ以上腕うでの振ふるいようがないんです。せめて湖の辺りまで行ければ、色々と新しい要よう素そが見つかると思うんですが……」

「いや、それは──」

　許きよ可かできない、と口に出しかけたゼルが寸すん前ぜんで思いとどまる。赴ふ任にん地ちでの活動の原げん則そくに勝って、より現げん実じつ的てきな打算が彼の頭をよぎっていた。

　今回の増ぞう援えんの中でも、女じよ性せいという点も含ふくめて、ヨクは少々特とく殊しゆな立場にある人物だ。彼女の役やく割わりはエナ・ガゼという世界に固有の環かん境きようを調ちよう査さし、その結果をもって植民界政策の助けとすることであり、現地民たちの世せ情じよう不ふ安あんを誘ゆう発はつするべく尽じん力りよくするゼルら工作員エージエントとは根本的な役割が違ちがう。もちろん〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員を名乗るくらいだから、格かく闘とう術じゆつを始めとした一通りの技ぎ能のうは身に付けているが、ゼルらと比くらべると数すう段だん練度に劣おとる。必然、戦闘を視し野やに入れた作戦には要員として組み入れ辛づらい。

（事実、これまでの任にん務むでも、環境調査員インヴエステイゲイタは工作班から独どく立りつして少人数で動くことが多かった。……しかし、単独ひとりというのは前例がない。ルダ・ガイランのような達人ならまだしも、彼女に単たん独どく行こう動どうを取らせるのは、さすがにリスクが高すぎはしないか……）

　ゼルは大いに悩なやんだ。ギロ・バズ・リガのうちの誰だれかとヨクを組ませることも考えたが、彼らが今回相手取らねばならないＭＰメタフイジツクスは、かの海神ポセイダオンを滅ほろぼしてのけたほどの強きよう敵てきである。貴き重ちような戦力の目め減べりは可か能のうな限かぎり避さけたい──そのことを考こう慮りよに入れると、妥だ協きよう点てんはひとつしか見当たらなかった。

「……わかった。前例はないが、今回だけは特別に許可する」

「えっ、本当に……!?　班はん長ちようさん、ありがとうございますっ！」

「ただし、定期的に連れん絡らくは欠かすなよ。危き険けんの気け配はいを感じたらすぐにその場を離はなれろ。重い怪け我がを負った場合は無む闇やみに動くな、必ずこちらから拾いに行く。それに、調査よりも何よりも……自分が生き延のびることを最さい優ゆう先せんに考えるのを忘わすれるな」

　ゼルの忠ちゆう告こくに逐ちく一いちこくこくと頷うなずいて、それもどうやら全て終わったようだと見て取ると、ヨクは黒衣をはためかせて馬の身体からだを翻ひるがえし、そのまま西の方角に向かって全速力で走り去っていった。その後ろ姿すがたを心配そうな顔で見送るゼルに、バズが励はげましの声をかける。

「正しい判はん断だんだと思うよ。ぼくらと一いつ緒しよに行動するよりも、今は単独行動を許ゆるした方が、かえって彼女の身の安全を図りやすいさ」

「……だと良いけどな。俺おれたち工作員エージエントと比べて、彼女のような調査員インヴエステイゲイタの育成には五倍以上の費用がかかっている。多た少しようどんくさく見えても、俺たちの中で一番命の値ね段だんが高いのは彼女なんだ。調査に夢む中ちゆうになり過すぎて、あまり無茶をしなければいいんだが……」

　そう呟つぶやきつつ、しばらくの間ヨクの消えていった夜よ闇やみを見つめていたゼルだったが、やがて名残なごりを振ふりきって馬の手た綱づなを引いた。疾しつ走そうを開始した彼の背せ中なかに、すぐさまギロ・バズ・リガの三人も追いすがる。かくして新たに投入された〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の面々は、各々の任にん務むを果たすべく目的の地に向かうのだった。





＊






　クルァシンが出発してから四日目の朝、ヘィロンはトルキォストルの属ぞつ国こくであるヴマ・ズォからの使者らと謁えつ見けん用ようの幕まく屋やの中で向き合っていた。どっしりと椅い子すに座すわって構かまえた平原の覇は者しやの風ふう格かくに対して、長爪種イゼイリグと牙種ヤシユタルガの二人の男たちは分かりやすく縮ちぢこまっている。とても自分から話を切り出せたものではないと彼らが押おし黙だまっているところに、それを察したヘィロンが声をかけた。

「……何の求めがあって来た。朝あさ餉げの前だ、手短に済すませろ」

「は、はぁっ！　大首長ヘイロン様の御ご予よ定ていも鑑かんがみず、まことに申し訳わけございません……！」

　平身低頭して謝しや罪ざいする使者たちだったが、彼らとて朝食前などという非ひ常じよう識しきな時間帯に面通りを願ったわけではなく、むしろ慎つつしんで相手の身が空くまで待っているつもりだったのを、ヘィロン本人の求めから呼よび出されたのである。セレィという賓ひん客きやくがいる以上、面めん倒どう事ごとは早々に片かた付づけておきたいという心理の表れであったが、使者たちにはそれを知る由よしもない。

「それでは、畏おそれながら我われらの請せい願がんを切り出させて頂いただきます。……我々が農のう耕こうを行っている西部の地ち域いきでは、去年は雨が不足したせいで作物の出来が悪く、有角種ユルフイネクの皆様に納おさめるべき租そ税ぜいが滞とどこおったばかりか、我ら自身も飢うえに怯おびええる有様でございました。つきましては、今後は同じ轍てつを踏ふまぬためにも、近きん隣りんの河かわから支し流りゆうを引いてくる工事を提てい案あんさせて頂ければと……」

　上うわ目め遣づかいに支し配はい者しやの顔色を窺うかがう使者たちの前で、ヘィロンはふむ、と思案げに眼めを閉とざす。

「……ヴマ・ズォの西部ということは、ユルジォノ河から支流を引いてくることになるか。あの河は水量も豊ゆたかで乾かわきとは無む縁えんだ、それ自体は構かまわんだろう。だが、おまえたちの畑の位置から考えると、それなりに規き模ぼの大きい工事になる。人手は足りるのか？」

「は……。それは無む論ろん、近隣の集落からも働き手を集めまして、全力を尽つくして事に望む所しよ存ぞんであります。しかし、工事の完かん遂すいには二～三年を要すると予想され、その間はどうしても農のう耕こうの方に回す手が減へることになり……何というか、その……」

　長爪種イゼイリグの使者がごにょごにょと言いつつ両手の爪を絡からませる。ヘィロンの側としても言われるまでもなく要求を汲くみ取って、溜ため息混まじりに頷うなずきを返した。

「……わかった。これから二年間、その工事に大きく関わる集落からは、租税の徴ちよう収しゆうを免めん除じよすることにする」

「……！　あ、ありがとうございます！　大首長ヘイロン様の寛かん大だいなる御み心こころに感かん謝しやを……！」

「へつらうな、鬱うつ陶とうしい。……それに、勘かん違ちがいするなよ。おれは二年の間だけ租税を免除すると言ったのだ。工事が終わるまでの間ではない。二年が経たった後に未いまだ支流が引かれていなかったとしても、その時からは容よう赦しやなく租税の徴収を復ふつ活かつさせる。……飢えたくなければ、これから必死で作業に励はげめ」

　激げき励れいというには余あまりに酷こくな言い様に、二人の使者は震ふるえながら仰ぎよう々ぎようしく頷うなずいた。……ヘィロンの統とう治ちは暴ぼう政せいではないが、かといって、属ぞつ国こくの民を自民族と等しく慈いつくしむものでもない。牙種ヤシユタルガと長爪種イゼイリグの両民族は、その支配下で暮くらしつつ、飢えずとも栄え過ぎずという統とう治ち原げん則そくのもとに、各種の税を厳げん格かくに徴収されていた。







　一方で、セレィらは万途羊ハルラ・アズイマの鳴き声と共に朝早く起き出し、中陸有角種ユルフイネクの面々と並ならんで幕まく屋やの中で朝食を摂とっていた。一いつ杯ぱいの乳にゆう酒しゆ、湯に溶といた乾かん酪らく、何種類かの新しん鮮せんな果物。主食にはヴマ・ズォの長爪種イゼイリグから買い付つけた夏熟麦クズイラ・ノトのパンがある。大平原の一日を生き抜ぬくための必然か、全体に分量はかなりのものだった。




「──許ゆるせ。少々政まつりごとにかかずらっていてな」

　その席の最上座に、やや遅おくれてやってきたヘィロンが謝しや罪ざいを口にしながら座すわった。隣となりに陣じん取どっていたセレィは気さくな微笑ほほえみを浮うかべて頷き、大皿から取ってきたパンを彼の皿に載のせてやる。

「セレィ、今日は遠乗りに行かないか。おまえが馬を駆かる姿すがたをじっくりと見てみたい」

　乳にゆう酒しゆの杯さかずきを片手に朝食を摂り始めたヘィロンが、何なに気げなく女じよ皇おうに誘さそいをかける。この数日で互たがいの気心はすっかり知れていると見えて、普ふ段だんの会話はこのようにざっくばらんな調子になりがちだ。

「遠乗りか。……ふむ、悪くないな」

　ヘィロンの提てい案あんに惹ひかれるものを感じたセレィは、乳酒の杯を片手にふたつ返事で受けようとした。が、その寸すん前ぜん、左ひだり隣どなりで食事を摂っているサーリャから困こまったような視し線せんを送られていることに気き付づいたために、口から出かかった返答を思い留とどめる。

「……悪くない。悪くないのだが、すまぬ。あまり気軽に走り回って、ここに残った兵たちを不安にさせたくない。この集落から見える範はん囲いでならば、いくらでも付き合えるのだが」

「では近場で走るとするか。腕うで比くらべに興きようじるもよし、互いの愛馬を鑑かん賞しようし合うのも面白い」

　断ことわられて機き嫌げんを悪くした風もなく、ヘィロンはセレィの都合に合わせて鷹おう揚ように計画を変えた。その気き遣づかいに感謝の言葉を返し、パンの最後の一切れを乳酒で飲み込こむと、セレィは席を立って足早に幕まく屋やの外へと向かう。その背せ中なかにサーリャも続いた。

「すまぬ、サーリャ。知らずお前の気を揉もませたようだな。……やはり遠乗りはまずいか？」

「大おお勢ぜいの護ご衛えいを伴ともなうならともかく、あの話の流れだと、たぶん二人きりで行くことになる。それだと何かあった時に助けが間に合わない」

「……そうだな。ヘィロンは信用のおける男だが、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟という連中のこともある」

　セレィは納なつ得とくした様子で頷いた。女皇が自じ制せい心しんを保っていることを確かく認にんして安あん堵どすると、サーリャは恭うやうやしく一礼して一いつ旦たん彼女と別れる。その帰り際ぎわ、幕屋の陰かげから二人の様子を窺うかがっていた有翼種クロトアの少女に、彼女は不意打ち気味に声をかけた。

「……コリォさん。そんなに陛へい下かが心配？」

「うひゃっ!?　い、いや、そのっ、これは……」

　幕屋の陰から気まずそうな顔のコリォが姿すがたを現あらわす。元『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女を相手にして、息を潜ひそめた程てい度どで隠かくれおおせると思うのがそもそもの間ま違ちがいだ。が、サーリャは彼女の盗ぬすみ聞きを咎とがめるでもなく、むしろ優しげな微笑みすら浮かべて声をかけた。

「……大だい丈じよう夫ぶ。陛下はいつも通り。私の忠ちゆう告こくも、真しん摯しに受け入れてくれた」

「そ、そうですか。それは何よりです……」

　コリォは消え入りそうな声で言って、そのまま悄しよう然ぜんとした面おも持もちで歩み去った。サーリャは軽く溜ため息をつく。──彼女コリオを始めとする有翼種クロトアたちの士気の低下も、見み過すごしがたい問題には違ちがいない。

（かといって、これから同どう盟めいしようという相手と、あまり仲良くするなとも言えない……。ただでさえ陛へい下かには、今朝の遠乗りの件けんのように、身辺を守るための采さい配はいで窮きゆう屈くつな思いをさせているのだから）

　集落の中に金きん属ぞく装そう飾しよくの音色を振ふりまいて歩きつつ、サーリャは複ふく雑ざつな難なん題だいに頭を抱かかえていた。……無理もない。四日前まで、それは他でもない導神の役やく割わりだったのだ。『聴士ラルゴウ』としての役割に加えて、クルァシンが不ふ在ざいの間は自分がその代わりを務つとめようとするサーリャの自負は強く、もとより回転の速い彼女の頭は、いまや昼夜の区別なく猛もう然ぜんと働いていた。

（どうしても不ふ吉きつな予感が拭ぬぐえない。……でも、今はこっちに集中しないと）

　伏ふせていた面おもてを上げて立ち止まり、サーリャは目の前に建つ木組みの櫓やぐらを仰あおぎ見た。彼女の『聴士ラルゴウ』としての能のう力りよくを十全に活いかすために、クルァシンの命令で兵たちが建てた即そく席せきの仕事場だ。『栄の塔ホマセ・ユロ』ほどの集音性能は望めないが、高所で務めに集中出来るだけでも、サーリャにとっては有あり難がたい。もちろんヘィロンの許きよ可かも取ってある。

　櫓やぐらを梯子はしごで上がっていくサーリャの姿すがたに、中陸有角種ユルフイネクたちの物もの珍めずらしげな視し線せんが地上から集中する。その注目にちょっとした気き恥はずかしさを覚えつつも、手早く櫓の頂上に辿たどりつくと、サーリャはその場に正せい座ざで腰こしを下ろし、両耳を覆おおっていた銀の耳当てを取り去った。

（───ッ───！）

　反はん射しや的てきに両りよう眼めが閉とざされ、失われた視界の代わりに、サーリャの中ではそれよりも遥はるかに広大な音界が像ぞうを結ぶ。その日の体調や気候にも左右されるが、信号を受け取ることの出来る限げん界かい距きよ離りとは別の、主に索さく敵てきのために用いられる彼女の音界の守しゆ備び範はん囲いは実に４００００ルハ＝３０ＫキロＭメートル四方にも及および、平へい均きん的てきな『聴士ラルゴウ』のそれを倍以上も上回る。導神の信しん頼らいもむべなるかな──このサーリャが『聴士ラルゴウ』として働く限かぎり、どのような曲くせ者ものであれ、セレィに肉にく薄はくすることは不ふ可か能のうに近いのだ。まして周囲の地形が障しよう害がい物ぶつの少ない大平原となれば……。

（……!?　誰だれか近付いてきている！　北に七里半。獣けものじゃない。かといって有角種ユルフイネクでも有翼種クロトアでも牙種ヤシユタルガでも長爪種イゼイリグでもない。それ以外の、馬に乗った四人組……！）

　サーリャの背せ筋すじに緊きん張ちようが走り、小さな両手は知らず拳こぶしを握にぎり締しめている。そうして彼女は口の中ではっきりと呟つぶやいた。──今度こそは負けられない、と。

　導神不在の状況下、かくして新たに投入された〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の面々を相手取り、元『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の誇ほこりを懸かけた復ふく讐しゆう戦せんが、大平原の中心で静かに幕まくを開けたのだった。







「……うん？　おい、ちょっと待て、ゼル」

　先を行くゼルの背中に向けて、ギロが意味ありげな声を投げる。それを聞いて一いつ旦たん馬の足を止めると、ゼルはリガ・バズにも合図を送り、四人は馬に乗ったまま互たがいに寄より集まった。

「どうした、ギロ。何か発見があったか？」

「発見つぅか、ちょっと嫌いやな感じが。……俺おれたち、見み張はられてねぇよな？」

「見張られている？　まさか、この遮さえぎるものとてない大平原のどこからだい？」

　バズに問い返されると、ギロは困こまったように首を傾かしげて辺りに視し線せんを巡めぐらせたが、結局は懸け念ねんの出で処どころを明白に出来ない。が、それでもゼルは彼の発言を戯ざれ言ごとと切り捨すてなかった。

「見張られている、か。他ならともかく、お前の直感は侮あなどれんな。……逆に分ぶん析せきするが、ギロ、それはおそらく、ルダ・ガイランの報ほう告こくにあった『聴士ラルゴウ』の少女の存そん在ざいを念頭に置いての警けい戒かいじゃないか？」

「あ、うん、多分それだ。あの報告書には、『最低でも半径１ＫキロＭメートル圏けん内ないで起こった物音を、委細漏もらさず把は握あくする』ってあったんだけどよ。森ン中や街ン中と、ここみたいな平原の真っ只ただ中なかじゃあ、音おん響きようの条じよう件けんがまるきり違ちがってくるだろ？　それがあっちにとって吉きちと働いた場合の守しゆ備び範はん囲いは、どこまで伸のびるもんかな、と」

「……ふぅん。ちょっと気にしすぎとも思うけど、ギロにしては至し極ごくまっとうな点に気が付ついたね。確たしかに、相手の索さく敵てき範はん囲いも分からない状じよう況きようで、無神経にパカパカ馬を走らせていくのは馬鹿のやることだ」

「といっても、ここから徒歩に切り替かえるのも効こう率りつが悪すぎませんかね。肝かん心じんの角人の女じよ皇おうが滞たい在ざいしている集落の位置さえ、まだオレたちにはハッキリと分かっていませんし……」

　リガの意見を考こう慮りよに入れたゼルは、そこでふと思い立って馬から降おり立ち、ギロに言った。

「ものは試しだ、一度跳んでみるか。ギロ、お前が台になってくれ」

「ういす、合がつ点てん承しよう知ち！」

　威勢よく返事して馬から降りると、ギロはゼルから少し離はなれた位置で身を屈かがめて待ち構かまえた。そうして互たがいに目配せを交わすと、ゼルは両足で力強く大地を蹴けりつけ、ギロの方に向かって猛もう然ぜんと駆かけていく……！

「──いよぅしッ！」

　両者の身体からだが衝しよう突とつする直前、すくい上げるようにして相手の両足を掌てのひらに捉とらえたギロは、そのまま上体を逸そらし、渾身の力でゼルの身体を上空に放り投げた。その動作に合わせて絶ぜつ妙みようのタイミングで跳ちよう躍やくしたゼルは、二人分の力でもって遥はるか上空に飛び上がる。

「よし──いい高さだ」

　懐ふところから遠とお見み筒づつを取り出して右目に宛あてがいつつ、跳躍が限げん界かい地ち点てんまで達したと見るや、ゼルは下か降こうを始める身体にひねりを加えてぐるりと回転し、周囲の遠景を余あますところなく一望した。落下の衝しよう撃げきは五ご点てん着ちやく地ちで和らげ、曲芸じみた軽かる業わざをやってのけた〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員は、起き上がり様ざまに力強い笑みを浮うかべて仲間を見やる。

「このまま南南西に四里強といったところだ。幸いと大した距きよ離りじゃない。──バズ、リガ、二人とも馬から降りろ。ギロの直感を信用して、ここからは隠おん密みつ機き動どうに移い行こうする」

　ゼルの命令を受け、残った二人も地に足をつける。途と端たん、全員の足音はおろか、息いき遣づかいさえも皆かい無むに等しくなった。──それぞれの気け配はいを煙けむりのように希き薄はく化かし、隙すきあらば討うつの心こころ構がまえを胸むねに、四人の隠おん密みつはいよいよ作戦を開始した。







（……極きよく端たんに物音を立てなくなった。かなり距きよ離りがあるのに、もう隠密行動を始めたの？）

　敵てきの慎しん重ちようさに警けい戒かいを強めつつ、それでもサーリャは内心でほっと安あん堵どしていた。──隠密機動に入った敵の存そん在ざいを、未いまだ音界に捉とらえ続けていられるからである。

（隠密としての練度は四人とも相当のようだけれど、あのルダ・ガイランに比くらべると、技ぎ量りようの面で数すう段だん劣おとると見て間ま違ちがいない。……まずは一つ、私が確かく実じつな有利を手にした）

　今この瞬しゆん間かんも、サーリャは敵全員の一いつ挙きよ一いち動どうを詳しよう細さいに把は握あくすることが出来る。である以上は、彼女の方で守りに徹てつしてやる義ぎ理りはない。そう決めたサーリャはすっくと立ち上がって天てん井じようから吊つるされた信号打楽器を鳴らし、事前に決めておいた符ふ牒ちようで連れん絡らくの兵を呼よぶ。すると、ものの一分と経たたない内に、有角種ユルフイネクの副官クェッタが櫓やぐらの下まで駆かけつけてきた。







「失礼致いたします！　セレィ陛へい下か、今すぐお耳に入れたい報ほう告こくがございます！」

　ヘィロンとの交流に備そなえ、厩きゆう舎しやの中で愛馬の手入れをしていた女じよ皇おうのもとに、クェッタが張はり詰つめた面おも持もちで報告を持ち込こんだ。臣下の只ただ事ごとならぬ雰ふん囲い気きを察したセレィは、馬の身体からだを磨みがいていた毛櫛ブラシを地面に置いて、跪ひざまずいた副官の眼がん前ぜんに歩み寄よる。

「面おもてを上げよ、クェッタ。何があった？」

「はっ。──櫓やぐらで『聴士ラルゴウ』の務つとめに当たっていたサーリャ様からの報告です。内容は陛下のみに伝えるよう言われておりますので、失礼ながらお耳を拝はい借しやくいたします」

　セレィが頷うなずいて体を横に向けると、クェッタは一礼してから彼女の耳元で報告を済すませる。それを余あまさず聞き届とどけた女皇は、その内容に少なからぬ戦せん慄りつを覚えながらも、周りにそれを見抜ぬかれぬよう努めて呼こ吸きゆうを整え、それから副官と共に厩舎を出て櫓に向かった。

「調子はどうだ、サーリャ。少し様子を見に来たぞ」

　何食わぬ風を装よそおって話しかけると、櫓の上のサーリャは女皇に向き直って恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。彼女の反はん応のうにうむ、と頷きで返したセレィは、勤つとめに励はげむ臣下を慰い労ろうしにいく君主といった様子で、そのまま梯子はしごの上まで登っていった。

「……状じよう況きようはどうだ。隠密どもはすぐにでも攻めて来そうか？」

　櫓の中で二人きりになると、セレィはサーリャの隣となりに座って小声で話しかけた。『聴士ラルゴウ』の少女は両眼を瞑つぶったまま淡たん々たんと応おうじた。

「馬から徒歩に切り替かえたから、集落ここまでの距きよ離りはまだ大分ある。相手の正確な目的が分からないので、これからどういう行動に出るのかは不明だけれど、仮かりに女じよ皇おう陛へい下かの命が狙ねらいだとすれば、警けい備びの隙すきを突ついてこちらに侵しん入にゆうしてくると見るべき」

「であろうな。……さて、どのように対たい処しよする。即そく座ざに敵てき襲しゆうの信号を鳴らさず、こうして私への報ほう告こくに留とどめたということは、お前には何らかの考えがあるのだろう？」

「話が早くて感かん謝しや。──ここで迎げい撃げきを出しても、向こうも警けい戒かいしているだろうから、まず間ま違ちがいなく逃にげられる。今はまだ気き付づかない振ふりをして、もっと懐ふところに引きつけてから応おう戦せんするべき」

「それで奴やつらを倒たおすこと、ないし捕とらえることが出来るか？」

「……分からない。この敵には未知の部分が多おおすぎる。仮に首しゆ尾びよく大おお勢ぜいの兵で囲い込こめたとしても、ルダ・ガイランがそうだったように、瀬せ戸と際ぎわでどんな切り札を用いてくるか分からない。だから、状じよう況きようがこちらに有利でも、あまり追い詰つめるのは上手うまくない」

　セレィが顎あごに手を当てて考え込む。そこにサーリャは小声で、しかしはっきりと提てい案あんした。

「少し、駆かけ引きに出てみる。……まずは向こうに悟さとられないよう、兵をいつでも動かせる状じよう態たいにしてから、私が説明する今後の段だん取どりを聞いて」







「ほう──。おまえの命を狙う、異世界からの隠おん密みつか」

　サーリャとの話し合いを終えてから、セレィは急ぎヘィロンの幕まく屋やへと走って事じ態たいを告げた。彼女はまず厄やつ介かい事ごとを持ち込んだことを心から謝しや罪ざいし、そして自分を狙ってやって来る敵であるからには、中陸有角種ユルフイネクの手を借りるまでもなく、手持ちの兵力で対たい処しよして見せると約束した。

「寂さびしいことを言ってくれるな、セレィ。この一角つのが示しめす通り、おれたちは生まれながらの同どう胞ほうだろう。仲間に助けを求めることに何の遠えん慮りよが要いる？」

　そう応こたえて薄うすく笑うと、ヘィロンは傍かたわらに置いてあった強つよ弓ゆみを手に取り、矢は番つがえぬままに弦つるだけをぎりぎりと引き絞しばった。その返答に目頭が熱くなるほどの感謝を覚えながら、それでもセレィは頑かたくなに首を横に振ふった。

「そう言ってくれるのは本当に嬉しいが、今回の敵は大軍をもって迎むかえ撃うてばどうにかなる類たぐいの相手ではないのだ。神しん出しゆつ鬼き没ぼつにどこにでも現あらわれ、異界の理ことわりに基もとづく見たこともない道具を駆く使しし、ある者は単たん独どくで千人の兵からなる我わが軍の包囲を突とつ破ぱしてみせる。何度かの窮きゆう地ちを経へて、私は正せい攻こう法ほうで奴やつらに立ち向かうことの難むずかしさを痛つう感かんしているのだ。したがって、今回はこちらも搦からめ手を用意してある。……虫のいい話だが、もし協力してもらえるのなら、そちらの兵も我々の作戦に沿そって動かしてはもらえないだろうか？」

「おまえがそれを望むのなら。だが、中陸有角種ユルフイネクの誇ほこりにかけて、おれたちは隠密ごときに遅おくれは取らんぞ。委細を任まかせられれば、すぐにでもおまえの幕屋まで連中の首を届とどけてやろう」

「そなたの強さはよく知っている。だが、この因いん縁ねんはぜひとも我々の手で片付けたいのだ。これは女じよ皇おうとしての私の意地でもある。今後の私が、臣下たちにとって頼たよれる君主であり続けるためにも。……この気持ちは、そなたにも分かってもらえるのではないだろうか」

　女皇の吐と露ろした偽いつわらざる心しん情じように、ヘィロンは視し線せんを落とし、握にぎっていた強つよ弓ゆみを床ゆかに置いた。そこでふと、セレィの一角つのがかすかに疼うずき、彼女は己おのれの心が目の前の男と触ふれ合うのを感じた。真白い一角つのを通して、言葉にならない複ふく雑ざつな感情の波が、彼女の中に押おし寄よせてきた。

（……親愛と、同情と……これは、哀あわれみ？）

　いささか不ふ可か解かいな感情が紛まぎれ込こんでいることに気き付づき、セレィは内心で首を傾かしげた。──同どう胞ほうに向ける親愛は分かる。同じ君主としての立場の者に向けられる同情もあるだろう。しかし、哀れみとは何だろうか。今の自分には哀れみを受ける謂いわれなど一つもない。信しん頼らいする友神ともに導みちびかれ、種族を異ことにする多おおくの臣下たちに慕したわれ、世せ界かい同どう盟めいという大たい志しのもとに世界を駆かけている。それは誇ほこりでありこそすれ、断だんじて他人から哀れみを受けるような生き方ではないはずだ。

　一角つのの感かん応のう能のう力りよくはセレィの方が一段勝ると見えて、ヘィロンはまだ自分の心情が知られていることに気付いていない。そのせいで自分から疑ぎ問もんを追つい及きゆうすることも出来ず、セレィが何とも歯がゆい思いでいるところに、ヘィロンが再ふたたび口を開いた。

「おれたちに任まかせるのが一番早いことは間ま違ちがいないが、あえて回り道を選ぶのも良いだろう。それもおまえの生き方だ。……だが、無ぶ粋すいは承しよう知ちで、ひとつだけ訊きかせてもらえるか」

「何だろうか、ヘィロン。どのような問いにも誠せい意いをもって答えよう」

　セレィの真っ直ぐな眼まな差ざしを受けて、ヘィロンは珍めずらしく言い淀よどむ。何かに耐たえるように両の拳こぶしをきつく握にぎり締しめて、やがて彼は暗い声でぼそりと問うた。

「……今、あのクルァシンとかいう男が傍そばにいれば、おまえは奴やつに頼たよったか？」

「え──？」

　セレィは返答に窮きゆうした。そのような問いは予想もしていなかったのだ。──クルァシンがこの場にいれば、自分が彼に頼ったかどうか、と？　そんなこと、女皇にとっては考えるまでもない。仮にそうであれば、彼女は固い絆きずなで結ばれた導神と共に敵てきを迎むかえ撃うち、その戦果を喜びと共に分かち合ったことだろう。想そう像ぞうを繫つなげていくのは余あまりにも容易たやすかった。それは水が高きから低きに流れるのと同じくらい、彼女の中では疑問の余よ地ちなく自明のことだったからだ。

「……すまぬ、質しつ問もんの意味がもう一つ分からない。もとよりクルァシンは私の仲間なのだから、こういった事じ態たいに彼を頼たのみとするのは当然のことだ。だからといって勿もち論ろん、そなたの力量を軽かろんじているわけでは……」

「もういい。分かった」

　セレィの言葉を途中で遮さえぎって、ヘィロンはふぅと重い息を吐き出した。傷きずだらけの顔に苦々しい感情が浮かび、生来の強面こわもてがいっそうの迫力を帯びる。途端、セレィが感知していた様々な感情が、それらを圧あつ倒とうする真っ赤な怒いかりで塗ぬり潰つぶされた。両りよう隣どなりで待機していた二人の女官が恐きよう怖ふに顔を引きつらせ、手の中から乳にゆう酒しゆの杯さかずきが乗った盆ぼんを取り落とす。

「こちらの兵を使いたい時は言え。おれの指し示じでおまえの望むように動かす。……ただ、これだけは心の片かた隅すみに留めておけ。もし事じ態たいがおまえの手には余あまると思ったのなら、おれはいつでも、その全てを代わって背せ負おう気き構がまえでいると」








予兆の湖









　サーリャが〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の接せつ近きんを感知した頃ころ、メリェを背せ負おった導神は中陸地ち域いきを半ばまで横おう断だんし、すでに中陸有角種ユルフイネクの勢せい力りよく圏けんを越こえるところまで来ていた。ヴァルハ・セドレとの緩かん衝しよう地ち帯たい、中央に広大なリォデ湖を挟はさんで存そん在ざいする南北二つの国家のうちの一つ、牙種ヤシユタルガと長爪種イゼイリグが不安定な情じよう勢せい下かで共きよう存ぞんする国──北方のニレフリクである。

「……ふぅ。長く辛しん抱ぼうさせたな、ようやく着ついたぞ。……おい、メリェ？」

　クルァシンに声をかけられても、彼の背負った侍じ女じよは一向に返事を寄よ越こさない。怪け訝げんに思った導神が首を巡めぐらせて様子を窺うかがえば、メリェは彼の背中に頰ほおをすり寄よせて幸せそうに熟じゆく睡すいしている。その図太い有様に、導神は感心と呆あきれを同時に抱いだいた。

「……ふぁ？　……あ、導神さま、おはようございます。もう朝ごはんですか……？」

　一いつ拍ぱく遅おくれて眼めを覚ましたメリェが、指で眼をこすりながら吞のん気きな挨あい拶さつを口にする。クルァシンは溜ため息をついて腕うでを伸のばし、少女の身体を背中から地上に下ろした。

「お前はよく、あの体たい勢せいで熟睡できるものだな……。俺おれも可か能のうな限かぎり気き遣づかいはしたが、それでも走っている間は相当に揺ゆれただろう？」

「導神さまの背せ中なかですから、すぐに馴な染じんじゃいました。それにわたし、背中が揺れるのには馬で慣なれているんです。これでも有角種ユルフイネクのはしくれですから」

「そういえばそうだったな。……まさかとは思うが、お前も馬に乗れたりするのか？」

「えへへ、もちろん乗れますよー。セレィ様ほど上手には走れませんけど」

　メリェがのほほんと答えた内容を、導神は少なからず意外に思った。だが──今にして顧かえりみれば、瀕ひん死しのクルァシンを庇かばってオルデンダラィムと対たい峙じした時も、アヌビシアの森林を徒歩と短足馬ロバ車の長旅で通り抜ぬけた時も、この小さな侍じ女じよは少しも参った顔など見せず、常つねに平然とした様子でいたのである。愛らしい見た目とは裏うら腹はらに、身体からだも心も芯しんから頑がん丈じようなのかもしれない。ただ鈍にぶいだけ、という可か能のう性せいもなくはないが……。

「……まぁ、いずれにせよ、丈じよう夫ぶなのは良いことだ。お前の弟子の方は、馬車での長旅にかなり参っていたようだからな」

「サーリャちゃんのことですか？　……あの子、すごく責せき任にん感かんが強いから心配です。乗り物酔よいのことも、顔色が真っ青になるまで、ずっと人に言わないで我が慢まんしてました。放っておけばどんどん無理しちゃう性せい格かくの子です。その辺り、ちょっとだけ導神さまに似にています」

　メリェは心配そうな表ひよう情じようで背後の大平原を振ふり返った。クルァシンにも同様の懸け念ねんはある。彼は『聴士ラルゴウ』としてのサーリャの能のう力りよくを頼たのみにしてセレィの傍そばを離はなれたが、それは裏うら返がえせば、サーリャひとりの双そう肩けんに過か大だいな負ふ担たんを強いることになりはしないか。

「何事も無ければいいんだが……」

　思わずそんな呟つぶやきが漏もれていた。が、ここまで来てしまった以上は悩なやんでいても仕方がない。クルァシンは身体ごと視し線せんを前方に戻もどし、惜おしみなく降ふりそそぐ陽光を照り返して輝かがやく広大な湖面をそこに捉とらえた。漁りよう師しのものと思われる小船も多おおく見受けられる。それがニレフリクの水すい産さん資し源げんを一手に担になう中陸最大の湖・リォデ湖の姿すがたであった。

「よし、行くぞ。しばらくはここで情じよう報ほうを集める」

「え？　すぐに通り抜けて、ヴァルハ・セドレに向かうんじゃないんですか？」

「そこまでしては移い動どうに時間を食いすぎるし、ふたつの勢せい力りよくの境さかい目めにあるニレフリクここの民の方が、かえって大国の動向には敏びん感かんだろう。ここは見たところ開放的な土地のようだし、俺おれたちのような異い邦ほう人じんがうろついていても怪あやしまれそうにない」

　そう説明すると、クルァシンはメリェの背中から荷物を取り上げて自分で背負い込こみ、そのまま湖の方へ向けて歩き出した。メリェも嬉しそうな顔で彼に付つき従したがう。

「さて──今から俺たちは従兄妹いとこ同士という設せつ定ていだ。親子や兄妹にしては顔立ちが違ちがいすぎるが、これならば通用しなくもないだろう。ここに滞たい在ざいする間、俺のことを人前では兄と呼よべ」

「はい、お兄様。でも、そうすると、お兄様のおでこには大切なものがないですよ？」

「その点については抜かりない」

　不ふ敵てきに笑ってそう言うと、クルァシンは懐ふところから小ぶりな一角つのの模も型けいを取り出し、その断だん面めんに背はい囊のうから取り出した粘ねん性せいの樹じゆ脂しを塗ぬって、額ひたいの中央にぴたりと貼はり付つけた。メリェはきょとんと眼めを丸くして、にわかに有角種ユルフイネクの一員となった導神の顔をまじまじと見つめた。

「以前、コーチアドでセレィの一角つのの模型を作ったことがあったのだがな、こんなこともあろうかと、その際さいにこれの制せい作さくも頼たのんでおいたのだ。どうだ、お前の眼には作り物だと分かるか？」

「ううーん……。……いいえ、かなり近くに寄よっても本物に見えます」

「そうか。有角種ユルフイネクのお前にも分からないのなら、ここの民に見み抜ぬかれることもないだろう」

　安心したように頷うなずくと、クルァシンはメリェの手を取って歩みを再さい開かいした。二人とも旅たび装しよう束ぞくの外がい套とうを羽は織おっているので、服ふく装そうや下さげ髪がみの目立つ部分は隠かくれ、微び妙みような違い和わ感かんさえ大目に見るのなら、傍はた目めには確たしかに仲の良い従兄妹いとこ同士のように見えなくもなかった。

「ほう、市が立っているな」

　湖に近付くにつれて人通りが増ましていき、やがて道の両側に所ところ狭せましと露ろ店てんが並ならぶ賑にぎやかな通りに差し掛かかった。牙種ヤシユタルガと長爪種イゼイリグの店主が威い勢せいの良い声で客を呼び、湖で取れたばかりの新しん鮮せんな魚や、長い爪つめで編あんだ色とりどりの衣服をこれでもかと見せつける。

「おい、そこのちょっと変わった有角種ユルフイネクの兄さん、今こん晩ばんのおかずにウチの魚を買っていかねぇか？　そこの湖で今朝獲とれたての七鰭魚ミスリ・フズだぜ！　煮にてよし焼いてよし蒸むしてよし、じゃなきゃ内ない臓ぞうを取ってから一ひと晩ばん陰かげ干ぼしにすると、これまた思いもかけない旨うまさだ。そっちのお嬢じようちゃんの分も合わせて、二匹ひきでたったの十フュロぽっきり。どうだい、値ね段だんの分の味は保ほ証しようするぜ！」

「ちょいと旅人さんたち、長旅のようなら替かえの服はいらないかい？　万途羊ハルラ・アズイマの毛糸で編あんだ暖あたたかい上着に、石頭猛牛ドルクシム・ラングツダの革かわをなめして作った頑がん丈じような手て袋ぶくろや靴くつもあるよ。どれも私が丹たん精せい込こめてこさえたものさ、不良品なんてひとつもありゃしない。大事にすれば五年は着きられるよ」

　進めど進めど露店の列は絶たえない。客引きの大声に挟はさまれながら、ふたりは色も形も様々な鮮魚と、驚おどろくほど細さい緻ちな刺し繡しゆうの施ほどこされた衣料品に眼めを楽しませた。

「それにしても活気があるな。人種の構こう成せいはコーチアドとほぼ同じだが、この騒さわがしさは湖こ畔はんの町に特有のものかもしれん」

　感想を述のべつつ、とりあえず腰こしを落ち着けられそうな場所を探さがすクルァシンだったが、ざっと見回しても宿や食堂の類たぐいは周りに見当たらない。そのまま露店の列に沿そって歩き続けていると、やがて市が途と切ぎれ、眼がん前ぜんに赤みを帯びた砂すな浜はまと、それに続く広大なリォデ湖の水面が見晴らせた。

「む、湖まで出てしまったか。これは誰だれかに道を尋たずねたほうが良さそうだな」

　丁度近くにいた牙種ヤシユタルガの漁師に宿の場所を問うたクルァシンだったが、その男はちらりと二人の顔を見て額の一角つのを確認すると、一言も発しないまま黙だまって斜ななめ後方を指差した。露ろ天てん商しようたちとは対照的な無愛想さには、有角種ユルフイネクへの少なからぬ悪あく感かん情じようが含ふくまれているようでもあった。

　大体の方角は分かったが、そのまま直進しては辿たどりつけそうにもなかったので、ふたりは宿場に入る道が見えるまで水みず際ぎわを歩いていくことにした。市から離はなれるにつれて人ひと気けが失せ、辺りには浅黒く日焼けした漁りよう師したちがうろつくばかりになる。その彼らも、クルァシンらを一目見ると視し線せんを逸そらして足早に去っていく。導神は歩きつつ、その疎そ外がいの理由を思った。

「ふむ……。予想していたことではあったが、この中陸では、有角種ユルフイネクはあまり彼らから快こころよく思われていないようだな。覇は権けんの所しよ在ざいが彼らに決定するまでに、民族間での長い争いがあったことを思えば、それも納なつ得とくのいく話だが」

「すっかり嫌きらわれちゃっているんでしょうか、わたしたち？」

「さて、石を投げられるわけでもなし、そこまで極きよく端たんに嫌けん悪おされているわけでもなさそうだが……色々と話を聞いてみないことには、何ともな」

　メリェの質しつ問もんを、クルァシンは曖あい昧まいに濁にごして話を打ち切った。そのまま無言で水際を歩きながら、ふと視界の端はしに気になるものが映うつり、導神は視線を湖の側に巡めぐらせる。

「あれは、海女あまか……」

　凪ないだ水面に一人用の小こ舟ぶねを浮うかべて、そこを基き点てんに素す潜もぐりを繰くり返す若い牙種ヤシユタルガの姿すがたがあった。他の漁師たちと同様に浅黒く日焼けしてはいたが、しなやかな身体からだの線は少女のものだ。唇くちびるから飛び出した二本の鋭するどい牙きばが、負けん気の強そうな顔立ちによく調和している。

　獲え物ものを満まん載さいした籠かごを小舟の上に載のせると、少女はそれと入れ替かわりに自分の身長ほどの長さがある銛もりを持ち出し、力強く肺はいに息を吸すい込こむと、再び水中へと潜っていった。湖岸を歩きながらその様子を眺ながめていたクルァシンたちだが、そのまま数分経たっても水面に変化がないので、いささか不安になってくる。

「導神さま……。これ、ちょっと長すぎませんか……？」

　メリェの右手がくいくいと服の裾すそを引っ張る。彼女に言われるまでもなく、少女の消えた水面にじっと眼めを凝こらしていたクルァシンだったが、それから三十秒ほど待っても状じよう況きように変化が無いことを認みとめると、彼は外がい套とうを脱ぬぎ捨すてて湖に身を躍おどらせた。

「浮フッ……！」

　ぱぁん、と水面が爆はぜた。着ちやく水すいした足が水中に沈しずみ込むことなく湖面を蹴けり返し、そのまま二歩、三歩、四歩と、波は紋もんを生み出しながら水上を疾しつ駆くする。──軽ケイ身シン功コウに属ぞくする高度な応おう用よう技わざである不フ沈チン水スイ歩ホの奥おう義ぎ。凪いだ水面を不足ない足場として駆かけ抜ぬけ、クルァシンは一気に少女が残した小舟の前まで辿たどりつき──

「……ぷはぁっ！」

　瞬しゆん間かん、少女の顔が水面に浮うき上がり、かと思えば猛もう烈れつな水みず飛沫しぶきが導神の全身を襲おそった。自分の倍近くはあろうかという巨大な魚に、少女は銛を突き刺して両りよう腕うででしがみ付ついていたのだ。必死に暴あばれ続ける巨大魚の鰭ひれと尻尾しつぽが水面を叩たたき、その影えい響きようで激はげしく波立った水面にはもはや立ち続けることが出来ず、集中を切らしたクルァシンは一気に水中へ沈しずみこんでいった。

「暴れんなっ！　あーもう観念しろってのに！」

　彼のそんな顚てん末まつなど露つゆ知しらず、牙種ヤシユタルガの少女は一心に巨きよ大だい魚ぎよとの格かく闘とうを続けている。それは水面に上がってから三分あまりも続いたが、やがて少女が渾こん身しんの力で魚の胴どう体たい部分を締しめ付つけると、巨大魚はまるで絶ぜつ息そくしたように口をぱくぱくとさせて、そのまま動かなくなった。

「……よしっ！」

　獲え物ものの気き絶ぜつを認みとめると、少女はすかさず小こ舟ぶねの上に戻もどって荒あら縄なわを持ち出した。まず彼女は腰こしから抜き放った小こ刀がたなで魚の口内に穴あなを開け、次にその穴に縄を通し、さらに結び目がほどけないように縄で輪を作った。ものの数秒とかからず、少女は鮮あざやかな手て並なみで魚体を小舟に括くくりつけてしまった。

「ひさしぶりの大物だ、こいつは高く売れるぞ！　……んっ？」

　小舟の上に仁に王おう立だちして勝かち鬨どきを上げていた少女だったが、そこでふと足下の気け配はいに気付いて視し線せんを落とす。……すると、紅べにと翠みどりの見るも鮮やかな衣い装しようを纏まとった男が、その鼻から上だけを水面に覗のぞかせて、恨うらみがましい視線を彼女に送っていた。

「……なにやってんの、有角種ユルフイネクの兄ニイさん。ここ結けつ構こう深ふかいから、服着きたまんまで泳いだら危あぶないだろ？」

　咎とがめる口調で少女が言った。首まで水に浸ひたした導神には返す言葉もなく、咄とつ嗟さに助けに走った自分の判はん断だんを後こう悔かいしながら、溜ため息代わりの気き泡ほうをぶくぶくと吐はき続けるしかなかった。







「あたしが溺おぼれたと思って助けに来たぁ？」

　正午過すぎの湖に頓とん狂きような声が響ひびき渡わたった。小舟を岸まで着つけると、牙種ヤシユタルガの少女は獲物を地上に運ぶ作業の傍かたわらで、岸まで乗せて来てやったクルァシンから事じ情じようを聞き、その内ない容ように遠えん慮りよなく呆あきれ返っているところだった。

「こりゃまた、いくら余所よそ者ものにしても物を知らない兄ニイさんだね。牙種ヤシユタルガの海女あまがそう簡かん単たんに溺おぼれるわけないだろ。あたしゃ毎日のようにこの湖に潜もぐってんだよ」

　顔と髪かみに付ついた水すい滴てきをメリェによって拭ぬぐわれつつ、水辺の岩に腰こしを下おろして、クルァシンは仏ぶつ頂ちよう面づらで少女の言われるままになっている。憤ふん懣まんやる方ない思いであったが、自分の浅はかさ以外に責せめる相手がない。沈ちん黙もくだけが彼に許ゆるされた最後の矜きよう持じだったが、それにもさすがに飽あきがきた。

「……要いらん手間をかけさせて悪かった。これを教訓に、今後は人が浮かんでこない状じよう況きように出くわしても、慌あわてず騒さわがず、本当に溺れているかどうかじっくりと確かく認にんして、それから助けに入ることにしよう」

「ははっ、おもしろい拗すね方する兄ニイさんだね。ひょっとして結けつ構こう育ちがいいのかい？」

　あらかじめ用意してあった台車に今回の獲物を載のせ終えると、彼女はクルァシンらの方に向かって身み振ぶりで付ついて来るように示しめす。──色いろ褪あせた赤あか髪がみを短く刈かり込こみ、浅黒く日焼けした身体からだに小さな漁りよう衣いを纏まとった、いかにも健康的な牙種ヤシユタルガの少女だった。日常的に素す潜もぐりを行っているためか、全身の肉付きは無む駄だなくしなやかに引き締しまっている。

「付いてきなよ。余よ計けいなお世話だったけど、一いち応おうはあたしを助けようとして飛とび込んでくれたんだろ？　代わりの服と昼飯くらい用意するさ。もちろんお嬢じようちゃんの分もね」

　ぶんぶんと大おお袈げ裟さに手て招まねきして、少女は目の前のふたりに誘さそいをかける。なおもクルァシンは重く黙だまり込こんでいたが、隣となりのメリェに脇わき腹ばらを突つつかれて、ようやく渋しぶ々しぶといった様子で立ち上がった。それを見た少女はにっと快かい活かつに笑った。

「話は決まったね。──あたしの名前はソロェリだ。よろしく頼たのむよ、有角種ユルフイネクのお二人さん」







　ソロェリの案内で連れて来られた彼女の家は、水辺から三分と歩かないところにある、御お世せ辞じにも綺き麗れいとは言えない粗そ末まつな造つくりの長屋だった。立て付けの悪い扉とびらを容よう赦しやなく蹴けり開けると、彼女は玄げん関かんで「ただいまー！」と叫さけぶ。

「お帰りなさい、ソロちゃん。今日は豊ほう漁りようだったかしら。──あら、お客さん？」

　ソロェリに続いてクルァシンとメリェが家に入ると、室内には原始的な紡ぼう績せき機きを操そう作さしている長爪種イゼイリグの少女がいた。万途羊ハルラ・アズイマの毛から糸を紡つむぐ傍かたわら、彼女は両手の長い爪つめを驚おどろくほど器用に扱あつかい、おそらくは売り物であろう衣服に細さい緻ちな刺し繡しゆうを編あみ込こんでいる。それはクルァシンらが思わず見み惚とれてしまうほど鮮あざやかで無駄のない手て並なみだった。

「あたしの命の恩おん人じんになり損そこねた兄ニイさんさ。悪いけど服を貸かしてやってよ。売れ残りの男物がいくらか余あまってただろ？」

「構かまわないわよ。ところで、漁の方は順調だった？」

「へへん、今日は大物を仕し留とめたね。五尺しやく越ごえの子吞鯉ロマト・ゴロさ。これから市に売り込んで来るよ」

　自慢げにそう言うと、自宅ならではの気安さか、ソロェリは傍そばにクルァシンがいることも忘れて漁衣を脱ぬぎ始めた。胸むねの覆おおいが取り去られて、控ひかえめながら形のいい乳ち房ぶさが晒さらされたところで、導神は眼がん筋きんが引き千切れんばかりの速度で視し線せんを逸そらした。そんな彼の心しん境きようなど露つゆ知しらず、ソロェリの手が下した穿ばきの方にまで手がかかったところで、慌あわてて長爪種イゼイリグの少女が止めに入る。

「ちょっと、ソロちゃん！　お客様がいらっしゃるんだから、少しは気を遣つかいなさい！」

「ん？　ああ、悪い悪い。すぐ終わるから、有角種ユルフイネクの兄ニイさんはちょっと眼めぇ瞑つぶっててよ」

　その宣せん言げんどおり、彼女の着き替がえは十秒とかからず終わった。下穿きを穿き替え、飾かざり気けのない肌はだ着ぎに袖そでを通しながら、ソロェリは同どう居きよ人にんらしき少女に向かって声をかける。

「あたしが戻もどってくるまで、ミラは二人の相手をしてやってよ。昼ひる飯めしも四人分用意してさ」

　長爪種イゼイリグの少女が微笑ほほえんで頷うなずいたのを確かく認にんすると、ソロェリはさっき蹴けり開けた扉とびらから再ふたたび外に駆かけ出していった。その一方で、家に残った方の少女は紡ぼう績せき機きの前から離はなれ、衣い類るいを仕し舞まってあるのだろう部屋の隅すみの簞たん笥すまで歩いていく。

「お客さん、ちょっと待っていてくださいね。売れ残りですから、あまり上等なものもありませんけど……」

「いや、本当に助かる。それよりも急に押おしかけてすまない。俺おれの名はクルァシン、こちらは従兄妹いとこのメリェだ。……ええと、君の名前は……」

「ルァミラと申します。どうぞミラとお呼よびになって。……ああ、これが丁度良さそうね」

　簞笥から白い上うわ着ぎと暗あん緑りよく色しよくの下した穿ばきを取り出すと、ルァミラと名乗った少女は服の埃ほこりを軽く払はらい、それらを綺き麗れいに畳たたみ直してからクルァシンに手て渡わたした。礼を言って受け取った導神だったが、どこで着き替がえたものかと彼が迷まよっていると、ルァミラは人差し指の長い爪つめをすっと持ち上げ、あらかじめ用意してあった着替えのための暗あん幕まくを引き、簞笥の周囲とそれ以外の空間を隔へだてる。

「狭せまい家ですので、これくらいしか配はい慮りよ出来ませんが」

「……充じゆう分ぶんすぎる心こころ遣づかいだ。重ねて言うが、本当に助かる」

　濡ぬれそぼった深シン衣イと貫カン頭トウ衣イを脱ぬぎ捨すてると、クルァシンは渡された衣服を手早く着き込こむ。どこの寸すん法ぽうも測はかったようにぴったりだった。装よそおいを整えた導神が暗幕を開くと、待っていたルァミラが彼の足下から濡れた服を拾っていき、その生地や模も様ようの具合をまじまじと眺ながめた。

「変わった造つくりの衣い装しようですね。こういう生地は今まで扱あつかったことがありません。それに、どんな染せん料りようを使っているんでしょう、とっても鮮あざやかな緑と赤……」

　引っ張ぱったり裏うら返がえしたりしつつ、ルァミラは興きよう味み深ぶかげに導神の衣服を検あらためる。が、やがて我われに返ったように手を止めると、恥はずかしそうに俯うつむいて、導神の前から一歩引いた。

「ごめんなさい、はしたないことをしました。……幸いとまだお昼ですから、今から洗あらって乾かわかせば、たぶん今日中にはお返しできると思います。それまでは今の服で凌しのいでください」

「何から何まで、本当にすまない。ここは好意に甘あまえさせてもらう」

　部屋の中央に据すえられた食しよく卓たくに着つくと、ルァミラが手て際ぎわよく家事をこなしていく様子を、クルァシンとメリェはそこからじっと眺めていることになった。洗せん濯たくを済すませ、洗い物を窓まどの外に干ほし、倉庫に貯ちよ蔵ぞうされている食材から作れる料理を想そう像ぞうする。二人も何度か手伝いを申し出たが、彼女は「お客さんは座すわっていてください」と微笑むばかりだった。

「たっだいまー！」

　そこに再び入り口の扉を蹴り開けてソロェリが帰ってきた。彼女は出発の時とは打って変わって不ふ機き嫌げんそうな顔で歩いてくると、そのままどっかりと食卓に着いた。

「ったく……タルグンの親父おやじ、こっちの足下見やがって。あの子吞鯉ロマト・ゴロが千五百フュロだって？　ぼったくりもいいところだ！　くそっ、どうせ西か東に数倍の値ねで売りつけるくせによ！」

　ソロェリの腕うでが荒あら々あらしく食しよく卓たくに叩たたきつけられる。そこに鍋なべを持ったルァミラがやって来た。

「こら、ソロちゃん、食卓に八つ当たりしちゃ駄だ目めでしょう。お昼ご飯はんが出来たから、食器を出してお客さんの分も盛もり付つけてちょうだい」

「……あー、そうだな……。こりゃ、旨うまい飯でも食わなきゃやってらんないや」

　ぶちぶちと愚ぐ痴ちをこぼしつつも、ソロェリは横の食器棚から人数分の深皿を取り出し、鍋の中身を均きん等とうによそっていった。魚の切り身と青野菜をふんだんに使った煮に込こみ料理である。甘あまく豊ゆたかな香かおりがクルァシンとメリェの食しよく欲よくをそそった。

「んじゃま、リォデの恵めぐみに感かん謝しやして」

「ええ、いただきましょう」

　言うが早いか、ソロェリは匙さじを手にとって勢いきおいよく料理を口に運び始めた。その見事な食べっぷりに感心しつつ、他の三人も食事を開始する。平原の遊牧生活では手に入りようもない新しん鮮せんな野菜と魚が惜おしみなく使われ、それらの滋じ味みが溶とけ出した芳ほう醇じゆんな出汁だしを口に含ふくむと、クルァシンとメリェは幸福一いつ杯ぱいの溜ため息をついていた。

「ところで有角種ユルフイネクの兄ニイさん。あんたは何の買い付けに来たの？」

　早くも自分の分のおかわりをよそいながら、ソロェリは率そつ直ちよくな言い回しで尋たずねる。有角種ユルフイネクがここに来るからには、何かの入いり用ようがあってのことだろうと思っているのだ。クルァシンは適てき当とうに言い繕つくろった。

「あー……遠乗りのついでに、この娘の晴れ着ぎを買いにな」

「へぇ。じゃあ、そっちのお嬢じようさん、もうじきお嫁よめに行くのかい？」

　クルァシンは深く考えずに頷うなずいたが、その作り話はいささか本人のお気に召めさなかった。むっと頰ほおを膨ふくらませたメリェは食卓の下で手を滑すべらせ、導神の脇わき腹ばらを軽くつねった。

「……っ。まぁ、そういうわけだ。ヴマ・ズォやペィネ・ズォも回ったが、もうひとつ気に入るものがなく、気が付けばここまで来てしまっていた。なにしろ一生に一度のことだからな。可愛かわいい従兄妹いとこのためにも、妥だ協きようした適当なもので済すませてやりたくはない」

「そりゃそうだよね。……でも、そっか、あんたら従兄妹同士だったんだ。それもアリかな。顔の雰ふん囲い気きが全然違ちがうから、あたしゃてっきり年の離はなれた夫ふう婦ふかと思ったんだけど」

　それを聞いた途と端たん、むくれていたメリェの顔がぱっと輝かがやいた。一方の導神は極めて複ふく雑ざつな面おも持もちで視し線せんを落とす。……その設定も事前に考えないではなかったが、仮に滞たい在ざい先さきで夫婦として振ふる舞まうことになった場合、それを盾たてにしたメリェの暴ぼう走そうが予想されて恐おそろしかったのだ。

「でも、それならミラに仕立てを任まかせてみたらどうだい？　腕うではあたしが保ほ証しようするよ」

　ソロェリが食卓に身を乗り出して提てい案あんする。それを聞いたルァミラが匙を止めて、少し焦あせった様子で言葉を挟はさんだ。

「ちょっと、ソロちゃん、安やす請うけ合いしちゃダメじゃないの。有角種ユルフイネクの晴れ着ぎというからには、それなりに贅ぜいを凝こらしたものじゃなきゃまずいでしょう？　私がいつも編あんでいるのは普ふ段だん着ぎよ。生地や染せん料りようだって、そんなに高いものは扱あつかったことがないし……」

「大だい丈じよう夫ぶだって、ミラの仕立てた服は余所よそ者ものにも評ひよう判ばんがいいじゃないか。実じつ際さい、市に出せば、いつも他の店より先に売り切れる。みんな言ってるよ、ミラの服は売り値ねが安いのに手て抜ぬきのない良心的な仕上がりだってね。確たしかな実じつ績せきがあるんだから、ここらでひとつ大きな仕事を受けてみてもいいじゃないか」

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、でも……」

　ルァミラが遠えん慮りよがちにクルァシンとメリェの表ひよう情じようを窺うかがう。思いがけない話の展てん開かいに、クルァシンはしばらく黙もつ考こうして、この状じよう況きようを目的のために利用することを思いついた。

「……そうだな。このまま市を回り続けたところで気に入るものが見つかるとも思えんし、こうした状況になったのも何かの縁えんだろう。彼女に任まかせてみるのも良いと思うが、メリェ、お前はどう思う？」

「お兄にい様がそう思われるのなら、わたしも反対しません」

　メリェも上手うまく話を合わせた。その返答にうむと頷うなずいて、ソロェリとルァミラに向き直ると、導神は懐ふところからずっしりと重い巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した。

「ここに二万フュロある。全て使って構かまわんから、最高の晴れ着を仕立ててくれるか」

[image: ]

「……!?　にっ、にっ、にににっ、二万フュロっ……!?」

　ソロェリとルァミラが愕がく然ぜんとした面おも持もちで巾きん着ちやく袋ぶくろを凝ぎよう視しする。相手の背はい後ごにロケィラ皇おう室しつの財ざい力りよくがあることなど、もちろん彼女らには知る由よしもない。動どう揺ようする二人の少女を前に、クルァシンは畳たたみ掛かけるように続けた。

「もちろん、これは純じゆん粋すいな必ひつ要よう経けい費ひだ。出来上がった服を受け取る時には、また同じ額がくを報ほう酬しゆうとして支し払はらおう。……その代わりと言っては何だが、我われ々われがここに滞たい在ざいする間の便べん宜ぎを図ってもらえるとありがたい。情なさけない話だが、なるべく安宿で頼たのむ。手持ちの金きん銭せんは大方そちらに支払うことになるからな」

　目の前に押し出されてきた巾着袋を見て、ソロェリは危き険けん物ぶつでもあるかのように身を引き、一方のルァミラは恐おそる恐るといった様子でそれに触さわってみる。長い爪つめをもつ両手が、薄うすい革かわに包まれた大量の貨か幣へいの、ずっしりとした感かん触しよくを受け止めて──これまでの人生で感じたこともない重みを前に、彼女はほとんど反はん射しや的てきな動作で、受じゆ諾だくの頷うなずきを返していたのだった。





＊






　早朝、けたたましい警けい告こく音おんが集落の中に鳴り響ひびいた。セレィの伴ともなってきた兵らが泡あわを食って馬に跨またがり、指し揮き官かんの指し示じによる整然とした隊列を組んで、勇いさましく平原へ駆かけ出していく。

（──始めたか、サーリャ）

　自らも飛び出していきたい衝しよう動どうを辛かろうじて抑おさえながら、セレィは幕まく屋やの中でまんじりともせず外の状じよう況きようを想そう像ぞうしていた。その念頭にあるのは、先せんだって『聴士ラルゴウ』の少女と話し合った、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の襲しゆう撃げきに対たい処しよするための作戦の詳しよう細さいだ。




「──まず、わざと敵てきを集落に近ちか付づかせる。でも、それは半径８００ルハ前後の地点まで。そこまで敵が至いたったのを感じたら、私がすぐに警告音を鳴らす。その中に方向を指示する簡かん単たんな信号も含めるから、兵たちには即そく座ざに、だけど、なるべく敵から慌てて見えるように出撃させて」

　サーリャの提てい案あんした作戦は、概がい要ようを聞いただけでは意図を把は握あくしかねるものだった。が、その効果についての説明が捕ほ足そくされるにつれて、徐じよ々じよにセレィにも彼女の目もく論ろんでいることが分かってきた。

「こちらに気付かれたことが分かれば、もちろん敵は撤てつ退たいする。追っ手を振ふり切ってから、慎しん重ちように体勢を立て直して、彼らはもう一度潜せん入にゆうを試みてくるはず。これを二、三日は繰くり返す。兵を出すのは常つねに敵が半径８００ルハ前後まで近付いた時。……これによって、敵の側に、それが私の能力の限界だと思い込ませる」

「……なるほど。半径８００ルハ──この距離までなら気付かれないという、敵の思い込みを誘さそうのだな」

　小高い櫓やぐらの中、傍はた目めには何なに気げない風を装よそおって、ふたりは密みつ談だんを交わす。サーリャはこくりと頷うなずいて話を続けた。

「……敵てきには未知数の部分が多おおい。そんな相手を安全に捕とらえるためには、こちらも入念な段だん取どりを踏ふむ必要がある。これはその第一段階」

「承しよう知ちした。……して、見事奴やつらを騙だましおおせたとして、その後の段取りは？」

「それは相手の対たい応おうによって微び妙みように変わってくる。……とにかく、今は兵たちのところに行って、絶ぜつ対たいに深追いはしないように言い含ふくめて。追っ手は出しても、それで敵を捕ほ捉そくする必要はない。むしろ８００ルハを越こえたところで、敵を見失って戻ってくるのが彼らの仕事。なるべく整然と隊列を組ませて、ばらばらに散っての捜そう索さくは絶ぜつ対たいにさせないで」




（クェッタを連れてきたのは正せい解かいだった。地味ながらも堅けん実じつな用兵が、しかも持続的に必要とされる作戦だが、彼の指し揮きする隊なら、それもやり遂とげてくれるだろう）

　ナバザ砦とりでの攻こう略りやく以来、表に裏うらに役立ってくれる優ゆう秀しゆうな副官の顔を思い描えがいて、セレィはわずかな不安すらも払ふつ拭しよくされていくのを感じた。──大軍を伴ともなわず異い境きようにあり、最大の頼たよりである導神さえ不ふ在ざいの現げん状じようではあったが、幸いにも彼女は自分の陣じん営えいに不足を感じてはいなかった。







「──あー、ゼル先せん輩ぱい。残念ッスけど、また気付かれちゃったみたいッス」

「むぅ、今度は風下から慎重に攻めてみたんだがな。……仕方ない、撤退だ」

　警告音が遠く鳴り響ひびき、集落の中から整然と隊列を組んだ騎き馬ば兵へいたちが駆かけ出して来た。その様子を遠とお見み筒づつで確かく認にんすると、ゼルたちはすぐさま身を翻ひるがえそうとしたが、いい加か減げん苛いら立だちも募つのってか、ギロひとりが駄だ々だを捏こねた。

「おいおい、またかよー。……なぁ、たまには出てきた連中をこっちから蹴け散ちらすってのは？」

「いつもながら呆あきれるねぇ。……ギロ、きみは自分が神話の英えい雄ゆうにでもなったつもりかい？〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の任にん務むはあくまでも隠おん密みつ行こう動どうが前ぜん提てい。最小のリスクで最大のリターンを目指すのがぼくらの義ぎ務むであり矜きよう持じなんだ。ゼルもぼくもリガも寛かん容ようだから、きみの命知らずは個性として受け容いれてあげているけどさ。そのせいで組チーム全体を危き険けんに晒さらすのは勘かん弁べんして欲しいね」

　バズの諫かん言げんを渋しぶ々しぶと受け容れて、ギロを含ふくめた四人の隠密は舌打ち混じりに後こう退たいを開始する。無む論ろん、人の身で馬の足に追われる状況も、彼らにとっては何ら窮きゆう地ちたりえない。気け配はいを消して平原の風に紛まぎれれば、常じよう人じんの感覚で彼らを捉とらえることは不可能になるからだ。

「ったく……。それにしても、『聴士ラルゴウ』ってやつは予想以上に厄やつ介かいだな。俺おれたちの技量わざじゃ誰だれ一人、相手の耳を誤ご魔ま化かせねぇとは」

　安全地帯まで逃にげ延のびてくると、ギロは芝しば生ふを蹴けりつけて忌いま々いましげに言った。そこにバズが余よ裕ゆうのある口調で意見を挟はさむ。

「精せい度どに関してはギロの勘かんが当たったね。でも、範はん囲いに関してはその限かぎりでもないんじゃないかな？　向こうがこちらの接せつ近きんに気き付づいて迎げい撃げきを出して来るのは、いつも集落から直ちよく線せん距きよ離りにして６００Ｍメートル程てい度どの地点。ルダ・ガイランの報ほう告こくにあった情じよう報ほうよりも、最さい大だい索さく敵てき範はん囲いにして４００Ｍほど狭せまい」

「それは間ま違ちがいなさそうっスね。騎馬隊の追撃も、６００Ｍ地点を越こえた辺りで諦あきらめて引き返しますし。平原って地形がむしろマイナスに働いたのかも。音が散りすぎるとか」

　リガもバズに賛さん同どうした。彼らの意見を把は握あくしたゼルは、しばし黙もく考こうしてから口を開く。

「……何にしても、正せい攻こう法ほうでは攻め辛づらそうだな。『聴士ラルゴウ』も不ふ眠みん不ふ休きゆうで働けるわけじゃないとはいえ、気付かれていないと思ってノコノコ忍しのんでいったら、それが罠わなだったということも有り得る。懐ふところに誘さそい込こまれてから兵どもに包囲されるのは、いくら俺おれたちでも少々厄やつ介かいだ」

「もういっそ現代兵器アームズ使っちゃわねぇ？　光学迷彩ステルスでも消音装置サイレンサーでも、いっそ遠距離狙撃ライフルって手もあると思うぜ。女じよ皇おうの首さえ取ればこっちの目的は果たせるわけだし」

「それはコストまで視し野やに入れての意見か？　現げん実じつ的てきな話、消音装置サイレンサーを継けい続ぞくして稼か動どうさせられるのは二分が限げん界かいだぞ。全速力で駆かけ抜ぬけるならともかく、身を潜ひそめながら慎しん重ちように進むには、６００Ｍという距離はちょっと長すぎる。光学迷彩ステルスを併へい用ようするにしても、その場合は両方の限げん界かい稼か働どう時じ間かんが半分以下になってしまう」

「ゼルの言うとおりだね。まして遠距離狙撃ライフルなんて論ろん外がいさ。『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』のせいで有ゆう効こう射しや程ていが極きよく端たんに下がるから、必中を期きすには、最低でも目標から１００Ｍの距離まで近付かなきゃならない。それじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだよ。ぶっつけ本番で射撃地点シヨツトポイントが都合よく見つかるとも思えない。……ま、前ぜん任にんの誰だれかさんは、その辺りも全部承しよう知ちした上で狙そ撃げきを強行したそうだけど。しかも本命の一いち撃げきに繫ぐための見せ球として」

「四番隊の真似まね事ごとをしたところで何も始まらないッスよ。二番隊オレたちには二番隊オレたちの流りゆう儀ぎがある。功を焦あせって博打ばくちに急がず、ちゃんと話し合って慎しん重ちようで確かく実じつな方ほう針しんを採とりましょう。所しよ詮せんは先住民の警けい備び体たい制せい、冷静になればいくらでも隙すきは見み出いだせますって」

「ああ、リガの言うとおりだ。ここは焦らずに機会を待とう。いくつか条じよう件けんさえ揃そろえば、俺にも考えが無いでもない。……ただ、可か能のうならば、敵てきＭＰメタフイジツクスが戻もどる前に決けつ着ちやくをつけたいところではあるがな」

　そう呟つぶやくと、ゼルは左ひだり腕うでに巻まかれた腕時計のようなものを見やる。今は何の数すう値ちも示しめさず沈ちん黙もくしているが、それは『意味性計測器ゲシユタルト・メーター』と呼ばれる発展界の機器であった。微び細さいな『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の波動を感知・表ひよう示じすることによって、周辺にＭＰメタフイジツクスが存そん在ざいするかどうかを見極める材料になる。他のどんな装そう備びにも勝って、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の隊員にとっては必ひつ須すの道具と言えよう。

「安あん易いな強きよう攻こう策さくには出ない。が、６００Ｍメートルの境きよう界かい線せんを頻ひん繁ぱんに出入りして、せいぜい相手を疲つかれさせてやることにしよう。どこかで隙すきが生じればこちらのものだ。たとえ針はりの穴あなほどの隙であっても、それを確かく実じつに通してみせるのが、俺おれたち〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟なんだからな」

　互たがいに頷うなずき合うと、四人の姿すがたは再ふたたび平原に吹ふきすさぶ風の中に紛まぎれた。……互いに間合いを保たもった状じよう態たいから、まずは牽制打ジヤブの応おう酬しゆうにも似にた精せい神しんの削けずり合い。〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟とサーリャの駆かけ引きは、まだ序じよ盤ばん戦せんが始まったばかりである。








水面下の激戦









「ふぅぅ……。……はぁぁ……」

　溜ため息はすでに幾いく度ど目めとも知れず、有翼種クロトアの近この衛え兵へいたちによって厳げん重じゆうに守られる馬車の中から頻ひん繁ぱんに漏もれ出していた。その傍かたわらを馬に乗って駆かける近衛兵長のレモィズ・タンタァクは、主君の気き鬱うつぶりを見るに見かねて、馬車の側面に設しつらえられた小こ窓まどをコンコンと指で叩たたく。

「失礼致いたします、陛へい下か、キュリマイェ女王陛下。……あまり御ご気き分ぶんが優すぐれぬ様子ですが、長旅にお疲つかれのようなら、ここらで一いつ旦たん休みを取りましょうか？」

「よしや、レモィズ。こんな状じよう況きようで気分など良い訳わけがなかろ。……ああもぅ、どうしてこのようなことになってしもうたのか。今回は何としても、妾わらわが自ら中陸まで出向かねばならんなどと、うちの大臣どもが口を揃そろえて言うから……」

　ふっくらとした胴どう体たいに愛らしい丸顔を乗せた初老の女じよ性せい──オルワナ女王キュリマイェ・セトントラ・オルワナは、御ぎよ車しやの中で頭を抱かかえて蹲うずくまった。その様子を見て、レモィズはやや呆あきれた表ひよう情じようで口を開く。

「仕方がありますまい。あのセレィ陛へい下かが残った東方の二国、ひいては中陸の半分を同どう盟めいに組み入れるべく、ここトルキォストルの大平原で会議を開きたいと仰おつしやったのですから」

「だからといって、どうしても妾わらわが直ちよく接せつ行かねばならんのか？　凶きよう暴ぼうな獣けものどもに加えて、未いまだ原始のままの生活を続けているという、野や蛮ばんな中陸有角種ユルフイネクの跋ばつ扈こする地ち域いきにまで。ああ、レモィズよ、妾はおそろしい……」

「陛下のお気持ちも分かります。現げんにダマカスカとギリェ・イゼン、そしてアヌビシアの三国は、王自らが外地に赴おもむくくことを警けい戒かいして、この折にも代理の外交使節を寄よ越こしておりますゆえ。……しかし、ならばこそオルワナだけは、女王陛下が御おん自みずから足を運ばれないことには、ロケィラへの義ぎ理りが通りますまい。先せんだっての戦でセレィ陛下に施ほどこされた慈じ悲ひのこと、よもやお忘わすれではござらぬか？」

「わ、分かっておる……。だからこうして我が慢まんしておるのではないか。だがのぅ、レモィズよ、妾はどうしても心の片かた隅すみから不安が拭ぬぐえんのじゃ。荒あら馬うまに乗った獰どう猛もうな連中が、今にも平原の彼方から大挙してやって来るのではないかと……」

　女王はぶるぶると震ふるえる肩かたを両手で抱だいた。その懸け念ねんを拭い去るように、レモィズは自分の胸むねをどんと叩たたいて、力強く警けい護ごの完かん遂すいを請うけ負った。

「ご安心を、陛下。我われら王おう室しつ近この衛え隊たいはいずれも押おしも押されもせぬ精せい鋭えい揃ぞろいにございます。たとえ曲くせ者ものが大挙して押おし寄よせようと、その凶きよう刃じんが陛下の馬車に触ふれるより前に、彼奴きやつらをひとり残らず弓矢で射い倒たおして御ご覧らんに入れましょう。……それに、そのような事じ態たいも滅めつ多たなことでは起こりますまい。冷静になって周りをご覧ください。どの国の者たちも、陛下と同様の不安を抱いだいているからこそ、こうして四国合同で旅りよ団だんを組んでいるのではございませんか」

　そう言うと、レモィズは首を巡めぐらせてざっと周囲を確かく認にんした。キュリマイェのものを含ふくむ各国の馬車を中心に、五百騎きを越こえる警けい護ごの兵たちが整然と並ならんでいる。壮そう観かんと言ってよい光景だ。完かん全ぜん武ぶ装そうの騎兵がこれだけ揃そろっていれば、野党や獣けものの群むれなど恐おそれるに足らない。

　だが、その事実があってもなお、女王の不安は一向に晴れなかった。

「……レモィズよ、そなた、早くも忘れたのか？　かつて妾を唆そそのかしてくれた、あの恐おそるべき異い界かいの隠おん密みつどものことを。あのような連中から命を狙ねらわれたとき、間ま違ちがいなく妾を守りきれるという自信が、そなたにはあるというのか……？」

　女王にとって、それはちょっとした気晴らしのつもりの意地悪な質しつ問もんだった。真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうの近衛兵長の困こまりきった顔を見るのは、彼女が暇ひまを持て余あました時のひそかな娯ご楽らくなのだから。

　だが、意外にも女王が期待した反はん応のうはなく、レモィズは厳げん粛しゆくな面おも持もちで言い切った。

「無論、ございます。……その時は、この命を賭としてでも」

「……そ、そうかの……。頼たのもしくて何よりじゃ……」

　近衛兵長の意地に気け圧おされて、女王にはもはや不満を口にする気も失せてしまった。丸っこい背せ中なかから伸のびた両りよう翼よくが力なく萎しおれてしまう。……やがて彼女は御ぎよ車しやの小窓を閉しめなおすと、それを最後の一回と心に決めて、長く盛せい大だいな溜ため息を吐はき出すのだった。







「……ギロ、バズ、リガ、喜べ。どうやら好機が訪おとずれたようだぞ」

　小高い丘おかの上、遠とお見み筒づつによって拡かく大だいされた視し界かいの中に、ゼルはヘィロンの集落を目指してやって来る旅りよ団だんの姿すがたを捉とらえた。装そう備びの点てん検けんをしていた三人は、それを聞いて、待ちわびたという表ひよう情じようで一いつ斉せいに立ち上がった。

「あの旅団、この様子だと、集落に着つくまでにもう一夜を野外で越こすことになる。俺おれたちが中に紛まぎれ込こむならその時だ。いくら『聴士ラルゴウ』でも、同どう盟めい国こくからの使者と、これから同盟に組み込もうという連中を無む碍げに追い払はらうわけにはいくまい」

「でも、ゼル、その作戦は当然向こうにも読まれていると見るべきだよ。……これまでの小こ競ぜり合いからも、そう簡かん単たんに隙すきを見せてくれる相手じゃないことは分かってるだろ？」

「そうッスね。……正直、ここまで手こずらされるとは思っていなかったス。遊牧に出てきた羊ひつじ飼かいと入れ替かわろうとか、集落の外まで馬で走りに出てきた時に狙ねらおうとか、色々と策さくを巡めぐらせてみましたけど、どれも見事に警けい戒かいされてましたし。……悔くやしいけど、今んところは向こうの完全試合ッス」

「今度もそうならねぇって保ほ証しようはねぇな。……んで、ゼル、どうやって裏うらをかくつもりだ？」

　ギロの瞳ひとみが期待を込こめて班はん長ちようを見やる。ゼルは力強く頷うなずいて頭上に拳こぶしを掲かかげた。

「リガは完全試合と言ったが、俺たちも決して無む為いに時間を潰つぶしていたわけじゃない。何度ものアタックを重ねたことで、集落のどの辺りに目標が寝ね泊とまりしているのか、それはすでに把は握あく出来ている。……だから、集落の中にさえ侵しん入にゆうできれば、目標を仕し留とめるのに大した時間は要いらない。その僅わずかな時を稼かせぐために、今回は消音装置サイレンサーを使用する」

「やはりそうなるかい。……でも、具体的にはどうするんだい？　６００Ｍメートルという距きよ離りは身を潜ひそめながら進むには長すぎると、以前にきみも言っていたじゃないか」

「順を追って説明しよう。……まず、俺たちの中から二人が夜や陰いんに乗じて旅団に紛れ込む。必然、その二人は旅団と共に目標のいる集落へ辿たどりつくことになる。が、もちろん向こうも、俺たちが味方の中に変へん装そうして紛れているのではないかと警戒している。おそらく、旅団の人間は一人一人が厳げん重じゆうな検けん査さを受けるだろうが、中に紛れ込んでいたうちの一人が、そこでわざと自分から見つかってやる。すぐに集落は大おお騒さわぎになる。そいつが兵どもを引きつけて逃にげ回っている間に、もう一人が消音装置サイレンサーを使って目標に接せつ近きんする」

「なるほど、敵の警戒を逆さか手てに取るわけか。……でも、当たり前だけど、わざと見つかる囮おとり役やくはリスクが大きいね。完全に包囲される前に逃げるにしても、ある程てい度どは向こうの眼めを引きつけなければ陽動にならないし……」

「その点も配はい慮りよする。囮役が逃げやすいよう、旅団に紛れ込んだ晩ばん、侵入した者は馬車に細工するなどして、集落への到とう着ちやくが夜になるよう進行の速度を調節してもらう」

　バズは納なつ得とくした面おも持もちでこくこくと頷うなずいた。が、そこでふと、ゼルの提てい案あんした作戦の根本的な欠けつ陥かんに気き付づいたリガが、慌あわてて訂てい正せいの声を上げる。

「ちょっと待ってください、班はん長ちよう。この作戦、旅りよ団だんの中に『聴士ラルゴウ』が含ふくまれている可か能のう性せいを見み逃のがしてませんか？　運が悪ければ最初の一手、旅団に紛まぎれ込こむ段だん階かいから失敗しますよ」

「いいところに気き付づいたな。だが幸いと、今回はその心配はなさそうだ。これで旅団の様子をよく見てみろ」

　ゼルに渡わたされた遠とお見み筒づつで旅団の様子をしばらく眺ながめると、やがてリガは得とく心しんした風に頷うなずきを繰くり返した。──全部で四台ある各国の重じゆう鎮ちんを乗せた馬車のうち、アヌビシアのものと思おぼしき一台が、幌ほろを開け放って内部を露ろ出しゆつさせている。そこでは二人の盲種メルキエーナが真っ青な顔色で寝しん台だいに横たわり、あまつさえ両耳を分ぶ厚あつい耳当てで塞ふさいでいたのだった。

「あの二人のどちらかが、あるいは両方が『聴士ラルゴウ』であるにせよ、あの有様では到とう底ていまともな働きなど見み込こめないだろう。……見ればかなりの速度で馬車を走らせているようだし、そのせいで揺ゆれに酔よったのかもしれないな。極きよく端たんに耳の良い連中のことだから、俺おれたちで言うところの三さん半はん規き管かんに当たる部分が弱いのだろう」

　生き真ま面じ目めに説明しつつ、さすがのゼルも苦笑を禁きんじえない。それで今度の作戦に確たしかな勝算を見取って、ギロの瞳ひとみに昂たかぶりの炎が灯ともった。

「オーケイ、悪くないプランだ。残りの二人は集落の外からバックアップに努めるってわけだな。……そんで肝かん心じんのとこだが。直接集落に潜せん入にゆうする囮おとりと本命の二役は、四人のうちの誰だれに任まかされるんだ？」

「一番リスクの高い囮役は俺がやる。経けい験けんの面から言っても妥だ当とうなところだろう。本命の方は、同じ理由でバズか……そうでなければ本番強さを買ってギロだろうな。もちろんリガの技ぎ量りように不足を感じるわけじゃないが、段だん取どりに随ずい分ぶん時間もかけていることだし、ここは石橋を叩たたく布ふ陣じんで行きたいところだ」

　やや申し訳わけなさそうなゼルの説明に、リガは軽く溜ため息をついて肩かたをすくめた。

「……別に不満はないッス。気持ちよくバックアップに回りますよ、人には適てき材ざい適てき所しよってもんがありますからね。自分からハイリスクを買って出てくれるギロには、毎度のことながら、いくら感かん謝しやしても足りません」

「ハハッ、そりゃ違ちがうぜ、リガ。この程てい度どのリスクも愉たのしめずに〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員が務つとまるかってぇの。……んで、バズ、お前はどうすんの？　希望が被かぶるならコインでも投げっか？」

「それには及およばないよ。ぼくも時にはリスクを愉しむ性質たちだけど、一番やりがいのありそうな役回りはもうゼルに取られちゃってるしね。今回は先せん輩ぱいの貫かん禄ろくで、ギロに手て柄がらを譲ゆずってあげる」

　特に揉もめることもなく分ぶん担たんは決まった。それからもう一度全体の概がい要ようを確かく認にんし、緊きん急きゆう時じの采さい配はいを含ふくめた細部の詰つめを済すませると、四人は盤ばん石じやくの感かん触しよくに頷うなずき合う。かくして方ほう針しんは決定し、異い界かいの狩人かりゆうどたちは各々の牙きばを研ぎ澄すませながら、首を長くして始まりの夜を待つのだった。







　厩きゆう舎しやの中は苦しげな息いき遣づかいで満ちていた。見れば、床ゆかに敷しき詰つめられた藁わらの上には、一頭の雌めす馬うまが大きな孕はらみ腹ばらを抱かかえて横たわり、後ろ足の間から血けつ液えき混まじりの羊水を零こぼしている。その様子を傍そばで見守るのは二人の有角種ユルフイネクの君主だった。

「辛つらいか、ミリク。……もう少しの辛しん抱ぼうだ」

　産みの苦しみに耐たえる雌馬に、ヘィロンは優やさしい声をかけつつ額ひたいを撫なでた。その隣となりではセレィが張はり詰つめた面おも持もちでいる。彼女とて騎き馬ば民みん族ぞくの女じよ皇おう、馬の出産に立ち会う経験は初めてではなかったが、だからこそ、自分に出来ることの少なさも思い知っているのだ。

　ミリクと呼よばれた雌馬がひときわ高い鳴き声を上げ、かと思えば、小さな蹄ひづめの先が産道から飛び出してきた。一いつ瞬しゆん色めきかけたセレィだったが、ヘィロンの表ひよう情じようが逆に険けわしくなったのを見て、彼女は一いつ拍ぱく遅おくれてその事実に思い至いたる。

（逆さか子ごか……！）

　セレィの背せ中なかを冷たい汗あせが伝う。前足の蹄と後ろ足の蹄では形が違ちがうため、彼女ら騎き馬ばの民であれば、一見したところで逆子かどうかを判はん別べつ出来る。二人の目の前に飛び出しているのは明らかに後ろ足だった。その事実だけで出産の危き険けん性せいはぐんと高まる。

「……腹はらの中で暴あばれたか？　なかなか見所のある仔こ馬うまだ」

　冗じよう談だんめかして呟つぶやくと、ヘィロンは両手を組み合わせてごきごきと骨ほねを鳴らした。一体何をするつもりなのか──セレィが不安な心しん境きようでいると、彼は大きな右手で仔馬の足を摑つかみ、あろうことか、そのまま中に押し込み直した。

「………ッ！」

　耳をつんざくような鳴き声が厩舎に響ひびき渡わたり、セレィは咄とつ嗟さに眼がん前ぜんの光景から眼めを逸そらした。その間もヘィロンは腕うでの力を緩ゆるめず、仔馬の身体からだを子し宮きゆうまで押おし戻もどすと、そこで更さらに深く腕を突つき込こんで前足を模も索さくする。──だがその瞬しゆん間かん、苦く痛つうに耐たえかねた雌めす馬うまが、後ろ足でヘィロンの胴どう体たいを蹴けりつけた。ずむ、と蹄が肉にめり込む嫌いやな音が響く。肋ろつ骨こつのひとつも折れていておかしくない衝しよう撃げきに、しかし彼は後こう退たいするどころか、頑がんとして眉まゆ一つ動かさなかった。

「それ、摑まえたぞ。……間ま違ちがえるな、おまえが生まれ出るべき産道みちはこっちだ」

　ようやく子宮の中で前足を握にぎると、ヘィロンは残った左手を外側から馬の下か腹ふく部ぶに回し、精せい妙みような力ちから加か減げんに基もとづく両手の操そう作さによって仔馬の姿し勢せいを反転させた。処しよ置ちが上手うまくいったのを認みとめると、ヘィロンはそのまま握った前足を引っ張ぱって、子宮から赤子を引きずり出す。乳にゆう白はく色しよくの膜まくに包まれた頭が覗のぞき、上体が覗き、やがて大量の羊水と共に全身が生まれ落ちた。

　しっかりと仔こ馬うまに息があるのを確かく認にんすると、ヘィロンは軽く頷うなずき、手を貸かすのはここまでとばかりに、生まれたての命から身を離はなした。

「──立て。中陸有角種ユルフイネクの持ち馬として、この大平原を自力で生き抜ぬく生命力を証しよう明めいして見せろ」

　厳きびしく言い放ち、ヘィロンは弱々しく震ふるえる仔馬の姿すがたを見下ろした。──その声が聞こえたのだろうか。固かた唾ずを飲んで見守るセレィの前で、仔馬は少しずつ、けれど確実に、四本の足に力を込めていく。知らず感動がこみ上げて、東方有角種ユルフイネクの女じよ皇おうは苛か酷こくな現げん実じつと戦う命に激げき励れいを送った。

「……おお、そうだ……！　頑がん張ばれ、その調子だ……！」

　震える四足で必死に自重を支えて、ほどなく仔馬は立ち上がった。それを見た母親も、出産に消しよう耗もうしきった身体からだを起こし、最初の試練に打ち勝った我わが子への褒ほう美びとして乳ち房ぶさを口に含ふくませる。仔馬は懸けん命めいに、それこそ貪むさぼるように母の乳ちちを吸すった。そこまで見み届とどけると、セレィは気が抜ぬけたように床ゆかへ腰こしを下ろした。

「……いやはや……何度見ても、馬の仔には感心させられる。生まれ落ちてすぐさま立ち上がり、母の乳房から自力で乳を吸う。この原始的な力強さは、我われら人間にはないものだ」

「そうだな。さすがのおれも、生まれたその日に立ち上がった憶おぼえはない。だからこそ、おれたちは馬と共に生きるのだろう。人の身では抗あらがいがたい、大平原の苛酷な現実に屈くつさぬために」

　そう言って、ヘィロンもセレィの隣となりに腰を下ろした。そのまましばらく、二人は一言も発しないまま、馬の親子の様子をじっと見守った。

「……セレィ。ひとつ尋たずねてもいいか。前々から訊きいてみたかったことだ」

　先に沈ちん黙もくを破やぶったのはヘィロンだった。頷きを返すセレィに、彼は少し辛つらそうに質しつ問もんする。

「いくら東方有角種ユルフイネクの生活が昔と変わったとはいえ、女のおまえが皇おうの立場に就ついたのは、よほどの事じ情じよう……おそらくは国こく難なんがあってのことだろう。訊いて良いことか分からんが、今、親兄弟はどうしている」

「そのことか。……前皇であった父はオルワナとの戦いくさで死に、十三人いた兄上らも残らず戦場に果てた。有翼種クロトアの母はオルワナの辺へん境きようで生き永ながらえているようだが、未いまだ再会は叶かなっていない。しかし、父親違ちがいの妹として、ここにも連れてきたオルワナ兵のコリォ・サリマニュィがいる。乳母うば姉妹のメリェも、ほとんど家族のようなものだ」

「そこまで国ごと追い詰つめられたのか。……よく敗戦に至いたらなかったものだ」

「まったくそう思う。それというのも、兵たちの奮ふん闘とうに加えて、あのクルァシンがロケィラのために全ぜん霊れいを尽つくしてくれたからだ。……今にして顧かえりみても、あの勝利は奇き跡せきだった」

　未だ記き憶おくの中で鮮あざやかさを失わない光景に思いを馳はせながら、セレィは無意識のうちに柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべている。が、それとは反対に、ヘィロンの顔はみるみる渋じゆう面めんになった。

「あの男の話はいい。……それで結局、一方的な形での敗戦を避さけて、なんとかオルワナとの同どう盟めいまで漕こぎ着つけたはいいが、そこで混こん血けつのおまえが神み輿こしとして担かつぎ出されたわけか」

「む……？　少し語ご弊へいがあるが、確たしかにそう言えなくもない。両種族が融ゆう和わする証あかしとして、この身体からだほど分かりやすい象しよう徴ちようは他にないからな。有角種ユルフイネクでありながら有翼種クロトアでもある生い立ちを活いかし、導みちびきの神の後あと押おしを受けて、盟めい主しゆとしての私はここにいる」

　セレィが胸むねを張はって口にした内容に、ヘィロンは難むずかしい面おも持もちで俯うつむいてしまう。──そこでふと、以前と同じように、セレィは己おのれの一角つのが彼の心に触ふれるのを感じた。それは言語化することも難しい複ふく雑ざつな感情の坩る堝つぼだった。憤いきどおりと、親愛と、嫉しつ妬とと、悲しみと、哀あわれみと……。

（やはり、哀れみがある……。しかし何に対しての？　父と兄を残らず失った私の過去……無む論ろん、それについての哀あい悼とうの意はあるだろう。……だが、それだけではない。ヘィロンはもっとそれ以外の何か、今ここにいる私の現げん状じようについて、何らかの強い哀れみを抱いだいているように思える）

　セレィは戸と惑まどった。相手がこちらを憎にくからず思っていることは分かるし、心から自分の身を案じてくれているのも伝わってくる。しかし、その事実だけでは解ときほぐせない複雑で微び妙みような心の機き微びがある。有角ユルフイネクの女じよ皇おうは生まれて初めて、己おのが一角つのの能力ちからの不自由さを思い知ることになった。

「……よく分からないが、ヘィロン、ひょっとしてそなたは、何か大きな思い違ちがいを……」

　思い切って問い質ただそうとセレィが口を開いた瞬しゆん間かん、その日何度目かの『聴士ラルゴウ』による信号が厩きゆう舎しやの中にまで届とどいた。それが敵てき襲しゆうを告げる警けい鐘しようではなく、自分ひとりを限げん定ていして呼よんでいるものだと察したセレィは、脳のう裏りを占しめていた疑ぎ念ねんのこともすっかり吹ふき飛ばされた。ヘィロンに短く断ことわりを告げると、彼女は努めて平静を装よそおった足運びで厩舎から立ち去っていった。







「……やっぱり、この頃ころ合あいを狙ねらってきた」

　とっぷりと陽ひの暮くれた大平原のさなか、『聴士ラルゴウ』として櫓やぐらの上で働き続けていたサーリャは、その広大な音界に四人の隠おん密みつたちが暗あん躍やくする姿すがたをつぶさに捉とらえていた。野や営えいを始めた旅りよ団だんに息を潜ひそめて近ちか付づいた彼らは、おそらくその中に紛まぎれ込こむ好機を待っているのだろう。

（場所はここから６０００ルハほど離はなれた地点。案の定、私の耳ちからもそこまでは及およばないと思い込んでいる。……長い小こ競ぜり合いだったけれど、駆かけ引きには私が勝ったと見ていい）

　彼女が小さな達成感を得ているところに、かつかつと小さな物音を立てて梯子はしごを上ってくる影かげがあった。サーリャは正座を保たもったまま、それでも恭うやうやしく一礼してその来らい訪ほう者しやを迎むかえる。呼び出しの信号を聞いてやって来た東方有角種ユルフイネクの女皇、セレィ・メル・ロケィラであった。

「状じよう況きようが動いたか、サーリャ」

「はい、女皇陛へい下か。それも、おそらく決定的に」

　サーリャは淡たん々たんと告げる。が、彼女なりに思うところがあって、「各国の重じゆう鎮ちんを乗せた旅りよ団だんが近ちか付づいている」という事実は明かさない。ただ言外に、これまでずっと相手取ってきた隠おん密みつたちが、決定的な行動に出ることを示しめすのみである。

　櫓やぐらの中、サーリャの隣となりに腰こしを下おろしたセレィは、黙だまって少女の話に耳を傾かたむける。

「前から話しておいた罠わなを実行に移うつそうと思う。影の準じゆん備びは出来ている？」

「抜ぬかりない。網あみの設しつらえも万ばん端たんだ」

「了りよう承しよう。……クルァシンに聞いた話だと、敵てきはさいれんさぁという道具を使って、ごく短い時間だけ物音を消して動くかもしれない。でも、まったく音を立てない相手ならともかく、本来あるべき音のない場所があれば、私にも必ず気き付づける。敵があなたを狙ねらってやってくるだろう場所もこれまでの小こ競ぜり合いで誘ゆう導どうしてある。安心して、事故は起きない。敵は今、完全に私の掌てのひらの上にいる」

　うっすらと不敵な笑みを浮うかべたサーリャの表ひよう情じようを眼めにして、セレィはかすかな違い和わと共に痛いたましさを感じた。──この少女らしくなく好戦的な発言は、長時間に渡わたって持続しすぎた集中がもたらす、おそらく疲ひ労ろうの蓄ちく積せきと表ひよう裏り一いつ体たいの、躁そう的てきな興こう奮ふんから来るものではないのかと。

「……信しん頼らいはしている。だが、そなたの体調は大だい丈じよう夫ぶなのか、サーリャ。昼間に見た時も顔色が良くなかったし、以前に比くらべると少し瘦やせたように見える。いくら敵を捕とらえられても、代だい償しようにそなたが倒たおれるのでは意味がないのだぞ？」

「大丈夫、ちゃんと自分の体調は把は握あくしている。陛へい下かには分からないかもしれないけれど、『聴士ラルゴウ』の疲労の度合いは、集中して耳を澄すませた時間と範囲の乗算で求められる。ノランドットで『大央聴ラルゴウ・オオデキム』を務つとめていた時に比べれば、ここでは重点的に監かん視ししなければならない対たい象しようが四人の敵に限かぎられる分、むしろ負ふ担たんの少ない仕事」

　サーリャの発言は半ば以上本当だった。数ヶ月にも渡わたってノランドット全ぜん域いきからルダ・ガイランを発見しようと全ぜん霊れいを尽つくした経けい験けんに比くらべれば、今回の任にん務むは難なん易い度どで大きく下回る。それにも拘かかわらず彼女に疲ひ労ろうを募つのらせている原げん因いんは、生せい活かつ環かん境きようの違ちがいと、昼夜を問わない警けい戒かい態たい勢せい、それに何より、この集落に至いたるまで耐たえ忍しのんできた長い馬車旅にこそあるのだが……。

「……それも、この罠が成功すれば終わりが見える。隠おん密みつの身み柄がらを捕らえられれば大きな手て柄がら。……クルァシンも、帰ってきたらきっと褒ほめてくれる」

　最後にぽろりと零こぼれた本音を、聞こえなかった振ふりで平然と流しつつ、それでもセレィは内心でサーリャのことを微笑ほほえましく思った。──『聴士ラルゴウ』としてのみならず、戦せん略りやく家かとしても驚きよう異い的てきな優ゆう秀しゆうさを見せる彼女だが、それでも根っこのところでは純じゆん粋すいな乙女おとめなのだろうと。

（まったく、いつも無自覚で女に身体からだを張はらせて……。罪つみ作りなことだな、我われらが導神どのは）

　セレィは溜ため息をついて夜空を眺ながめた。──そこに並ならんで輝かがく七ツ月を、遥はるか西の地で今いま頃ごろ、クルァシンとメリェの二人も、同じように仰あおぎ見ているのだろうかと思いながら。







　翌よく日じつの夕方、ヘィロンの集落を目指して再さい出しゆつ発ぱつした旅りよ団だんの中に、ゼルとギロの二人はすでに変へん装そうして紛まぎれていた。商隊などと違ちがって、軍隊としての厳げん格かくな規き律りつがあり、定期的な点てん呼こも行われる集団の中に紛れ込こむのは簡かん単たんなことではなかったが、そこは〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の本ほん領りよう発はつ揮きである。

（いやはや、オルワナの護ご衛えい隊たいにはいい兵が揃そろってんなぁ。牙種ヤシユタルガや長爪種イゼイリグの連中はどいつも気ィ緩ゆるめてお喋しやべりしてんのに、こいつらだけは絶ぜつ対たいに無む駄だ口ぐちひとつ叩たたかねぇでやんの。……紛れ込む側としちゃ、ボロを出す余よ地ちがない分、こんなに好都合なこともないんだがね。おあつらえ向きに顔が見えにくい兜かぶとまで被かぶってやがるし）

　隊列の後方で馬の手た綱づなを引きながら、ギロは内心でほくそ笑んだ。その外見は、今や服ふく装そうから背せ中なかの両りよう翼よくに至いたるまで、一分の隙すきもないオルワナ近この衛え兵へいのそれに纏まとめられている。顔つきや髪かみの色にすら、もはや元のギロの印象は跡あと形かたもない。

（しっかしこの変装、やってる間はいいんだけど、後でえらく顔が引きつるんだよな……。ま、ヤルィス・ダコバにイリムッツ・フルジのお二人さん、せいぜい安らかに眠ねむりな。なぁに安心しなって。征せい服ふく施し策さくが首しゆ尾びよく進めば、遠からずお仲間も後を追うからさ）

　今いま現げん在ざい、ゼルとギロは昨夜まで存ぞん命めいしていたオルワナ近衛兵の姿すがたと名前を借りて、有翼種クロトアの隊列の中に紛れ込んでいる。顔つきを変えるほどの巧こう妙みような変装は、しかし発展界の科か学がく技ぎ術じゆつに頼たよったものではなく、現地で調達した材料を駆く使しした上で、生身の身体が持つ可か能のう性せいを極きよく限げんまで追求したものだ。

（ったく、いくら『聴士ラルゴウ』っても、たかが小こ娘むすめひとりのために派は手でな遠回りをさせられたもんだぜ。……だが、それもようやく終しまいだ）

　ギロは犬けん歯しを剝むき出しにして凶きよう暴ぼうな笑みを浮うかべた。いささか潜せん入にゆう者しやとしての慎つつしみを欠いたその表ひよう情じように、隣となりを馬で走っていたゼルが厳きびしい注意の視し線せんを向ける。露ろ出しゆつした地じ金がねを慌あわてて取り繕つくろうと、ギロはもはや目と鼻の先にまで迫せまった集落を鋭するどく睨にらみつけた。







　各国の重じゆう鎮ちんを乗せた旅団が集落に到とう着ちやくしたという報しらせを受けたとき、セレィは少なからず困こん惑わくして、その報ほう告こくを持ってきた部下に尋たずね返した。

「それは本当か……？　サーリャからは、そのような報告は受けてないが……」

「確たしかなことです。たった今、私もこの眼めで確かく認にんしてきました」

　セレィは思案げに黙だまり込こんだ。──そのように大だい規き模ぼな旅団の接せつ近きんをサーリャが聞き逃のがすわけはない。ならば、隠おん密みつどもを罠わなにかけるという計画のために、何らかの理由で自分にすら伏ふせられていた情じよう報ほうなのだろうと、女じよ皇おうはそう解かい釈しやくする。彼女が『聴士ラルゴウ』の少女に向ける信しん頼らいはすでに盤ばん石じやくのものなので、この状じよう況きようにもそこまでの不信感はなかったが、どこか落ち着つかない感覚が拭ぬぐえなかった。

「……と、ともあれ、サーリャから合図があるまで、私はここに待機している。長旅の苦労を労ねぎらってやれず、旅りよ団だんの面々には申し訳わけないが……」

　セレィは不本意そうに言った。敵てきを罠わなに嵌はめるに当たって、女皇自身は絶ぜつ対たいに幕まく屋やの中を動いてはならない──それも『聴士ラルゴウ』の少女から厳げんに言い含ふくめられていたことだ。いかに礼節を重んじるセレィであっても、サーリャが多た大だいな労力を費やして完成させようとしている一いつ計けいを、そのために反ほ故ごにする気はない。

（しかし、この様子だと、味方の旅団の中に敵が紛まぎれているということになる。どうするつもりなのだ、サーリャ……。そして何故なぜ、この事実を私に黙だまっていた……？）

　答えのない問いが積み重なる。直ちよく接せつ的てきに敵を捕とらえる決めの一手についてはセレィも知るところだが、隠おん密みつどもをその地点に導みちびく計画について、その全ぜん貌ぼうを知る者は発案者たるサーリャのみ。だが、彼女を信頼して事を任まかせた以上、セレィにはもはや朗ろう報ほうを待つ以外に仕様がなかった。




「──お疲つかれのところ、大変に失礼致いたします！　畏おそれながら、こちらで得られた情報から、皆みな様さまの中に曲くせ者ものが紛れている可か能のう性せいが浮ふ上じようしました！　集落に入られる前に、各人の身の上を簡かん単たんに確かく認にんしたいと思います！」

　クェッタの大声が夜の平原に響ひびき渡わたり、それを耳にしたゼルとギロは、やはり、という面おも持もちで互たがいに軽く頷うなずきあった。とはいえ、まだ極きよく端たんな行動には出ない。六百人からいる旅りよ団だんの面々を一人ずつ検あらためていくのは向こうにとっても非ひ現げん実じつ的てきだ。検けん査さの穴あなを搔かい潜くぐって穏おん便びんに侵しん入にゆうできるのならば、それに越こしたことはない。

「もちろん、一人一人の身しん体たい検けん査さをするような無礼な真似まねはいたしません。我われ々われは皆みな様を信用し、その確認についても自主的な行動に任まかせます。──指定させて頂いただきたいのはただ一つ。兵の皆様は、周囲のご同どう僚りようと、互いの家か族ぞく構こう成せいについてご確認ください」

　その内容に、ゼルとギロはいよいよ覚かく悟ごを固めた。──他の兵士との会話を強要されれば、さすがに俄にわか仕立ての変へん装そうではボロが出る。本命を活いかすために、囮おとり役やくがわざと見つかるのは今しかなかった。

「皆、聞いたな！　あちらの言うとおり、直ただちに近くの仲間と互いの家族構成を尋たずね合え！」

　ダマカスカとギリェ・イゼンの隊列からは不満の声も上がったが、ロケィラへの義ぎ理り立だてが念頭にあってか、オルワナの近この衛え兵へい長ちようレモィズ・タンタァクが率そつ先せんして部下に指し示じを遵じゆん守しゆするよう命ずる。初めこそ戸と惑まどいを見せていた有翼種クロトアの兵たちだが、やがてぽつぽつと互いに質しつ問もんを投げ合い始めた。

（んじゃ、おっぱじめるかい。──下手へた踏ふむなよ、ゼル）

（こっちの台詞せりふだ。油ゆ断だんするなよ、ギロ）

　そんな会話を視し線せんだけで交わして、二人はすぅと肺はいに息を吸すい込こむ。丁度その頃ころ合あいでゼルにも、彼を仲間と思い込んでいる隣となりの兵から声がかかった。

「おい、ヤルィス、お前の家か族ぞく構こう成せいだとよ。……どうした？　さっさと答えちまえ」

　無言のまま返事を返さない同どう僚りように、有翼種クロトアの兵が少しずつ怪け訝げんな表ひよう情じようになる。──その不ふ審しんの念が確かく信しんに変わる前に、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員は自らその正体を曝さらけ出した。

「……ふ……気き付づかれたのなら、仕方ないなッ！」

　ゼルの両足が鐙あぶみから抜ぬけ、さらには乗っていた鞍くらを爪つま先さきで蹴けって、その全身が宙ちゆうを舞まう。──闇やみ夜よに飛び上がった曲くせ者ものの姿すがたに度ど肝ぎもを抜かれた有翼種クロトアの兵たちは、さらに次の瞬しゆん間かん、ゼルが両手の指から打ち放った八本の鏢びようによって乗っていた馬の首くび筋すじをぶすりと射い抜ぬかれた。それが混こん乱らんの起き爆ばく点てん。人が状じよう況きようを理り解かい出来ずに呆ぼう然ぜんとしている間に、激げき痛つうによって尻しりを叩たたかれた馬たちが、甲かん高だかい嘶いななきと共に狂きよう乱らんを始めた！

「う、うわっ……！　こら、暴あばれるな、落ち着つけって──がぁっ！」

　一転して荒あら馬うまと化した愛馬をどうにか宥なだめようとした兵が、それを成し遂とげる前に、ゼルの放った回し蹴げりを喰くらって力なく落馬する。御ぎよ者しやを失った馬は完全に混乱し、その恐きよう慌こうが周囲に伝でん染せんしていくのにも、さほどの時間は要いらなかった。

「み──皆みな、焦あせって剣けんを抜ぬくよりも、まずは自分の馬をしっかりと抑おさえろ！　それが出来てからでいい、隊列を組み直して陛へい下かを守れ……！」

　すかさずレモィズの指示が飛んだ。──いくら混乱が伝染したと言っても、ゼルの奇き襲しゆうによって壊かい乱らんさせられたのは護ご衛えい隊たいの二割わりに満たない。残りの大半は状じよう況きようを正しく把は握あくし始め、馬から馬へと舞い踊おどるように飛び移るゼルの姿に眼めを丸くしつつも、その脅きよう威いに真っ向から対たい処しよすべく覚かく悟ごを固めている。だが──周囲の注目を集めるという一点において、ゼルの行動は万全の成功を見ていた。

（さすがに指し揮き官かんも優ゆう秀しゆうだな。ちっとキツい状況だが、後は任まかせたぜ、ゼル……！）

　周囲の兵士がゼルに気を取られている間に、ギロは落馬を装よそおって隊列の中から離り脱だつすると、腰こし元もとに括くくりつけた棒ぼう状じようの消音装置サイレンサーを稼か動どうさせ、夜よ闇やみに紛まぎれて集落の中に潜せん入にゆうする。言うまでもなく、その狙ねらいはただ一つ──東方有角種ユルフイネクの女じよ皇おう、セレィ・メル・ロケィラの首であった。







（動いた……）

　集落の端はしから響ひびき渡わたる喧けん騒そうを、遠く離はなれた櫓やぐらの中、ひとりサーリャだけが予定調和のものとして受け止めていた。隠おん密みつの片かた割われが消音装置サイレンサーを使い始めたことも含ふくめて、この展てん開かいは彼女にとって事前に想そう像ぞうされ尽つくされたものである。

（音を消す道具……確たしかにそれは私にとって未知のもの。でも、よく考えた方がいい。本当にそれは今の状況でも有効？）

　卓たく越えつした聴ちよう覚かくによって構こう成せいされる音界の中、ゼルの出しゆつ現げんによって混こん乱らんする有翼種クロトアの一いち団だんから、不自然に音の欠落した空間が忍しのび出てくる。それは直進する光を屈くつ曲きよくした鏡かがみが捻ねじじ曲げるのにも似にて、その欠落をもって逆ぎやく説せつ的てきに、自然の条じよう理りを歪ゆがめんとする作さく為いをつまびらかにしていた。

（兵の怒ど号ごうや悲鳴、あるいは馬の足音……そういった諸もろ々もろの物音が、ある一点を通つう過かすると無かったことになる。一秒前まで聞こえていた金切り声が、鉈なたで切り落とされたようにすっぱりと止む。そんな不自然に、私が気き付づけないはずはない）

　哀あわれみすら込めてサーリャは内心で呟つぶやく。──『聴士ラルゴウ』が索さく敵てきを行うとき、それは単たん純じゆんに物音へ耳を澄すませているわけではない。聴ちよう覚かくの及およぶ限かぎりの領りよう域いきにある音おん源げんを把は握あくし、恒こう常じよう的てきなものに関しては二次的に利用し、はたまた音と音の間の因いん果が関かん係けいまでも理解し、精せい緻ちで立体的な世界の像ぞうを頭の中に作り上げる。それはすでに音を探たん知ちするという次元を超こえて、ありうべき音界の秩ちつ序じよを乱みだすものを察知するという領域にまで達しているのだ。

　そもそも『聴士ラルゴウ』の能のう力りよくとは何なのか？　あえて科学の言葉で説明し直すのなら、受動音波探信儀パツシブソナーと能動音波探信儀アクテイブソナーの両機能を高度な三次元感覚と理り論ろん的てき推すい察さつ能のう力りよくで融ゆう合ごう・発はつ展てんさせた複ふく合ごう認にん識しき能のう力りよくということになるだろう。それは本来なら認識の主力であるべき眼めという感覚器官を放ほう棄きした盲種メルキエーナが悠ゆう久きゆうの年月をかけて進化させてきた独どく自じの世界観。耳を補ほ助じよ的てきな感覚器としてしか利用しない人間が、どうしてその世界の理ことわりについて理解しうるだろう、どうやってその中に紛まぎれ込こむことが出来るだろう。単たん純じゆんに消音装置サイレンサーを用いたところで、それは光の中に闇が紛れ込もうとするようなものだ。

　結局のところ、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟は無自覚のうちに大きな過あやまちを犯おかしたのだろう。それは他でもない発展界の技ぎ術じゆつに対する過か信しんであり、言い方を変えれば一種の自じ家か中ちゆう毒どくだ。後発世界よりも遙はるかに進んだ科学技術を持っているという自負のあまり、自分たちが先住民と呼よぶ相手の能力を一いち段だん低く見積もってしまった。侵しん略りやく者しやとしての立場ゆえ、異文化を真摯に理解しようとする姿勢に欠けていたのだ。もしそれが少しでもあったのなら、サーリャの監かん視しから消音装置サイレンサーひとつで逃のがれられるなどとは楽観しなかっただろう。

　あるいは別の言い方も出来る。サーリャとの幾いく度どとない小こ競ぜりり合いを経へて、多おおくの策さく略りやくが未然に防ふせがれ、隠おん密みつたちは予期せぬ苦戦に焦あせりを感じていた。『聴士ラルゴウ』の少女と正面から争い続ける重じゆう圧あつに、彼らの心は次第に耐たえ切れなくなってきた。だから消音装置サイレンサーという安あん易いな逃げに走ったのだ。サーリャと同じ土ど俵ひようで戦うことを避さけようとしたのだ。そうして逃れていった先さえ相手の土俵の中であったことも知らず、さながら釈しや迦かの掌てのひらで足あ搔がく孫そん悟ご空くうのように。

　侮あなどっていたから、油ゆ断だんした。恐おそれていたから、逃とう避ひした。このふたつは正反対のようでありながら、実じつ際さいは同じ一つの病理に由来するものだ。それは『侵しん略りやくする側の高等な存そん在さい』と『侵略される側の下等な存在』という神話にも似にた二に元げん論ろんであり、アルマダ人の骨ほねの髄ずいまで染しみ込こんだ後発世界への優ゆう越えつ意い識しきである。最初から相手を下等なものとして見下げているから、その相手が実際はどの程てい度どの脅きよう威いであるのか判はん別べつできない。そこに自分たちの理り解かいを超こえた何かがあることを断だん固ことして認みとめられない。その傲ごう慢まんが、その頑がん迷めいが、いま百ひやく戦せん錬れん磨まの〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟をして必然的な敗北へ向かわせようとしていた。







　サーリャの索さく敵てきから己おのれが逃のがれおおせていると信じて、ギロは集落の中をひた走っていた。オルワナ兵に扮ふんするための衣い装しようはすでに脱ぬぎ捨すて、その外見は闇やみに融とける黒衣の隠おん密みつに戻もどっている。それに消音装置サイレンサーの機き能のうが加われば、もはや間ま違ちがっても常じよう人じんに見み咎とがめられる心配はない。二分という制せい限げん時じ間かんを長すぎるとさえ感じつつ、ギロは二十秒と経たたないうちに目標が寝ね泊とまりしているはずの幕まく屋やへ辿たどりついた。

（さすがに厳げん重じゆうな警けい備びだな。よっと……！）

　幕屋の周りを十数人もの有角種ユルフイネクの兵たちが守っているのを認みとめると、ギロはまず手近な幕屋の屋根に飛び乗り、そこからさらに目的の幕屋の屋根に向かって飛び移うつった。消音装置サイレンサーの助けもあり、着ちやく地ちの際さいにも骨ほね組ぐみが軋きしむ音ひとつ響ひびかない。腰こし元もとから抜ぬいた小こ刀がたなで屋根の布ぬのをわずかに裂さくと、ギロはそっと中の様子を覗のぞき込んだ。

（よし、いるなぁ……？）

　狭さまい視し界かいの中、机つくえに向かって一心に地図と睨にらめっこを続けている女の後ろ姿すがたが眼めに入った。背せ中なかには両りよう翼よくを、額ひたいには見事な一角つのを備そなえ、身に纏まとうは白地に銀ぎん刺し繡しゆうの玉ぎよく套とう。混こん血けつとしての身上を恥はじることなく晒さらす潔いさぎよい佇たたずまいは、セレィ・メル・ロケィラのそれに間ま違ちがいない。

（手こずらせてくれたじゃねぇか）

　獲え物ものを前にして、ギロは蛇へびのように舌なめずりした。──無む論ろん、彼としても、今夜の騒さわぎを警けい戒かいした女じよ皇おうが、念には念を入れた用心で寝しん所じよを移うつしている可か能のう性せいも考こう慮りよしており、その場合は直ただちに標的をサーリャへ移い行こうする手て筈はずだった。『聴士ラルゴウ』としての働きが最さい大だい限げんに必要とされるこの晩ばんに、彼女が自分の仕事場を離はなれている可能性は限かぎりなく低いからである。その時は消音装置サイレンサーの時じ間かん制せい限げんが少し厳きびしくなる見み込こみだったが──最後の最後でツキを味方に付つけたようだと、ギロはやや安あん易いにそう思った。

（安心しな、先住民。──自分が死んだことにも気付かせねぇよ！）

　殺意を固めたギロは天てん井じようの布を大きく切り裂き、その間から自分の身体からだを滑すべり込ませる。着地、接せつ近きん、殺害。一連の作業には三秒とかからないはずだった。が、その最初の行こう程ていに移る直前、彼の身体が未いまだ空中にある間に、ゴォォォン……とサーリャの常じよう駐ちゆうする櫓やぐらから、何らかの信号がもたらされた。

「………なッ!?」

　それを合図に、ギロの目の前で目標が走った。向き合っていた机つくえのすぐ隣となり、幕まく屋やの壁かべにあらかじめ設しつらえてあった隠かくし扉とびらを押おし開けて、女の背せ中なかはそこから外へと駆かけ出して行ったのだ。反射的に後を追おうとしたギロだが、嫌いやな予感が背せ筋すじを掠かすめ──それを証しよう明めいするように、幕屋全体が内側に崩れ落ちてきた！

「うおおおぉぉッ……!?」

　布ぬのの雪崩なだれに全身を絡からめ取られながら、ギロはそれでも懸けん命めいに脱だつ出しゆつしようと足あ搔がき続けた。が、彼の自由を奪うばうのは柔やわらかな布ばかりではない。内側からは見えなくとも、硬かたく強きよう靭じんな荒あら縄なわから作られた網あみもまた、布の上から包み込むようにギロの全身を圧あつ迫ぱくしている。それは壁と天てん井じようの布の中にあらかじめ仕し込こまれていたものであり、つまり幕屋全体が巨大な鼠ねずみ捕とりだったのだ。

「全力で引けぇ──ッ！　容よう赦しやなく絞しぼり込めッ！」

　クェッタの号令に応こたえて、ギロの身体からだを締しめ付つける網に一いつ層そうの力が籠こもる。幕屋の周囲を警けい備びしていた兵たちの全員が、今や一人一人の手に網の一いつ端たんを持ち、それを渾こん身しんの力で引き絞っているのだ。手にした小こ刀がたなで抵てい抗こうを試みるギロだが、すでに両手足の自由は利きかず、彼は半ば簀す巻まきに近い状態で地面に引き倒たおされた。

「よぉぉーし！　慎しん重ちように布を取り去れぇ！」

　二十人余あまりの人員で網を引き絞ったまま、さらにやって来た増ぞう援えんが、崩くずれ落ちた幕屋から余よ分ぶんな布を一枚ずつ取り去っていく。網に巻まき込まれたものまで器用に取り除のぞくと、そこには全身をがんじがらめにされて身動き一つ取れない、無残な〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟隊員の姿すがただけが残った。

「なッ、なんだこりゃァ──ッ!?　てっ、テメェら、一体どうやってこんな……！」

　ギロには状じよう況きようが理り解かいできず、もちろん兵たちにもそれを説明してやる義ぎ理りはない。完全に余よ裕ゆうを失った心しん境きようで、それでも事じ態たいの把は握あくに努めたギロは、委細はともかく、まず自分が罠わなに嵌はめられたという事実を受け入れねばならなかった。

「あ──ありえねぇ、女じよ皇おう本人が餌えさになっての一本釣づりかよ!?　この先住民ども、リスクも考えずにふざけた一計こさえやがって……ぐぇッ！」

　またもや網に胴どう体たいを締め付けられて、ギロの口から苦しげな悲鳴が零こぼれる。それさえも肺はいから搾しぼりつくした頃ころ、ぐったりとなった彼の視し線せんの先に、一角つのと翼つばさの両方を一身に有する女が悠ゆう然ぜんと立ちはだかった。

「女皇とは私のことか、曲くせ者もの」

「……て、てめぇ……セレィ・メル・ロケィラ……！」

　ギロが憎にく々にくしげに標的の名前を口にする。その名を受けて、女はにっと薄うす笑わらいを浮うかべた。

「残念ながら人ひと違ちがいだ。──お前のような下げ種すの前に、姉ねえさまを立たせるつもりはない」

　そう告げるや、女は借り物の玉ぎよく套とうを脱ぬぎ去り、鬘かつらを外し、額ひたいから真白い一角つのを取り外す。してみると、そこにあるのは薄うす物ものの衣服に身を包んだ有翼種クロトアの少女、コリォ・サリマニュィだった。ギロはぎょっとしてその顔を凝ぎよう視しし、ついで己おのれの犯おかした単たん純じゆんな過あやまちに歯は嚙がみした。
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「影かげ武む者しやか……！　クソッ、俺おれとしたことが、こんな古典的な手に！」

　ギロは犬歯を剝むき出して叫さけんだ。とはいえ、もちろん彼の不注意だけが原げん因いんではない。実の姉妹であるセレィとコリォは顔の印象が似に通かよっており、体たい格かくには多少の差があるが、それも底の厚あつい靴くつを履はいて玉ぎよく套とうを羽は織おればほぼ隠かくれてしまう。さらに決め手は額ひたいの一角つのだ。かつてコーチアドに兵を通す際さいの交こう換かん条じよう件けんとして作成され、オルワナとの戦いくさが終わると共に女じよ皇おうへ返へん還かんされたその模も型けいは、他ならぬセレィ本人の一角つのから作られた鋳い型がたで鋳ちゆう造ぞうされたものであり、触さわった際のかすかな質しつ感かんの違ちがいを除のぞけば、色・形ともに本物と寸すん分ぶん違たがわない。

「打ち据すえろ！　動かなくなるまで、決して容よう赦しやするな！」

「ッ……！　クソォォォォォッ！」

　三み度たびクェッタの号令が飛んだ。包囲の陣じん形けいから一歩進み出た有角種ユルフイネクの兵たちが、切っ先を取り払はらった長なが槍やりを手に、ギロの全身をしたたかに打ち据すえ始める。肉を叩たたく鈍にぶい感かん触しよくが兵たちの手に返り、断だん末まつ魔まの獣けもののような叫び声が、集落の中にいつまでも残ざん響きようした。







（…………ギロ!?）

　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの状じよう況きよう下か、それでも単身で粘ねばり強く陽動の役やく割わりを果たし続けていたゼルだったが、仲間の悲鳴を遠く耳にした瞬しゆん間かん、さすがに身体からだの動きを強こわ張ばらせた。自分を狙ねらって放たれた数本の矢から紙かみ一ひと重えで逃のがれつつ、彼はつとめて冷静に状況を推おし量はかる。

（まさか、失敗したのか……!?　それも最悪の形で！）

　発案者としてゼルも事前に想定こそしていたが、心しん情じようとしては有り得ない展てん開かいだった。何らかの原因でセレィ・メル・ロケィラの暗殺に失敗し、兵たちに侵しん入にゆうを気き付づかれる──そこまでは有り得る範はん囲いの事じ態たいだろう。だが、仮に大勢の兵から包囲されたとしても、その程てい度どの状況から逃にげおおせてこその〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟である。生せい還かんという絶ぜつ対たい条じよう件けんだけは、何をさしおいても守られなければならないはずだった。

（信じられん。あのギロをして、なお進しん退たい窮きわまるほどの状況だと……？）

　さしものゼルにもこの状況下でギロを助けに向かうほどの余よ裕ゆうはない。外にいる仲間からのサポートが約束されているからこそ、ここまで大だい胆たんに兵の注目を引きつけていられるが、それもじきに限げん界かいが来るだろう。引き際ぎわを誤あやまれば、ゼルまで不覚を取る結果になりかねない。

（……許ゆるせ、ギロ！）

　心の中で謝あやまると、ゼルは懐ふところから取り出した閃光手榴弾スタン・グレネードのピンを抜ぬく。──次の瞬しゆん間かん、暗くら闇やみに沈しずむ大平原のさなかに眼めを焼く極光が出しゆつ現げんした。前ぜん衛えいでゼルに肉にく薄はくしていた者ほど轟ごう音おんと閃せん光こうを強く浴あび、もんどり打って倒たおれ込こんだ彼らの身体からだが後続の兵たちの障しよう害がいになって、戦列の全体が一時的な機き能のう不ふ全ぜんに陥おちいってしまう。その隙すきを逃のがさず、ゼルは隊列のわずかな綻ほころびを突ついて包囲を抜ぬけ出した。







「──────ッ！」

　ピンを抜く音を爆ばく発はつの前兆として見み抜ぬき、両手で耳を塞ふさぐことで暴ぼう力りよく的てきな轟音から身を守ったサーリャは、すぐさま『聴士ラルゴウ』の任にん務むに復ふつ帰きして状況の把は握あくに努めた。──集落の中に侵しん入にゆうした方の隠おん密みつはクェッタの指し揮きする兵たちによって完全に捕ほ縛ばくされた。陽動を担になっていたもう一方も、展てん開かいの不利を悟さとってか、今の爆発を最後に撤てつ退たいしたようだ。

「……やった」

　結果に一分の手落ちもないことを見取って、サーリャは深く安あん堵どの息を吐はいた。駆かけ引きから締しめ括くくりの罠わなに至いたるまで、常つねに状況の主しゆ導どう権けんを握にぎり続けた結果である。最小の犠ぎ牲せいで最大の成果を挙あげたと言っていい。

「……次は、陛へい下かのところに、説明に行かないと……」

　溜たまった疲ひ労ろうに加えて、敵てきを牽けん制せいし続けるために休きゆう眠みんを不定期に取っていたことが重なり、サーリャは手足が鉛なまりになったような気だるさを感じている。それでも懸けん命めいに自分を鼓こ舞ぶし、最後まで務めを果たすべく、彼女は櫓やぐらの梯子はしごを下っていくのだった。







「サーリャ、よくやった。……だが、説明はしてもらうぞ」

　少女が幕まく屋やに入った途と端たん、労ねぎらいの言葉と共に質しつ問もんが投げかけられた。木き椅い子すに腰こし掛かけたまま厳きびしい面おも持もちでいるセレィの前で恭うやうやしく跪ひざまずき、サーリャは求めに従したがって説明を始める。

「陛へい下かも知っての通り、ここしばらく、私は〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の四人と水面下の争いを続けていた。八方手を尽つくして集落の中に忍しのび込んでこようとする連中を退しりぞけている内に、自然とあちらが大勝負に出てくる頃ころ合あいも読めてくる。それが今夜──各国合同の旅りよ団だんが集落にやって来る日」

「それは理り解かいできる。旅団の人員に成りすまして集落への侵しん入にゆうを試みたのだろう。そしてまんまと罠わなにかかった。……だが、私が問いたいのは、どうして旅団が今日来ることを、事前に私へ報ほう告こくしていなかったのかだ。そなたの耳をもってすれば、その接せつ近きんにはずいぶん前から気き付づいていたはずだろう？」

　責せめるつもりはなかったが、セレィにはどうしても口調が詰きつ問もんじみてしまうことを避さけられない。それを当然のものとして受け止めて、サーリャは粛しゆく々しゆくと答こたえ始めた。

「言わずに済すむのが一番と思っていた。けれど……問われれば、話す」

「……？」

「陛下も言った通り、隠おん密みつたちは旅団の人員に成りすまして集落に侵入してこようとした。……でも、各国の重じゆう鎮ちんを伴ともなってやってくる旅団の性せい質しつは、警けい護ごの人員も含ふくめてほとんど軍隊に近い。その中へ一時的にせよ紛まぎれ込こむためには、高度な変へん装そう技ぎ術じゆつは当然としても、元からいた人物と入れ替わる行こう程ていがどうしても必要になる。人数が増ふえていれば、それだけで点てん呼この時点で気付かれてしまうから」

　漠ばく然ぜんとした嫌いやな予感がセレィの頭をよぎる。頭こうべを垂たれたまま、サーリャは淡たん々たんと続けた。

「予想通り、隠密たちは今回、オルワナ護ご衛えい隊たいの人員と入れ替かわる形で旅団の中に潜せん入にゆうした。……必然、彼らの席を空けるために、二人の兵士が排除されていることになる」

「待て……サーリャ。待て」

　セレィが咄とつ嗟さに続く言葉を制せいした。その口調はかすかな震ふるえを帯びている。

「まず、聞かせてくれ。その展てん開かい──そなたには、いつから予想がついていた？」

「敵の存在を察知した最初の晩から、やがて有り得る可能性として想定はしていた」

　サーリャは即そく答とうした。セレィは一いつ瞬しゆんにして激げつ昂こうし、椅子を倒たおして立ち上がった。

「なぜ、私にそれを伝えなかった!?」

　悲鳴にも似にた怒鳴り声が幕屋の中に反はん響きようする。……だが、その感かん情じよう的てきな反はん応のうすら、『聴士ラルゴウ』の少女には悲しいほど予想の内だった。

「……それを事前に報告していれば、陛下はおそらく、今回の作戦を私に実行させなかった」

「当たり前だ！　こちらの事じ情じようをまるで知らぬ旅りよ団だんの中から犠ぎ牲せいが出ると分かっていれば、まず考えるべきは、それを如何いかにして防ふせぐかだろう!?　そなたが接せつ近きんを察知した時点で伝令を出すなど、彼らに注意を促うながす方法はいくつかあったはずだ！」

「確たしかに方法はあった。……でも、どれを採さい用ようしても、結果として隠おん密みつたちが潜せん入にゆうする好機を増ふやすことになる」

「なぜだ!?　入れ替かわりを事前に防げば、そもそも隠密どもは旅団に紛まぎれ込めまい！」

「今回に限って言うなら、確かにそう。……でも、もう少し広い視し野やで見ると話は別になる。この集落の警けい備びは、今夜を境さかいにして、飛ひ躍やく的てきに隙すきを増やし始めることになるから」

　セレィは困こん惑わくして眉まゆ根ねを寄よせた。怒いかりの念が邪じや魔まをして、彼女には普ふ段だんの察しの良さが発はつ揮きできていない。それとは対照的に、サーリャはどこまでも冷静な、冬の刃は物ものを思わせる知ち性せいの冴さえを保たもっている。

「……この集落にとって、旅団の到とう着ちやくは大おお勢ぜいの来客を意味する。平たく言えば食い扶ぶ持ちが増えるということ。いくらヘィロンの集落であっても、私たちの来らい訪ほうからして不意の出で来き事ごとであったことを考こう慮りよすれば、備び蓄ちくの物ぶつ資しには近く限げん界かいが来るはず。足りない分は他の集落から分けてもらってくることになる。……不ふ可か避ひ的てきに、集落に人の出入りが増える」

「………！」

「人の出入りが増えるということは、隠密たちが付つけ入る隙が増えるということ。警けい戒かいしなければならない部分が増ぞう加か・複ふく雑ざつ化かし、守る側の消しよう耗もうは今までとは比ひ較かくにならないほど大きくなる。……そうなれば、クルァシンが帰るまでという条じよう件けん付きでも、私には敵てきを退しりぞけ続ける自信がない。〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟との決けつ着ちやくは、何としても今夜のうちに付けなければならなかった」

　セレィは言葉を詰つまらせた。……思えば、『聴士ラルゴウ』としての優ゆう秀しゆうさを当てにして、この少女ひとりに過か大だいな負ふ担たんを背せ負おわせていたのは、他ならぬ自分自身ではなかったか。

「前にも言ったように、私が『大央聴ラルゴウ・オオデキム』だった頃ころの職しよく務むは今よりもずっと煩はん雑ざつだった。……それでも、アヌビシアという国の性格もあって、首都ノランドットはおおむね閉へい鎖さ環かん境きようだったの。外から来るものについて常つねに警戒を続ける必要はなかったし、耳の届とどかない範はん囲いは他の『聴士ラルゴウ』が補おぎなってくれていた。都内には公安大隊も常じよう駐ちゆうしていたから、私はいつも『大央聴ラルゴウ・オオデキム』として専業的に働き続けることが出来た」

　だが今はそうではない、と少女は暗に語っている。導神から後を任まかされた以上、表に裏うらに策さくという策を尽つくし、何としてもセレィ・メル・ロケィラの命を最優先に守りきる。それが現げん在ざいの立場における、サーリャ・ラプスェトエナシェの覚かく悟ごなのだと。

　サーリャの言葉を聞いているうちに、セレィは自分の中で怒りが鎮しずまっていくのを感じた。だが、それに代わって彼女の心中を満たしたのは、自分の不ふ甲が斐いなさへと向ける寂さびしさにも似にた感かん情じようだった。

「……サーリャ。手て遅おくれを承しよう知ちで言うが、もし仮に、今の話を事前に私へ通してくれていたとして……より良い手しゆ段だんを、共に考えることは出来なかっただろうか」

　しばらく黙もつ考こうしてから、サーリャは苦い面おも持もちで首を横に振ふった。

「……オルワナ兵士二名の犠ぎ牲せいで済すんだ今回の作戦は、最終的な成果との差し引きで考えて、これ以上は望むべくもないものだと思う。もし出来たとすれば、犠牲をどこから出すかの調整……つまり、オルワナ兵士の代わりに陛下の部下を死なせるという選せん択たくくらいのもの」

「………っ」

「見え透すいた罠わなに乗ってくるほど相手は甘あまくなかった。段だん取どりに時間をかけた上で、相そう応おうの好機を演えん出しゆつしなければ、ここまでの結果にはなっていないはず。……餌えさの付ついていない針はりで釣つりは出来ない。それなら、人命を餌とする選択で陛へい下かを悩なやませたくなかった。その玉套ふくも、一角つのも、両翼つばさも、ずっと純じゆん白ぱくのままでなくてはならないから」

　それが事前に話を通していなかった理由だと、サーリャは告げた。……女じよ皇おうの立場と高こう潔けつな性せい格かくをよく把は握あくした上での、あまりに深い慮おもんばかりだった。セレィには返す言葉もなかった。

「今の私は、クルァシンの役目を引き継ついでここにいる。陛下を傷きず付つけるもの、陛下を欺あざむくもの、陛下を汚けがすもの、その全てから身を挺ていして陛下を守りきらなければならない。……だから、確信的に誰かを死なせるという汚よごれ仕事は──少なくとも、その判はん断だんの責せき任にんは──私が代わりに請うけ負うべきだと思った」

　面おもてを上げ、見開いた両りよう眼めではっきりと女皇を見つめて、サーリャは負い目なく言い切った。──似にている、とセレィは思った。罪つみも責任も、他人に押おし付けるくらいなら自分で背せ負おい込こもうとする在あり方が、あまりに導神と似に通かよっていると感じてしまった。だから次の瞬しゆん間かん、こみ上げる愛しさの感かん情じように任まかせて、セレィはサーリャの身体からだを両りよう腕うでで抱だき締しめていた。

「……陛下……？」

「すまぬ、サーリャ。……私にそなたを責せめる資し格かくはなかった。そなたが私を慮ってくれていた分の半分ほども、私はそなたの内心について察してはいなかったのだから」

　眦まなじりから涙なみだが零こぼれ落ち、小さな身体を抱き締める両腕に力がこもった。……自分の潔けつ白ぱくを守るために同どう胞ほうが手を汚していく姿すがたは、それが忠ちゆう臣しんであれば尚なお更さらのこと、セレィの胸むねを痛つう烈れつに抉えぐっていく。

　無む論ろん、彼女とて軍ぐん勢ぜいを指し揮きする身である。戦争で傷付き死んでゆく兵たちには、胸を痛めこそすれ、それ自体を負い目と思うことはない。その辺りの倫りん理り観かんはクルァシンよりも柔じゆう軟なんで、むしろヘィロンに通ずるものがある。戦いくさの血ち潮しおは聖なるものであり、後になって悔くいるとすれば、己おのれの悪あしき采さい配はいで徒いたずらに犠ぎ牲せいを増ふやしてしまった場合のみだろう。

　だが、必死の命令は違ちがう。あるいは作戦の過か程ていで、無関係の人間を犠ぎ牲せいにした場合も違う。それらは両方とも彼女の矜きよう持じを傷付け、君主としての高潔さを損そこなう卑ひ賤せんな選択だ。決死の覚悟で戦に臨む兵はよい。だが、必死の作戦に兵士を動かさねばならない指揮官は単なる無む能のうだ。戦果のためならば無関係の人間を死なせることも厭わない指揮官は無能以下の外げ道どうだ。その価か値ち観かんからすれば、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟を罠わなに嵌はめるために誰だれかを犠ぎ牲せいにするという選せん択たくは、セレィ・メル・ロケィラが思い至ることさえあってはならない。

　だからこそサーリャが働いた。彼女が代わりに思いつき、代わりに考え、代わりに実行した。作戦の醜みにくい部分はセレィの与あずかり知らぬところで『聴士ラルゴウ』の少女が吞のみ込んでいた。事実、彼女は殺害されたオルワナ兵士たちの断だん末まつ魔まの声さえも聴きいていたのだ。隠おん密みつたちによって口を塞ふさがれ、弱々しく空気の漏もれ出す音にしかならなかったそれを、彼らを見殺しにした自分への呪じゆ詛そとして粛しゆく々しゆくと受け容れていた。女じよ皇おうの命と名めい誉よを守りきる、ただそれだけのために──。

「私が勝手にやったこと。知らなかった陛へい下かに、責せき任にんはない」

　その言葉こそ、非ひ道どうを承しよう知ちの作戦でサーリャが勝ち取ったものだった。彼女自身、同じ立場ならばクルァシンも同様の方ほう針しんを採とっただろうと確かく信しんしていた。それは全く正しいと言わざるを得ない。……結局のところ、少女はあまりに有ゆう能のう過すぎたのだ。本当の意味で導神の代わりが務つとまってしまうほどに。

　セレィは泣いた。自分の君主としての力不足を思うと、涙なみだが溢あふれて止まらなかった。

「そなたに罪つみを背せ負おわせるつもりはなかった。……思えばクルァシンとの別れ際ぎわ、そなたが我わが友神ともの代わりを務めると言い切った時、どうしてその覚かく悟ごを察してやれなかったのか。他人ひとの心に近しいはずの有角ユルフイネクの女皇が何という無ぶ様ざまだ。これほど私を慮おもんばかってくれている相手の苦しみすら、満足に汲くみ取ってやることも出来ぬとは」

　灯台の直下は常つねに暗い。ヘィロンとの交流にかまけて、もっとも身近な相手の心しん情じようを置き去りにしていた。彼女にはそれが悔くやしくて仕方なかった。

「私が愚おろかだった。そなたが偽いつわらざる誠せい意いをもって私とクルァシンに仕えてくれている──この一角つのによって保ほ証しようされたその事実を知っているだけで、自分が全知者であるかのように驕おごっていた。だが、私はこれまで想そう像ぞうもしていなかったのだ。偽らざる誠意ゆえに固かたく秘ひめ隠かくされる、そういった孤こ独どくな思い遣やりもまた、この世には存そん在ざいするのだということを」

　それはセレィにとって思いもかけない学びだった。……彼女の一角つのは他人の感情を漠ばく然ぜんと感知する。通り一いつ遍ぺんの虚きよ偽ぎや韜とう晦かいはそれで見み抜ぬけるが、負い目や後ろめたさ、そういった負の感情が伴ともなわない場合に関してはその限かぎりではない。

　自分が他人の心について少なからず無知であることを悟さとり、それによって女皇の捉とらえる世界はまたひとつ深みを増ました。心の痛いたみを伴う成長は、しかし──この後に彼女らを待ち受ける事じ態たいを思うのなら、心のすれ違いという現げん象しようの存在を一足早く実感できた分だけ、まだしも幸運な頃ころ合あいであったと言えるのかもしれない。







　翌よく朝あさ、セレィは配下の兵士十数名で小隊を組ませ、肉筆の書しよ状じようを持たせて集落の外に向かわせた。エナ・ガゼの言語で「交こう渉しよう」と書かれた旗はたを頭上に掲かかげた彼らがしばらく歩き続けていると、兵たちの前に黒衣の人ひと影かげが姿すがたを現あらわした。

「……ゼルだ。交こう渉しように応おうじよう」

　予想された通りの展てん開かいに、兵たちは互たがいに目配せを交わして頷うなずき合い、その内のひとりが堂々と書しよ状じようの内ない容ようを読み上げた。内容はこうである。──そちらの仲間は厳げん重じゆうな監かん視しの下に捕とらえている。必要以上に痛いためつける意い志しはないが、そちらが身内の奪だつ還かん、ないし集落への潜せん入にゆうを引き続き試みる場合、その限かぎりではない。さしあたり導神が帰き還かんするまでは、集落から半径４０００ルハには近ちか付づかないことを約束しろ。仲間の返還を含ふくむ諸もろ々もろの交渉は、導神の帰還後に彼を含ふくめて執とり行う。異い論ろんは原げん則そく的てきに受けつけない。

「……承しよう知ちした。４０００ルハ以上離はなれた場所で、次の交渉の連れん絡らくを待つ」

　驚おどろくほど素す直なおに要求を受け容いれると、ゼルの姿はそのまま平原の風に紛まぎれた。──セレィがクルァシンから事前に教えられていた通り、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟に戦死を誉ほまれとする信念はない。仲間の命を引き合いに出されれば交渉に応じる程てい度どの柔じゆう軟なんさはある。クルァシンが帰るまでの時間を稼かせぐ程度のことなら、仲間の命を保ほ証しようするというだけで、さしあたり充じゆう分ぶんな条じよう件けんだった。

　サーリャに一度完全な敗北を喫きつしている以上、仲間の危き険けんを承しよう知ちで、彼らが再び侵しん入にゆうを試みてくることは考えにくい。長らく集落を押おし包んでいた緊きん張ちようはここにきてようやく緩かん和わし、『聴士ラルゴウ』少女も肩かたの力を抜ぬくことが許ゆるされた。だが、彼女には率そつ先せんしてやらねばならない仕事がひとつだけ残っていた。行方不明になっているオルワナ兵士二人の捜そう索さくである。

　その安あん否ぴから遺い体たいの正せい確かくな位置に至いたるまで、サーリャはすでに残ざん酷こくな事実を知っていたが、もちろんそのことは明かさず、彼女はあくまでも『聴士ラルゴウ』の能のう力りよくを捜索に活いかすという名目で捜索隊に加わった。感かん情じようの浮うかばない横顔から、その心しん境きようは推おし量はかるべくもなかった。

　集落へと至るまでに旅りよ団だんが通った道みち筋すじを遡さかのぼっていくうちに、二人の兵士の遺体は丈たけの高い草の中に埋うもれた状じよう態たいで見つかった。両者とも鋭するどい刃物で首を切り裂さかれ、心しん臓ぞうを一ひと突つきにされていた。同じ隊の者たちは涙なみだを流して仲間の死を悼いたみ、かくしてヤルィス・ダコバとイリムッツ・フルジの二名は、名めい誉よの戦死者として中陸の土に葬ほうむられることになった。

「サーリャ殿どの、かたじけない。……あなたのおかげで、ともあれ部下たちを懇ねんごろに弔とむらってやることができます」

　葬そう儀ぎの晩ばん、死者たちの直接の上官だったオルワナ近この衛え隊たい長ちようのレモィズ・タンタァクは、サーリャに面と向かってそのように礼を言った。その瞬しゆん間かんばかりは『聴士ラルゴウ』の少女も平静ではいられなかった。彼女は両方の拳こぶしを固く握にぎり締しめて一礼すると、そのままレモィズの前から全力で走り去った。──近衛隊長の瞼まぶたは、誰だれの眼めにもそうと分かるほど赤く腫はれていた。








亀裂









　サーリャも予想したように、ギロの身み柄がらを捕とらえた晩ばんから、ヘィロンの集落は急きゆう激げきに賑にぎやかさを増ましてきた。オルワナ、ダマカスカ、ギリェ・イゼン、アヌビシアの四国から会談への参加者が到とう着ちやくしたことに加え、トルキォストルの各地からも次々と族長グオンたちがやって来たからである。

「セレィ、おれから提てい案あんがある」

　食い扶ぶ持ちの増ぞう加かに伴ともなう物ぶつ資し確かく保ほの段だん取どりに忙ぼう殺さつされながらも、ヘィロンは同どう胞ほうたちの希望を汲くんで精せい力りよく的てきに動き回っていた。この日、セレィに持ちかけられた話もその一いつ環かんだ。

「次の四満月まではまだ間があるが、どうやら双そう方ほうとも八割方の顔ぶれは揃そろったようだ。中には東方有角種ユルフイネクの女じよ皇おうであるおまえに興きよう味みを抱いだいている者も多い。よって、全員の歓かん迎げいと会談の露つゆ払はらいも兼かねて、今夜にでも顔合わせの宴うたげを開こうと思うが……おまえは参加してくれるか？」

「断ことわる理由がない。喜んで出席させて頂いただこう」

　セレィが二つ返事で了りよう承しようしたのを見み届とどけると、ヘィロンは微笑ほほえみを浮うかべて頷うなずき、そのまま幕まく屋やから立ち去った。それと入れ替かわりに、今度は女皇の妹である有翼種クロトアの少女が入室してくる。

「セレィ陛へい下か、サーリャ殿どのにお食事を届とどけて参りました」

「御ご苦く労ろう。体調は取り戻もどしているようだったか？」

「はい。本人はもう仕事に戻れると言って聞きません。事実、顔色もずいぶん良くなっていましたが……その、私の希望としては、もう少しゆっくり休ませてあげられればと」

　うむ、と頷いてセレィは妹の思い遣やりを汲くんだ。アヌビシアの外交使節が『聴士ラルゴウ』を伴って来ていたのを幸いとして、サーリャにはここ数日、体力回復のための休きゆう暇かが与あたえられている。同じ年とし頃ごろの娘むすめということもあって、身辺の世話にはコリォが宛あてがわれていた。

「『聴士ラルゴウ』の起用に当たっては、最低でも二人……欲よくを言えば三人を交代で任にんに就つけたいものだな。今回のような神しん経けい戦せんになると、どうしてもサーリャの能のう力りよくに頼たよらざるを得なくなるが、彼女の身体からだを壊こわさせては、ネレィク殿に合わせる顔がない」

　セレィは物もの憂うげに呟つぶやいた。とはいえ、アヌビシア国内においても貴き重ちような人材である『聴士ラルゴウ』を何人も気軽に借り出すわけにはいかない。現げん実じつ的てきな方ほう針しんとしては、サーリャが休んでいる間の隙すきをいかに他で補おぎなうかだろう。

「我われながらひどい手落ちだな。ともあれ、今はゆっくりと休ませてやることか。……ということで、コリォ、今夜はお前に私の付つき添そいを頼たのむことになりそうだ」

「はっ。──付き添い、でありますか？」

「これまでに集まった面々で顔合わせの宴うたげを開くらしい。クルァシンの方ほう針しんを引き継ついで、私の立場を明めい確かくにするために、宴の席では両りよう脇わきに異ことなる種族の者を置いておきたい。サーリャは休ませねばならんし、今は側そば役やくのメリェもおらんから、お前とクェッタに頼たのもうと思っている。──嫌いやか？」

「と、とんでもございません！　身に余あまる光栄であります！」

　コリォは直立不動の姿し勢せいで返答した。妹の生き真ま面じ目めさをよく知るセレィは、もとよりそれ以外の答えが返ってくることなど予想していなかったが、その様子からは今少し「無理をさせている」感じが拭ぬぐえなかった。女じよ皇おうは安心させるように言葉を繫つないだ。

「……心配するな、コリォ。今までと違ちがい、今夜の宴には有角種ユルフイネク以外の出席者も多くいる。オルワナからはキュリマイェ女王陛へい下かも直々にお越こしになっていることだし、お前が肩かた身みを狭せまくするような結果にはならんだろう」

「お、お気き遣づかいを頂いただき感かん謝しやの至いたりであります。何の風ふう雅がも知らぬ斥せつ候こう兵へいゆえ、不安はございますが、せめて陛下に恥はじをかかせる結果にならないよう……」

　なおも硬かたい言葉を連ねようとするコリォを遮さえぎって、セレィは彼女の身体からだを問答無用で抱だき寄よせた。柔やわらかく滑すべらかな感かん触しよくの翼つばさを指で撫なでてやりながら、女皇は顔を真っ赤にした妹の耳元で囁ささやく。

「……二人きりだ。肩かた肘ひじを張はらずに姉と呼よべ」

「は、はいぃ……」

「影かげ武む者しやの一いつ件けんでは危あぶない目に遭あわせてしまったな。……本来ならこの身が受けるべき危き険けんを、他ならぬ妹のお前に押おし付つけてしまったのだ。冷れい酷こくな姉と思っても無理はあるまい」

「そ、そんなことは決してありません！　お姉様に代わって受ける傷きずは、たとえそれが心の臓ぞうを抉えぐるものであったとしても、このコリォの生しよう涯がい最大の誇ほこりであります！」

「……そう言ってくれるお前こそが、私には最大の誇りだ」

　偽いつわらざる真意を口にして、セレィは妹を抱き締しめる腕うでに想いを込こめる。陶とう然ぜんとした面おも持もちで姉の抱ほう擁ようを受け容いれていたコリォだったが、ふと表ひよう情じようを曇くもらせて、小さく口を開いた。

「……お姉様。ひとつだけ、教えて頂けますか」

「なんだ？」

「お姉様は……あのヘィロンという男を、好ましく思っていらっしゃいますか？」

　その問いと共に、堰せきを切ったように流れ込んでくる感情の波を、セレィは己おのが一角つのを通して受け止めた。──思し慕ぼ、嫉しつ妬と、不安。それはアヌビシアの森林を抜ぬけた直後、女皇が中陸有角種ユルフイネクと再さい会かいを果たした瞬しゆん間かんから、コリォの中でずっと渦うず巻まき続けていたものだった。

　疼うずきにも似にた胸むねの痛いたみを妹と共有しつつ、セレィは誠せい意いを込めて答えた。

「正直に言えば、多おおくの面で相あい通つうずるところはある。これから轡くつわを並べる相手として心強いとも思っている。……だが、同族ユルフイネクであるという理由から彼を特別扱あつかいするつもりはない。有角種ユルフイネクも、有翼種クロトアも、盲種メルキエーナも、牙種ヤシユタルガも、長爪種イゼイリグも、未いまだ見ぬ西方の諸しよ民みん族ぞくも──私は等しく、エナ・ガゼの同どう胞ほうとして接せつしたいのだ」

　女じよ皇おうの掌てのひらが慰い撫ぶの手つきで妹の背せ中なかをさする。その腕うでの中に、コリォは安あん堵どしきった面おも持もちで身を預あずけ、多た忙ぼうな日々の中のいっときの幸せを嚙かみ締しめるのだった。







「各おの々おの方、杯さかずきを手に」

　ヘィロンの声に合わせて、全員が乳にゆう酒しゆの杯を掲かかげ持つ。広大な幕まく屋やの席を埋うめ尽つくす人数もさることながら、五つの民族が一同に会することになった点において、この宴うたげは歴史的な出で来き事ごとと言って良かった。

「乾かん杯ぱい！」

　酒しゆ宴えんは和やかに始まり、賑にぎやかに進行した。酒が回ったところに歌と踊おどりが重なり、宴もたけなわとなる頃ころには、出席者の半分以上は床ゆかに突つっ伏ぷして舟ふねを漕こいでいた。……だが、酔よい潰つぶれた人々の大部分は中陸各地からやって来た有角種ユルフイネクの族長たちであり、東方諸国やアヌビシアといった国々からの参加者は、羽は目めを外しすぎることなく冷静な部分を心の中に残していた。それも当然と言えば当然のこと。彼らは馴なれ合いに来たのではない、外交に来たのである。

「さて──どうやら宴も煮に詰つまってきたことであるし。そろそろ腹はらを割わったお話をしませんかね、素面しらふのまま残っておられる皆みなさん」

　ダマカスカからやって来た牙種ヤシユタルガの使節、ウェンジォ・ナグルハンが端たん緒しよを切った。その隣となりにいた長爪種イゼイリグの国ギリェ・イゼンの外交長、エルミェ・ベミジェ女史も同意の頷うなずきを示しめす。

「頃ころ合あいよの。出来の良い乳酒のおかげで、舌の回りもすこぶる滑すべらかであるわ」

　長い爪つめに付いた乳酒の滴しずくをちろりと舐なめとる音を聴ききとって、彼女からはやや離はなれた席にいたアヌビシアの税ぜい務む総そう督とく兼けん外がい務む大だい臣じんのヤイカ・スオゥダが、途と端たんにげんなりとした顔になった。

（よくもまぁ、こんなもんをガブガブ飲めるもんだな……）

　内心で愚ぐ痴ちる。その胆たん力りよくを買われて、鎖さ国こく政せい策さくを続けていたアヌビシアにあっては久方ぶりの外務大臣に就しゆう任にんした彼であったが、最初に注がれた一杯を飲みきれずにいる様子から見て、どうやら乳酒は口に合わなかったようだ。

「女じよ王おう陛へい下か……女王陛下！」

「……ん……む？　なんじゃ、レモィズ。騒さわがしいの。……妾わらわは今、とても良い気分で……」

「どうか眼めを覚ましなさってください。ほら、大事な話が始まる流れのようですぞ」

　他方では、半分眠ねむりこけていたオルワナ女王キュリマイェが、護ご衛えい隊たい長ちようのレモィズに揺ゆり起こされていた。頼たよりないこと甚はなはだしいが、酒の入る席では彼女はいつもこんな調子である。

　ちなみに補ほ足そくしておくと、今回の会談にはコーチアドからの人員は参加していない。当国はロケィラ、オルワナ、ダマカスカ、ギリェ・イゼンの四国からやって来た諸しよ民みん族ぞくの商人たちによって構こう成せいされる通商国だが、その成り立ちゆえに、純じゆん粋すいなコーチアド国民と呼よばれる人間は国内にほぼ存そん在ざいしていない。彼らの大部分は生まれ故こ郷きようを他の四国のいずれかに持っている。長期間に渡わたって腰こしを据すえて店を開く者、行商で他の国との間を頻ひん繁ぱんに行き来する者など、それぞれに個人差はあっても、結局は商売のためにコーチアドへ訪おとずれている人々なのである。常じよう設せつの軍の兵ですら、コーチアド商会が金で雇やとった傭よう兵へいたちだ。そういった事じ情じようのために、東方五国の一つとして数えられてはいるものの、実のところコーチアドは国として認にん識しきするには曖あい昧まいな共同体なのだ。ゆえに、その動向はあくまでも、この会談における東方四国の決定の後を追う形になる。

「今こ宵よいはあくまで顔合わせの宴うたげ。だが、私としても論ろんをぶつけ合うに異い議ぎはないぞ」

　単なる和やかな宴では終わらないだろうと、この展てん開かいを先読みし、宴の始まりから努めて酒量を控ひかえていたセレィは、明めい晰せきさを保たもった声で各国の重じゆう鎮ちんたちと張はり合った。その傍かたわらには緊きん張ちようした面おも持もちのコリォが座すわっている。

「…………」

　最上座に座るヘィロンは、時折杯さかずきを口元に運ぶだけで、その流れに対して何も発言しない。他の全員がそれを様子見の沈ちん黙もくと受け取って、まずは牽けん制せいの問いや意見をぶつけ合い始めた。

「いや、セレィ陛へい下か、それにしても大したものですな。オルワナとの戦いくさでまさかの逆転勝利を遂とげてから、ついでアヌビシアの開国・同どう盟めい入りに成功、さらにはトルキォストルと与くみすることでより盤ばん石じやくの勢せい力りよくを得ようと？　……もとより中陸の半分を有角種ユルフイネクが支し配はいしているという状じよう況きようも含ふくめて、もはや天意があなたに味方しているとしか思えない」

「全くよの。これほど電でん撃げき的てきな征西活動は、エナ・ガゼの歴史を振ふり返っても類るいを見んわ」

　ウェンジォとエルミェが棘とげのある言葉を放つ。ダマカスカとギリェ・イゼンの二国が同盟に対して慎しん重ちようであることも、セレィの大たい志しに対して懐かい疑ぎ的てきであることも、事前の外交から存ぞん分ぶんに思い知らされていたことだ。多た少しようの嫌いや味みは歯し牙がにもかけず、セレィは正面から言葉を返す。

「天意の有無は知るべくもないが、今の私には多おおくの頼たよれる同どう胞ほうと、ひとりの素す晴ばらしい友神ともがいる。エルミェ殿どのが言うところの電撃的な同盟政策の進行は、彼らの活かつ躍やくは言うまでもなく、時じ勢せいのもたらす必然と思っているが？」

「……女じよ皇おう陛下に同意だな。ネレィク陛下に代わって言わせてもらうが、アヌビシアウチとしちゃ征せい服ふくされたつもりは全く無いぜ。鎖さ国こく政せい策さくは再さい開かいしようと思えばいつでも出来るし、今はお隣となりさんとの付つき合いを深めた方が合理的って判はん断だんからの同盟入りだ。その勘かん繰ぐりは見当外れと言っとくぜ、お二人さん」

　セレィの発言に対して、ヤイカがそれを援えん護ごする論ろん陣じんを張った。実じつ際さいに同盟入りした国からの意見だけに、立場の対たい等とう性せいを重じゆう視しするセレィの姿し勢せいを保ほ証しようする効こう果かは充じゆう分ぶんである。当然、オルワナの代表にも同様の意見を期待したいところだったが……。

「陛へい下か……ほら、陛下も何か御ご意い見けんを」

「ほぇ……？　ああ、ええと、その、うむ……」

　酔よいの回った頭では気の利きいた援えん護ごも浮うかばないらしく、傍かたわらのレモィズが深い溜ため息をつく。話し合いはキュリマイェ女王陛下の存そん在ざいを無む視しして続けられた。

「見当外れ、のぅ……。なるほど、盲めしいの民が言うように、今はまだそうなのかもしらん。しかし、中陸有角種ユルフイネクとの同どう盟めいが成された後ではどうなのじゃ？　その時でもなお、対等な立場での同盟などという御お題だい目もくが保たもち続けられるのかのぅ……？」

「東方と中陸の有角種ユルフイネクが一いつ致ち団だん結けつすれば、もとより中陸有角種ユルフイネクの傘さん下かにある我われらの同どう胞ほうも含ふくめて、未み曽ぞ有うの一いち大だい勢せい力りよくの誕たん生じようです。ただし、あくまでも有角種ユルフイネクが主しゆ導どうする──ですがね」

　ウェンジォとエルミェの意見が露ろ骨こつに重なった。つまるところ、ギリェ・イゼンとダマカスカは同盟内部における各民族の権けん利り的てき不ふ均きん衡こうを危あやぶんでいる。西栄に住まう三さん貴き種しゆのように、有角種ユルフイネクが他民族に対する優ゆう位い性せいを主しゆ張ちようするのではないかと恐おそれているのだ。

「許ゆるしやれ。対等を旨むねとするセレィ女じよ皇おうの言を、必ずしも疑うたがうわけではない。むしろ我われらにとって最も不安なるは、中陸諸しよ国こくにおける民族間の有利不利が、なし崩くずし的に東方まで持ち込こまれてしまうことよ。──のぅ、ヘィロン殿どの？」

　エルミェが右人差し指の長い爪つめでヘィロンを指し示しめす。誰だれの眼めにも不ぶ躾しつけな彼女の仕草は、この話題の鍵かぎを握にぎる人物を、強引にでも重い沈ちん黙もくから引き剝はがそうとする試みであろう。

「おれの名を呼よんだか、長爪種イゼイリグの女」

「……無礼は御お互たがい様じゃな。せめてエルミェと呼ばわれ」

「ヘィロン殿、あなたの意見をこそ、この場の誰もが聴ききたがっている。セレィ陛下と同様、あなたも同盟政せい策さくに積極的なのでしょうか？　また、遠からず始まる外界からの侵しん略りやくという、にわかには信じ難がたい話を含ふくめて、あなたはセレィ陛下の言葉にどれほどの信しん頼らいを置いているのか……」

　瞼まぶたを細めてウェンジォが問う。場の全員の視線がヘィロンに集中し、それで彼もようやく重い口を開いた。

「……外界からの侵略という話は、初めこそ呆あきれた大おお法ぼ螺らにも聴こえたが、今はそうでもない。最近になって身み柄がらを捕とらえた隠おん密みつという物的な証しよう拠こもある。何より、セレィがおれに噓うそをつくことは、この一角つのに誓ちかって考えられん」

「ぬしらに関してはそうであろうの。しかし、懸け念ねんは他にもあるな。そも、セレィ女皇に外界からの侵略云うん々ぬんという話を吹ふき込こんだのは、導みちびきの神を名乗る謎なぞの男だったという話じゃ。今は席を外しておるようじゃが……」

「その男に信を置くべきか否いなかは、未いまだおれも知るところではない。が、セレィが信しん任にんしている以上は、さしあたり彼女の顔を立てても良いだろう。……だが、仮に大噓であったところで構かまわないとは思っている」

「ほう？　思い切ったことを……」

「大陸を東から西に駆かけ抜ぬけるは有角種ユルフイネクの悲願。それが外がい敵てきへの備そなえになるも、ならぬも、おれたちからすれば些さ事じに過すぎぬ。仮にならなかったとして、その時は例の男の首を刎はねてけじめとすれば良し」

　豪ごう快かい過ぎるヘィロンの意見に、ウェンジォとエルミェはおろか、セレィですら眼めを丸くした。眩暈めまいがするほどの問もん題だい意い識しきの差が見え隠れするが、とはいえ、さしあたりセレィが必要とするものはおおまかな意見の統とう一いつである。それはヘィロンとの間では成されているという確かく信しんがあり、よって彼女は同どう盟めい政せい策さくの展てん望ぼうそのものに不安を抱いだいてはいなかった。──次の瞬しゆん間かんまでは。

「だが──もはや、同盟という形態に拘る必要がないことは感じている」

　場の温度が急きゆう激げきに下がり、ウェンジォとエルミェとヤイカが揃そろって全身を強こわ張ばらせた。そのヘィロンの発言は、彼らが危き惧ぐしていた部分を、もっとも単たん純じゆんな形で直接に突つくものだったからだ。

「……ヘィロン、それはどういう意味だ？」

「おまえの努力が報むくわれたという話だ、セレィ」

　柔やわらかな声でヘィロンはセレィの問いに応おうじた。その表ひよう情じようには一いつ片ぺんの負い目もなく、むしろ慈いつくしみの感かん情じようすら帯びている。セレィは嫌いやな予感がした。それはつい先日、サーリャを問い詰つめた時に感じたものと同種の寒気だった。

「全ての男兄弟が先に逝ゆき、後は敗戦を待つだけという状じよう況きよう下かから、おまえはそれでもオルワナとの同盟を成し遂とげた。……女の身でそれほどの大たい業ぎようを成し遂げるに当たって、捨すて去らねばならぬ矜きよう持じもさぞ多かったことだろう」

　ロケィラとオルワナの戦争が同盟という形で収おさめられるまでの事情をヘィロンは知らない。セレィから伝え聞いた断だん片ぺん的てきな情じよう報ほうを、自分なりの観点から組み合わせて推すい測そくしたのみである。そして、その推測によれば、

「減げん耗もうした兵力で、戦いくさには大変な苦戦を強いられたのだろうな。……結果、完全な勝利を得られる状況ではなかったがゆえに、おまえは苦く渋じゆうの選せん択たくで同盟という決けつ着ちやくに事を落ち着けた。混血という忌まわしき身の上を武器に変えてまで」

　同盟という選択は、否いな、世界同盟を目指すセレィの大たい志しの全ては──苦く境きようにあったロケィラが対外的に提てい案あんせざるをえなかった妥協案、という解かい釈しやくを成されていた。

「──なん、だと？」

　セレィが強張った喉のどから声を絞しぼり出す。だが、彼女が満足な反はん論ろんを口にする前に、ヘィロンは彼女のへのさらなる侮ぶ辱じよくを無自覚に並べ立てる。

「安心しろ、セレィ。おれが味方に付つくと分かった以上、もはや屈くつ辱じよくを耐え忍しのぶ必要はない。おまえが有角種ユルフイネクとして誰だれよりも純じゆん粋すいな精せい神しんを持っていることは、おれが他の誰よりも理り解かいしている。ゆえに、対等の立場における同どう盟めいなどという腑ふ抜ぬけた題目は捨すてて、ただ号令を出せばよい」

　ヘィロンは不ふ敵てきな笑みを浮うかべ、平原を統すべる王者の風ふう格かくをもって杯さかずきを頭上に掲かかげた。

「有角種ユルフイネクが大陸を征せいす。抗あらがう意い志しを持たぬ限かぎり、他民族はそれに付ついて来い──とな」

　その発言を契けい機きに、各国の重じゆう鎮ちんたちが一いつ斉せいに立ち上がる。乳にゆう酒しゆの杯を足下に投げ捨すてた彼らの瞳ひとみには、燃えるような反はん抗こうの意志が宿っていた。

「やはり、それが本音であったか……。我われら他民族を服ふく属ぞくせしめ、ゴルォグンナ大陸全土を有角種ぬしらの支し配はい下かと置くことが！」

「この分だと、外界からの侵しん略りやくなどという話も方便と捉とらえざるを得ませんね。……第一、この宴うたげの顔ぶれからして妙みようだとは思っていたのです。ペィネ・ズォやヴマ・ズォといった国々から、我々牙種ヤシユタルガの同どう胞ほうが呼よばれている様子がない。仮かりにも民族間の対等を標ひよう榜ぼうするのであれば、彼らの今後の扱あつかいを協議することは最大の要点だったのではありませんか？」

　非ひ難なんの視し線せんがセレィを射い竦すくめた。ヘィロンの言葉を有角種ユルフイネク全体の本音と考えるなら、偽いつわりを口にしたのは彼女ということになる。だが無む論ろん、セレィにそのつもりはない。同どう盟めい政せい策さくが妥だ協きようの産物ではないことを示しめすために、彼女はまずヘィロンに食って掛かかった。

「ヘィロン、勘かん違ちがいも甚はなはだしいぞ。私は断だんじて、征服が叶かなわなかったから同盟に移い行こうしたわけではない。大陸全土の国々はあくまでも対等な立場で手を組まねばならんのだ。外界からの侵略者たちに、万全の体たい勢せいで抵てい抗こうするために！」

「分からんな、セレィ。おまえは理り不ふ尽じんなことを言っているぞ」

「理不尽だと？　一体どこが──」

「大陸をひとつに纏める手段が、どうして征服であってはならんのだ？」

　セレィは咄とつ嗟さに言葉を失った。あまりに根本的な問いでありながら、それに即そく答とうする言葉を持たない自分が信じられなかった。

「前ぜん提ていとして、中陸有角種ユルフイネクはおまえに与くみする。大首長ヘイロンであるおれが言うのだから、これはもう決けつ定てい事じ項こうであると見ていい。それは即すなわち、残る東方の国々が束たばになっても敵かなわぬほどの圧あつ倒とう的てきな戦力を、我ら有角種ユルフイネクが持つということだ。最も力のある勢せい力りよくが全体の主しゆ導どう権けんを握にぎるのは当然だろう。どうしてそこに対等の立場などという雑ざつ音おんが紛まぎれ込む？」

「……雑音……だと？」

「混まざり代よの昔、中陸の地には多おおくの民族が流れ込み、互たがいに覇は権けんを競きそい合った。それに勝ち残ったのがおれたち中陸有角種ユルフイネクだ。だからおれたちは長爪種イゼイリグや牙種ヤシユタルガを服ふく属ぞくしている。勝者の正当な権けん利りとして、だ。戦いくさの血ち潮しおが聖なるものであるように、戦の結果もたらされた立場の差も受け容いれるべきものだ。その理ことわりを、セレィ、おまえに理解できぬはずがあるまい？」

　セレィは息を吞のんだ。ヘィロンの口にする論ろん理りは生物として最も単たん純じゆんで強力なものだ。強者が弱者を喰くい物にする、あるいは支配下に置くという構こう造ぞうは、悠ゆう久きゆうの歴史を通じて解とけることのない呪のろいにも似ている。否ひ定ていはできない。あらゆる脆ぜい弱じやくな倫りん理り観かん念ねんをねじ伏ふせるだけの、根本的な正しさがそこにはある。──だが、

「……それは違ちがう。ヘィロン、そなた言うところの強者も弱者も、一面的なものでしかない」

　セレィは静かな声で、それでも断だん固ことして告げた。──弱肉強食が唯ゆい一いつの理ことわりでないことを、女じよ皇おうはすでに知っている。過すぎ去りし日の導神の教えが、脳のう裏りにまざまざと再さい生せいされていった。




「──俺おれの生まれ育った世界には、差別という言葉があった」

　アヌビシアの森林を通つう過かしていく短脚馬ロバ車の中で、クルァシンは以前と同じように授じゆ業ぎようを続けていた。一いち言ごん一いつ句くを聞き漏もらさぬ真しん剣けんさで聞き入るセレィに、導神も惜おしみなく知ち識しきを注ぐ。

「一言で言えば、それは不当な区別のことだ。たとえば、セレィ……お前は女なのだから戦場に立つべきではないな。まして一国の君主を務つとめるなど以もつての外だろう。すぐにでも皇おう位いを男に譲ゆずり渡わたし、婿むこを取って子を成せ」

「……馬ば鹿かを言うな。皇族が他におらぬのに、他の誰だれに皇位を譲れば良いというのだ。女だから戦場に立つなというのも道理が通らぬ。雑ぞう兵ひようを相手に不覚を取らぬ程てい度どには、私もロルゴ流一いつ刀とう術じゆつを修おさめているぞ。そもそも戦場における私の役やく割わりは指し揮き官かんだ。私が女皇の立場を去ることがあるとすれば、それは君主として力ちから及およばないと、民たみ草くさから三み行くだり半はんを突つきつけられた場合だけであろう」

　憤ふん然ぜんとした面おも持もちで反論するセレィに、クルァシンは苦笑混まじりの頷うなずきを返した。

「まったくその通りだ。女だから君主にはなれない、女だから戦場には出られない──どちらも著いちじるしい因いん果がの飛ひ躍やくであり、何ら客観的な根こん拠きよのない決め付けに過すぎない。……だが、そういった決め付けは、どんな文化の中にも例外なく存そん在ざいしている」

「ふむ……？」

「混こん血けつであるお前が、ごく最近まで翼つばさを隠かくしていなければならなかったのも同様の例だろう。それは民族原理主しゆ義ぎに根ざす不当な区別の一例だ。有角種ユルフイネクは有翼種クロトアとは相あい容いれない──この決め付けを完全に克こく服ふくするためには、お前の努力をもってしても、まだ長い年月が必要だろうな」

　クルァシンの発言をしばらく咀そ嚼しやくしてから、女皇は不安げな面持ちで口を開いた。

「では、クルァシン。このエナ・ガゼは、そなたの言うところの「サベツ」……すなわち不当な区別で満ちているということか？」

「それは難むずかしい質しつ問もんだ。その通りであると答えるのは簡かん単たんだが、何をもって不当な区別とするかは、外と様ざまの俺が好き勝手に決められるものではない。また、ある種の差別は土ど着ちやくの文化と融ゆう合ごうしている場合も多おおく、安あん易いにけちを付ければ感かん情じよう的てきな反発を引き起こす」

「……難しいな。そなたが以前に言っていた、異い文ぶん化かの構こう造ぞうを理解するという作業の、さらに先の領りよう域いきにある話と見た」

「まさにその通りだ。──そこで問うが、セレィ、差別はどうしていけないことだと思う？」

「む……？　不当な区別だから、ではないのか」

「それでは五十点というところだ。……実例を出してみよう。ある国に肌はだの白い人間と黒い人間が半々で暮くらしている。両方の能のう力りよくに基き本ほん的てきな差さ異いはない。しかし、肌の白い人間は、肌の黒い人間を自分たちよりも劣おとった人種であるとして、彼らを奴ど隷れい同然の待たい遇ぐうで酷こく使ししている。さぁ、この明らかに間ま違ちがった状じよう況きようを正すために、お前ならばどんな言葉を挟はさむ？」

「考えるまでもない。肌の白い人々に対して、肌の黒い人々の待遇を向上させるように説得するしかなかろう」

「正せい攻こう法ほうだな。だが、それで肌の白い人々を説得できるだろうか。お前の忠ちゆう告こくを聞いた彼らが、『なるほど、自分たちの行ってきたことは不当な区別だったようだ。よし、これからは可か能のうな限かぎり改めよう』という具合に心を入れ替かえると？」

「そう上手うまくはいかんだろうな……。では、どうすれば良いのだ？」

　眉み間けんに皺しわを寄よせて考え込こむセレィに、クルァシンは微笑ほほえんで解かい答とうを始めた。

「まずセレィ、肌の白い人々に対して『肌の黒い人々を不当に区別することはやめろ。それはいけないことだ』と諭さとすのは、お前の倫りん理り観かんを一方的に提てい示じしているに過すぎない。肌の白い人々にとって、それは戯ざれ言ごとにしか聴きこえないだろう。なぜなら彼らにとって、肌の黒い人々を服ふく従じゆうさせている現げん状じようは基本的に好ましいものであり、競きよう争そうの結果として得られた正しい権けん利りであるとさえ思っているからだ。その既き得とく権けん益えきを手放す必ひつ然ぜん性せいがない。つまりは損そん得とく勘かん定じようの問題だ」

「腹はら立だたしいな……。同じ人間に平等な待遇を求めるだけのことに、損得勘定が絡からむのか？」

「悲しい話ではあるがな。現げん実じつ的てきな問題として、白い肌の人々を説得するために、お前は一いつ旦たん彼らと同じ土ど俵ひように立たなければならない。それを踏ふまえた上で、さっきの正答はこうなる──『まぁ冷静に聞いてください。黒い肌の人々を不当に区別することを止めた方が、あなたたちにとっても有益ですよ』、と」

　セレィの表情にあからさまな嫌けん悪おが浮うかんだ。予想通りの反はん応のうに苦笑を浮かべつつ、クルァシンはさらに続ける。

「反発を覚えるのも分かる。お前は現げん在ざいのエナ・ガゼで数少ない、『感覚的に他民族を同どう胞ほうとして捉とらえる』ことの出来る人間だろうからな。……だが、他の人間はそうはいかない。いがみあってきた歴史を持つ諸しよ民みん族ぞくが融ゆう和わのきっかけを摑つかむには、いがみ合いを無くした方が対立を続けるよりも互たがいに得であることを理り解かいさせる必要がある」

「分からんな。白い肌の人々と黒い肌の人々の例だと、それは具体的にどういう話になるのだ？」

「単たん純じゆんな適てき材ざい適てき所しよだ。能力が互いに同じであるのなら、黒い肌の人々を奴隷として単たん純じゆんな肉体労働で酷こく使しするよりも、各々の素そ養ように合った職しよく業ぎようを選せん択たくさせた方が、総そう合ごう的てきな生産性が高まるに違ちがいない。その利益は白い肌はだの人々にも社会を通じて還かん元げんされるのだから、大きな視し点てんで見れば誰だれもが得をすることになる」

「……それはさすがに、都合の良すぎる話に聞こえるが」

「もちろん、これは極めて単たん純じゆんな状じよう況きようを想定した上での楽観的な思考実験だ。差別が蔓延はびこっている場所には様々な状況が想定される。限かぎりある土地や資し源げんを取り合っているかもしれないし、二つの人種の間に能のう力りよく的てきな違ちがいがあるかもしれない。……だが、それでも基き本ほん的てきな方ほう針しんは変わらない。『互たがいにとって最も心地良い状況』を具体的に進言するのがお前の役やく割わりであり、同どう盟めい政せい策さくを進めていく上での原げん則そくと言えるだろう」

　なるほど、とセレィは頷うなずく。着ちやく実じつに理り解かいを深めていく教え子に喜びを覚えつつ、導神はなおも訓くん示じを続ける。

「心に刻きざみ込こめ。これは極めて重要な点だ。単にアルマダートからの侵しん略りやくに対たい抗こうするべく諸しよ国こくを纏まとめるというのであれば、その手段が同盟である必要はない。お前は盟主ではなく強きよう力りよく無む比ひな征せい服ふく者しやであればよい。だが、なぜ俺おれがそのやり方に、つまり専せん制せい君くん主しゆによる一元的な征服という手法に否ひを唱えるのか？」

　クルァシンは熱心に語る。それは発展界の植しよく民みん界かい政せい策さくへと向ける明めい確かくな反命題アンチテーゼでもある。

「それは、征服の後に発生する社会の構こう造ぞうの中で、失われていくものが余あまりにも大きいからだ。征服した側と征服された側の間には、多かれ少なかれ、前者によって後者が軽んじられる傾けい向こうが生じる。先の白い肌の人々と黒い肌の人々の例はまさにそれだ。黒い肌の人々が本来発はつ揮きしていて然しかるべきだった能力を、白い肌の人々は不当な抑よく圧あつによって封ふうじ込めてしまう。そればかりか、抑圧された黒い肌の人々の中に溜たまっていった負の感情は社会不安を誘ゆう発はつし、じきに革かく命めいや暴ぼう動どうという形で爆ばく発はつするだろう。差別は差別される側にとって辛つらいばかりではなく、差別する側も含ふくめた社会全体にとって好ましくない結果をもたらすのだ」

　セレィは親指の爪つめを嚙かんで考え込んだ。聡さとい彼女であっても、今の話を消化するのには少々の時間がかかるようだ。悩なやんでいる女じよ皇おうの姿すがたを見かねて、導神が助けを挟はさんだ。

「……少し大きな話をし過すぎたようだな。そう難むずかしく考える必要はない。むしろこの手の問題については、闇やみ雲くもに観念を捏こね繰くり回すのではなく、実生活と結び付つけて考えていかねばならない。お前が実じつ際さいにしなければならないことは、目の前で不当な区別が起こっていることが明らかな時──例えば、ある民族が他の民族を軽んじようとしている時──そこに感情的な反発をぶつけるのではなく、可か能のうな限かぎり理路整然と『その差別によって失われるもの』を説明してやることだ。その言葉が説得力を持てば持つほど、お前の唱える世界同盟という大たい志しは、それを聞く者を頷かせる真実味を帯びてくるだろう」




　導神の教えを余あますところなく思い出して、セレィは眼めが覚めたような気持ちになった。──ヘィロンによって正面から問われることによって、彼女はようやく実感として理り解かいすることが出来たのだ。征せい服ふくであってはならない理由わけ。今までもこれからも、自分が頑かたくなに同どう盟めいという方針を貫つらぬかなければならない理由わけを。

「……ヘィロン。ひとつ問うが、そなたは支し配はい下かにある長爪種イゼイリグや牙種ヤシユタルガをどう扱あつかっている？」

「織おり物もの業ぎようと農業の義ぎ務むを負わせ、生産品の一部を租そ税ぜいとして献けん上じようさせている。特に許きよ可かを下した場合を除のぞいて武ぶ装そうは禁きんじている。その代だい償しようとして、連中にはおれたちの武力による庇ひ護ごがある」

「なるほど。……東方からやって来た長爪種イゼイリグと牙種ヤシユタルガにも、それと同様の扱いを望むか？」

「戦いくさは有角種ユルフイネクの仕事だ。他は土を耕たがやすなり魚を獲とるなりして租税を納おさめつつ、おれたちの庇護下で安あん穏のんと生活を送ればよい」

　断だん言げんするヘィロンに一切の悪気はない。彼は心の底からそれが最さい善ぜんの体たい制せいだと思っている。有角種ユルフイネクが全民族の頂ちよう点てんに君くん臨りんすることに一いつ片ぺんの疑うたがいもなく、その構こう造ぞうの中で失われていく各民族に固有の特とく性せいというものには、ひとかけらの想そう像ぞうも及およばせようとしない。

　セレィの視し界かいの端はしでは、ウェンジォとエルミェが顔を真っ赤にして屈くつ辱じよくを嚙かみ締しめている。彼らと同じく胸むねの内に滾たぎるものを感じながら、それでもセレィは深しん呼こ吸きゆうを繰くり返して気を落ち着つかせようとした。──感情的な反発をぶつけてはならない。あくまでも理路整然と、ヘィロンのやり方によって失われる多おおくのものを挙あげていくのだ。

「ゆえに、セレィ。もう、おまえが耐たえ忍しのばねばならない時期は終わったのだ」

　ひどく優やさしげな声でヘィロンが言った。──だが、その後に続く言葉が引き起こしたものは、

「東方と中陸の有角種ユルフイネクが一つに還かえる。その証あかしとして、おまえはおれのもとに嫁に来い。混こん血けつという事実を嫌きらう族長グオンもいるだろうが、おれに任まかせろ、その不格好な翼は何の痛みもなく切り取ってやる。生まれてこの方、そんなものを付けたままでいるのはさぞ不愉快だったことだろう。だが安心していい、穢れは今からでも払い落とせる。そうやって純じゆん粋すいな有角種ユルフイネクに戻もどってから、おれと共に大陸を制せい覇はする喜びを分かち合おう」

　女じよ皇おう自身すら予想だにしなかった、理り性せいを吹ふき飛ばして猛たけり狂くるう爆ばく発はつ的てきな激げき情じようだった。

「──ッ!?　姉様っ！」

　隣となりのコリォが止める間もなく、セレィは席から立ち上がるや、腰こし元もとから刀を抜ぬき放って上かみ座ざのヘィロンへ斬きりかかった。配下の有角種ユルフイネクたちが割わって入る暇ひまもない。が、ロルゴ流一いつ刀とう術じゆつを修おさめた女皇の剣けん閃せんは、ヘィロンの首くび筋すじを斬り抉えぐる寸すん前ぜんでぴたりと止められた。

「誰だれも動くな」

　頭目の危き機きを見取って駆かけつけようとした配下の兵たちを、しかしヘィロンは盤ばん石じやくの一声で押おし留とどめる。首筋に冷たい鋼はがねの感かん触しよくを覚えながら、なおも彼は余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。

「……剣を降おろせ、セレィ。何をそのように憤いきどおっている」

「分からいでか！　寸すん止どめで済すませられた自分の忍にん耐たいに、むしろ感心するほどだ……！」

　怒いかりの余あまり、剣けんの柄つかを握にぎる手がぶるぶると震ふるえている。相手の首を一ひと思おもいに切り落としてやりたい衝しよう動どうを辛かろうじて腹はらの中に留とどめながら、女じよ皇おうはせめてそれを言葉として吐はき出す。

「……とくと聞け！　この両りよう翼よくは我わが両親の愛あい情じようの結けつ晶しようにして、眼めに見える形として表れた有翼種クロトアとの絆きずな、ひいてはエナ・ガゼに住まう諸しよ民みん族ぞく、その全てが融ゆう和わしうる未来を指し示しめす証あかし！　それを不ぶ格かつ好こうだなどと、あまつさえ穢けがれなどと言ってのけることは、私個人のみならず、私がこれまでに轡くつわを並ならべてきた異い民みん族ぞくの愛すべき同どう胞ほうたちの全てを罵ののしるものと見なす！　失言を認みとめるのならば速やかに訂てい正せいしろ、ヘィロン・ザカ・トルキォスタ！」

　苛か烈れつ極まりない怒ど声せいがヘィロンの耳じ朶だを打つ。ともすれば斬きり合いに発はつ展てんしかねない両者の状じよう況きようを啞あ然ぜんとして眺ながめながら、心中で燃もえ盛さかっていた怒いかりの念もいっとき忘れ去り、ウェンジォとエルミェは身を寄よせ合って小声で囁ささやきあう。

「ウェンジォ。……この争い、有角種ユルフイネクどもの茶番と思うか？」

「いえ……これは本気のぶつかり合いでしょう。周囲の有角種ユルフイネクの兵たちの様子を見てください、エルミェ。誰だれもが凄すさまじく緊きん迫ぱくした表ひよう情じようで額ひたいに汗あせを滲にじませ、多くの者は刀の柄つかに手をかけてすらいます。この背せ筋すじが凍こおるような修しゆ羅ら場ばの空気……とても演えん技ぎで作り出せるものとは思えません」

　ウェンジォとエルミェは互たがいに頷うなずき合い、目の前で起こっている対立が掛かけ値ねなしの本物であることに同意する。一方、セレィの怒りを間近に受け止めたヘィロンは、それに慌あわてるでも気け圧おされるでもなく、むしろ哀あわれみの籠こもった視し線せんで女皇の顔を見やった。

「……不ふ憫びんな女だ、セレィ。混こん血けつとして祀まつり上げられたばかりに、有角種ユルフイネクとしての正しい誇ほこりの在あり方まで見失いかけているのか。それもやはり、あの神を名乗る男の影えい響きようか？」

　その言い回しを聞いた瞬しゆん間かん、セレィはこれまでにも何度となくヘィロンから向けられていた不ふ可か解かいな哀れみの感情の正体を知った。──この男は、有角種ユルフイネクの父と有翼種クロトアの母の間に生まれた自分の境きよう遇ぐうを哀れんでいるのだ。混血という身上を、純じゆん血けつの有角種ユルフイネクでないという事実を、セレィという人間にとっての巨きよ大だいな不幸としか捉とらえていない。

「……そなたの言うところの正しい誇りとは、有角種ユルフイネクを至し上じようの存そん在ざいと置いて、他の民族全てを蔑さげすみの視線で眺ながめ下ろすことか？　呆あきれるほど浅はかな優ゆう越えつ感かんだ。いかに武力に優すぐれようと、有角種ユルフイネクは決して万ばん能のうの民族ではない。他の民と頼たより合うことによって互たがいの欠落を補おぎない合い、そうして初めて衣食住を彩いろどられた豊ゆたかな生活を送ることが出来る。ならばそこに優ゆう劣れつを見出そうとするのは愚おろかなことではないか」

「その全ては、中陸有角種ユルフイネクの武力がヴァルハ・セドレのそれと拮きつ抗こうしているおかげだ。おれたちが守ってやらねば、長爪種イゼイリグや牙種ヤシユタルガの連中は明日をも知れぬ身となるだろう。人のあらゆる営いとなみは、外がい敵てきから手て厚あつく保ほ護ごされてこそ発達するものだ。であれば、強さこそが至上の価か値ちであることに疑うたがいはあるまい。その点で優れる有角種ユルフイネクは、すなわち最優の民族と呼よんでもいいだろうとは思わんか？」

「驕おごった発言だな、ヘィロン。では今後の戦いくさに際さいして、他民族の助けは一切要いらぬと言うのか？」

「ああ、要らん。戦うのは有角種ユルフイネクの同どう胞ほうだけでいい。これまでもずっとそうしてきた」

　中陸有角種ユルフイネクの誇ほこりを懸かけて、ヘィロンも断だん固ことして譲ゆずらない。二人の君主はしばし間近で睨にらみ合っていたが、やがてセレィの方が剣けんを引き、それを鞘さやに戻もどしながら言い放った。

「……ならば、その言葉、実じつ際さいに証しよう明めいして貰もらおう」

「む……？」

「技わざ比くらべを提てい案あんする。そなたと私の信しん条じようを懸けた決けつ闘とうだ」

　セレィの宣せん言げんに、場の全員が息を吞のんだ。──無理もない。曲がりなりにも自分に好意を示しめしていた相手との間に、彼女は自ら望んで決定的な亀き裂れつを走らせたのだ。

「主しゆ眼がんとしては、私とそなたの遊ゆう牧ぼく騎き馬ば民みん族ぞくとしての腕うで前まえを競きそうということで良かろう。そういった競きよう技ぎはロケィラにもあったし、ここにもあるはずだ。詳しよう細さいな取り決めは後に回すとして、今回は団だん体たい競きよう技ぎを提案する。そなたは配下の有角種ユルフイネクたちと共に隊たいを組むがいい。私はここまで共に連れ立ってきた異い民みん族ぞくの仲間たちを含ふくめて隊を構こう成せいする。……理り屈くつは分かろう？互たがいの主しゆ張ちようのどちらが正しいか、この闘たたかいの結果をもって証明されるということだ」

　不ふ敵てきな面おも持もちで挑いどみかかるセレィの姿すがたに、ヘィロンは愉ゆ快かいそうに唇くちびるを吊つり上げた。

「……正面からの比くらべ合いで白黒を付つけるか。おまえのそういった潔いさぎよさは実に有角種ユルフイネクらしい。おれは何よりも好ましく思うぞ」
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「賛さん辞じとして受け取ろう。……無む論ろん、互たがいの信しん条じようを懸かけるからには、この決けつ闘とうには条件が付つく。敗者は勝者の言い分に従したがわねばならない。それがどれほど屈くつ辱じよく的てきなものだったとしても。それを踏ふまえた上で、先ほどの戯ざれ言ごとをもう一度口にしてみろ、ヘィロン」

「良い覚かく悟ごだ。ならばもう一度言おう。──その忌いまわしい翼つばさを切り落とし、おれのもとに嫁とついで来い。外界からの侵しん略りやくが噓うそであれ真であれ構かまわん。大陸を席せつ巻けんする喜びを共に分かち合おう」

　ヘィロンは朗ほがらかに笑って言い切った。彼が考えうる中で、それは惚ほれた女に対する最さい善ぜんの求きゆう婚こんなのだ。……だが、セレィに彼の好意を受け止めている余よ裕ゆうはない。この決闘で敗北を喫きつすることがあれば、世せ界かい同どう盟めいというセレィの大たい志しはそこで潰ついえ、ヘィロンの号令のもとに有角種ユルフイネクを支し配はい階かい級きゆうとした大陸全土の支配が試みられるだろう。そうなってしまえば、全ての民族を等しく同どう胞ほうと呼よぶことができるような、そんな世界の実現は叶かなわなくなるのだから。

「承しよう知ちした。ならば私からも言わせてもらおう。──この決闘に私が勝てば、中陸有角種ユルフイネクは他民族と同じ立場、同じ権利をもって同盟入りする。エナ・ガゼ全土を纏まとめ上げるに当たっても、征せい服ふくという手しゆ段だんは用いず、盟主である私の方ほう針しんを尊そん重ちようしてもらう。異い存ぞんはあるか？」

「ない。中陸有角種ユルフイネクの大首長ヘイロンとして、その決闘を受けよう」

　各国の重じゆう鎮ちんたちが固かた唾ずを吞のんで見守る中、二人は決闘の実行について合意した。……競きそう内容についての詳細も問わぬまま、打てば響ひびく速さで挑ちよう戦せんを受けたヘィロンの表情には、中陸の半分を支配する民族の頂ちよう点てんに立つ者としての余裕がありありと見て取れる。己おのれこそが平原の覇は者しやであるという、それは圧あつ倒とう的てきな自信であり、敗北の想像も許ゆるさないほどの揺ゆるぎない自負だ。

　恐おそろしく物ぶつ騒そうな形で話が纏まりかけたところで、ふと憑つき物が落ちたようにセレィが普ふ段だんの平静さを取り戻もどす。いくらなんでも自分が感かん情じように任まかせて先走り過すぎたことに気き付づいたのだ。そうすると彼女はすぐさま、周囲の重じゆう鎮ちんたちに向けて、詫わびの意い志しを込こめた視し線せんを巡めぐらせた。

「……すまぬ、醜しゆう態たいを晒さらした。この翼つばさについて侮ぶ辱じよくされてしまったばかりに、盟めい主しゆとしてあるまじきことだが……さっきまでの言動には自分でも抑おさえが利きいていなかった。勢いきおいに任せて決けつ闘とうなどと口にしてしまったが、無む論ろんのこと、私の一いち存ぞんで全てを決めるつもりはない。オルワナのキュリマイェ女王陛へい下か、アヌビシアのヤイカ殿どの、ダマカスカのウェンジォ殿、ギリェ・イゼンのエルミェ女史──そなたら全員の同意を受けぬ限かぎり、この決闘を実行に移うつすつもりはない」

　女じよ皇おうの殊しゆ勝しような発言には、その場の全員が驚おどろいた。仮かりにも「誇ほこりを懸かけた決闘を執とり行う」と口にしてしまった以上、他国の事じ情じようを汲くみ取っての事とはいえ、その発言を自分から覆くつがえすのは、セレィの誇り高い性せい格かくからしても大きな勇気のいることだろう。ともすれば君主としての沽こ券けんにも関わる。

　だが、それを承しよう知ちの上でなお、女じよ皇おうは諸しよ民みん族ぞくの代表たちの意見を尊そん重ちようしたかった。己おのれ個こ人じんの矜きよう持じなどとは量はかりにかけるべくもない。対等な立場での民族間の交流──それこそ彼女が全ぜん霊れいで志こころざした、いずれエナ・ガゼ全土を遍あまねく満たすはずの理想なのだから。

「……今後の方ほう針しんを巡めぐる決けつ闘とう、ね。ウチとしては賛さん成せいだぜ。民みん族ぞく混こん成せいで隊を組むってことは当然、アヌビシアの誇ほこる最さい優ゆうの『聴士ラルゴウ』も、その人員に加えられるんだろうからな」

　まずはヤイカが女皇を支し持じする旨むねの発言を口にした。セレィのみならず、元『大央聴ラルゴウ・オオデキム』であるサーリャの能のう力りよくへ全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いてのものだろう。決闘の実行それ自体に異い存ぞんはないとしながら、ただし──と彼は付つけ加えた。

「決闘の内ない容ようについての詳くわしい取り決めには、ウチも含ふくめた全民族の代表が出席させてもらうぜ。地の利についちゃ仕方ないとしても、それ以外の面じゃ、中陸有角種ユルフイネクに有利すぎる内ない容ようには出来ないからな」

　言い終えてから、あんたらはどうだい、とヤイカが他国の重じゆう鎮ちんたちにも話を振ふる。ウェンジォとエルミェの両名はしばし黙だまり込こみ、熟じゆく慮りよの末、難むずかしい面おも持もちでこくりと頷うなずいた。

「……ヤイカ殿どのの言う通りの条じよう件けんであれば、我われ々われも決闘の実行に反対はしません。というより、未いまだ同どう盟めいに与くみしていないダマカスカとギリェ・イゼンの両国には、その決定を左右する発言力がそもそも無いでしょう」

「我らは様子見を決め込む他にあるまいて。……無論のこと、それが許ゆるされるのであれば、決闘の取り決めについては多少の口出しをさせてもらうがの」

　二人の意見は日和ひより見みで一いつ致ちしたが、彼らにとってもセレィに勝ってもらいたい心しん情じようはある。今後ヘィロンが主しゆ導どうでゴルォグンナ大陸の征せい服ふく活かつ動どうが行われるとすれば、いずれ東方の牙種ヤシユタルガ、長爪種イゼイリグもその支配下に組み込まれる可能性が高いからだ。不幸中の幸いとして、ここまで激はげしい対立が起こっている有様を目もく撃げきしたことで、対等な立場での同盟というセレィの大たい志しを疑うたがう気持ちは彼らから薄うすれていた。

「え……あぅ、その、妾わらわは……」

　ひとり話題に付ついていけずに取り残されていたキュリマイェ女王陛へい下かは、咄とつ嗟さにどう答えるべきか分からず、付き添そいのレモィズに助けを求める視し線せんを送った。彼は溜ため息をつきながら女王に何事か耳打ちし、ようやく事じ態たいを理り解かいした女王から返答を受け取ると、彼女の代わりにそれを口にした。

「……女王陛下もヤイカ殿と同様の意見です。セレィ陛下を信頼してお任まかせし、仮に有翼種クロトアの力が必要な局面があれば、そちらに預あずけた天そら弓ゆみ隊たいの活かつ躍やくを期待すると」

　レモィズの発言を締しめ括くくりにして、この場に居い合あわせた重鎮たちの意見はどうやら決闘の実施で一いつ致ちした。セレィが緊きん迫ぱくした面持ちで彼らの信頼と期待を受け止めたところで、ふと思い出したように、ヘィロンが言葉を付つけ加える。

「……おれが決闘に勝った場合の条件に、ひとつ追加したいことがある」

「聞こう。何だ」

「簡かん単たんな話だ。──あのクルァシンという男が帰り次第、奴やつと一対一で徹てつ底てい的てきに闘たたかわせろ。どちらかが負けを認みとめるか、闘えぬほどの怪け我がを負うか、さもなくば死ぬまで」

　先ほどまでとは打って変わった殺意を瞳ひとみに滾たぎらせて、ヘィロンは凶きよう暴ぼうな要求を口にする。それを聞いたセレィは一いつ瞬しゆんだけ眼めを丸くしたが、すぐに余よ裕ゆうの微び笑しようを取り戻もどして頷うなずいた。

「……なるほど。その件けんについては決けつ闘とうの勝敗に拘かかわらず、そなたの望みを叶かなえよう。結果はあまりにも見え透すいているが、安心して良いぞ。我わが友神ともであれば、そなたに大した怪我もさせず、穏おん便びんに事を収おさめてくれるであろうからな」

　セレィは挑ちよう発はつ的てきに言ってのける。先の侮ぶ辱じよくに対しての意い趣しゆ返がえしだったが、途と端たん、ヘィロンが手にしていた杯さかずきが炸さく裂れつするように砕くだけ散った。手中に残った破は片へんはそのまま粉になるまで磨すり潰つぶされ、さらさらと掌てのひらから零こぼれ落ちて床ゆかに小さな山を作っていく。とっくに酔よい潰つぶれていた人々ですら、幕まく屋やの空気を振ふるわせる殺気を感じて、眠ねむりの淵ふちから次々と眼めを覚ましていた。

「……その約束、決して違たがえるなよ」

　重く沈しずんだ声でヘィロンは言った。……この宴うたげが始まって以来、あくまでも大首長ヘイロンとしての威い厳げんを絶たやさなかった男が、初めて子こ供どもじみた憤ふん激げきを露あらわにした瞬しゆん間かんだった。







（……何だぁ？　外が妙みような空気だな）

　やや時は遡さかのぼる。セレィが寝ね泊とまりする幕屋とはちょうど対角の位置にある丸太組みの牢ろうの中、サーリャの策さくによって囚とらわれた〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員ギロは、荒あら縄なわで何重にも簀す巻まきにされた上で地面に寝ね転ころがされていた。捕ほ獲かくの際さいに打ち据すえられた全身には最さい低てい限げんの手当てがされていたが、全身の負ふ傷しようは決して軽くない。

（──つぅッ。打ち身の痛いたみはだいぶ退ひいたが、左の肋アバラにゃヒビが入ってんな。くっそ、あの先住民ども、こっちが動けないのを良い事に、遠えん慮りよなく袋ふくろ叩だたきにしてくれやがって……）

　さすがは〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟と言うべきか、それともギロ個こ人じんの図太さを褒ほめるべきか、彼の精せい神しんはすでに任にん務むの再さい開かいに向けて働きつつある。状じよう況きようから鑑かんがみるに、セレィらが彼の身み柄がらと引き換かえにゼルたちを牽けん制せいしていることは想そう像ぞうに難かたくない。である以上、ギロが自力で脱だつ出しゆつすることが出来れば状じよう況きようは五分に近いところまで戻もどる。吞のん気きに助けを待つような真似まねは出来なかった。

　焦しよう燥そうに駆かられる内心を持て余あましたギロが、簀巻きにされた状じよう態たいのまま瀕ひん死しの芋いも虫むしのように全身を蠢うごめかせていると、牢ろうの外側で見み張はりを行っていた兵士が、その有あり様さまを嘲あざけりの視し線せんで眺ながめた。

「なんだ……異い世せ界かいの隠おん密みつって肩かた書がきに理由わけもなくびびってたけどよ。縄できつく縛しばった上で簀巻きにしときゃ満足に身動きひとつ取れやしねぇ。導神さまの言うとおり、こいつも俺おれたちと同じ、ただの人間じゃねぇか」

　もとより気の短いギロであるから、その言葉には一いつ瞬しゆんでカチンと来た。──〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の実力を侮あなどっている先住民どもに、どうやって眼めにもの見せてやろうか──その思考の全てが衝しよう動どう的てきな復ふく讐しゆうに向けて暴ぼう走そうを始めかけたが、その寸すん前ぜんで、彼はどうにか自じ制せい心しんを働かせて冷静さを取り戻もどす。

（……けっ、勝手に言ってな。こうして捕とらえられてんのは確たしかに業ごう腹はらだが、この状じよう況きようは見ようによっちゃチャンスと取れなくもねぇ。なにせ同じ集落の中に標的がいることは確かなんだからな。今はせいぜい勝ち誇ほこってろよ、今度こそ確実に首を取ってやるぜ……）

　必殺の意気を新たにしていると、そこでふと、牢ろうの外から遠く怒ど声せいが響ひびいてきた。潑はつ剌らつとした通りの良い女の声──高い確かく率りつでセレィ・メル・ロケィラのそれだ。何かしらの揉もめ事が起こっているものと推すい測そくしたギロは、咄とつ嗟さの判はん断だんで内ない耳じに埋うめ込こまれた集しゆう音おん装そう置ちを起動する。

【──らいでか！　寸すん止どめで──せられた自分に──】

　雑ざつ音おん交まじりではあったが、セレィとヘィロンが言い争う声が聞こえてきた。ギロは耳を澄すませて必ひつ死しにその内ない容ようを把は握あくしようとする。他の機器と同様、内耳に埋め込まれた集音装置にもシビアな限げん界かい稼か働どう時じ間かんがあり、こればかりは少しの超ちよう過かも許ゆるされない。万が一にも機器が体内で『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』を起こすようなことがあれば、本人の命に係わるからだ。

（……仲なか間ま割われか？　思いのほか白熱してやがるが……へぇ、ついには決けつ闘とうと来たぜ）

　ギロは唇くちびるを吊つり上げてほくそ笑んだ。集落の内部で争いが起これば、その揺ゆらぎが巡めぐり巡って警けい備びの綻ほころびに繫つながることもあるだろう。一度は完全に背せを向けたと思われた幸運の女神が、ここに至いたってギロに気まぐれな微笑ほほえみを差し向けたらしかった。

（追い風だな。今は大人しく捕まってやってるが、まだ俺おれも切り札の一つや二つは残してるぜ。後は最低限の体力回かい復ふくと脱だつ出しゆつの好機を待つだけだ。一日一食の食事エサで生かさず殺さずの状じよう態たいを保たもてると思ってんのなら、そいつは〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟をナメ過すぎってもんだよ。本気で捕らえておきたいなら、手足の腱けんくらいは最初に切っとくのが当然の処しよ置ちだぜ）

　低い含ふくみ笑いが牢の中に響き渡わたった。……焦あせらず急がず拙せつ速そくに過すぎず、傷きず付ついた身体からだを獣けもののように横たえつつ、歴戦の隠おん密みつはただ静かに逆ぎやく転てんの機会を待つ。







　単なる顔合わせの宴うたげのはずが、激げき烈れつな口こう論ろんの末、盟めい主しゆとしての誇ほこりを懸かけた決闘にまで発はつ展てんした事実を報しらせにセレィがサーリャの幕まく屋やに向かうと、その報ほう告こくを受けるまでもなく、『聴士ラルゴウ』の少女はすでに状況を把握していた。

「あれだけ怒ど鳴なっていれば『聴士ラルゴウ』でなくても聴きこえる。私にとっては嫌いやな予感が当たった形。……クルァシンが出発した晩ばん、陛へい下かにヘィロンの印象について尋たずねたのを憶おぼえている？」

「ああ、確かに。そなたがクルァシンを引き留とめようとしていたことも記き憶おくに新しい。……つまり、あの時点から既すでに、そなたにはこの展てん開かいが予想できていたのか？」

「いいえ、あの時点では漠ばく然ぜんとした不安に過すぎなかった。……その内ない容ようも内容だったから、疑うたがいを言葉にして進言することまでは憚はばかられた」

　気まずそうに言葉を濁にごすサーリャに、セレィは視し線せんで許きよ可かを送った。──遠えん慮りよは要いらない。思うままを口にしろ、と。その意い志しを受けて、サーリャは躊躇ためらいを振ふり切って口を開いた。

「──陛へい下かはおそらく、相手が同じ有角種ユルフイネクであると知った時点で、互たがいの全てを分かり合ったつもりでいた。遊ゆう牧ぼく騎き馬ば民みん族ぞくとしての価か値ち観かんを共有しているという油ゆ断だんに加えて、他人の内心を見み透すかす一角つのの能のう力りよくを過か信しんしていた。それが今回のすれ違ちがいを生んだ原げん因いん」

「──っ」

「陛下とヘィロンが君主として相あい容いれないことを、誰だれかがもっと早くに気き付づくべきだった。有角種ユルフイネクの同どう胞ほうとして接せつする時、陛下とヘィロンは本当に気さくな友人として付き合えていた。だから他の誰も、そして本人たちでさえも気付かなかった。……陛下が理想とする同盟ものと、ヘィロンが悲願とする征服ものが、それぞれ全く別の考え方であることに」

　セレィには返す言葉もない。サーリャの見けん解かいは的てき確かくに事じ態たいの核かく心しんを突ついていた。オルワナ兵士二人を犠ぎ牲せいにした先日の一いつ件けんに続いて、今回の事じ態たいを招まねいたのも、灯台下暗しの教訓を念頭に置かなかったセレィの不注意であると言える。女じよ皇おうにはもはや歯は嚙がみする他なかったが、その後こう悔かいを諫いさめるようにサーリャは首を横に振った。

「……陛下だけの責せき任にんではないし、今さら悔くやんでも仕方がない。水と油ほども思想が違うのだから、いずれ避さけられない衝しよう突とつだったと思うこともできる。今とにかく重要なのは、決けつ闘とうという形式を提てい案あんした以上、全ぜん霊れいで勝利を目指すこと。私の体調もすっかり回かい復ふくした。この件に当たっても、前と変わらず陛下のために尽じん力りよくする」

「……すまぬ、サーリャ。そなたに頼たよりすぎていると知りながら、今はその言葉が何よりも頼たのもしい。決闘の内容は未定だが、おそらくは遊牧と馬ば術じゆつの腕うで前まえを同時に比くらべあう、変へん則そく的てきな集しゆう団だんでの競きよう走そうになるだろう。詳くわしい取り決めなどは後日に相談を経へて決めることになる。……戦せん略りやく家かのそなたからすれば、この時点で戦いは始まっていると見るのだろうな」

「そういうこと。どんな競きよう技ぎにせよ、中陸ここで行われる以上はヘィロン側に地の利がある。それを覆くつがえそうと言うのなら、こちらも時間をかけて万全の策さくを練らなければならない」

　毅き然ぜんとそう告げるや、サーリャは正せい座ざの姿し勢せいから立ち上がった。数日の休きゆう暇かが効こうを奏そうしてか、彼女の顔色に疲ひ労ろうの残ざん滓しは見て取れない。その姿すがたを見ている内に、セレィは自分の気持ちもまた自然と引き締しまっていくのを感じた。次なる難なん題だいへと立ち向かう不ふ屈くつの意志だけが、少女の見開いた瞳ひとみの中に煌こう々こうと燃えていたからだ。





＊






「もっかい行ってくらぁ！　ミラ、あんま根こん詰つめ過すぎんなよ！」

　威い勢せいよく同どう居きよ人にんを気き遣づかって、ソロェリが昼の漁りようのために湖へと出て行く。遅おそめの昼食を摂とりながらその背せ中なかを見送ったクルァシンとメリェは、すでに見み慣なれてしまった光景でありながら、牙種ヤシユタルガの少女の底なしの体力に感心するばかりだった。

「朝に食っては働きに出て、昼に食ってはまた働きに出て……。ここに来て以来、あいつが夜以外に休んでいる姿すがたを一度も見たことがないぞ。たまの休日も取らずに身体からだがもつのか？」

「ソロちゃんは牙種ヤシユタルガですから、私たちよりもずっと身体が頑がん丈じようです。……と言っても、あんなに毎日休まず働いているのは、この辺りでもあの娘くらいのものですけれどね」

　湖から汲くんできた水で食器を洗あらいながら、やや沈しずんだ声でルァミラがそんなことを言う。その様子に何らかの事じ情じようを汲み取って、クルァシンはそれとなく探さぐりを入れた。

「あれほど精せい力りよく的てきに働いている割わりには、その稼かせぎを日々の暮くらしに使っている様子がないな。二人とも年とし頃ごろの娘むすめなのだから、もう少し生活に華はなやぎを求めても良さそうなものだが」

「お客様には不便な思いをさせていますね。もともとの建て付つけが安やす普ぶ請しんなものですから、雨あま漏もりも隙すき間ま風かぜも、これ以上はどうしようもなくて……」

　ルァミラは申し訳わけなさそうに言った。──現げん在ざい、クルァシンとメリェの二人は、ソロェリとルァミラが暮くらしている家の隣となりに建っている──というよりは辛かろうじて崩くずれ落ちずに残っている空き家に身を寄よせている。ルァミラの申し出もあり、朝・昼・晩ばんの三食は彼女らの家で共に摂ることになっており、必然的に四人の交流は日を追うごとに深まっていった。

「我われ々われに不満はないさ。何しろ三食布ふ団とん付きだ、仮かりの宿としては充じゆう分ぶんすぎる。……だが、傍はたから見ていると、お前たち二人の日々の労働と生活は、いささか釣つり合いが取れていないように思えてな」

　家主に対して不ぶ躾しつけになり過すぎないよう、またいつでも黙もく秘ひに逃にげられるよう、導神はあえて質しつ問もんの形を取らない。それでも言外の意図を察したらしく、ルァミラは食器を洗う手を止めて、彼の疑ぎ問もんに答え始めた。

「……お察しの通り、私たちは仕事で稼かせいだお金を、なるべく使わずに貯ためています。というのも、私とソロちゃんは元々、故こ郷きようから出で稼かせぎのためにニレフリクここへ来ているからです」

「出稼ぎに……。つまり、故郷は中陸有角種ユルフイネクの属ぞつ国こくか」

「ソロちゃんはペィネ・ズォの、私はヴマ・ズォの出身です。漁にも農のう耕こうにも適てきさない土と地ち柄がらではありませんが、支し配はい層そうである有角種ユルフイネクからの税ぜい収しゆうは甘あまくありません。織おり物ものや収しゆう穫かく物ぶつの半分は彼らに格かく安やす値ねで買い叩たたかれます。……だから、いずれ来るだろう凶きよう作さくの年にも家族が生き永ながらえるためには、年とし頃ごろの誰だれかが外へ働きに出なければなりません」

「そこでニレフリクここか。……ここは中陸有角種ユルフイネクとヴァルハ・セドレの緩かん衝しよう地ち域いきだ。日にち常じよう的てきに不安定な情じよう勢せい下かではあるが、少なくとも両りよう勢せい力りよくから租税を搾しぼり取られることだけはない」

「その通りです。……ここで三年働いて帰れば、故郷の家族を少なくとも五年は養うことが出来ます。私は末っ子ですが、ソロちゃんは年下の兄妹をペィネ・ズォに残して来ていますから……休む時間も惜おしいと思う気持ちは、その辺りの事じ情じようから来ているのかもしれません」

　洗あらい終えた食器を手早く布ふ巾きんで拭ふいて棚たなにしまうと、ルァミラはすぐさま機はた織おりの仕事に移うつった。両手の長い爪つめが淀よどみない動きで機器を操あやつり、美び麗れいな刺し繡しゆうの施ほどこされた布を編あみ上げていく。降ふって湧わいた大仕事に集中していることもあるが、彼女の勤きん労ろうぶりも決してソロェリに劣おとるものではない。

　その様子を見守りながら食後の茶を飲み干ほすと、クルァシンは黙だまって席を立つ。彼女らと同様、導神にも寸すん刻こくを惜おしまねばならない事情があった。







「うっす、有角種ユルフイネクの兄さん。干ほし魚を炙あぶってんだが、あんたも食っていくかい」

　クルァシンが一人で湖こ畔はんの砂すな浜はまを歩いていると、焚たき火を中心に座すわり込こんだ三人の男たちに気さくな声で呼よび止められた。当初の疎うとまれようからすれば噓うそのような気安さだが、それもソロェリが導神らを「大切な客人」として周囲に紹しよう介かいしてくれたおかげである。ソロェリが地元の漁業組合に所しよ属ぞくしていることに加え、彼女個こ人じんの人じん徳とくも手伝って、クルァシンとメリェは地元民から早くも好意的に受け容いれられていた。

「頂いただこう。……この時間は漁も一休みか？」

「水温が上がって、獲え物ものが深みに潜もぐっちまうんでな。獲とれないこともねぇが効こう率りつが悪い。それでも粘ねばってんのはソロぐらいのもんだ。ったく、昼にはちゃんと休みを取れっていつも言ってんのに……」

「あいつは獲物を深追いする悪あく癖へきがあってなぁ。今のところ事じ故こはないが、正直見ていて危あぶなっかしいよ。つっても男おとこ衆しゆうの中にもあいつに素す潜もぐりで勝てる奴やつはいないんだから、こればっかりは強く言おうにもなぁ……」

「ったく、格かつ好こうの付つかない話だぜ。……そういや有角種ユルフイネクの兄にいさん、あんたソロが溺おぼれてると思って助けに入ったんだってな。俺おれたちからも礼を言うよ。あいつ自身は笑い話と思ってるが、俺たちからするとそうでもねぇ。これからも見ていて妙みようだと思ったら、また飛び込こめとは言わねぇから、迷まよわず近くの漁りよう師しに声をかけてくれ。……年季の入った漁師の間でも、月に数人は溺れる奴が出る。やる気と根こん性じように溢あふれた奴やつが一番危あぶねぇんだ」

　クルァシンはこくりと頷うなずいて漁師たちの思いを汲くんだ。快かい活かつで気きつ風ぷのいいソロェリは、老ろう若にやく男なん女によを問わずに地元の誰だれからも好かれているようだった。

「ところで話は変わるが……ここ最近、西側に特別な動きはあるか？」

「やっぱ気になるかい？　ま、安心しな、特に物ぶつ騒そうな話は聞かねぇよ。南バスコスとも連れん絡らくは取り合ってんだが、情じよう勢せいは至いたって穏おだやかなもんだ。むしろ血けつ気き盛さかんな東側トルキオストルの連中が気になるね。そっちはどうなんだい？」

「……少なくとも、先の族長会議では外がい征せいの案あんは出なかったようだ。大首長ヘイロン個こ人じんの思おも惑わくまでは分かりかねるがな」

　曖あい昧まいに応おうじつつも、クルァシンは胸むねが痛いたむのを感じた。──セレィの同どう盟めい政せい策さくが西に向かって進めば、ここの情勢も否いや応おうなく激げき変へんする。そうなれば彼らの生活に影えい響きようが出ないはずがない。話がこじれれば多おおくの血が流れることもあるだろう。外交とはそういうものだ。

（だが、収しゆう穫かくはあった。……我われ々われの動きについて、西にし側がわ諸しよ国こくは未いまだ関知していない。ヴァルハ・セドレが独どく自じに東側への侵しん攻こうを始める気け配はいもない。つまり、ダマカスカとギリェ・イゼン、そしてヘィロンの説得に専せん念ねんするだけの猶ゆう予よは、まだ我々に残されているということだ）

　導神は内心で安あん堵どの息をつく。リォデ湖に到とう着ちやくしてから今に至いたるまで、時間をかけて慎しん重ちように情じよう報ほう収しゆう集しゆうを続けた成果がそれだった。──となれば、導神はここでの仕事を果たしたことになる。残してきたセレィやサーリャの安あん否ぴを思えば、引き上げを考える時期だった。

「……御ご馳ち走そうになったな。俺おれはそろそろ行くとする」

「そうかい？　……ま、そろそろ俺たちも仕事に戻もどるか。夕方までに舟ふねの手入れを終わらせねぇと」

　残った干ほし魚を回かい収しゆうすると、男たちは手早く焚たき火を踏ふみ消していく。その光景を尻しり目めに、導神は彼らに短く別れを告げて立ち去った。またな──と背せ中なかを追ってきた親しげな声に、クルァシンは胸が締しめ付つけられるように痛むのを感じる。……彼らに何も告げず去ることもまた、導神が吞のみ込こまねばならない苦い罪つみだった。







　ソロェリの姿すがたを求めて湖岸線沿ぞいにクルァシンが散さん策さくを続けていると、存ぞん外がいに早く目的は叶かなった。切り立った崖がけの直下、湖面に小こ舟ぶねを浮うかべて素す潜もぐりを繰くり返している少女の姿が眼めに入ったからである。まだかなり距きよ離りがあるので、ソロェリの方は導神に気き付づいていない。

「さて……どうするか」

　クルァシンは顎あごに手を当てて黙もつ考こうする。──大した用も無いのに岸まで舟ふねを漕こがせるのは気が引ける。となれば自分から足を運ぶしかない。不フ沈チン水スイ歩ホは論ろん外がいとしても、泳いで近ちか付づくことは可か能のうだが、せっかくなら驚おどろきを演えん出しゆつしてやろうという悪戯いたずら心ごころが芽め生ばえた。

「……それなら、陸地を迂う回かいだな」

　そう決めるや否いなや、クルァシンは下さげ髪がみをたなびかせて疾しつ走そうを始めた。風を切る速度で斜しや面めんを駆かけ登のぼっていった導神は、瞬またたく間に崖の上、漁を続けるソロェリの直上まで辿たどりつく。

「さて……」

　上体を乗り出して眼がん下かを眺ながめ下ろし、少女が水中に飛び込んだ頃ころ合あいを見計らって、彼はとん、と軽く宙ちゆうに身を投げ出した。──落下は数秒。卓たく越えつした軽ケイ身シン功コウによって、着ちやく地ちの瞬しゆん間かんも舟はほとんど揺ゆれなかった。

「……ぷはぁっ！　あー、さすがにちょっとしんどい……って、ああんっ!?」

　ほどなく獲え物ものを満まん載さいした網あみ籠かごを抱かかえて水面に上がってきたソロェリは、次の瞬間、舟せん上じように涼すずしい顔で立っている導神の姿すがたを認みとめて眼めを丸くした。周囲に他の舟がないことを首を巡めぐらせて確かく認にんしてから、彼女は幽ゆう霊れいでも見たような面おも持もちのまま舟に上がってくる。

「有角種ユルフイネクの兄ニイさん……どうやってここに来たんだよ？　近くにゃ跳とび移うつれるような足場もないし、服が濡ぬれてないから泳いだってわけでもなさそうだし……」

「崖がけの昇のぼり降おりは、昔から得意でな」

　怪け訝げんな視し線せんを送ってくるソロェリに、導神はそう言って頭上の絶ぜつ壁ぺきを指差す。つられて上空を仰あおいだソロェリだったが、到とう底てい納なつ得とくしかねるという様子で眉まゆ根ねを寄よせた。

「冗じよう談だんだろ。あたしが水中に潜もぐってたのは、せいぜい三十秒ってところだよ。それだけの間に、あの高さからここまで下りて来たってかい？」

「やってやれないことはない。真似まね事ごとは推すい奨しようせんがな」

「……。ま、そういうことにしといてやるよ。で、何の用だい？　見ての通り、あたしは忙いそがしいんだけどな」

　ぶっきらぼうな口調で問われる。しばし答えに迷まよってから、導神は言った。

「漁を手伝いに来た……というのはどうだ。泳ぎにもそこそこの自信がある」

「足手まといだよ。浜まで送ってやるから昼ひる寝ねでもしてな」

　取り付つく島もない。が、その反はん応のうも予よ測そく済ずみだったので、クルァシンはおもむろに服を脱ぬぎ始める。きょとんとした顔で立ち尽つくすソロェリの前で、導神は地元の漁りよう師しと同様の、腰こし下したを覆おおうだけの漁りよう衣いを穿はいた裸ら身しんを惜おしげもなく晒さらした。

「三十秒よこせ。足手まといかどうか、その結果で判はん断だんしてくれればいい」

「おい、ちょっ……！」

　ソロェリが止める間もなく、クルァシンは躊ちゆう躇ちよない動作で水中に飛び込んだ。残された牙種ヤシユタルガの少女は呆あきれの心しん境きようで波立った水面を見つめる。──泳ぎに自信があるのか知らないが、銛もりのひとつも持たずに何を獲とろうというのか？

　ソロェリにとっては幸いなことに、待ち時間はそう長くなかった。二十秒と経たたない内に、彼女が見下ろしていた水面が盛もり上がったかと思うと、そこからクルァシンが顔を出す。

「──ぷぅ。本ほん格かく的てきに泳ぐのは久ひさしぶりだが、水の透とう明めい度どが高くて助かったぞ」

「満まん喫きつしてくれたんなら何よりだよ。……で、あたしは何の結果を見ればいいって？」

　小こ舟ぶねの縁へりにしゃがみ込んで見下ろしてくるソロェリに、導神は何を言い返すでもなく、ただ水中の両りよう腕うでを引き上げて見せ付つけた。

「……おおぅっ!?」

　さしもの牙種ヤシユタルガの海女あまも頓とん狂きような声を上げずにはいられなかった。さもあらん──導神は両手の指の間に、計八はつ匹ぴき、余あますところなく魚を挟はさみ止めていたからだ。

「ふふふ……。さて、これでも俺おれを足手まといと呼よべるかな？」

　勝ち誇ほこった口調でクルァシンが言う。いささか子こ供どもじみた振ふる舞まいではあるが、彼としても無ぶ様ざま極きわまりなかった初対面の雪せつ辱じよくを晴らしたい思いがある。自信満面の導神によって鼻先に突つきつけられた魚類を見つめて、ソロェリは真ま面じ目めな表ひよう情じようで吟ぎん味みを始めた。

「──これ小さすぎ。こいつらは毒持ちで食べられない。こいつは時期外れで値ねがつかない」

「……む？」

「こいつは今年になってから獲とれすぎで捨すて値ね状じよう態たい。こいつは逆に数が減へってるから組合の取り決めで獲っちゃだめ。こいつとこいつは……うん、まあ良し」

　基き準じゆんに適かなわなかった魚たちが次々と湖に投げ捨てられていく。してみると、最終的に導神の手の中に残ったのはたったの二匹ひきだけだ。肩かたまで水に浸つかったまま呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくしているクルァシンに、ソロェリはにやりと余よ裕ゆうの笑みを浮うかべて見せる。

「八匹中二匹が合ごう格かくか。素人しろうとさんの成せい果かとしちゃ上出来だね。うん、足手まといってのは撤てつ回かいするよ。けっこう見所はありそうだから、あたしの見習いから始めてみるかい？　有角種ユルフイネクの兄ニイさん」
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「……今は師し事じする屈くつ辱じよくに甘あまんじよう。だがな、すぐにその顔から不ふ愉ゆ快かいな笑みを消してやる！」

「おうおう、鼻息の荒あらい見習いだねぇ。ま、そういう負けん気は嫌きらいじゃないよ。そんじゃ、まずは毒どくのある魚ヤツの見分けから始めようか」

　愉たのしげに言ったソロェリが、そのまま小舟の縁ふちを蹴けって水面に飛び込こんだ。水中深く沈しずんでいく少女の背せ中なかを追って、クルァシンも潜せん水すいを開始する。……少女に乗せられて童どう心しんに返っている自分に、それがどれだけ久しいことであるかも含ふくめて、導神は少しも気き付づいていなかった。







「……あー、潜もぐりに潜った。さすがのあたしも疲つかれたわ」

　一日の獲え物ものを台車に載のせて市場に卸おろすと、クルァシンとソロェリは浜はま辺べに大の字で並ならんで寝ね転ころがった。すでに陽もずいぶんと傾かたむいているが、気温はそれほど低くない。浜はま風かぜが疲ひ労ろうした全身を撫なでていく心地ここち良よさを感じつつ、二人はぼんやりと身体からだを休めていた。

「……あんがとな、有角種ユルフイネクの兄ニイさん」

　柔やわらかく気けだるい沈ちん黙もくを破やぶって、ソロェリがぽつりと呟つぶやいた。導神は寝そべったまま、顔だけを相手の方に向けた。

「今日、あたしを心配して様子を見に来てくれたんだろ？　組合のおっちゃん方とも仲良くやってるみたいだし、あたしとルァミラの事じ情じようは、もうある程てい度ど知ってるよな。……あたしも一いち応おう、無理し過すぎてるって自覚はあるんだ。でも、なかなか休む気になれない。故こ郷きように残してきた親兄妹の顔がちらついてさ」

「…………」

「でも、少なくともミラに関しちゃ、その生活も終わりが見えたね。いきなり降ふって湧わいた二万フュロの大仕事だ。こいつは大きいよ、あたしたちが三年かけてようやく稼かせげる額がくだ。そう遠くない日、あの娘こが胸むねを張はって故郷に帰れる……本当に、我わが事のように嬉しいよ」

　ソロェリは訥とつ々とつと言う。その言葉の裏うら側がわに隠かくされた寂さびしさを、導神は見み逃のがさない。

「……約束の二万フュロだが、お前とルァミラに半々で支し払はらう。これは晴れ着ぎの代金ばかりでなく、ここで俺おれたちが活動し易やすくなるように便べん宜ぎを図はかってくれたお前への正当な報ほう酬しゆうだ。……決して過か分ぶんな額がくではない。ルァミラとも話は付けてある、受け取れ」

　ソロェリは驚おどろきの表ひよう情じようで導神を見返した。喜びと、疑ぎ念ねんと、困こん惑わくと、少女の顔にはそうした一通りの感情が次々と表れては消えていったが──それもやがて、複ふく雑ざつな微び笑しようとして落ち着く。

「……気前の良すぎる話だね。やっぱり訳わけありなのかい？」

　導神は答えられない。……報酬を受け取り次第、早々に準じゆん備びを済すませて故郷に帰れと、その忠ちゆう告こくは喉のどまで出かかっている。だが、それを口にすれば、ソロェリに東側で起こっている情じよう勢せいの変化を察せられる可か能のう性せいがある。訳ありを疑うたがわれている現げん状じようさえ好ましくはないのだ。きな臭くさい噂うわさを地元に広められれば、結果として西にし側がわ諸しよ国こくを刺し激げきしてしまうかもしれない。

　それでも導神は葛かつ藤とうする。……中陸有角種ユルフイネクの領りよう土どであるペィネ・ズォやヴマ・ズォならば、西側との対立が深しん刻こく化かした際さいにも、間かん接せつ的てきにであれ彼女らの安全を図はかってやることが出来るだろう。しかし、ヴァルハ・セドレと隣りん接せつする位置にあるニレフリクここではそれも難むずかしい。にも拘かかわらず、現げん状じようでクルァシンに出来る最大の譲じよう歩ほは、出で稼かせぎの成果として充じゆう分ぶんなだけの大金を少女たちに渡わたし、一いつ刻こくも早く故こ郷きように帰るよう言外に促うながすことだけなのだ。

（……分かっている。これは偽ぎ善ぜんと呼よぶことさえおこがましい、ちっぽけな贖しよく罪ざいごっこだ。この娘むすめたちを首しゆ尾びよく故郷に返しおおせたところで、ここニレフリクにはどれだけの牙種ヤシユタルガと長爪種イゼイリグの民が残されることになる？　仮かりにトルキォストルとヴァルハ・セドレの全面戦争という事じ態たいになった場合、彼ら全員の身の安全は誰だれが保ほ証しようするというのだ？）

　無む論ろん、そうならないために全力を尽つくすのが導神の務つとめではある。だが、それは最悪の可か能のう性せいを想定しなくても良いということにはならない。彼の策さく略りやくで人は死ぬが、今となっては彼の沈ちん黙もくですら人は死ぬのだ。その事実が、クルァシンには恐おそろしくて堪たまらない──。

「……どうした、有角種ユルフイネクの兄ニイさん。ひょっとして寒さむいか？」

　ソロェリに言われて、導神は初めて自分が肩かたを震ふるわせていることに気が付ついた。……不ふ吉きつな想そう像ぞうのせいで心が凍いてついている。いつもは無む碍げに突つっぱねているメリェの身体からだの温もりが、今は無む性しように恋こいしかった。

「ずいぶん泳いだからね。焚たき火でもありゃ湯も沸わかせるんだけど、ちょっと薪まきになる枯かれ木が見当たんないな……」

　立ち上がって辺りを見回すソロェリだったが、やがて何かを決意したように頷うなずくと、クルァシンに「すぐ戻もどる。ちょっと待ってろよ」と言い含ふくめて湖に飛び込んでいった。ひとり浜辺に残された導神は、夕陽に照らされた湖面が赤あか紫むらさき色いろに変じていく有様を眺ながめながら、心細い心しん境きようでいるしかない。

　すぐ戻ると言い残した割わりに、今度の待ち時間は長かった。十五分ほども経たった頃ころだろうか、ソロェリの身体が水面に飛び出したと思うと、一ひと抱かかえほどもある硬かたい質しつ感かんのものを両手に持って浜はま辺べに上がってくる。座すわり込んでいたクルァシンの前にそれを落とすと、ずしんと音を立てて砂すなにめり込こんだ。

「ごめんよ、思ったより時間かかっちまったね。手ごろな大きさのが無くってさ、泳いで運ぶのに一苦労だ。もう重くって重くって」

　苦笑して謝あやまるソロェリをよそに、クルァシンの興きよう味みは眼めの前の物体に注がれた。やや濁にごった青緑色をした大きめの結けつ晶しようである。同じものが二つあるが、自然物らしく不ふ揃ぞろいな形をしており、研けん磨まされる前の宝ほう石せきの原石のようにも見える。

「ソロェリ、これは何だ？」

　それ以上は推すい測そくの仕様がなかったので、クルァシンは単たん純じゆんに問うた。その質しつ問もんには即そく答とうせず、ソロェリはどこか感かん慨がい深ぶかい面おも持もちで、二つの結けつ晶しようの前にしゃがみ込こんだ。

「……これは、あたしとミラだけのちょっとした秘ひ密みつでね。他人に見せてやるのは、地元の連中も含ふくめて、有角種ユルフイネクの兄ニイさんが初めてだよ」

　そう前置きすると、ソロェリは辺りに人気がないことをざっと確たしかめ、それから二つの結晶を両手に握にぎって高々と持ち上げた。何かしら物ぶつ騒そうな展てん開かいを予感したクルァシンは、腰こしを下ろしていた姿し勢せいから立ち上がって、ソロェリから一歩距きよ離りを取る。

「いい判はん断だんだよ兄ニイさん。──えいやぁっ！」

　両手から放たれた結晶が地面すれすれで激げき突とつする。硬かたい衝しよう突とつ音おんと共に強きよう烈れつな火花が散り──次の瞬しゆん間かん、二つの結晶の接せつ触しよく面めんから、それ自体と同じ青緑色の炎ほのおが猛もう烈れつな火か勢せいで燃もえ盛さかった！

「……なっ!?」

　クルァシンは言語に絶ぜつした。眼めの前に出しゆつ現げんした青緑色の炎に一瞬にして魅み入いられた。彼が現げん状じようを分ぶん析せきするだけの冷静さを取り戻もどす前に、ソロェリが自じ慢まんげな調子で言う。

「不思議な石だろ？　一部の湖底で採とれるんだけどね、あたしは火石ギオ・リクスって呼よんでる。強い衝しよう撃げきを与あたえたり熱したりすると、こんな感じで燃もえ出すんだ。この大きさだと、ほっとけば五～六時間はゆうに燃え続けるかな。でも不思議と煙けむりは出ないんだよね」

　熱気に炙あぶられない程てい度どの距離を取って座すわり込み、ソロェリはじっと青緑色の炎を見つめる。呆ぼう然ぜんと立っていたクルァシンもようやく理り性せいを取り戻し、上手く回らない舌したで、ぎこちなく問いを発する。

「湖の底で採れる、と言ったが……そのことを、お前とルァミラ以外に知る者は？」

「いないと思うよ。兄ニイさん以外には誰だれにも言ってないし、あの深さまで潜もぐれるのは、牙種ヤシユタルガの海女あまの中でもあたしくらいのもんだから。……それにさ、こういう綺き麗れいなものって、ついつい独り占めしたくなるだろ？」

　ソロェリの言う通り、一定の火勢で揺ゆらめき続ける青緑色の炎は妖あやしくも美しい。紫むらさき色いろの夕陽に染そまった湖面を背はい後ごに、その対照コントラストは幻げん想そう的てきですらある。

「兄ニイさんに見せてやったのは、まぁお礼のつもりかな。……出会った時の事と、大きな仕事をくれた事と、それに今日付き合ってくれた事も、全部ひっくるめてさ」

　ソロェリの言葉には少なからぬ親愛が表れていた。普ふ段だんの導神であれば、その事実に素す直なおな喜びを覚えたことだろう。だが──今のクルァシンには、眼の前の炎を単なる「美しいもの」として楽しむ余よ裕ゆうはない。

「……どこで採れる？」

　詰きつ問もんの口調になってしまったことは導神の不覚だったろう。普段の余裕が失せ、声色から表ひよう情じようまで別人のように一変した彼の様子を見て、ソロェリの顔に怯おびえが浮うかぶ。

「だ……だから、湖底だよ。かなり深いとこだから、さすがの兄ニイさんでも無理だと……」

「構かまわん。具体的な位置を教えてくれ。……決して他た言ごんはしないと約束する」

　なおも追つい及きゆうしてくる導神の迫はく力りよくに押されて、ソロェリは誰だれにも教えたことのない秘ひ密みつの場所を口にする。その内容をつぶさに聞き届とどけるや、クルァシンは鋭するどい眼めで湖を睨にらみつけ──ソロェリが止める間もなく、躊ちゆう躇ちよのない動作で水中に飛び込んでいった。

「ちょ、兄ニイさ──」

　追いすがってくるソロェリの声も、水中に潜もぐるとすぐに聴きこえなくなる。彼が祖武神のもとで積み重ねた修しゆ行ぎようの内ない容ようには水練も漏もれなく含ふくまれていた。遊び半分で潜っていた昼間とは違ちがう。ひとたび彼が本気で泳ぎ始めれば、その技ぎ量りようは牙種ヤシユタルガの海女あまですら遠く及およぶところではない。

（だが、時じ刻こくは既すでに夕方。俺おれの眼をもってしても湖底は暗い。……見つけられるか？）

　ソロェリに教えられた場所の辺りまで辿たどりつくと、クルァシンは水中で懸けん命めいに視し線せんを巡めぐらせて探たん索さくを開始した。潜せん水すい深しん度どにしてとうに六十メートルは越こえている。熟じゆく練れんの海女あまですら獲え物ものを追うことを諦あきらめる深さ、その水すい圧あつたるや甲かん高だかい耳鳴りと共に内ない耳じを軋きしませるほどだ。遠い水面から差し込こむわずかな夕陽だけを頼たよりに、クルァシンは青緑色の輝かがやきを捜さがし続け──岩に挟はさまれた湖底の一いつ角かくで、ついにそれを見み出いだした。

（これか……！）

　導神はすぐさまその結けつ晶しようへ近ちか付づいていく。ソロェリが持って来たものよりも更さらに大きく、両りよう腕うでで抱かかえ込こもうとしても足りないほどの巨きよ大だいな鉱こう石せきだ。その様相を検あらためながら、クルァシンは背せ筋すじを駆かけ上る戦せん慄りつと共にある予想を抱いだいた。……もし、岩盤から露出しているこの結晶が、まだ全体のごく一部に過ぎないとしたら……？

　確たしかめなければならない。導神は覚かく悟ごを決めて岩がん盤ばんに両足で降おり立ち、青緑色の結晶を前に地上で外がい敵てきに対する際さいのそれと同様の半はん身みの構かまえを取った。……新たな呼こ吸きゆうが不ふ可か能のうである以上、気息の導どう引いんは完全に体内で賄まかなわれることになる。だが、それでも充じゆう分ぶんすぎた。

（……憤フンッ！）

　水中で斜ななめに傾かしいだ姿し勢せいから震しん脚きやくを岩盤に打ちつけ、クルァシンは精せい妙みように威い力りよくを抑おさえた拳こぶしの一いち撃げきを結晶へと見み舞まった。ごおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉん……と長く尾おを引いて、澄すんだ印象の打撃音が残ざん響きようする。結晶そのものには罅ひび一つ入らないが、彼の目的はそれで達せられた。

（何ということだ……。この湖底には、鉱石燃ねん料りようの一大鉱脈が存そん在ざいしている……！）

　拳をぶつけた際さいに返ってきた反響音の質しつから、表面に露ろ出しゆつしている結晶と同様の物ぶつ質しつが、周辺一体に埋うもれていることがクルァシンには判はん別べつできた。推すい測そくしていた通りの結果ではあるが、その規き模ぼにおいて予想を遙はるかに超こえている。途と方ほうもなく重大な発見であった。これはニレフリク一国どころか、中陸全土の問題にすら留とどまらない。エナ・ガゼという世界に生きる全ての人間、その営いとなみを根本的に変えてしまいかねないほどの可能性が、この仄ほの暗ぐらい水底で静かに目覚めの時を待っているのだ……。

（そう遠くない未来、ここはおそらく、エナ・ガゼにおける産さん業ぎよう革かく命めいの起点になる。この資し源げんの活用によって文明の発はつ展てんが劇げき的てきに加速される時代が来るだろう。それは輝かがやかしい栄えを生むか、それとも無残な滅ほろびに繫つながるか……いや、落ち着つけ！　今はそんな遠い未来の話よりも！）

　動どう揺ようを必死に押おし殺しつつ、クルァシンは湖底を蹴けって急きゆう激げきに浮ふ上じようしていく。ほどなく水面に辿たどりつくと、久ひさ方かたぶりの深しん呼こ吸きゆうを繰くり返し、鈍にぶっていた頭の回転を復ふつ活かつさせようとする。──そうして改めて、明めい晰せきになった意識の中で、彼は自分が向き合うことを余よ儀ぎなくされた問題の巨きよ大だいさと繊せん細さいさに愕がく然ぜんとした。

「どうすればいい……。正の因いん子しも不の因子も渾こん然ぜん一いつ体たいとした、こんな巨おおきすぎる可能性の爆ばく弾だんを……！　俺おれは一体、どのように扱あつかえば正しいというのだ……!?」

　クルァシンの喉のどから絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった瞬しゆん間かん、湖面を照らしていた夕陽の残ざん滓しが完全に消え去った。……暗くら闇やみに沈しずんだリォデ湖には寂せきとして音もなく、忽たちまち辺りを支し配はいした冷たい沈ちん黙もくは、導神の葛かつ藤とうを孤こ独どくの最果てに誘いざなうかのようだった。








大平原の決闘









　セレィとヘィロンの決けつ闘とうが本決まりとなって以来、両者の誇ほこりを懸かけて争われる競きよう技ぎの取り決めが、三日がかりの議ぎ論ろんを経へて綿めん密みつに詰つめられた。そのおおまかな内ない容ようは以下の通りである。




・決闘の方法は、基本的には二組の騎き馬ば隊たいによる団だん体たい競きよう技ぎである。

・ヘィロンの集落を始発点とし、そこからペィネ・ズォの集落、ヴマ・ズォの集落を経て、最終的に出発地点に戻もどってくる。競技全体で費やされる日数は八日ほどである。

・ヘィロンの集落からペィネ・ズォの集落までを第一競走、ペィネ・ズォの集落からヴマ・ズォの集落までを第二競走、ヴマ・ズォの集落からヘィロンの集落までを第三競走とし、それぞれの競走に固有の勝しよう利り基き準じゆんを設もうける。

・第一競走において、双そう方ほうの騎馬隊は各おの々おの三十匹の万途羊ハルラ・アズイマを伴ともなって競走を行う。目的地への到とう着ちやくに要ようした時間に加え、どれだけの羊たちを無事に連れて来られたかも勝利の条じよう件けんとする。

・第二競きよう走そうにおいて、双そう方ほうの騎き馬ば隊たいは各々百匹の万途羊ハルラ・アズイマを伴ともなって競走を行う。勝しよう利り条じよう件けんは第一競走のそれに準じゆん拠きよする。

・第三競走において、双方の騎馬隊は純じゆん粋すいな競走を行う。この競走のみ、勝利条件はセレィ・メル・ロケィラとヘィロン・ザカ・トルキォスタのどちらが先に目的地へ辿たどりついたかどうかに委ゆだねられる。しかし競走の過か程ていで、両者は騎馬隊の仲間から補ほ佐さを受けることが出来る。

・第一競走、第二競走、第三競走のいずれにおいても、決けつ闘とう相あい手てに対する直ちよく接せつ的てきな攻こう撃げきや妨ぼう害がいは認みとめられない。が、第三競走に限かぎり、接戦になった場合の位置取り争い、ないし囲い込みなどは技ぎ巧こう的てきな戦せん術じゆつとして認められる。

・第一競走、第二競走に際して、双方の騎馬隊は常つねに３０ルハ程てい度どの距きよ離りを保たもたねばならない。

・第一競走、第二競走に際して、双方の騎馬隊は羊を馬に乗せてはならない。




　といった具合に、広大な中陸の大地を舞ぶ台たいとして、遊牧騎馬民族ならではの大おお掛がかりな決闘が執とり行われることになっていた。

　女じよ皇おうの幕まく屋やに呼よばれ、最終的に決定した競技の全ぜん容ようを把は握あくしたサーリャは、しばし難むずかしい顔で考え込こみ、セレィに向かって開口一番にこう告げる。

「当然だけれど、地の利が圧あつ倒とう的てきに向こう側。……厳きびしい戦いになる」

　セレィはこくりと頷うなずく。決闘を挑いどんだ瞬しゆん間かんから、それはとっくに覚かく悟ごしていたことだった。

「……今回もそなたの力を頼たのみとするところは大きいだろう。体調は充じゆう分ぶんに戻もどっているか？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。完全に復ふく調ちようした」

　サーリャは力強く微笑ほほえんだ。顔の血色もよく、そこに無理をしている様子は微み塵じんもない。セレィはほっと安あん堵どしたが、それも一瞬のことで、すぐさま厳しい面おも持もちになって話を続ける。

「……そなたも先ほど言ったように、ここが中陸の大地である以上、地の利は完全にヘィロン側にある。それを可か能のうな限り縮ちぢめるために、騎馬隊の面々にはサーリャ、そなたには絶ぜつ対たいに加わってもらいたいが……」

「もちろん承しよう知ちの上。進路上の地ち形けい探たん査さは任まかせてくれていい。私自身は馬を駆かることが出来ないから、誰だれかの後ろに乗せてもらうことになるけれど……」

「それは大した負ふ担たんではない。第三競走はともかく、第一競走と第二競走は多た数すうの万途羊ハルラ・アズイマを伴っての争いだからな。必然、馬の速度は羊たちの脚あしに合わせて抑おさえられる。……むしろ私が心配なのは、そなたの──」

「乗り物酔よいは気力で我が慢まんする。途と中ちゆうの集落で休きゆう憩けいも挟はさめるし、競技の日につ程ていが全部で八日程度なら大丈夫。……さすがに最後まで能力が落ちないとは言い切れないけれど」

　やや不安げな表ひよう情じようを覗のぞかせながらも、サーリャは望んで競技に参加すると言った。その健けな気げさに目頭が熱くなるのを覚えつつも、セレィはかぶりを振ふって作戦会議を続ける。

「……進路の途中では、掠畜獣ドフスハツドンを始めとした獣けものどもの襲しゆう撃げきも予想される。騎馬隊が相手をする分にはそう恐おそろしい相手でもないが、羊たちを無事に集落まで連れて行くのが勝しよう利り条じよう件けんである以上、可か能のうな限かぎり奴やつらを隊たい列れつに接せつ近きんさせたくない。……となれば、ここは有翼種クロトアの弓きゆう術じゆつに頼たよらぬ手はないだろう」

　東方より伴ともなってきた有翼種クロトアの中から、コリォを含ふくむ十数人の手て練だれれを騎き馬ば隊たいの人員に加えようとセレィは提てい案あんした。サーリャもそれには賛さん同どうする。騎馬隊を構こう成せいする馬の数には四十頭という制せい限げんがあるが、ひとつの馬に二人以上が乗ってはいけないという決まりはない。馬の速度がさほど求められない第一競きよう走そう・第二競走では、彼女らは羊の守しゆ護ご者しやとして大いに役立ってくれるはずだった。

「この決けつ闘とうが終われば、次の四満月はもう目の前だ。……何としても勝たなければな。クルァシンに朗ろう報ほうを聴きかせたい気持ちは、私もそなたと一いつ緒しよだぞ、サーリャ」

　慈いつくしむ瞳ひとみでセレィは言った。サーリャは何も応こたえず、ただかすかに頰ほおを赤らめて、女じよ皇おうからぷいと顔を背そむけるのみだった。







　決闘開始の朝はどんよりとした曇くもり空だったが、雨は降ふっておらず、雲くもの様子から今後土ど砂しや降ぶりになるような気け配はいもなかった。雨う天てん順じゆん延えんの取り決めは無いので、これはセレィとヘィロンの両方にとって幸運だったと言えるだろう。

「双そう方ほう、騎馬隊を前へ！」

　号令に応おうじて、セレィとヘィロンを先頭とする二組の騎馬隊が整然と前に進み出た。セレィの側は四十頭の馬に対して三つの民族から五十三人の人間が乗っているが、ヘィロンの側は四十頭の馬に有角種ユルフイネクの騎手が四十人という王道を行く構こう成せいである。誇ほこりを懸かけた決闘である以上、一切の小細工を用いるつもりはない──平原を統すべる王者の横顔が、暗にそう告げていた。

「セレィ。馬肉を食う羽目にならんことを祈いのるぞ」

　出発の直前になって、ヘィロンがそんな言葉を決闘相手へと手向けた。途と端たんにむっとした顔になったセレィに、その斜ななめ後方でクェッタの跨またがる馬に相乗りしているコリォが、こっそりと目の前の有角種ユルフイネクに問うてみる。

「……あの、クェッタ殿どの。今のヘィロンの言葉は、どういう意味でしょうか？」

「有角種ユルフイネク流の揶や揄ゆですね。……騎馬民族である我われ々われにとって、馬は何よりも大切な相あい棒ぼうです。その肉を食べなければならないということは、有角種ユルフイネクとしての最後の誇りすら擲なげうたねばならないほどの絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの窮きゆう地ちに陥おちいることを意味します」

　クェッタは憤ふん然ぜんと眉まゆ根ねを寄よせた。揶揄の内容もさることながら、ヘィロンの言葉には明らかな侮あなどりの意味が含まれていたからだ。

「……忠ちゆう告こくとして受けておこう」

　セレィは苛いら立だちを胸むねの内に抑おさえ込こみ、ここでは些さ細さいな皮肉を返すこともしなかった。……導神ならば、あるいはサーリャであっても、相手の侮あなどりは逆ぎやくに好都合であると判はん断だんするだろう。であれば、この屈くつ辱じよくは最終的な勝利をもって晴らせばよいだけのこと。

（こちらの陣じん営えいに不足はない。余よ裕ゆうぶった顔が青ざめる時を楽しみにしているぞ、ヘィロン！）

　セレィが心中で毒どくづいた瞬しゆん間かん、いよいよ決けつ闘とうの開始を告げる銅ど鑼らの音が鳴り響ひびいた。双そう方ほうの指し揮き官かんが号令を下し、馬と羊が土つち埃ぼこりを巻まき上げて前進を始める。やや遅おくれて監かん視し役やくの騎き手しゆがそれらの後を追って行った。……集落に残された人々が固かた唾ずを吞のんで見守る中、エナ・ガゼに住まう全ての民族の趨すう勢せいを占うらなう一戦が幕まくを開けた。







「……ずいぶんと先行を許ゆるされているな」

　馬上のセレィが訝いぶかしげに呟つぶやく。出発から数時間を経へて、セレィ率ひきいる騎馬隊と羊たちは、ヘィロンの集しゆう団だんが後方に辛かろうじて目もく視しできる程てい度どの距きよ離りまで差を広げていた。万途羊ハルラ・アズイマの体力に合わせた前進なのだから脚あしが抑おさえられるのは当然としても、両りよう陣じん営えいの速度にはかなりの違ちがいがある。

「余よ裕ゆうを見せているつもりなのか……。あるいはクェッタ、我われ々われの方はどうだ。意い識しきしない内に脚を速めすぎてはいないか？」
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「いえ。それは私も常つねに意い識しきしていますが、目的地であるペィネ・ズォの集落までの距きよ離りを考えるのなら、これが最さい善ぜんの速度だと思います。よほど羊の体力を温おん存ぞんしたいのなら話は別ですが、今回はその意味がありませんし」

　クェッタは自信を持って言い、セレィもそれに同意の頷うなずきを返した。彼の意見は誰だれの耳にも妥だ当とうである。というのも、続く第二競きよう走そうで使用される羊は一番目の集落で新たに仕入れられるため、極きよく論ろんを言えば、今連れている羊たちの体力は第一競走の時点で使い切っても構かまわないのだ。

「ヘィロンたちの進み方に意味があるとすれば、これからよほどの難なん所しよを越こえていくか、それを迂う回かいして我われ々われよりも遙はるかに長い距離を進んでいくつもりなのでしょう。……しかし、山脈にせよ峡きよう谷こくにせよ、この先にそのような難所があるとは考えられません」

「確たしかに……。我々が持ち込んだ中陸の地図は古かったが、アヌビシアを出て最初に着ついたセン＝グォン殿どのの集落で、こうして最新の地図を譲ゆずり受けている。古地図と比くらべても地形的に大差はないし、平らな土地が続くばかりで、難所などひとつも見当たらん」

　セレィは思いつく限かぎりの可か能のう性せいを考こう慮りよしてみたが、考えれば考えるほど、ヘィロンたちの行動は自分を侮あなどっているが故ゆえの手て加か減げんに思えてくる。出発時に浴あびせられた揶や揄ゆの記き憶おくとも重なり、彼女は増ましていくばかりの苛いら立だちを持て余あましながら馬を進めねばならない。

　鼻から抜ぬける独どく特とくの鳴き声を上げながら、隊列の真ん中に囲い込こまれる形で、三十匹の万途羊ハルラ・アズイマたちが軽けい快かいに平原を走っていく。人の事じ情じように関わりのない彼らは至いたって吞のん気きなものだ。それからさらに数時間が経けい過かし、もはや後方に影かげも見えないほどヘィロンらとの差が開いた頃ころになって、女じよ皇おうの真後ろで兵の駆かる馬に相あい乗のりしていたサーリャが、唐とう突とつに声を上げた。

「──陛へい下か、ヘィロンの騎き馬ば隊たいが進行方向を変えた！」

「何!?」

「目指す集落の方向よりも、ずっと西の方に向かって進んでいく。私にも意図が読めない」

　その報ほう告こくによって隊列の全体がざわついた。しばらくクェッタとセレィ、そしてサーリャを中心に意見の交こう換かんが行われたが、それもほとんど先せん刻こく話し合った内ない容ようの繰くり返しに過すぎない。

「……サーリャ。そなたの耳で、この先に難所があるかどうかを判はん断だんできないか？」

　セレィに問われたサーリャは、馬の側面に備そなえ付つけられた袋ふくろから銅ど鑼らとバチを取り出し、それを一度だけ強めに打ち鳴らした。しばし眼めを閉とざして耳を澄すませてから、彼女はやはり首を横に振ふってみせる。

「……少なくとも、山や谷といった極きよく端たんな地形の変化がないことは確かく信しんをもって言える。ここから目的地の集落まで平らな道程みちのりが続くことは間ま違ちがいない。その上でまだ、迂回せざるを得ないような難所というものが存そん在ざいする可能性を、誰だれか思いつく人はいる？」

「少なくとも私には思い浮うかびませんね。……思うにヘィロンらの行動は、最初こそ余よ裕ゆうぶってはみたものの、今になって私たちとの差が開きすぎたことに焦あせりを感じ、我々が中陸の地理に不ふ慣なれなことを頼たのみにして、こちらの動どう揺ようを誘さそおうとしているのではありませんか？」

「……確たしかに、サーリャの耳で騎き馬ば隊たいの動向を把は握あくされていることは向こうも承しよう知ちだろうから、そういった揺ゆさぶりをかけてくることも考えられるが……あのヘィロンの用いる戦せん術じゆつとしては、いささかお粗そ末まつ過すぎる小細工だとは思わんか？」

「私もそう思う。……でも、その他に可か能のう性せいが浮うかばないのも事実」

「……そうだ。サーリャ殿どの、ヘィロンたちの会話を直接聞き取ることは出来ませんか？」

「無理。向こうもそれを警けい戒かいして、ここまでほとんど無言で進んで来ている。……唯ゆい一いつ聞き取れたのが、ついさっきヘィロンが発した、『西へ向かう』という号令だけ」

　サーリャの諜ちよう報ほう活かつ動どう、悪く言えば盗ぬすみ聞きに対して、ヘィロン側は決けつ闘とう開かい始し以前から防ぼう備びを徹てつ底ていしている。端たん的てきに言えば、彼らは作戦会議の類を事前に一切行っていない。全ての戦せん略りやくはヘィロンの胸むねの内で練ねられ、彼に率ひきいられた兵たちは現げん場ばで命令を実行するのみ。その徹てつ底ていぶりにはさしものサーリャも舌したを巻まいた。

「……方ほう向こう転てん換かんに踏ふみ切る理由がない。ヘィロンらの思おも惑わくはさておき、我われ々われはこのまま直進だ」

　セレィの出した結けつ論ろんに誰だれもが納なつ得とくせざるを得ない。どこか釈しやく然ぜんとしない思いを抱かかえながらも、彼女らはそのまま一定の速度で前進を続けた。……そんな彼女らが、ヘィロンの取った行動の真の意味を最悪の状じよう況きよう下かで知ることになるのは、もう少しだけ後の話になる。







（さーて、連中が出発してから随ずい分ぶん経たったな。……そろそろ動く頃ころ合あいか）

　セレィとヘィロンの率ひきいる騎馬隊が集落を発ってから半日以上が経けい過かし、七つの月のいくつかが夕焼け空に白しら々じらと姿すがたを現あらわし始めたころ、丸太組みの牢ろう獄ごくの中に簀す巻まきの状じよう態たいで囚とらわれている〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員ギロは、脱だつ出しゆつの算さん段だんを実行に移うつそうとしていた。

（そろそろ見み張はりの兵が飯めしを運んでくる時間だ。……っと、噂うわさをすればだな。ちっとばかし身体からだに無理をさせるぜ）

　牢ろうの外から響ひびいてきた足音に気き付づくと、ギロは眼めを瞑つぶって覚かく悟ごを固め、一定のリズムで鼓こ動どうを続ける自らの心しん臓ぞうに意識を向けた。そうして、本来なら不ふ随ずい意い筋きんによって稼か動どうするはずのその臓器を、特とく殊しゆ訓くん練れんに基もとづく体たい内ない操そう作さによって強引に沈黙させる。

（うぐっっっ……おおぉぉぉぉ………ッ！）

　ギロは必死に苦く痛つうの呻うめきをかみ殺す。──まずは爆ばく発はつ的てきな激げき痛つうが胸むねからこみ上げた。ついで全身の血流が唐とう突とつに途と絶だえたため、身体の末まつ端たんから順番に血の気が失せていき、顔面は蒼そう白はくを越こえた土つち気け色いろに成り果て、苦痛に搔かき乱みだされていた思考すらおぼろげに霞かすんでいく。──かくして誰の眼めにも死体としか思われない人体がひとつ出来上がり、丁度その頃ころ合あいで、見張りの兵士が捕ほ虜りよのための食事を運んできた。

「おい、飯だ……うぉっ!?」

　白目を剝むいて横たわるギロの有様を見るなり、有角種ユルフイネクの兵士はぎょっとして食器を取り落とした。一兵卒に過すぎぬ彼とて、長きに渡わたったオルワナとの戦いくさで死体は見み慣なれている。その眼めが一いつ瞬しゆんで判はん断だんしたのだ──「これは完全に死んでいる」と。

「ほ、報ほう告こくだ……！　クェッタ副長はいないから、とりあえずウチの小隊長に……！」

　捕ほ虜りよの容よう態だいに変化があった場合、絶対に現げん場ばの判断で牢ろうを開けることはせず、一いつ刻こくも早く上官を呼よぶ取り決めになっている。兵士は動どう揺ようしながらもその決まりを遵じゆん守しゆした。彼に呼ばれてすぐさまやって来た上官は、牢の中のギロの様子を慎しん重ちように吟ぎん味みする。

「……確たしかに、生きているようには思えんな……。だが、仮け病びようや死んだふりには充じゆう分ぶんに注意しろとの陛へい下かの指し示じもある。ここは念ねんには念を入れて、本当に死んでいるか確かく認にんしてみよう」

　そう前置くと、上官は見張りの兵士から長なが槍やりを受け取り、丸太組みの牢の隙すき間まから中にそれを差さし込んだ。簀す巻まき状態のギロの身体からだから、わずかに露ろ出しゆつした足先、指先、頰ほおっ面つらを、鋭するどい切っ先で容よう赦しやなく突ついていく。新たに開いた傷きず口ぐちから血が流れ出したが、どれだけ刺し激げきしてみても、ギロの身体は横たわったままぴくりとも動かなかった。

「……うむ、これは完全に死んでいるな。厄やつ介かいなことになってしまった」

「どうしましょう。こういう場合の指示は受けていませんが……」

「いや、それは私が陛下から承うけたまわっている。不ふ慮りよの要よう因いんで捕虜が死んでしまった場合、なるべく死体が傷いたまないように処しよ置ちした上で、冷暗所に安置しろとのことだ。……自分の命を狙ねらってきた刺し客かくに対しても慈じ悲ひを欠かさない。セレィ様らしい高こう潔けつな処しよ遇ぐうではないか」

　上官は感じ入った様子で呟つぶやいた。……実のところ、捕虜が死んだ場合の扱あつかいについてセレィに進言したのはサーリャである。綺き麗れいな形で遺い体たいを残しておけば、後の交こう渉しようで取引材料として生きる可か能のう性せいが残るからだ。

「さっそく始めるぞ。ナムァ、お前も手伝え」

「はっ、はい……！」

　命令された兵士が重い閂かんぬきを抜ぬき取ると、久ひさ方かたぶりに牢ろう獄ごくの扉とびらが開け放たれた。二人の兵士は身を屈かがめて中に入っていき、簀巻き状じよう態たいの亡なき骸がらを目前にすると、そこにゆっくりと手を伸のばす。

「思えば隠おん密みつの生しよう涯がいというのも不ふ憫びんなものだなぁ……。故こ郷きようから遠く離はなれた異い境きようの地で、親しき友にも親兄弟にも看み取とられることなく、薄うす暗ぐらい牢獄の中で息いき絶たえるのだ。我われらの君主を害せんとした事実は許ゆるせぬが、そこは陛下の慈悲を我らも借り受けて、死体の扱いくらいは人ひと並なみにしてやっても良かろう……」

　同どう情じようの面おも持もちで呟きながら、上官の兵士は部下の手を借りて亡骸を戒いましめから解とき放っていく。まずは簀巻きに使っていた茣ご蓙ざを剝はぎ取ると、今度は幾いく重えにも身体を縛しばり付つける荒あら縄なわを何とかする番だ。ひとつずつ結び目を解ほどいていっては手間取りすぎるので、二人の兵士は腰こし元もとから抜ぬき放った刀で荒あら縄なわを一息に切せつ断だんしていった。──その刹せつ那な、

「…………ありがと、よ」

　真っ白に血の気の失せた死体の右みぎ腕うでが、握にぎりの甘あまかった兵士の手から一いつ瞬しゆんで刀を奪うばい取る。──惨さん劇げきは一瞬。意識も肉体も半ば以上死んだままのギロは、それでもなお〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員として細さい胞ぼうの隅すみ々ずみまで叩たたき込まれた暗あん殺さつ術じゆつを実じつ践せんし、まずは上半身の側に屈かがみこんでいた獲え物ものの首くび筋すじを一息に切り裂さいた。

「かっ……!?」

　悲鳴を上げる暇ひまもなく、上官の兵士は前のめりに倒たおれ伏ふした。残った部下の方も、想定外の事じ態たいを前にして咄とつ嗟さに身体からだの硬こう直ちよくが解とけない。捕食者ギロの側から見れば哀かなしいほど鈍にぶすぎた。即そく座ざに身を翻ひるがえして逃げ出せば、まだしも生き延のびられる可か能のう性せいがあったものを──。

「じゃあな」

　ぽかんと開いたままだった兵士の口に、ギロの握った刀がぞんざいに突つき入れられる。舌したに冷たい金きん属ぞくの味を感じた瞬間には、もう犠ぎ牲せい者しやの後頭部から鋼はがねの輝かがやきが飛び出していた。何の抵てい抗こうも示しめせずに兵士の身体がくずおれる。だが、それをぞんざいに払はらいのけた瞬間──ギロの両りよう眼めから血けつ涙るいが迸ほとばしった。

（ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぅ…………！）

　沈ちん黙もくしていた心しん臓ぞうが活動を再さい開かいし、ギロの全身の血管を鉄てつ砲ぽう水みずのような血流が駆かけ巡めぐる。強引な心しん肺ぱい停てい止しの代だい償しようは果てしなく大きい。激げき烈れつな不整脈によって生み出される血流の暴ぼう走そうがあらゆる臓器と血管を痛いためつけ、指先や眼がん球きゆうの脆ぜい弱じやくな毛細血管は次々と破は裂れつする。

　真っ赤に染そまった視し界かいの中、喉のどが張はり裂さけるまで絶ぜつ叫きようしたい衝しよう動どうを押し殺しながら、ギロは竜たつ巻まきのように荒あれ狂くるう体たい内ない環かん境きようが落ち着きを取り戻もどすまで深しん呼こ吸きゆうを繰くり返す他になかった。強制心しん肺ぱい停てい止しによる仮か死し状じよう態たいへの移い行こうから、心しん筋きんの操そう作さによる独どく力りよくでの心肺蘇そ生せい……隠おん密みつとして一流の技ぎ能のうを身に付つけた〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟隊員たちでさえも、【命知らず】の異い名みようで知られるギロを除のぞけば、誰だれもが出来る限かぎり使うことを避さけたがる切り札である。

「……ぜひゅぅ、ひぃ、ぜひゅぅ……よぉぉし、今度もどうやら、生きて帰ってきたぜぇ……！」

　ひとり呟つぶやくギロの表ひよう情じようには、常じよう人じんが見れば怖おぞ気け立たつような狂きよう気きじみた愉ゆ悦えつが浮うかんでいる。──これが堪たまらない、と彼は心の底から思う。死線の一歩手前から紙かみ一ひと重えで生せい還かんする快かい感かんは、他のどんな悦よろこびでも替かえの利きかないものだ。

「はぁ……はぁ……さっさと逃にげっか……。ゼルたちも首ィ長くして待ってるだろうな……」

　そう口にしている間にも、牢ろうの外からは多くの慌あわただしい足音が響ひびいてくる。サーリャの後を引き継ついだ『聴士ラルゴウ』が異い変へんに気き付づいて報ほう告こくしたのだろう。ギロものんびりしてはいられない。

　本調子からは程ほど遠とおい体調で、それでも素す早ばやく兵士から剝はぎ取った衣服を着き込こむと、ギロはそのまま牢ろう獄ごくを抜ぬけ出し、兵たちの眼を巧たくみに搔かい潜くぐりつつ、夕ゆう暮ぐれの集落を走り抜ぬけていった。







　完全に陽ひの光が失われた夜半の大平原、なおも月明かりと星を頼たよりに目的地へと進んでいたセレィたちだったが、ある時ふと、女じよ皇おうの隣となりを走っていたクェッタが異い変へんに気が付ついた。

「──陛へい下か、お待ちを！　羊たちの様子がおかしい！」

「む……!?」

　副官の求めに応おうじて、セレィの号令が騎き馬ば隊たいの進行を停止させる。即そく座ざに馬から降おりたクェッタは、近くにいた一匹の羊のもとに走り寄よって屈かがみこみ、その足の裏うらをつぶさに検あらためた。

「やはり……！　皆みな、馬から降りて近くの羊を診みてやってください！　足を怪け我がしているものがいるはずです！」

　副官の只ただ事ごとではない口調に気け圧おされて、他の兵たちも慌あわてて手近な羊の足を確かく認にんする。ほどなくクェッタが予想した通りの結果が出た。群むれ全体の三分の一近い九匹ひきの羊が、足の裏に擦すり傷きずを負っていたのだ。

「しかし分からない、どうしてこんな怪我を……!?」

　クェッタの疑ぎ問もんに誰だれも即そく答とうできない。集落を出発してからというもの、ここに至いたるまでに何ら特別な出で来き事ごとはなかったはずである。無理な速度で羊たちを走らせた覚えもない。夜を徹てつして移い動どうを続けていることは負ふ担たんかもしれないが、その程てい度どで足を痛いためるとは考え辛づらい。

「……夜を徹した移動……夜を徹した……夜を？」

　が、そこでセレィの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。それを確認するために、彼女も馬から降りて地面に屈みこむ。ただし、羊の足を診るためではない。見なければならないのは夜よ闇やみに沈しずんだ大地そのものだった。

　女皇が地面に手を着つけると、じゃり、と乾かわいた小石が掌てのひらに食い込こむ。さらに手て探さぐりで辺りを調べるが、平原の常つねである柔やわらかな芝しば生ふの感かん触しよくはまばらにしか存そん在ざいしない。その事実を把は握あくした瞬しゆん間かん、セレィはようやく羊たちの身に何が起こったのか理り解かいした。

「まずいぞ……ここは砂さ礫れき地ち帯たいだ！　万途羊ハルラ・アズイマの足には道が悪すぎる！」

　セレィは自らの浅せん慮りよに歯は軋ぎしりして叫さけんだ。さもあらん──それが即すなわち、セレィらの騎き馬ば隊たいが知らず陥おちいってしまった文字通りの窮地であった。

　万途羊ハルラ・アズイマの足には地球アースの羊のような蹄ひづめはなく、むしろ猫ねこ科か動物のそれに似にている。彼らの生せい息そく地ち域いきは基き本ほん的に草原地帯であり、進化の過か程ていで柔らかな芝生の上を駆かけることに特化したため、硬かたい砂じや利り道みちには足裏の強度が対たい応おうしていないのだ。

　この事実に今までセレィたちが気付けなかったのには三つの原げん因いんがある。ひとつには草原地帯から砂礫地帯へと至る地表の変へん遷せんが緩ゆるやかであったこと。ふたつには日が暮くれたことで地面の様子が分かり辛くなっていたこと。三つには彼女らの故こ郷きようロケィラに、このような砂礫地帯がほとんど存在していなかったことだ。そうした不運が重なった結果、羊たちが足を引きずるまで事じ態たいに気き付づけなかった。

「……してやられた。ヘィロンの隊が進路を変えたのはこれが理由か！」

　セレィは歯は軋ぎしりして砂じや利りを拳こぶしに握にぎり締しめた。──とにかく、この事態をどう切り抜ぬけるべきか？　道程みちのりは半ばを過すぎたとは言え、目的地であるペィネ・ズォの集落までは未いまだ長い距きよ離りがある。無理に羊たちを歩かせれば、足裏の怪け我がはどんどん悪化していくだろう。

「……サーリャ！　この砂さ礫れき地ち帯たいがどこまで続くか、そなたの耳で確かく認にんできるか!?」

「私の聴ちよう覚かくの守しゆ備び範はん囲いでも終わりが見えない。……むしろ、ここからさらに道は悪くなっていく様子」

　闇やみに紛まぎれてはいたが、サーリャの顔色もやはり青ざめていた。『聴士ラルゴウ』の少女はこの窮きゆう地ちに責せき任にんを感じていた。「この先に難なん所しよがあるか」と問われた時に、羊の足に限げん定ていしたそれを想定できなかったからだ。生まれも育ちもアヌビシアの森林で、平原での遊牧など経けい験けんのない彼女に、それを予想しろと言うのがそもそも無理な話なのだが……。

　不ふ測そくの事態に混こん乱らんする騎き馬ば隊たいの面々を、位置的にも心理的にも外と様ざまから見守っていた監かん視しの兵が、淡たん々たんとした声で注意を飛ばす。

「セレィ殿どの。改めて言っておきますが、羊を馬に乗せて運ぶのは反はん則そくです。そうした行こう為いを行った場合、第だい一いち競きよう走そうの勝者は自動的に大首長ヘイロンとなりますので、よくよくお気を付け下さい」

　競走を監視する兵には、セレィの騎馬隊にはヘィロン側の人間が、ヘィロンの騎馬隊にはセレィ側の人間が当てられている。競技の公正を期すための当然の配はい備びだったが、中陸有角種ユルフイネクの彼にはずっと前からこの事態が予想できていたのだと思うと、注意を促うながす抑よく揚ようのない声ですら、セレィには自分を嘲あざけるものに聴きこえてならなかった。

「ッ……、承しよう知ちしている……！　くっ、何か手立てはないものか……！」

　セレィとクェッタが懸けん命めいに打だ開かい策さくを探さぐっているところで、サーリャがはっとして首を巡めぐらせる。逃にげ場のない窮きゆう地ちにあって、彼女の耳が更さらなる凶きよう報ほうを捉とらえたのだ。

「陛へい下か、後方から獣けものの群むれがやってくる！　数は四十弱、おそらく掠畜獣ドフスハツドンの群れ……！」

「……どうやら血の跡あとを辿たどられましたね。凶事はさらなる凶事を呼よぶものとは言いますが……」

　クェッタの声には既すでに覚かく悟ごが宿りつつある。こうなってしまった以上、もはや勝負に拘こだわってはいられない。最悪第一競走の勝ちを捨すててでも、自分と羊たちの身の安全を守り切ることが最さい優ゆう先せんになる。その分ぶん水すい嶺れいに関しては、セレィも見み誤あやまりはしなかった。

「……この足場で羊たちに無理はさせられない。かといって全ての羊を馬に乗せて走っては速度あしが落ちてしまい、いずれ後こう背はいから掠畜獣ドフスハツドンどもの襲しゆう撃げきを受けることになる」

　となれば取るべき選択もひとつに絞しぼられた。女じよ皇おうは後方に首を巡めぐらせてコリォに目配せする。その意図を受けて、有翼種クロトアの少女は張はり詰つめた面おも持もちで頷うなずきを返すと、すぐさま地へ降おり立って弓を構かまえた。騎馬隊が伴ともなってきた他の弓手たちも続々と同様の所しよ作さを取る。

「騎兵は羊を囲い込こめ！　相手は狡こう猾かつな獣たちだ、何があっても決して隙すきを見せるな！　連中の掃そう討とうが済すむまで競きよう走そうのことは一いつ旦たん忘わすれろ！　人の犠ぎ牲せいはもちろん、羊一匹でも奴やつらの牙きばにかかれば、その時点で我われ々われの負けだと思え！」

　セレィの激げき励れいに大声で応こたえて、騎き兵へいたちも各々の長なが槍やりを手にしていく。……人々の緊きん張ちようを察した羊たちが弱々しく怯おびえの鳴き声を上げる中、闇やみに沈しずんだ平原の地で、人と獣けものの血戦の幕まくが上がろうとしていた。







　同どう時じ刻こく、捕ほ虜りよの境きよう遇ぐうから脱だつ出しゆつしたギロは、手負いの身体からだに鞭むち打うって、道なき平原をひたすら北に駆かけ抜けていた。ぜいぜいと息を切らせて走る彼の視し界かいに、三つの影が忽こつ然ぜんと現あらわれる。

「おぅ、出で迎むかえサンキュ。……そして悪い、ずいぶん待たせちまったな」

「待つだけでは済すまない事じ態たいも覚悟していた。……よく自力で生せい還かんしてくれたな」

　そう言ってゼルはギロの肩かたを軽く叩たたいた。バズは肩をすくめて、リガは率直に安あん堵どの溜ため息をつき、それぞれギロの怪け我がの手当てに移うつっていく。手足の創そう傷しように消毒と止血を施ほどこされながら、ギロは「いてててて！」と遠えん慮りよなく悲鳴を上げた。

「……手足の末まつ端たんが内出血しているね。また『死んだふり』をやったのかい？」

「ギッチギチに縛しばられた上で簀す巻まきにされてたからな。仮け病びようにゃ警けい戒かいされてたし、手しゆ段だんを選んでる余よ裕ゆうはなかった」

「大人おとなしく交こう渉しようを待つ方ほう針しんだってあったろうに。毎度毎度、ギロの命知らずには呆あきれますよ」

「そう言うなって、生きて帰って来たんだから結果オーライだ。それなりの土産みやげ話ばなしもあるしな」

　傷きずの手当てが終わったのを見ると、ギロはその場にどっかりと座すわり込こみ、リガから手て渡わたされた棒ぼう状じようの携けい帯たい食しよく料りようをがつがつと貪むさぼり食った。そのまま三本ほど腹はらに収おさめたところで、彼はおもむろに死線から持ち帰った成果を報ほう告こくし始める。他の三人はしばしその内ない容ように聞き入った。

「……同どう盟めい勢力の主しゆ導どう権けんを巡めぐる決けつ闘とうか。これはまた、向こうにも極きよく端たんな亀き裂れつが走ったものだな」

「こっちは標的が二人に増ふえましたね。セレィ・メル・ロケィラとはタイプが違ちがうけど、ヘィロン・ザカ・トルキォスタの武ぶ力りよく主しゆ義ぎ的てきな統とう率そつ力りよくも侮あなどれないス。同盟であれ征せい服ふくであれ、エナ・ガゼの諸しよ国こくがひとつに纏まとまるのはアルマダの植しよく民みん界かい政せい策さくにとって好ましくない。民みん衆しゆうを導みちびくカリスマ性せいを持つ人間は、こっちの傀かい儡らいに出来ないようなら、今のうちに残らず排はい除じよしておかないと」

「で、今はそのために絶ぜつ好こうの好機でもあるわけだね。二人の標的は少人数の騎馬隊を組んで競走を続けている。必然、集落に立て籠こもっていた時よりもずっと隙すきは多おおい」

「そーゆーことだな。すぐに追って行って喉のど笛ぶえ搔かっ切ってやろう……と言いたいところなんだが、ホント悪ぃ、ちょっとそれはムリだ」

「見れば分かる。今のお前には休息が必要だ」

「正直それもあるけど、もっと致ち命めい的てきな理由があんのよ。……決けつ闘とうの内容についちゃ、内ない耳じの集しゆう音おん装そう置ちを使って盗ぬすみ聞きしてたんだけどさ。使し用よう限げん界かい時じ間かんを意い識しきして休み休み使ってたら、結果的に具体的な順路までは聞き取れなかった。さすがの俺おれも『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』は怖こわいんでね」

　ゼルは渋しぶい顔で頷うなずいた。せっかくの好機を活かせないことに悶もん々もんとするバズとリガに、ギロはにやりと笑って不意打ちの朗ろう報ほうをもたらす。

「安心しな、こちらから追っていく必要はねぇぜ。むしろ狙ねらうなら決闘の最後だ。……レースの具体的な順路こそ聞き取れなかったけどよ、この決闘が全部で三つの競きよう走そうから成り立つこと、三つ目の競走の詳しよう細さいなルールはキッチリ把は握あくしてる。それに依よればだな……」

　ギロが提てい案あんする作戦の詳細に、他の三人が興きよう味み深ぶかく耳を傾かたむける。──一敗地に塗まみれた程てい度どでは、標的を抹まつ殺さつせんとする〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の執しゆう念ねんには微み塵じんの衰おとろえもなかった。







　トルキォストルの属ぞつ国こくに当たるペィネ・ズォの集落に、ヘィロンの率ひきいる騎き馬ば隊たいは出発日の翌よく日じつの正午過すぎに辿たどりついた。それに合わせて、事前に早馬で連れん絡らくを受けていた牙種ヤシユタルガ、長爪種イゼイリグら集落の住民たちが往おう来らいに並ならび、恭うやうやしく跪ひざまずいて支し配はい者しやの到とう来らいを出で迎むかえる。

「馬と羊を厩きゆう舎しやに導みちびけ。それから、おれたちに水と食事を」

「万事整えておりまする。羊とお馬様は責せき任にんをもって預あずかりますゆえ、皆みな様さまはこちらに……」

　長爪種イゼイリグの老人に案内されて、ヘィロンの配下の兵たちが続々と集落の奥おくに入っていく。しかしヘィロン自身はその列に続こうとはせず、集落の入り口に立って厳きびしい面おも持もちで外を眺ながめた。怪け訝げんに思った牙種ヤシユタルガの娘むすめが恐おそる恐る声をかける。

「大首長ヘイロン様……？　あの、粗そ末まつで恐きよう縮しゆくですが、奥の屋や敷しきに食事のご用意が……」

「おれの分はここに運べ。水と肉とパンがあれば構かまわん。……それと椅い子すを用意しろ」

「は、はぁ。御み心こころのままに……」

　相手の意図が解わからずに困こん惑わくしながらも、娘むすめは言われた通りに屋や敷しきから食事と椅い子すを持って来た。それでは食べにくかろうということで、男手を借りて立りつ派ぱな机つくえまで持ってくる。そんな彼女らに対しては礼のひとつも返さぬまま、ヘィロンは集落の入り口にどっしりと居い座すわった。

「……来たか」

　用意された食事を彼があらかた平らげた頃ころ、地平線にうっすらと騎馬隊の影かげが見え始める。馬の速度あしはかなり抑おさえているようで、全体の進行速度はいかにも遅おそい。だがヘィロンは焦じれることなく待ち続ける。やがて集落に到とう着ちやくした騎馬隊の、その先頭で頭こうべを垂たれる有角種ユルフイネクの女じよ皇おうに、ヘィロンは椅子に腰こし掛かけたまま声をかけた。

「大平原の洗せん礼れいを受けた感想はどうだ、セレィ」

「…………」

　セレィは答えず、馬から降おりて他の兵たちに羊に関する指し示じを出した。満足に地上を歩いている羊は全体の半数ほどで、残りは全てぐったりとした身体からだを馬の上に括くくりつけられ、怪け我がをした足には止血のための布ぬのが巻まかれている。そして何よりも、その頭数が出発時よりも二匹ひき減へっていることを、ヘィロンは見み逃のがさなかった。

「掠畜獣ドフスハツドンの襲しゆう撃げきを受けたな。……だが、被ひ害がいを二匹で抑えたのなら上々だろう。さらに半数の羊が無事に歩いているということは、砂さ礫れき地ち帯たいに入ってから勝負を捨すてるまでの判はん断だんはかなり早かったようだな。……さすがはおれの見み込こんだ女だ。敗まけ様ざまも堂に入いっている」

　それは必ずしも嫌いや味みではなく、ヘィロンは半ば以上本気でセレィを褒ほめていた。だが、それが分かるからこそ、女じよ皇おうは自らの不ふ甲が斐いなさに胸むねを抉えぐられる思いだった。自分から決けつ闘とうなどと口にしておきながら、彼女は未いまだヘィロンにとっての競きよう争そう相あい手てにすら成りえていないのだ。

「そう落ち込むな、セレィ。平へい凡ぼんな指し揮き官かんであれば半数以上の羊を失っていただろう。おまえはよくやった」

「……私の浅せん慮りよが招まねいた敗北だ。敵てきの慰なぐさめなど要いらん！」

　セレィは強い視し線せんでヘィロンを睨にらみつける。その気き迫はくさえも微そよ風かぜのように受け流し、集落の住人に案内されて去っていこうとする彼女らに、平原の王者はなおも野太い声を投げる。

「善ぜん意いから忠ちゆう告こくする。──ここで決闘の負けを認みとめろ、セレィ」

「ッ、まだ言うか……！」

　侮ぶ辱じよくに耐たえかねたセレィがヘィロンのもとまで走っていき、空の食器が並ならぶ机を、腰こし元もとから抜ぬき放った太刀たちの一いつ閃せんで真っ二つに斬きり割わってのける。遠とお巻まきに様子を見守っていた人々が悲鳴を上げたが、当の本人たちは真っ向から睨み合ったまま微び動どうだにしない。

「……この決闘は三本勝負。確たしかに最初の一戦は落としたが、これから挽ばん回かいすれば良いだけのこと！」

「その負けん気は好ましいぞ。だが冷静になって考えてみろ。それが本当に可か能のうだと思うか？」

「……砂礫地帯の存そん在ざいは想定外だったが、それも今回の経けい験けんで学習した。次の競走では避さけて通ればいい」

「余所よそ者もののおまえにそれは難むずかしいだろう。砂礫地帯の範はん囲いは、季節や周辺住民の遊牧によって変わってくる。その複ふく雑ざつな変化を把は握あくした上で最短の道を選んでいけるのは、この地を知り尽つくしている我われ々われだけだ」

　ぐ、とセレィは言葉を詰つまらせる。その事実に対しては反はん論ろんの仕様がなかった。出足を挫くじかれた女皇に、ヘィロンはさらなる負の要よう素そを打ち明ける。

「それに加えて、次の競走にはまったく別の障しよう害がいも待ち受けている。……おれが常つねに身に着つけているこの毛皮が、何の獣けもののものか分かるか？」

　そう言って、ヘィロンは大地色の装しよう束ぞくに重ね着きた、眼めにも鮮あざやかな緋ひ色いろの毛皮を見せつける。じっと検あらためても、セレィにはその正体が分からない。彼女の生まれ育ったロケィラには、そんな色の毛け並なみを持つ動物はいなかった。

「やはり知らんようだな。──これは緋獅子ルイオ・バルネシアの毛皮。この中陸の大地で最も美しく、最も気高い、最強の獣じゆう王おうの証あかしだ」

「緋獅子ルイオ・バルネシア……最強の獣王、だと？」

「そうだ。同時にそれは、おれが大首長ヘイロンを襲しゆう名めいするために乗り越こえなければならなかった最大の試練でもある。緋獅子ルイオ・バルネシアには個こ体たいごとの縄なわ張ばりがあり、その中に踏ふみ入らない限かぎり、危き害がいを加えられる心配はほとんどない。だが、もし一歩でもその領りよう域いきを侵おかす者があれば、彼らはその爪つめと牙きばをもって容よう赦しやなく侵しん入にゆう者しやを八やつ裂ざきにする。……獣王の異い名みように偽いつわりはない。おれですら無む傷きずでは仕し留とめられなかった」

　ヘィロンは自らの顔の傷を指し示しめす。頰ほおから額ひたいにかけて一直線に走ったそれは、一歩間ま違ちがえれば眼がん球きゆうを抉えぐり取っていたに違いない。それを改めて見た途と端たん、セレィの背せ筋すじに戦せん慄りつが駆かけ上った。次の競きよう走そうに待ち受ける障しよう害がいとは、つまり……。

「……そうだ。ここから次の目的地であるヴマ・ズォの集落まで最さい短たん距きよ離りで行こうとすれば、どうあっても緋獅子ルイオ・バルネシアの縄張りを通り抜ぬけることになる。彼らの脚あしは馬の全力よりもさらに速い。対決は不ふ可か避ひということだ」

「……っ。だが、先にそなたは言ったはずだな、緋獅子ルイオ・バルネシアの縄張りは個体ごとのものだと。いかに最強の獣王とはいえ、騎き馬ば隊たいが総出で挑いどんで討うち果たせぬ相手ではあるまい。現げんにそなたは仕留めたのであろう？」

「確たしかに仕留めた。……だが、おれと共に挑んだ二十六名の同どう胞ほうのうち、十八名はその場で殺され、五名は重じゆう傷しようを負った後に息いき絶たえた。五体満足で生き残ったのはおれを含ふくむ四人だけだ。もちろん全員が完かん全ぜん武ぶ装そう、しかも精せい鋭えい揃ぞろいの騎馬隊で挑戦した結果だ」

　さしものセレィも絶ぜつ句くする他なかった。顔の古傷を指でなぞりながら、ヘィロンは淡たん々たんと粘ねばり強く続ける。聞き分けの悪い子供を諭さとそうとするかのように。

「……第二競走では百匹の万途羊ハルラ・アズイマを隊列に伴ともなうことになっている。騎馬隊を構こう成せいする人間の頭数よりも多おおい羊たちを守りながら、中陸最強の獣けものである緋獅子ルイオ・バルネシアに挑いどむというのか？無む謀ぼうと言っても暴ぼう挙きよと言ってもまだ足りん。そんなものはただの自殺だ」

　ヘィロンは物もの憂うげな溜ため息をついた。それも心からセレィの身を案じてのものだろう。……途と端たん、女じよ皇おうは確しかと大地を踏ふみしめているはずの両足が揺ゆらぐのを感じた。絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようを、他でもない決けつ闘とう相あい手てから懇こん切せつ丁てい寧ねいに諭されて、屈くつ辱じよくを通り越こして心が折れかけていた。だが、

「──そろそろお黙だまりを、ヘィロン殿どの。セレィ陛へい下かに対して、それ以上の侮ぶ辱じよくは許ゆるしません」

　毅き然ぜんとした声が女皇のすぐ背はい後ごから発せられ、その耳みみ慣なれた響ひびきが折れかけたセレィの心を励はげました。──背中の両りよう翼よくを威い嚇かくするように広げつつ、女皇の実じつ妹まいにして生きつ粋すいの有翼種クロトア、コリォ・サリマニュィがそこに立っていた。

「右に同じ。黙だまって聞いていれば、さっきから余よ計けいなお世話もいいところ。……第一、砂さ礫れき地ち帯たいのことはともかく、緋獅子ルイオ・バルネシアの縄なわ張ばりを越こえていかなければならない条じよう件けんは、互たがいに同じのはず」

　コリォと並ならび立ったサーリャがさらに援えん護ごを飛ばした。セレィと強い絆きずなで結ばれた二人の異い民みん族ぞくを疎うとましげな眼めで見やると、ヘィロンは再ふたたび重々しく口を開く。

「……いかに相手が最強の獣じゆう王おうとはいえ、獣けものの縄張りに怯おびえながら中陸の大地を走らなければならないような男に、トルキォストルの大首長ヘイロンが務つとまると思うか？　この毛皮を身に着つけているおれが隊列の先頭を走る限かぎり、たとえ縄張りに踏ふみ込こんでも、緋獅子ルイオ・バルネシアは襲おそって来ない。おれこそが平原の真の覇は者しやであることが分かっているからだ」

「……なるほど、納なつ得とくした。でも、やっぱり余計なお世話。今回の競きよう技ぎは獣けもの狩がりじゃない。あなたのように正面から攻せめなくても、頭を使えばいくらでもやりようはある」

「サーリャ殿の言うとおりだ。……私たちは民族の境きよう界かいを越えた絆で結ばれた同どう胞ほう。それぞれの知ち恵えと技わざと力をひとつに束たばねれば、どんな障しよう害がいでも乗り越えられる。たとえそれが最強の獣王であったとしても！」

　力強く言い切ったコリォの瞳ひとみの輝かがやきを見て、セレィは状じよう況きようも構かまわず妹を抱だき締しめてやりたい衝しよう動どうに駆かられた。……サーリャと同様にコリォもまた、導神不ふ在ざいの間は、その代わりとなって女じよ皇おうを支ささえようと心に決めている。その想いは今確たしかに、絶望に屈くつしかけたセレィの心を瀬せ戸と際ぎわで救ったのだ。

「──彼女らの言うとおりだ。負けは認みとめん、決闘はこのまま続ける。断だん固ことしてな」

「……やり切れんな。嫁よめに迎むかえようという女を死地に送り出したくない気持ちを汲くんではくれんか。はっきり言うが、緋獅子ルイオ・バルネシアに襲われた場合、羊を見み捨すてて全員が散り散りに逃にげ出したとしても、騎き馬ば隊たいの半数は確かく実じつに死ぬぞ。おまえ自身が生き延のびられる可か能のう性せいも、はたして五分あるかどうか……」

「嫁云うん々ぬんについてもそうだが、杞き憂ゆうに頭を悩なやませるのも大たい概がいにしておけ。……次は我われ々われが勝つ。ヴマ・ズォの集落で会う時こそ、そなたは対等の敵てきとして私を見るだろう」

　そう言い残すと、セレィは二人の少女と共に颯さつ爽そうと身を翻ひるがえして去っていく。その後ろ姿すがたを見送るヘィロンの口からは、無念と諦てい念ねんの入り混まじった大きな溜ため息が零こぼれるばかりだった。







「諸しよ君くん、問題点は単たん純じゆんに二つだ。第一に、いかにして砂礫地帯を越えていくか。第二に、いかにして緋獅子ルイオ・バルネシアの縄張りを抜ぬけていくか」

　集落の住人から借り受けた会合用の家屋の中で、セレィらは第二競走での必勝を期すべく作戦会議を行っていた。第一競走での敗北に意い気き消しよう沈ちんしていた兵たちも、指し揮き官かんであるセレィが普ふ段だんの調子を取り戻もどしたことで士気を復ふつ活かつさせつつある。次の戦いに向けての前向きな話し合いが展てん開かいしていた。

「……とりあえず、第一の問題について、思いつく中で一番簡かん単たんな案を出しておく」

　真っ先に手を挙あげたサーリャに、セレィが目配せして発言を許きよ可かする。

「理り屈くつはとても単たん純じゆん。出発地点からひたすらヘィロンの騎き馬ば隊たいに付ついて行く。これなら砂さ礫れき地ち帯たいに迷まよい込こむことだけは絶ぜつ対たいにない」

「……うむ、そなたなら最初にその方法を提てい案あんすると思った。だが、それは他に何一つ思いつかなかった場合の最後の手しゆ段だんとして取っておきたい。理由は言わずとも分かってくれるな？」

「……先せん刻こく承しよう知ち。とても胸むねを張はって採さい用ようできる方ほう針しんじゃない。感かん情じよう的てきな問題を無む視ししても、そもそも作戦として穴あなだらけ」

　セレィの反はん応のうまで完全に予想していたように、サーリャはすぐさま意見を引っ込こめた。……今の意見によって、彼女はあくまでも自分の立場を表明したに過すぎない。それは即すなわち、セレィの勝利のためならば汚よごれ仕事も辞さず、合ごう理り性せいのみを追求するという彼女の覚かく悟ごだ。

「私もそれは考えましたが、互たがいの騎馬隊は３０ルハの距きよ離りを取らねばならないという取り決めがありますからね。その方針を採用すると、結果として常つねに相手の先行を許ゆるすことになる。それでは必敗の作戦ということになってしまいます」

　クェッタが作戦の根本的な欠けつ陥かんを補ほ足そくする。セレィは重々しく頷うなずいて見せた。

「私が思うに、砂礫地帯を避さけつつ最短距離を行くという正せい攻こう法ほうでは、我われ々われは決してヘィロンたちに敵かなわないだろう。彼らは眼めを瞑つぶったままでも馬を走らせられるほど中陸の地形を知り尽つくしているのだ。いかにサーリャの能のう力りよくがあっても、次の目的地であるヴマ・ズォの集落までは距離が長なが過すぎる。聴ちよう覚かくの守しゆ備び範はん囲い外がいの砂礫地帯までは把は握あくできず、場当たり的に道を選んで行けば、やがて袋ふくろ小路こうじに追い込こまれることも考えられる」

　説明を続けながら、セレィはサーリャの能力に頼たより過ぎないように強く意い識しきしていた。気き丈じような『聴士ラルゴウ』の少女はその素そ振ぶりも見せないが、一日以上続けて馬に乗っていたサーリャは、今も強きよう烈れつな乗り物酔よいに襲おそわれているはずである。会議が終わればすぐにも休ませねばならない。

「……私の記き憶おくによれば、陛へい下かは最初に『いかにして砂礫地帯を越えていくか』と仰おつしやいました。それはつまり、迂う回かいという戦せん略りやく自体を度ど外がい視しするものと解かい釈しやくして良いのですね？」

　クェッタが思い切った発言をした。ナバザ砦とりでの攻こう略りやく以来、特とく殊しゆな作戦の指し揮きを任まかされることが重なったせいか、この副官は日ひ毎ごとに聡そう明めいさを強めつつある。部下のそんな傾けい向こうに頼たのもしさを覚えつつ、セレィは頷うなずきをもって彼の推すい察さつを肯こう定ていする。

「私の提案は具ぐ体たい性せいに欠ける上、いささか以上に強引かもしれん。……だが、ここは思い切って言わせてもらう。クェッタの言うとおり、私はどうにかして、羊たちと共に砂礫地帯を突っ切って行きたい」

　女じよ皇おうの発言に兵たちがどよめいた。ざわつく空気の中、問題の内ない容ようを真っ先に吟ぎん味みし終えた賢けん臣しんは、今回もやはりサーリャとクェッタの二人であった。

「……確たしかに、それが可か能のうなら必勝の作戦。直進に勝る近道はないのだから」

「そうですね。……しかし、その実行のためには新たな問題が浮ふ上じようしてくる。即すなわち、どうやって羊たちの足を痛いためずに砂さ礫れき地ち帯たいを歩かせるのか？」

　二人の視し線せんが同時に女皇を捉とらえる。それを受け止めて、セレィはやや自信なさげに答えた。

「またも具ぐ体たい性せいが無いことは承しよう知ちで提てい案あんさせてもらうが……羊に靴を履かせるのはどうだろうか」

　さっきのどよめきとは逆ぎやくに、今度の発言に対しては、兵たちの間に微び妙みような沈ちん黙もくが降おりた。率そつ直ちよくな反はん応のうとしては呆あきれたいところなのだが、女皇の意見に向かって、それはさすがに不ふ遜そんではないかと迷まよったのだ。

「さっきの前提から導みちびかれる至いたって自然な結けつ論ろんだと思います。しかし現げん実じつ的てきな問題として、羊に履はかせる靴くつというのは、私たちの知る限かぎりでは存そん在ざいしていませんね」

　一方のクェッタは失笑ひとつ漏もらさず、あくまで真しん剣けんな面おも持もちで真正面からセレィの意見の検けん証しようを始めた。……普ふ通つうなら馬ば鹿か馬ば鹿かしいと一いつ蹴しゆうされるような考えから、予想もしなかった活かつ路ろが見えてくることがある。そういった思考の柔じゆう軟なんさは、知らぬ間に彼が導神から譲ゆずり受けたものかもしれない。

「存在しないのなら、新しく作ればいい。……幸いと、この集落はそれなりに商業で栄えている。手先の器用な長爪種イゼイリグの職しよく人にんなら、探さがせばいくらでも見つかると思う」

　ふわふわと宙ちゆうに浮うかんでいたセレィの発案が、クェッタとサーリャによって見る間に現実味を帯びていく。それが一つの可能性であることを認みとめた瞬しゆん間かん、兵たちは途と端たんに色めき始めた。

「いけるかもしれないぞ……。ギリェ・イゼンの長爪種イゼイリグも、丈じよう夫ぶな皮かわ製せいの靴を作っていた憶おぼえがある！」

「いや、落ち着つけって！　これから職人と交こう渉しようしてすぐに作らせるとしても、一組や二組じゃない、羊百匹分の靴だぞ？　あいつらは四本足だから、実じつ質しつは二百組だ。そんなに大量に作らせている間に第だい二に競きよう走そうが始まっちまうよ！」

「そうとは限かぎらないぜ。さっき集落の人間に話を聞いたところ、次の競走に連れて行く羊を用意するのには、まだしばらく時間がかかるそうだ。何しろ全部で二百匹だからな、急な話じゃ手配する側も大変だろうさ」

「じゃあ技ぎ術じゆつ的てきな問題はどうなんだ？　職しよく人にんたちだって羊用の靴なんて作ったことがないだろう。そんなもの作れないと言われればそれまでだし、実用に耐たえない半はん端ぱなものを作られても……」

「そんなことを初めから悩なやんでいても仕方がないだろう！　とにかく職人たちを集めて交こう渉しようを始めなけりゃ。陽ひが沈しずんで仕し事ごと納おさめになる前に、ほら、一秒でも早く！」

　交こう渉しようの具体的な段だん取どりを話し合い、セレィに許きよ可かを受けた兵たちが、慌あわてて屋や敷しきの外に駆かけ出していく。クェッタの提てい案あんで、まずは直ちよく接せつの交渉には入らず、彼らが集めてきた職しよく人にんに、それぞれ羊用の靴くつの試作品を作らせてみようということになった。実物が上がってくれば、候こう補ほの中で最も出来が良さそうなものを選び、後は全ての職人にひたすらそれと同じものを作らせる。全てが首しゆ尾びよく行けば、セレィたちは砂さ礫れき地ち帯たいを恐おそれることなく第だい二に競きよう走そうに挑いどむことが出来るだろう。

「兎とにも角かくにも布ふ石せきは打ったか……。だが、未いまだに第二の問題は手て付つかずのままだ。中陸最強の獣じゆう王おう、緋獅子ルイオ・バルネシアの縄なわ張ばりをいかにして突とつ破ぱするか？」

　皆みなが眉み間けんに皺しわを寄よせて考え込こんだが、そうそう都合よく名案が浮うかぶわけもない。先さき行ゆきに大きな障しよう害がいを残したまま、それでも羊に履はかせる靴のことを唯ゆい一いつの希望として、その日の作戦会議は解かい散さんとなったのだった。







　事前の予想を超こえて、集落の中には大おお勢ぜいの長爪種イゼイリグの職人が住んでいた。セレィらが想そう像ぞうしていたような靴くつ専せん門もんの職人というのは存在しておらず、彼らの多おおくは縫ぬい物や織おり物ものといった手工業に関しての万ばん能のう選せん手しゆなのである。とはいえ、そんな彼らでさえ「羊に履かせる靴」という要求には大だい多た数すうが眼めを丸くしたが、その中にも一人だけ稀け有うな例外がいた。

「ああ……そういうもんなら、だいぶ昔になるが、試しに作ったことがありますよ。ちょいと待っていてくだせぇ、確たしかこっちの奥おくの方に……」

　住じゆう居きよ兼けん商店という印象の小さな家の中で、長爪種イゼイリグの中年男だん性せいがごそごそと探さがし物を続けている。やがて、胸むねを高鳴らせながら店頭で待っていた有角種ユルフイネクの兵たちの目の前に、子こ供ども用ようのそれよりも小さく、それでいて奇き妙みような形をした革かわ製せいの靴が運ばれてきた。

「石頭猛牛ドルクシム・ラングツダの革で作ったものでね。羊の移い動どうに便利じゃないかと思って、有角種ユルフイネクの皆みなさんに勧すすめてみたんですが、材料費が高くついたこともあってか、そんときは見向きもされませんでした。一度使ってみれば、きっと良さが分かると思うんですがねぇ……」

「……おお！　その靴、作さく製せいには特別な技ぎ術じゆつが必要か？　あなた以外の職人では、同じものを作ることが難むずかしかったりするだろうか？」

「？　いや、そんなこたぁ無いと思いますよ。ちっと人間の靴とは勝手が違ちがうが、モノの構こう造ぞう自体は至いたって単たん純じゆんなもんです。こうやって現げん物ぶつを見せれば、長爪種イゼイリグの職人なら誰だれでも再さい現げんできるかと……」

「よし──その靴、買った！　他の職人も動員するから、明後日あさつてまでに百匹分用意してくれ！」

「はいはい、毎度あり……って、はぁぁっ!?　明後日までに百匹分!?」

　まったく不意に舞まい込こんできた大仕事だったが、職人たちの動きは存ぞん外がいに素す早ばやかった。セレィが国の懐ふところから高こう額がくの報ほう酬しゆうを約束したこともあり、試作品を提てい供きようしてくれた男を中心に、彼らは寝しん食しよくを惜おしんで靴くつ作づくりに没ぼつ頭とうしてくれた。羊一匹一匹の足の大きさの違ちがいも予想されるので、靴には三種類の規き格かくを用意し、さらには靴底に綿わたを詰つめるなどの改良を加えて、足の受け入れに柔じゆう軟なん性せいを持たせた。

「あっしらにも矜きよう持じがありますんでね。もし靴くつ擦ずれでも出来るようなら、お代は頂いただきませんや」

　そんなことは万に一つも有り得ないだろうという自信が、職しよく人にんたちの顔からは見て取れた。セレィの側でも実じつ用よう性せいを確たしかめるために、連れてきた羊の中で元気なものを選んで靴を履はかせ、兵に命じて集落の外の砂さ礫れき地ち帯たいを歩かせてみた。結果は文もん句くの付つけようもなし。羊は尖とがった小石の上を軽けい快かいに闊かつ歩ぽし、半日間それを続けても、切り傷きずも靴擦れもまったく負わなかった。

　ただ一つ不安が残るのは、はたして第だい二に競きよう走そうの開始までに百匹分の靴が完成するのかということだが、それについては職人たちを信じる他にない。それに、仮かりに出発時刻に間に合わなかったとしても、多た少しようの遅おくれならば砂礫地帯を突つっ切ることで取り返せる。セレィはそう信じて、意い識しきを第二の問題に集中させた。

「緋獅子ルイオ・バルネシア……噂うわさを聴きけば聴くほど、恐おそるべき相手という印象ばかり強まってくる。騎き兵へいで囲い込んだ程てい度どでは到とう底てい仕し留とめられそうにない。一体どうすればいい……？」

　露ろ店てんの並ならぶ小さな市場を歩いて巡めぐりながら、セレィはぶつぶつと呟つぶやきつつ思し索さくにふけっている。不気味に思った人々が彼女の周囲を避さけて通る中で、その後ろから、盲種メルキエーナの少女が息を切らして追いすがってきた。

「……陛へい下か！　一いち応おうだけれど、緋獅子ルイオ・バルネシアの問題について、ひとつ可か能のう性せいが浮うかんだ」

「なんと!?　それはどのような案なのだ！」

「あまり期待しない方がいい。可能性とは言ったけれど、かなり低い部類のそれ。……ひょっとしたら、ただの酔よっ払ぱらいの戯たわ言ごとかもしれない」

　サーリャの表ひよう情じようはあくまでも険けわしい。事の望みの薄うすさが窺うかがわれるが、第二競走の開始日が刻こく々こくと迫せまる今、彼女らは藁わらにも縋すがりたい心しん境きようである。セレィはただ「構かまわん」と口にして少女に案内を求めた。その意い志しを受けて、再ふたたび駆かけ出したサーリャの後を、女じよ皇おうも足早に追っていった。







　まもなく二人が辿たどりついたのは、集落の中心にある酒場だった。長爪主イゼイリグの店主と牙種ヤシユタルガの給仕の二人で切り盛もりされる小さな店である。時じ刻こくが午後の半はん端ぱな時間ということもあって、客はまばらにしか見当たらなかったが、奥おくまった位置にある席に、まるで隔かく離りされるような形で三人の牙種ヤシユタルガの男たちが座すわっていた。

「なぁなぁ、バニィルのおっさんよぅ。今日は何か面白い話ねぇのかよぉ？　黙だまりこくってねぇで、いつもの武ぶ勇ゆう伝でん聞かせてくれよぉ」

「おれも聞きてぇなぁ。一人で有角種ユルフイネクの騎き兵へい十人を相手に大立ち回りをしたとか、三みつ日か三み晩ばんの格かく闘とうの末に緋獅子ルイオ・バルネシアの喉のど笛ぶえに牙きばを突つき立ててやったとかよ。どうせなら一いつ等とう派は手でなのがいいな。ヒマな午後の時間潰つぶしにゃ丁度いいぜ」

　状じよう況きようとしては、二人の若わかい牙種ヤシユタルガが年を食った仲間にねちねちと絡からんでいる様子だった。すでに酒も入っているらしく、二人の若者はいかにも上じよう機き嫌げんだが、しつこく話しかけられている方の男は机つくえに突つっ伏ぷしたまま死んだように動かない。

「……うるっせぇ、くそガキども……。どうせ、信じてもいねぇくせによ……」

　恨うらめしげな声が腕うでの隙すき間まから漏もれると、若者たちはげらげらと愉ゆ快かいそうに笑った。その光景に不ふ快かいなものを覚えたセレィは、店員の案内も待たず、つかつかと店の奥おくまで踏ふみ込んでいく。

「そこの若い二人、差し支つかえなければ席を譲ゆずってくれんか。私たちはその男に話がある」

　よく通る声で話しかけられて、二人の酔すい漢かんが鬱うつ陶とうしげにセレィを見やる。が──相手の額ひたいに聳そびえ立つ見事な一角つのを認みとめると、赤らんだ顔を一気に青ざめさせて即そく座ざに席を立った。

「ど、どうぞ……！　おれたちはもう帰りますんで！」

　支し配はい階かい級きゆうである有角種ユルフイネクへのへつらいに加えて、セレィの全身から発せられる君主の風ふう格かくに畏おそれを感じたのだろう。二人の若者は給仕に勘かん定じようを押おし付つけてそそくさと店を去って行った。そうして空いた二つの席に、セレィとサーリャは残された男と向かい合って座すわる。

「給仕の娘むすめよ、この御ご仁じんに水を一いつ杯ぱい。まずは酒を抜ぬかねば話にもならないようだ」

　注文を受けた牙種ヤシユタルガの娘が、おずおずと水の入った杯さかずきを運んでくる。飲み屋であるからには何かを頼たのむのが礼れい儀ぎと思い、セレィは店内の壁かべに張はり出された品書きを見て少し考えた後、柑粒果イサシカの果か汁じゆうを二杯頼んだ。それが盆ぼんに載のって運ばれてきた頃ころに、机に突っ伏していた男はのっそりと顔を上げた。

「……なんでぇ、有角種ユルフイネクのお偉えらいさんかよ……。……何の用だい……。この期ごに及およんで、おれから何を奪うばっていこうってんだ……」

　ひどく疲つかれた印象の男だった。髪かみは伸のび放題、髭ひげもすでに何日剃そっていないのか。両の眼めは酒のせいでどろりと濁にごって生気がない。唇くちびるから覗のぞく上うわ顎あごの牙は先せん端たんが丸く削けずられている。全身にがっしりとした頑がん丈じようそうな体たい格かくをしているのに、他の全ての要よう素そが、男の印象を死に際ぎわの動物のそれに固定していた。

「そなたの武勇伝を聞きに来た。特に緋獅子ルイオ・バルネシアのそれについて興きよう味みがある。話してくれないか」

　男の肩かたがぴくりと蠢うごめく。セレィの真しん剣けんな声こわ色いろから、からかいの類たぐいでないことを察したのだろう。彼は杯の水を一息に呷あおると、いくぶん濁りの薄うすれた眼で正面の相手を見返した。

「……何で今さらそんな話を聞きたがる。あんたらにとっちゃ耳みみ障ざわりなだけの昔話だろ？」

「そんなことはない。私はそなたが真の勇者であるか知りたいのだ、バニィル・ゼスカ殿どの」

　事前にサーリャから教えられていた姓せい名めいを呼よばわる。それで対話の準じゆん備びが整ったと見て、セレィは隣となりのサーリャと目配せし、自分たちの身の上と現げん在ざいの状じよう況きようを話し始めた。バニィルは途と中ちゆうに一言も挟はさむことなく、静かに二人の話を聞き終えた。

「……東方有角種ユルフイネクの女じよ皇おうさまと中陸有角種ユルフイネクの大首長ヘイロンが、互たがいの誇ほこりを懸かけた決けつ闘とうか。知らない内にでかい事じ件けんが起こってたもんだ。なるほど、ここ数日、集落の連中が慌あわただしかったのはそれが原げん因いんか」

　バニィルは納なつ得とくした風に頷うなずく。外見から読み取れる通り酒さけ浸びたりの毎日を送っているようで、世せ情じようにはまるきり疎うといらしい。だが、聞き手としては至いたって真ま面じ目めだし、酔よっ払ぱらいとは思えないほど事情の理り解かいは早い。そこに一いち縷るの希望を見出して、セレィはいよいよ本題に踏ふみ込こんだ。

「率そつ直ちよくに聞こう。──そなたは過か去こに緋獅子ルイオ・バルネシアを倒たおしたことがあるのか？」

　その単たん純じゆんな問いを受けた途と端たん、バニィルは石になったように口を閉とざす。法ほ螺ら話ばなしだと馬ば鹿かにされる経けい験けんが重なり過すぎて、もはや返事をすることも億おつ劫くうなのだろう。だが有角種ユルフイネクの女皇は、そういった彼の諦てい念ねんまでも含ふくめて、己おのが一角つのの能力ちからで真実を見み抜ぬいた。

「なるほど……本当なのだな。驚おどろくべきことだ」

　バニィルは眼を丸くして女皇を凝ぎよう視しした。何の冗じよう談だんでもなく、セレィの瞳ひとみには純じゆん粋すいな感かん嘆たんの色しかない。誰だれにも信じてもらえなかった話を一いつ瞬しゆんで事実と認みとめられたことに、バニィルは喜びよりもむしろ困こん惑わくを感じた。

「詳くわしい事情を話してくれないか。そなたが最強の獣じゆう王おうと戦うに至いたった経けい緯いも含めて」

　話を急せかすことはせず、セレィは真しん摯しな面おも持もちで相手を見つめる。その様子に、初めて自分の過去を語るに値あたいする聞き手が現あらわれたことを知って、バニィルは震ふるえる声で話し始めた。







　中陸における覇は権けんの所しよ在ざいが有角種ユルフイネクに決まったのは、歴史的に見ればごく最近のことである。それまでも牙種ヤシユタルガと長爪種イゼイリグは長く劣れつ勢せいを強いられてきたが、悪化していく戦せん況きようの中でも最後まで抵てい抗こうを続けた人々ももちろんあった。バニィルはそんな集しゆう団だんの先せん陣じんを切って有角種ユルフイネクの侵しん攻こうに立ち向かう戦士だったのだ。

「元を辿たどれば、緋獅子ルイオ・バルネシアの打だ倒とうをもって民族の頂ちよう点てんに立つという有角種ユルフイネクの掟おきても、牙種おれたちのそれを真似まねたものなんだ。……だが、牙種ヤシユタルガの王は有角種ユルフイネクとの戦の中で戦死を遂とげ、当時のおれたちは自分を導みちびいてくれる存そん在ざいを失ってしまった。おれは焦あせった……このままでは皆みなの心が折れてしまうと。不利な状況でも皆が戦意を失わないためには、死んだ王に代わる新たな勇者が必要だと」

　そこでバニィルは緋獅子ルイオ・バルネシアに挑いどむことを決意した。固い絆きずなで結ばれた十人の仲間を伴ともなって、彼は自ら望んで獣じゆう王おうの縄なわ張ばりに踏ふみ込こんだ。……戦いは熾し烈れつを極めた。仲間たちはあくまでもバニィルを補ほ佐さする人員であり、獅し子しの懐ふところに飛び込んでいく役目は、彼一人に委ゆだねられたからだ。

「そして、おれは勝った。おれ自身はもちろん、仲間にも一人の死者も出さなかった。事前におれが望んだ通り、その結果によって同どう胞ほうたちの士気は大いに上がった。有角種ユルフイネクなんぞに負けるものかと奮ふるい立った。……だが、その奮ふん戦せんをもってしても、ついに戦局を覆くつがえすには至いたらなかった」

　バニィルは歯を食いしばって屈くつ辱じよくの記き憶おくを思い出す。──服ふく属ぞくか死か。最後の拠きよ点てんを制せい圧あつし終えた有角種ユルフイネクたちから残ざん酷こくな二に者しや択たく一いつを迫せまられた牙種ヤシユタルガたちは、悩なやみに悩んだ挙あげ句く、嗚お咽えつを嚙かみ殺しつつ征せい服ふく者しやたちの支し配はい下かに加わることを受け容いれた。その瞬しゆん間かん、バニィルの率ひきいていた最後の抵てい抗こう勢せい力りよくが消しよう滅めつし、牙種ヤシユタルガという民族の全面的な敗北が確かく定ていしたのだ。

　その後、中陸有角種ユルフイネクたちは敗者となった牙種ヤシユタルガと長爪種イゼイリゲを無意味に痛いためつけたりはしなかった。ペィネ・ズォ、ヴマ・ズォ、ジュド・ズォの三国における両民族の統とう治ちは基き本ほん的てきに現げん地ちの彼らに任まかせられ、各地に有角種ユルフイネクの徴ちよう税ぜい官かんを派は遣けんした。牙種ヤシユタルガと長爪種イゼイリグに強制された具体的な義ぎ務むは、農のう耕こうと織おり物もの業ぎようの生産品の一部を一定期間毎ごとに献けん上じようすることと、牙種ヤシユタルガに関しては特に、民族の象しよう徴ちようとも言える牙きばの先せん端たんを常つねに丸く削けずっておくことが求められた。当事者たちにとってはこれ以上なく屈辱的な仕打ちであったが、皮肉にもこの施し策さくによって、牙種ヤシユタルガたちの反はん抗こう心しんは効こう果か的てきに削そがれていった。牙を削られることで、牙を抜かれたのだ。

「そうして牙種ヤシユタルガは今の境きよう遇ぐうに至いたるってわけだ。……有角種ユルフイネクどもの采さい配はいで、一いつ緒しよに戦った仲間の生き残りも各地に散り散りになっちまって、そうでもなくても世代は移うつっていったし、今となっちゃ誰だれもおれのやったことなんざ覚えてねぇって有様さ。……笑い話だろ。若い連中に酒の肴さかなにされちまうのも無理はねぇのさ」

　最後にそう自嘲して、バニィルは再ふたたび体ごと机つくえに突つっ伏ぷしてしまった。彼の事じ情じようをすっかり把は握あくし終えたセレィは、打ちひしがれる牙種ヤシユタルガの敗残兵に容よう赦しやなく檄げきを飛ばす。

「そうやって過か去この自分を嘲あざ笑わらいながら、酒に溺おぼれて過すごすのが望みと言うのなら、それも良いだろう。……だが、かつて民族の運命を憂うれいて立ち上がった勇者の末路としては、あまりにも無ぶ様ざまだな」

「……っ、何だと……っ！」

「聞け。つい最近まで、私もそなたと全く同じ境遇だった。有翼種クロトアとの戦いくさは劣れつ勢せいを極め、十三人の兄たちは互たがいに足を引っ張ぱり合った挙あげ句くに討うち死にし、私は国内で分ぶん裂れつした戦力を取りまとめることから始めなければならなかった。……だが敗戦は必ひつ至しだった。それでも民族を守りたい一心で戦いを続けていたところに、私を導みちびいてくれる存そん在ざいが舞まい降おりた」

　セレィは拳こぶしを机に叩たたきつけた。その振しん動どうに驚おどろいて、バニィルはだらしなく机に付ついていた腕うでを戻もどし、結果としてぴんと背せ筋すじを伸のばした体たい勢せいになる。こじ開けた殻からの中の魂たましいを狙ねらい撃うつようにして、セレィは凜りんと通る声で相手に運命を突つきつけた。

「こう思え。そなたにとっては、今やって来たこの私こそが導き手だ。敗北の日にそなたが失った希望を、それからの無む為いの日々で磨すり減へらしていった民族の矜きよう持じを、かつては誰だれよりも熱く燃えていたであろう勇者としての誇ほこりを、そなたに取り戻もどさせるために私は来たのだ」

「な──何を、あんたは──」

「ゆえに、ここで私は問おう。──そなたは今もなお勇者か？　それとも、かつて勇者であっただけのろくでなしか？」

　バニィルは愕がく然ぜんと眼めを見開いた。ただの怒いかりとは違ちがう、腹はらの底そこから湧わき上がって来る得体の知れない感かん情じように、彼はぶるぶると全身を震ふるわせていた。それを見た瞬しゆん間かんにセレィは確かく信しんした。──この男は抜ぬけ殻がらではない！

「共に戦ってくれ、バニィル！　最強の獣じゆう王おうを打だ倒とうし、今一度、その身に勇者の証あかしを立てよ！」

　机つくえから身を乗り出したセレィの両手が、バニィルの両りよう肩かたを力強く摑つかんだ。その瞬間、かつて勇者であった男の瞳ひとみに、じわりと涙なみだが滲にじんだ。──失った誇りを取り戻もどしたい。酒さけ浸びたりの日々にあっても変わらず抱いだき続けていた唯ゆい一いつの願いが、彼の首を否いや応おうなく縦たてに振ふらせていた。







　セレィの陣じん営えいばかりが奔ほん走そうする二日間は瞬またたく間に過すぎ、二百匹の新たな羊の準じゆん備びが済すんだところで、いよいよ第だい二に競きよう走そうの始まる朝が来た。……だが、集落を出た地点に並ならんでいる騎き馬ば隊たいは、ヘィロンの率ひきいる一組のみである。

「……セレィはどうした。この二日間、忙せわしなく走り回っていたようだが」

「事じ情じようあって、少し遅おくれて出発されるとのことです。そちらは遠えん慮りよなくお発たちください」

　セレィ側の陣営から派は遣けんされている監かん視しの兵は、不ふ敵てきな表情を浮うかべてヘィロンに先行を促うながす。出発が遅れるという明らかな不利にも拘かかわらず、その余よ裕ゆうぶった態たい度どには、ヘィロンも些さ細さいな疑ぎ念ねんを覚えたが、すぐさま取るに足らぬものと振ふり切って隊列に号令をかけた。

「付つけ焼き刃ばの策さく略りやくでどうにかなるほど中陸の大地は甘あまくない。……今回ばかりは馬肉を食う羽は目めでは済まんかもな。次の集落で、生きたおまえと再さい会かいできることを願っているぞ、セレィ」

　百匹の羊を連れた騎馬隊が大地を蹴けって走り出す。……今もってヘィロンには決けつ闘とうを行っているという自覚はなく、彼は性しよう懲こりもなく嫁よめに迎むかえる相手の安あん否ぴばかりを気き遣づかっていた。







「……よし、一匹残らず履はかせ終えたな！」

　クェッタが確かく認にんの声を上げる。ヘィロンらが集落を発った頃ころ、彼らは職しよく人にんたちが夜なべして作ってくれた特とく製せいの靴くつを羊に履かせているところだった。長爪種イゼイリグたちの努力の甲か斐いあって、靴自体は出発直前に百匹分が届とどけられていたのだが、それを羊たちに履かせる作業が思いのほか手間だったのである。結果として、セレィらの騎き馬ば隊たいの出発はヘィロン側より十分ほど遅おくれることになった。

「安心しろ、諸しよ君くん！　この程てい度どの遅れは織おり込こみ済ずみだ！　相手は砂さ礫れき地ち帯たいを避さけた婉えん曲きよくな迂う回かい路ろを、こちらは最さい短たん距きよ離りを真っ直すぐに進むのだから、その有利は今さら語るまでもない！」

　セレィの激げき励れいに応おうじて兵たちが気き炎えんを上げる。だが、隊列の先頭に近い位置に、サーリャやクェッタ、コリォと並ならんで、一人だけ居い心地ごこち悪そうに肩かたを縮ちぢめる牙種ヤシユタルガの男だん性せいがいた。

「互たがいに命を懸かけることになるぞ。妻さい子しに挨あい拶さつは済すませて来たのか、バニィル」

「ああ……連れ合いには泣いて止められたが、ガキ共には尊そん敬けいの混まじった笑顔で送り出されたよ。……ずっとおれの武ぶ勇ゆう伝でんを聞かせて育ててきたからなぁ。あんなキラキラした眼めで見送られちゃあ、手ぶらで帰るわけにもいかなくなっちまった」

　苦く笑しよう混まじりに言ったバニィルに、セレィは満足げな頷うなずきを返す。……彼の士気は、ひょっとしたら隊の他の誰だれよりも高いのかもしれない。ふと女じよ皇おうはそう思った。

「今回は群むれの数が多おおい！　皆みな、近くの羊に意い識しきを回すことを忘わすれるなよ！」

　クェッタの注意が飛ぶ。全員が真しん剣けんな顔で頷いたところで、セレィが高々と剣けんを掲かかげた。

「では出発だ！　何も迷まようことはない、次の集落までひたすら直進するぞ！」

　セレィを乗せた馬が先せん陣じんを切って駆かけ出す。その後に続いて、人と馬と羊の集しゆう団だんが猛もう然ぜんと移い動どうを始めた。







　ペィネ・ズォの集落を出発したその日の夕方、既すでにいくつかの砂礫地帯を越こえてきたこともあり、一いつ旦たん前進を止めて羊たちの様子を診みることにした。第だい一いち競きよう走そうの時と違ちがって、何しろ今度は百匹の群れを伴ともなっているのである。常つねに気を張はっていなければ、個体が群れから離はなれてしまった場合にも気き付づきにくい。

「陛へい下かに報ほう告こくします。伴ってきた百匹の万途羊ハルラ・アズイマは全て無事が確かく認にんされました。足や身体からだに傷きずを負っている様子もありません」

「ご苦労だった。クェッタ、お前も休きゆう憩そくを取れ。羊を見張る者は必要だが、彼らにも交代で休ませるのだ。体の疲つかれは無理が利きくが、集中力の方は知らず知らずの内に落ちていくことを忘わすれるな」

　はっ、と短く返事をしてクェッタは身を翻ひるがえした。……事が競走である以上、吞のん気きに野営をしている暇ひまはない。かといって完全に休きゆう憩けいなしで突つっ切るには目的地までの距離が長すぎる。たまの大休止を挟はさむことで、騎馬隊全体の性せい能のうの低下を防ふせがねばならなかった。

　一方、羊の動きに注意を払はらいながら馬を駆ってきた有角種ユルフイネクたちに比くらべて、有事の際さいの護ご衛えいという任にんを帯おびた有翼種クロトアたちの疲ひ労ろうは、掠畜獣ドフスハツドンなどによる襲しゆう撃げきが起こっていないため、今のところ比ひ較かく的てき軽い。だからか、彼らなりに緊きん張ちよう感かんを絶たやさないためにも、この休きゆう憩けい時じ間かんを使って弓の手入れや射しや撃げきの練習を行っている者が多おおかった。

「……やっ！」

　当然のようにコリォもその中の一人だったが、彼女だけは他の仲間たちに比くらべて少し変わったことをやっていた。一見して立ち木を的にした射撃の練習を普ふ通つうに行っているようだが、よくよく見れば、彼女が扱あつかっている矢が通つう常じようのそれではないことが分かる。かつて掠畜獣ドフスハツドンの群むれを迎むかえ撃うつ際さいにヘィロンが使っていた、先せん端たんに刃やいば状じようの鏃やじりをもつ狩俣シユラと呼よばれる矢なのだ。

「……コリォさん。その矢を使ってみた感想はどう？」

　一いつ心しん不ふ乱らんに矢を放っていた彼女に、いつの間にか背はい後ごに佇たたずんでいたサーリャが声をかけた。コリォが驚おどろいて振ふり返ると、『聴士ラルゴウ』の少女は見開いた瞳ひとみで真っ直ぐに彼女を見つめている。その迫はく力りよくに強がりを封ふうじられて、コリォは自然と本音を口にしてしまった。

「……その、正直に言って、私に向いた武ぶ器きではありません。刃状の鏃で射い止とめた相手を切り裂さけるのが狩俣シユラの強みですが、それには強つよ弓ゆみで高速の矢を放つことが不ふ可か欠けつです。私たち有翼種クロトアの斥せつ候こう兵へいが持つ弓は軽けい量りよう性せいに重きを置いた小型の作りで、一発一発の威い力りよくでは、どうしても中陸有角種ユルフイネクの弓それに遅おくれを取ります。もちろん私の腕わん力りよくの不足もありますが……」

　口惜くやしげに言いつつ、コリォはちらりと視し線せんを巡めぐらせ、２０ルハほど遠くの射撃の的にしていた立ち木を見やった。全部で十本の矢が放たれていたが、その半数が木の幹みきに切り込めず根元に落下している。彼女の言うとおり、狩俣シユラを使いこなすためには弓の力が足りないのだ。

「そんなことだろうと思った。……今になって新しい武器を試しているのは、この前の襲しゆう撃げきの反省があるから？」

　サーリャの無ぶ遠えん慮りよな追つい及きゆうに、コリォは肩かたを落として項うな垂だれた。……第だい一いち競きよう走そうで掠畜獣ドフスハツドンの襲来があった際さい、護ご衛えいを任まかされていた彼女らは、結果として三十匹の羊を完全に守りきることが出来なかった。接せつ近きんされる前に射い損そんじた、あるいは一撃で仕し留とめ切れなかった獣けものたちが羊の群むれに乱らん入にゆうし、その内の二匹を殺して攫さらっていったのだ。

「……仰おつしやる通りです。私の弓の腕うでがもっと磨みがかれていたのなら、あるいは犠ぎ牲せいを出さずに済すんだかもしれません。群れに乱入した獣の一頭は、私が一撃で急所を射抜けなかったばかりに接近を許ゆるしてしまったのですから」

「責せき任にんを感じているのは分かる。けれど、そこでヘィロンの真似まねをしても仕方がない」

「でも……私にはサーリャさんのような戦せん略りやく眼がんや、『聴士ラルゴウ』としての能のう力りよくがありません。この身は一いつ介かいのありふれた弓兵に過すぎず、このままでは陛へい下かや導神さまの足手まといになってしまいます。それを避さけるためにも、何か新しい戦力を身に付つけないと……」

「気持ちは分かるけど、焦あせってはだめ。……人一人に出来ることはとても限かぎられている。私は陛下のように馬に乗れないし、コリォさんのように弓も扱あつかえない。それどころか、足の速い乗り物に乗っていればすぐに体調を崩くずしてしまうという体ていたらく。クルァシン不ふ在ざいの今は作戦の組み立てにも出しゃばっているけれど、本当は一人では何もできない小こ娘むすめに過すぎない」

　絶たえず周囲に神しん経けいを張はり巡めぐらせ、時に導神顔負けの策さく略りやくを巡めぐらせる一方で、サーリャは自分がセレィらの庇ひ護ご下かで生かされている事実を自覚している。だから彼女は決して驕おごらない。手て厚あつい庇護を受けているからには、それに見合った働きを見せるのは当然だと思っている。……加えて、人生の恩おん人じんであるクルァシンが絡からむことには、義ぎ務む感かんや責せき任にん感かんを越こえた特別な感かん情じようが働く傾けい向こうもあるのだが。

「まずは自分をよく見つめ直して。コリォさんにはコリォさんの役やく割わりがある。……その上で、より自分を高めたいのなら、安あん易いな脇わき道みちには逸それないこと。昔から長く積み重ねてきた技ぎ術じゆつの中に、必ず成長の突とつ破ぱ口こうはあるはずだから」

　そこまでを淡たん々たんと言い終えると、やはり乗り物酔よいが響ひびいているのか、サーリャは幾いく分ぶんよろめきながらコリォの前から去っていった。……その背せ中なかを不安げに見送りつつ、ひとり残されたコリォは、『聴士ラルゴウ』の少女が残した忠ちゆう告こくを思い返しながら、自分の手に馴な染じんだ愛用の弓をじっと見つめるのだった。







　大休止を終えた騎き馬ば隊たいが再ふたたび出発し、長い暗夜行を経へて、夜明けの光が再び平原の大地を照らし始めた頃ころ──ぼんやりとした表ひよう情じようで馬に乗っていたバニィルの目つきが、まるで人が変わったように一いつ瞬しゆんで険けわしくなった。

「……女じよ皇おうさま、仲間に警けい戒かいを強めさせろ。どうやら奴やつこさんの縄なわ張ばりに入ったぜ」

　バニィルの警けい告こくに即そく応おうして、セレィは羊たちを守る騎馬隊の陣じん形けいをより強固なものにした。広こう範はん囲いの索さく敵てき能のう力りよくをもつサーリャに先んじて、バニィルが縄張りへの侵しん入にゆうに気き付づけたのは、牙種ヤシユタルガの有する鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくに加えて、おそらく風向きに恵めぐまれたおかげだろう。隊列が慎しん重ちように前進を続けていくうちに、やがてサーリャの耳にも異い常じようが感知された。

「……陛へい下か。前方の進路上、目の前の軽い丘おかを越こえていった辺りで、大きな獣けものが二頭、激はげしく争っている。体たい格かくと形けい状じようから察するに、一方は大型の石頭猛牛ドルクシム・ラングツダ。けれど、もう一方はおそらく……」

　サーリャの顔色が青ざめつつあるのは、何も乗り物酔いのせいばかりではあるまい。彼女の鋭敏な聴ちよう覚かくは他の誰だれよりも早く、この先に待ち受ける最大の脅きよう威いの全ぜん貌ぼうを知覚しているのだ。その戦せん慄りつを全員が共有するのは時間の問題でしかない。

「覚かく悟ごを決めて。もうじき、視し界かいに入る……！」

　震ふるえる肩かたを両手で抱だいてサーリャが叫さけぶ。その宣せん告こくから五秒と置かず、隊列の全体が丘の頂いただきに至いたった瞬しゆん間かん──羊さえも含ふくむ全員の眼めが、その凄すさまじい光景に釘くぎ付づけにされた。

「グルオオオオォォォォォォォォォォォォォン！」

　野性が猛たけっている。平原の真っ只ただ中なかで、二頭の猛もう獣じゆうによる壮そう絶ぜつな殺し合いが行われていた。

　一方はサーリャの予よ測そくに違たがわず石頭猛牛ドルクシム・ラングツダ。平へい均きん的てきには馬より一回り大きい程てい度どの動物だが、セレィらが眼めにしているそれの体たい格かくは平へい常じようの二倍近くはある。額ひたいからは角つのではなく、剛ごう骨こつと呼よばれる分ぶ厚あつく発達した頭ず蓋がい骨こつがせり出しており、それを利用した石頭猛牛ドルクシム・ラングツダという名の由ゆ来らいでもある強きよう烈れつな頭ず突つきは、まさに岩をも砕くだくほどである。

　だが、そんな猛牛の圧あつ倒とう的てきな重量感と迫はく力りよくに比ひ較かくしても、それと対たい峙じする獣けものの風ふう格かくは少しも劣おとるものではない。高こう密みつ度どの筋肉でみっしりと張はり詰つめた後ろ脚あし、短刀と見み紛まごうばかりの長く鋭するどい爪つめを有する前脚。鋼はがねのように引き締しまった胴どう体たいは、機き能のう美びを感じさせる筋肉の他には一切の贅ぜい肉にくが削そぎ落とされている。その体たい軀くは相手取っている大型の石頭猛牛ドルクシム・ラングツダよりも更さらにふた回り大きく、セレィらの跨またがる馬と比くらべれば五倍以上の体たい格かく差さ、馬上の乗り手からでさえ見上げるほどである。そして何よりも強い印象をもたらすのが、巨きよ体たいの全身を覆おおう眼にも鮮あざやかな緋ひ色いろの毛皮と、その色をさらに煮に詰つめたような、深い真しん紅くの両眼──。

「な──何という、威い容よう。あれが中陸最強の獣王、緋獅子ルイオ・バルネシアか……！」

　強大なる野や性せいへと向ける畏い怖ふの念に、セレィが知らず身を震ふるわせている間も、二頭の猛獣による闘とう争そうは決けつ着ちやくに近ちか付づいていく。巨体の随ずい所しよに深い傷きずを負っている石頭猛牛ドルクシム・ラングツダに対して、緋獅子ルイオ・バルネシアの側は全くの無傷。この戦せん況きようだけでも両者の力量差を測はかるには充じゆう分ぶんすぎた。

「ヴゴオオオオオオォォォォォォォッ！」

　ゆえに、追い詰つめられた石頭猛牛ドルクシム・ラングツダにはもはや意地しか残されていない。これまでの生しよう涯がいで数多あまたの勝利をもぎ取ってきた額の剛骨に懸かけて、全ての命運を託たくした突とつ進しんを敢かん行こうするのみだ。そこに敗北の運命しか待ち受けないことが、誰だれの眼にも明らかだったとしても。

「ゥルォォッ！」

　瀬せ戸と際ぎわの猛牛が勝負をかけた最後の突進を、獣じゆう王おうは避さけるに値あたいする脅きよう威いとすら見なさなかった。獅し子しの前足が突とつ撃げきしてくる石頭猛牛ドルクシム・ラングツダの剛骨を正面から受け止め、さらには後ろ脚による踏ふん張ばりで、相手の突進の勢いきおいを完全に殺し切る。

「ヴゴッ……!?　ゴォォオオオオッ!?」

　渾こん身しんの頭突きが正面から受け止められた──おそらく生まれて初めての経けい験けんであったろうその出で来き事ごとに愕がく然ぜんとする暇ひまもない。猛牛の突進を防ふせぎきった獅子は、頭を押おさえつけた右前足とは反対の左前足の爪を振ふり上げ、そのまま無む防ぼう備びを晒さらした相手の首くび筋すじを切り裂さいたのだ。

　傷きず口ぐちから噴ふん水すいのように血ち潮しおが噴ふき出し、石頭猛牛ドルクシム・ラングツダの巨体がゆっくりと大地に倒たおれ込む。……それは果たして勝負とすら呼よべたのかどうか。二頭の実力は余あまりにもかけ離はなれており、強大な敵てきを仕し留とめた直後にも拘かかわらず、獣王は息一つ荒あらげていなかった。

「……ッ、おい、ボサっとしてんな！　あっちの決けつ着ちやくが着いた以上、今度はおれたちが狙ねらわれる番だぞ！　呆ほうけたまんま死にてぇのか!?」

　眼がん下かの光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた騎き馬ば隊たいの面々が、バニィルに檄げきを飛ばされてやっと我われに返る。セレィとクェッタの指し示じを受けて彼らが事前に打ち合わせておいた陣じん形けいを組み始めるのと、一戦を終えた獣王が新たな獲え物ものに眼を付つけるのは、危あやうくも全くの同時だった。

「来るぞ……！　援えん護ごは我われ々われが請うけ負う！　だがバニィル、本命はそなたに託たくした！」

「……分かってらぁ！　ここまで来ちまったら、もう腹はらを括くくるしかねぇよなぁ……！」

　馬から飛び降おりたバニィルが、そのまま上体を屈かがめて両手を地に着つく。十本の指は猛もう禽きん類るいのそれのごとく大地に突つき立ち、太ふと腿ももの筋きん肉にくがみしみしと音を立てて膨ふくれ上がる。さらには久ひさ方かたぶりに鋭するどく研とぎ上げられた、牙種ヤシユタルガの身上たる四本の牙きばが開いた口こう腔くうから覗のぞいた。

「初めに言っておく！　おれがどんな窮きゆう地ちに陥おちいっても、絶ぜつ対たいにあんたらは助けに入るんじゃねぇ！　むしろおれが殺やられた時点で迷まよわず散り散りに逃にげろ！　そうすりゃ半分は生き延のびられるからよ！」

「何も聴きこえんな！　私が聞きたいのはただ一言、必ず勝ってくるという約束だけだ！」

「……ちっ！　ほんとに呆あきれるぜ、この女じよ皇おうさまにはよ……！」

　減へらず口を叩たたきつつも、バニィルの唇くちびるは嬉しげに吊つり上がっている。女皇からの信しん頼らいを種たね火びとして燻くすぶっていた勇者の気き概がいを燃もえ上がらせ、今バニィルは一匹の四足獣となり、死し闘とうの舞ぶ台たいへ向かって颯さつ爽そうと丘おかを駆かけ下りた！

「アッッッラァァァァァァァァァァァァァァイア！」

　疾しつ駆くするバニィルの口腔から、およそ人のものとは思えぬ声量と迫はく力りよくを備そなえた咆ほう哮こうが迸ほとばしる。それは彼が獣王に叩たたき付けた挑ちよう戦せん状じようだ。──まずはおれと戦え。後ろの連中を蹴け散ちらしたければ、その前に自分の屍しかばねを越こえていけと！
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「……グルオオオオォォォォォォォォォォン！」

　己おのれの十分の一にも満たない相手からの挑ちよう戦せんを、それでも誇ほこり高き獣じゆう王おうは迷まよわず受じゆ諾だくした。たとえ体たい軀くは小さくとも、戦うに値あたいするだけの闘とう志しを、バニィルの咆ほう哮こうから感じ取ったからだ。

「認みとめてくれて嬉しいぜ。……これでも元勇者って触ふれ込こみだ、あっけなく殺やられて失望させるつもりはねぇからよ。最初から全力でかかって来いやぁぁぁぁぁ！」

　戦意の昂こう揚ように伴ともない、バニィルの毛もう髪はつがざわざわと逆立つ。──かくして過か日じつより長い時を隔へだてて、今や誰だれもが忘わすれ去っていた牙種ヤシユタルガの英えい雄ゆうと緋獅子ルイオ・バルネシアの死闘が、広大なる中陸の大地の只ただ中なかで再さい現げんした。













　──八子神の一柱にして、牙種ヤシユタルガたちの祖そ神しんに当たる『牙きば鋭するどきヤシュタルガ』。その特とく性せいを端たん的てきに現あらわす挿話エピソードは、ネルマフカ神話の中にも数かず多おおい。

　例えば、父神ネルマファの思いつきで、子神たちの内の誰だれの足が一番速いかを確たしかめてみようということになった。要するに駆かけっこである。かくして全ての子神たちが一いつ斉せいに同じ距きよ離りを走った結果、ヤシュタルガは四位という目立たない順位に終わった。だが、彼はその結果に納なつ得とくしなかった。

「父上、どうも僕ぼくにはこの走り方が馴な染じみません。やり方を変えますから、もう一度だけ全員で競きよう走そうさせてください」

　負けん気の強いヤシュタルガの言うことである。無む碍げに突つっぱねれば不ふ機き嫌げんになるのは分かりきっていたので、ネルマファも寛かん容ように彼の言い分を聞いてやった。そうして全ての兄弟が再ふたたび競きそい合ったところ、誰にとっても予想外の事じ態たいが起こった。ヤシュタルガは両手を地に着つけ、まるで四本足の獣けもののように走って、見事に他の兄弟たちを抜ぬき去っていったのである。

「どうですか、父上！　やはり駆けっこでは僕が一番です！」

　胸むねを張はって勝利を誇ほこる息子を前にして、父神ネルマファは結果を率そつ直ちよくに褒ほめるべきか、走る姿し勢せいを正すようにきちんと躾しつけるべきか、それから長いこと悩なやまねばならなかったという。







「アッッッラァァァァァァァァァァァァイア！」

　獣じみた四足走行の他にも、牙種ヤシユタルガが有する能のう力りよくは数多あまたある。他民族よりも一回り優すぐれた運うん動どう性せい能のうもそうだし、相手を威い嚇かくする際さいに用いられる大音量の雄お叫たけびもそうである。中陸に生きる多くの生き物は、緋獅子ルイオ・バルネシアという稀け有うな例外を除のぞいて、この雄叫びには本ほん能のう的てきな恐おそれを抱いだく。最強の獣王ですら至し近きん距きよ離りで叫さけばれれば意に介かいさぬわけにもいかず、結果としてバニィルは、緋獅子ルイオ・バルネシアの注意を自分ひとりに引きつけることに成功していた。

「うぉぉぉぉッ……！」

　前足による薙なぎ払はらいが危あやうく眼がん前ぜんを過すぎ去っていく。直ちよく撃げきすれば全身の骨ほねは砕くだけ、掠かすっただけでも鋭するどい爪つめが肉を抉えぐっていくだろう。一発でも喰くらえば全てが終わる。そんな致ち命めい的てきな一撃を紙かみ一ひと重えで避さけ続けるバニィルの有様は、強大な敵てきに挑いどむ武ぶ人じんの勇ゆう姿しというよりも、むしろ猫ねこに弄もてあそばれる鼠ねずみのそれに近い。

（は、はははッ──今になってようやく思い出して来たぜ、このどうしようもない絶ぜつ望ぼう感かん。なぁ、昔のおれよぅ、お前さんは一体どうやってこんなバケモノに勝ったんだい。ケチケチしねぇで、ひとつ教えてくれや……！）

　バニィルはもはや笑うしかないが、現げん実じつには笑っている暇ひまもない。──どこに攻せめる隙すきがあるというのか。獅し子しの全身を分ぶ厚あつく覆おおう筋きん肉にくは、尋じん常じようの剣けんや矢で貫つらぬけるものではない。ならば長なが槍やりで一息に内ない臓ぞうまで突つき通すか？　それでも甘あまい。刺ささった瞬しゆん間かんの筋肉の締しめ付つけで得え物ものごと持っていかれるだろう。まだしも可か能のう性せいがあるとすれば大型の弩いしゆみによる一いつ斉せい射しや撃げきだが、もちろんそんな大型の城じよう塞さい兵へい器きをセレィたちは持ってきていない。




　他方、獣じゆう王おうの猛もう攻こうから必死に逃のがれ続けるバニィルの上空では、コリォを始めとする有翼種クロトアの天そら弓ゆみ隊たいが懸けん命めいに援えん護ご射しや撃げきを行っていた。既すでに二十本を越こえる矢が獅し子しの全身には突つき刺ささっていたが、それが戦せん況きように何らかの影えい響きようを及およぼしているかといえば、答えは否いなである。

（なんて生き物……！　矢をまったく意に介かいさないなんて！）

　次の矢を弦つるに番つがえながらも、コリォは緋獅子ルイオ・バルネシアの驚きよう異い的てきな頑がん強きようさにひたすら圧あつ倒とうされていた。筋肉の分厚い背せ中なかを避けて、可能な限かぎり効果の高そうな部位を狙ねらい撃うっているのだが、胴どう体たいの側面、脚あしの腱けん、首くび筋すじ──どこに当たっても、相手は痛いたがる気け配はいすらないのだ。

（ならば、次は眼めを狙えば──！）

　コリォは心を決めて弦を引き絞しぼった。動き続ける相手に対して狙う的としては小さすぎる急所だが、幼よう少しようより母親から受けてきた厳きびしい教えの甲か斐いあって、中ちゆう距きよ離りでの狙い撃ちはコリォの得意中の得意である。難なん易い度どは高いが、この距離ならば決して不可能ではない。

「───やぁッ！」

　コリォの弓から放たれた矢が、獅子の眼へと向かって一直線に突き進んでいく。角度は申し分ない、確かく実じつに捉とらえた──コリォがそう確かく信しんした瞬間、しかし、計ったように振ふり上げられた獣王の前足が、急所を貫くはずだった矢をあっさりと弾はじき飛ばした。

「な……ッ！」

　その光景に、天そら弓ゆみ隊たいの面々は弓手として最も単たん純じゆんな絶望を突きつけられた。──矢の軌道を見切られている。およそ常じよう識しきでは考えられないことだが、理り屈くつを超こえた野や性せいの直感、あるいは驚異的な動どう体たい視し力りよくの成せる技わざと受け入れる他なかった。

「ど、どうすればいいの……。こんなの、援護の仕様がない……！」

　天そら弓ゆみ隊たいの誰だれもが同じ気持ちだった。もはや次の矢を番えようという気すら起こらない。規き格かく外がいの敵を前に、有翼種クロトアたちの心が成す術すべなく折れかけた時──コリォはふと、遠間から自分を見守る二つの視し線せんを感じた。

（……姉ねえ様さま……サーリャさん……）

　怯おびえる羊たちの周囲を騎き兵へいで固く囲いながら、セレィらは丘おかの上からじっと戦いの趨すう勢せいを見守っていた。忸じく怩じたる思いでいるのは彼女らも同じに違ちがいない──バニィルが正面から単たん独どくで緋獅子ルイオ・バルネシアに挑いどむことによって、誇ほこり高き獣じゆう王おうは彼との戦いを最も優ゆう先せんしている。この上に騎兵が乱らん入にゆうすればその均きん衡こうが崩くずれ、周囲の全員を敵てきと見なした獣王は見み境さかいなしの虐ぎやく殺さつを始めるだろう。上空のコリォたちが見み逃のがされているのは、彼女らが敵として見なされてすらいないからだ。いかに己おのれの縄なわ張ばりを死守する緋獅子ルイオ・バルネシアと言えども、空を飛んでゆく鳥にまでは注意を向けない。天そら弓ゆみ隊たいが必死に降ふらせる矢の雨も、獣王からすれば鳥のフンと大差のないものだ。

　屈くつ辱じよく的てきな事実ではあるが、それを逆さか手てに取っているからこそ、コリォたちはバニィルの援えん護ごを試みることが出来ている。ゆえに補ほ佐さの全ては彼女らに委ゆだねられているのだ。姉と『聴士ラルゴウ』の少女から注がれる熱い眼まな差ざしから、コリォはその期待を改めて汲くみ取った。

（何を諦あきらめているんだ、私は……。絶ぜつ望ぼうしてる暇ひまがあったら、別の手を考えればいいじゃないか！）

　そう内心で奮ふん起きすると、彼女は何度か深しん呼こ吸きゆうを繰くり返し、落ち着きを取り戻もどしてから目の前の問題と向き合った。──眼めの他に効こう果かのありそうな急所はない。だが、射しや撃げきを完全に見切られているのだから、どんなに狙ねらい澄すましても、こちらの矢を相手の眼に当てることは出来ない。

（見切られているから当てられない。……見切られているから、当てられない？）

　その因いん果がにふとした違い和わ感かんを覚えた瞬しゆん間かん、コリォの脳のう裏りに予期せぬ閃ひらめきが舞まい降おりた。──見切られているということは、その前に見られているということだ。逆に言えば、見られなければ見切られることはない。そのためにはどうすればいい？

（……答えはひとつ。矢を放つ自分の姿すがたも、的に当たるまでの矢の軌き道どうさえも、完全に相手の死角に隠かくせばいい！）

　可か能のう性せいを吟ぎん味みしている暇はない。思い立った僅わずかな希望を実じつ践せんするために、コリォは両りよう翼よくをはためかせて、猛もう然ぜんとバニィルを襲おそい続ける緋獅子ルイオ・バルネシアの後方へと向かった。







　戦いの開始から一時間近くが過すぎ去り、ここまで変わらぬ敏びん捷しようさで獣王の攻こう撃げきを避さけ続けてきたバニィルにも、いよいよ体力の限げん界かいが訪おとずれつつあった。

「はっ……はぁっ……。くっそ、年は取りたくねぇもんだな……！」

　元勇者は悔くやしげに呻うめいた。三みつ日か三み晩ばんを戦い抜ぬいた頃ころの自分が今は懐なつかしい。酒さけ浸びたりの日々は誰だれよりも逞たくましかった彼の身体からだを確かく実じつに衰おとろえさせ、全ぜん盛せい期きの動きを保たもち続けられる限界時間はとうに過すぎ去っていた。最初のうちは紙かみ一ひと重えで避けきっていた攻撃も、疲ひ弊へいしきった身体では逃のがれられない。腹ふく部ぶを掠かすめていった爪つめの傷きずから内ない臓ぞうが零こぼれ出さないのが唯ゆい一いつの救いだった。

「上空うえじゃ有翼種クロトアの嬢じようちゃん方も頑がん張ばってるみてぇだが……いけねぇなぁ。こりゃ、どうにも活路が見えねぇ……」

　バニィルは歯は軋ぎしりして呟つぶやく。無む論ろん、彼とて一切の勝算なしにこの戦いへ赴おもむいたわけではない。彼の狙ねらいは始めから今に至いたるまでただ一点、獣じゆう王おうの懐ふところに潜もぐり込こむことだけである。それさえ出来れば決けつ着ちやくをつけられる。だが、そのための好機がどうしても見み出いだせないのだ。

　ひゅぅ、と弱々しい呼こ吸きゆうがバニィルの喉のどから漏もれる。──その一いつ瞬しゆん、今まで休みなく保たもたれていた彼の集中が一瞬だけ緩ゆるみ、そこに生まれた心の隙すきを百ひやく戦せん錬れん磨まの緋獅子ルイオ・バルネシアは見み逃のがさなかった。強きよう靭じんな後ろ脚あしが地を蹴けり、緋ひ色いろの巨体が空中からバニィルに襲おそい掛かかる。

「うおおぉッ……！」

　真っ赤な口こう腔くうがバニィルの視し界かいを覆おおう。黙だまっていれば腰こしから上を食い千ち切ぎられていただろうが、彼も咄とつ嗟さに横へ転がり込こんで最悪の事じ態たいを回かい避ひする。しかし、その動きさえも獣王は読んでいた。次の瞬間、追い討うちの薙なぎ払はらいがバニィルの身体からだを直ちよく撃げきした。

「がはッ……！」

　バニィルの身体がくの字に折れ曲がり、一撃で受けた勢いきおいのまま遙はるか先まで転がっていく。……爪の部分が当たらなかったのと、両りよう腕うでで防ぼう御ぎよをするのが間に合ったおかげで、どうやら即そく死しは避さけられたらしい。幸運に感かん謝しやしながら、バニィルはよろめきながらも立ち上がろうとしたが──そのために地面に手を着ついた瞬間、彼の両腕に猛もう烈れつな激げき痛つうが走った。

「ぐぉぉッ……!?」

　呻うめき声を漏らしながら視線を落とし、彼はそこでようやく自分の状じよう況きようを思い知った。──両腕の至いたる所が不自然に折れ曲がっている。骨ほねが砕くだけ、肉が潰つぶれ、もはや腕としての体てい裁さいを残していない。

（ああ……こいつは、いけねぇ……）

　地面にへたり込んだまま、バニィルは悠ゆう然ぜんととどめを刺さしに近ちか付づいてくる獣王の姿すがたをぼんやりと眺ながめた。──へし折られたのは腕であると同時に前まえ脚あしであり、さらには戦い続ける意い志しだ。彼にはもはや立ち上がる気力すらない。

　最さい期ごの瞬間を待つまでの間、バニィルの脳のう裏りには様々な記き憶おくが蘇よみがえった。──不利な戦いくさを共に戦った仲間たち。全てを失ってやさぐれた自分を、それでも温あたたかく受け入れてくれた優しい妻つま。貧まずしい生活の中で生まれてきた多おおくの子供たち。夜よ毎ごとに語り聞かせてやった数え切れない武ぶ勇ゆう伝でん。それを一番楽しみにしていたのは、今は遠い西の国まで出で稼かせぎに出ている長女だった。

（ごめんな、ソロェリ……。もう、父ちゃん、新しい武勇伝は聞かせてやれねぇみたいだ）

　心の中で娘に謝あやまると、もはや緋獅子ルイオ・バルネシアの巨きよ体たいは眼めの前まで迫っており、バニィルは死を受け入れるように両眼を閉とざした。まったき暗くら闇やみの中、すぐにでも嚙かみ殺されるだろうと思って待ち構かまえていると──なぜか、思いもかけない呻き声が、彼の耳じ朶だを震ふるわせた。

「……え？」

　バニィルが恐おそる恐る眼めを開けると、そこには奇き異いなことに、前まえ脚あしで片目を押おさえて蹲うずくまる獣じゆう王おうの姿すがたがあった。彼には咄とつ嗟さに状じよう況きようが理り解かいできなかったが、緋獅子ルイオ・バルネシアの巨きよ体たいよりもやや後方の上空、矢を放った体たい勢せいで硬こう直ちよくしている有翼種クロトアの娘の姿を見た途と端たん、驚きよう愕がくの念と共に状況を把は握あくした。

（当てたのか──嬢じようちゃん！　あの位置から、こいつの眼に!?）

　およそ考えられぬ神かみ業わざと言って良かった。──眼を狙ねらうにしても、普通に矢を放ったのでは弾はじかれてしまう。そう悟さとったコリォは、まずは死角からの狙そ撃げきを試みた。そこまでは当然の発想だろう。だが、緋獅子ルイオ・バルネシアは射い手てが矢を射いる様子から攻こう撃げきを見切るのではなく、飛んでくる矢の軌き道どうそのものを眼で捕ほ捉そくして防ぼう御ぎよしてのけるのだ。そんな理り不ふ尽じんなまでの迎げい撃げき性せい能のうを突とつ破ぱするためには、最初から最後まで放った矢を相手の視界に入れない手しかない。

　つまり、コリォは緋獅子ルイオ・バルネシアの後方から斜ななめ上空に向かって矢を放ち、極きよく端たんな放物線を描えがく軌道で眼まとに命中させたのだ。肉食動物の両眼は顔の前側にあるため、獣王の視し点てんでは、命中の瞬しゆん間かんまで矢の影かげを捉とらえることも出来なかっただろう。まさしく相手の盲もう点てんを突つくその発想力もさることながら、曲きよく撃うちも同然の射しや撃げきで眼がん球きゆうという極小の的を射い止とめてのけたコリォの技ぎ量りようこそ、惜おしみない勝算に値あたいするものだった。

「……ルオオォォォォォォォン！」

　獣王の口から確たしかな苦く痛つうの呻うめきが漏もれる。今まで絶たえず発せられていた絶ぜつ対たい的てきな圧あつ力りよくが、今だけは明らかな綻ほころびを見せている。それを認みとめた瞬間、バニィルは両りよう腕うでの激げき痛つうも忘わすれて立ち上がった。──これだ。これこそが、今の今まで待ちに待った好機だ！

「アッッッラァァァァァァァァァァァァイア！」

　牙種ヤシユタルガの雄お叫たけびが響ひびき渡わたる。完全に壊こわれた両腕を見み限かぎって、バニィルは残った二足で獣王の懐ふところ目め掛がけて走り出した。その気け配はいに気が付いた緋獅子ルイオ・バルネシアも、すぐさま敵てきを迎むかえ撃つべく前脚を薙なぎ払はらう。だが、矢を受けた眼の側から疾走してくるバニィルの位置を、獣王には正せい確かくに捉えられない。極端な前ぜん傾けい姿し勢せいで走り抜ぬけたバニィルの頭上で、迎げい撃げきの前脚は虚むなしく空を切った。──それは同時に、バニィルが緋獅子ルイオ・バルネシアの懐に潜もぐり込こんだことも意味した！

「ガアァァァァァァッ！」

　待ちに待ったその瞬間、バニィルは口こう腔くうから四本の鋭するどい牙きばを剝むき出し、満を持して緋獅子ルイオ・バルネシアの喉のど元もとに喰くらいつく。皮かわ一いち枚まいを隔へだてたその部位に、獣王の唯ゆい一いつの弱点とも言うべき太い血管が存そん在ざいすることをバニィルは知っていた。渾こん身しんの力を込めて顎あごが閉とざされ、四つの牙が血管の壁かべを突つき破やぶって内部にまで達する。──瞬間、牙の先端に開いた極小の孔あなから、獣王の血管の中に微び量りようの体たい液えきが流れ込んでいく。分量にして小こ匙さじ一杯分にも満たないその液体こそが、牙種ヤシユタルガという民族が有する最後にして最強の武器──即そつ効こう性せいの麻ま痺ひ毒どくであった。

「ヴルォォ……！　……ォォ……ォォォ……ォン……」

　バニィルを突つき飛ばそうとした前まえ脚あし足が力を失い、全身を激はげしく痙けい攣れんさせたと思うと、緋獅子ルイオ・バルネシアの巨きよ体たいはぐらりと傾かしいで大地に倒たおれこんだ。真しん紅くの眼めは瞼まぶたで閉とざされ、弱々しい呼こ吸きゆうだけは辛かろうじて続いているものの、首や手足は一いつ切さい動かせなくなっているようだった。中陸最強と謳うたわれた獣じゆう王おうのその有様を見み届とどけた瞬しゆん間かん、バニィルは残された最後の体力を振ふり絞しぼって雄お叫たけびを上げた。失った誇ほこりを取り戻もどしたことを宣せん言げんする、それは勝利の咆ほう哮こうだった。

「バニィル……！　よくぞ、よくぞ打ち勝った！」

　まだ安全を確認出来ていないと引き止める兵士たちも振り切り、セレィは愛馬を駆かってバニィルのもとまで駆かけつけた。空中を旋せん回かいしていた有翼種クロトアたちも次々と地上に降おりてくる。あらゆる民族の隔へだたりを越こえて、試練を乗り越えた勇者の功こう績せきが祝福されていた。

「へへ、あんがとよ……。でも、誉ほめるんなら先にそっちの有翼種クロトアの嬢じようちゃんにしてやんな。奴やつこさんの眼めを射い抜ぬいたあの一いち撃げきがなけりゃ、おれはとっくにお陀だ仏ぶつだったろうぜ」

　そう言ってバニィルはコリォを顎あご先さきで差した。瞬間、セレィは言われるまでもないという素す早ばやさで妹の身体からだを抱だき締しめる。騎き馬ば民みん族ぞくの視し力りよくは伊達だてではない。有翼種クロトアの少女が成し遂とげた神かみ業わざまで、女じよ皇おうはしっかりと見み届とどけていたのだ。

「コリォ……あの追い詰つめられた局面で、よくぞあの機転に思い至いたった。よくぞあの矢を獣王の眼に当ててのけた。お前という妹を持ったことが、今ほど誇ほこらしく思われた瞬間はない……！」

　姉陛下の力強い抱ほう擁ようを受けて、コリォの瞳ひとみにじわりと涙なみだが滲にじむ。口にする声は震ふるえていた。

「じ……自分に、で、出来ることを、それだけを、ひ、必死に考えて、やりました……！　サーリャさんに、お、教わった、通りに……！」

　遅おくれてやってきたサーリャが、セレィの抱擁に重ねるようにしてコリォを抱き締める。……もはや誰だれが彼女をありふれた弓兵などと呼よぶだろう。彼女の活かつ躍やくがなければ、それに続くバニィルの勝利もなく、おそらく騎馬隊の半数は壊かい滅めつしていたのだから。

　もはや互たがいに言葉もなく抱き合っている三人の娘たちの姿すがたを、出で稼かせぎに出ている長女と重ね合わせて微笑ほほえましく見やりながら、バニィルは駆けつけてきた兵たちによって両りよう腕うでの手当てを施ほどこされる。複ふく雑ざつに折れ曲がった両腕は元通りに治なおるかも怪あやしかったが、その全てを引き換かえにしたとしても余あまりある勝利だと、彼の心はどこまでも晴れやかだった。

「……ああ、ちょっと待て！　そりゃダメだ、奴やつこさんにとどめは刺さしてくれるな！」

　腰こし元もとから刀を抜ぬき放ち、慎しん重ちような足取りで横たわった緋獅子ルイオ・バルネシアに近ちか付づいていく有角種ユルフイネクの兵たちに向かって、バニィルは慌あわてて制せい止しの声をかけた。訝いぶかしげな面おも持もちで見返してくる彼らに、牙種ヤシユタルガの勇者は難むずかしい面持ちで首を横に振る。

「……麻ま痺ひ毒どくの効果は五分程てい度どで切れる。それまで待ってやってくれねぇか」

　とんでもない発言をしたバニィルに、正気か、という意味合いの視し線せんが集中する。誤ご解かいされるのも当然とは思っていたのか、それでも彼は怯ひるむことなく説明を続けた。

「まあ聞いてくれよ。中陸有角種ユルフイネクよろしく殺して毛皮を剝はぎ取る必要なんざ、本当はないんだって。緋獅子ルイオ・バルネシアは掛かけ値ねなしに誇ほこり高い獣けものなんだ。自分を負かした相手には絶ぜつ対たいに危き害がいを加えない。……それによ、ここから目的地までの道中はまだ長いんだ。その間、どうせなら最高の用よう心じん棒ぼうが欲ほしくないかい？」

　自信たっぷりの表ひよう情じようで言うバニィルに、騎き馬ば隊たいの面々はきょとんと顔を見合わせた。







　セレィらが中陸最強の獣じゆう王おうを下した日の夕ゆう刻こく、ヘィロンの率ひきいる騎馬隊は砂さ礫れき地ち帯たいを避さけた複ふく雑ざつな迂う回かい路ろを経へて、第だい二に競きよう走そうの目的地であるヴマ・ズォの集落に辿たどりつこうとしていた。誰だれの表ひよう情じようにも競走を行っているという緊きん張ちよう感かんは見られず、いっそ弛し緩かんした空気すら漂ただよっている。唯ゆい一いつの例外は、セレィの安あん否ぴを気にかけて暗い面おも持もちでいるヘィロンだ。

「大首長ヘイロン、次の集落が見えてきました。……東方有角種ユルフイネクの連中は、今いま頃ごろどれだけ生き延のびていますかね？」

「その運命は中陸の大地が決めるだろう。……下らんことを訊きくな」

　話しかけてきた同どう胞ほうに応おうじる声もそっけない。それほどに彼はセレィと生きて再さい会かいする希望を低く見積もっていた。先の集落で会った時に無理にでも負けを認みとめさせるべきだったかと、今になってから悔くやんですらいる。……だが、その苦く悩のうは皮肉にも、

「……っ!?　大首長ヘイロン、集落の手前に騎馬隊が見えます！　それに、あ、あれはまさか……！」

　中陸有角種ユルフイネクの兵士が愕がく然ぜんとした面持ちで前方を凝ぎよう視しする。その視し線せんを辿った瞬しゆん間かん、ヘィロンですら咄とつ嗟さに眼めを剝むいた。──馬の五倍はあろうかという巨きよ軀く、その全身を覆おおう眼にも鮮あざやかな緋ひ色いろの毛皮。かつて平原の覇は者しやへと至いたる試練で彼自身も対たい峙じした、それは中陸最強の獣王の姿すがたに他ならない。

「──遅かったな。待ちかねたぞ、ヘィロン！」

　そうして悠ゆう然ぜんと佇たたずむ緋獅子ルイオ・バルネシアの傍かたわらに、馬上で胸むねを張はって勝利を謳うたう女じよ皇おうの姿があった。騎馬隊のほかの面々も誇らしげな面持ちで並ならんでいる。数えてみればすぐに分かることだが、伴ともなってきた羊にも一匹たりとも損そん失しつはない。ヘィロンの側とてその点は同じことだったが、それはつまり、時間的に先んじて目的地に辿りついたセレィの側の勝利を意味していた。

「……何という女だ、セレィ。おれの予想を裏うら切ぎって、しかし期待には応こたえてのけるか」

　引き連れた兵たちの焦あせりとは裏うら腹はらに、ヘィロンは陶とう然ぜんとした面持ちで相手を賞しよう賛さんした。そのまま黙だまって種明かしを待つ彼の眼がん前ぜんで、セレィは自ら一歩退ひき、傷いためた両りよう腕うでに添そえ木を施ほどこした牙種ヤシユタルガの男性を前に出す。

「紹しよう介かいしよう。──そなたと同様、中陸最強の獣王を打だ倒とうしてのけた勇者だ。名をバニィル・ゼスカ。そなたが有角種ユルフイネクよりも劣おとった民族だとほのめかし、戦いくさには必要ないとまで言い切った、誇り高き牙種ヤシユタルガの戦士だ！」

　待ちに待った反はん論ろんの好機に、勝利の結果と過か程ていの両方をもって、セレィはここぞとばかりに意い趣しゆ返がえしを実行する。大おお勢ぜいの前で賞しよう賛さんを受けたバニィルは、そんな事じ態たいが久ひさしぶりということもあって、気き恥はずかしげに微笑わらって視し線せんを落とした。

「次に、私たちが伴ともなってきた羊たちの足を見てみよ。革かわ製せいの靴くつを履はかせているのが分かるな？　この前の集落で、長爪種イゼイリグの職しよく人にんたちの力を借りて作り上げたものだ。実に頑がん丈じような作りでな、いざ使ってみれば、かなりの悪路でも物ともしない。出発地点から最さい短たん距きよ離りを突つっ切ってきたが、それこの通り、羊たちは傷きず一つ負っていないぞ。……砂礫地帯は避さけて通るものだとばかり考えていたそなたらには、思いもよらぬ方法だったろう」

　ヘィロン側の兵たちのざわめきが大きくなる。地の利と経けい験けんの蓄ちく積せきという圧あつ倒とう的てきな有利を、他民族との協力と創そう意い工く夫ふうで覆くつがえされたという事実が、容よう易いには受け入れられないらしい。それも無理のないことだと思いながら、セレィはなおも言葉を続けた。

「この勝利は我われらの誇ほこりだ。有角種みずからを至し上じようの存そん在ざいと置き、他民族を無む条じよう件けんに劣おとったものとして蔑べつ視しするそなたらのやり方では、決して得ることが適かなわなかったであろう勝利だからだ。……そしてこの結果こそが、エナ・ガゼ全土を纏まとめる方法が征せい服ふくであってはならない理由、あくまでも対等の立場における同どう盟めいでなくてはならないという証しよう明めいだ！」

　強い口調で言い切ったセレィの相そう貌ぼうを、ヘィロンそこで初めて敵てき意いを含ふくんだ瞳ひとみで睨にらみ据すえた。──自分の理想は決して絵に描かいた餅もちではない。具体的な結果をもってそう主しゆ張ちようする女じよ皇おうを、その思想と実力ともども、ヘィロンはついに全ぜん霊れいを懸かけて戦うに値あたいする相手として認にん識しきした。

「……今は何も言い返すまい。おまえを侮あなどっていた事実を認みとめ、率そつ直ちよくに謝あやまろう。──第だい二に競きよう走そうはおまえの勝ちだ。その結果だけは、どんな言葉をもってしても揺ゆるがせぬ神しん聖せいなものだ」

　そう言い残すと、ヘィロンは配下の兵たちを連れて潔いさぎよく去っていった。その後ろ姿すがたを見送りながら、セレィは背せ筋すじにぞくぞくとした感動が上ってくるのを感じた。──あの男に、ついに自分を認めさせた。中陸の半分を統すべる王者から、対等の敵として捉とらえられたのだ！

「これでいい……。互たがいの力量を認め合った上での競きそい合いならば、それもまた一種の対話足りうるだろう。ずいぶんと遅おくれたが、今になってようやく、我々は中陸有角種ユルフイネクとの交こう渉しようの出発点に立つことが出来たのかもしれんな」

　感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやくと、セレィはふぅと大きく息を吐はいて肩かたの力を抜ぬいた。張はり続けていた緊きん張ちようの糸が切れ、さしもの女皇にも気き疲づかれがどっと襲おそい掛かかったところで、彼女の隣となりに大人おとなしく佇たたずんでいた緋獅子ルイオ・バルネシアが、ごく小さな一ひと吼ほえで、それでも大気を激はげしく震ふるわせる。獣じゆう王おうの意志をバニィルが代だい弁べんした。

「自分の役目は終わったか、って訊きいてるぜ。もう帰してやって構かまわないだろ？」

「それを決められるのはそなたしかいない。勇者の望みのままに」

「んじゃ、その通りに。……ご苦労だったな、獣王さん。昔のも壮そう絶ぜつだったが、今度も本当に善いい戦いだったぜ。……ま、さすがに三度目は御ご免めんだけどな」

　労ねぎらいの気持ちを込こめて、バニィルの掌てのひらが緋ひ色いろの毛け並なみみを軽く撫なでる。それを別離わかれの挨あい拶さつと理り解かいした獅し子しは、さらに驚おどろくべきことに、前まえ脚あしの爪つめを振ふるって己おのれの横よこ腹ばらの毛皮を削そぎ取った。湯気の立つ血ち潮しおが付ふ着ちやくしたそれをバニィルの腕うでの中に落とすと、獣じゆう王おうは悠ゆう然ぜんとした動作で歩ほを進め、眼がん前ぜんに広がる果てしない平原の只ただ中なかへと再ふたたび帰っていく。

「アッッッラァァァァァァァァァァァァイア！」

　バニィルの喉のどから手た向むけの咆ほう哮こうが迸ほとばしった。誇り高き獣王は振ふり返ることなく、だが天を仰あおいで轟ごう然ぜんとした雄お叫たけびを返すと、そのまま夕ゆう暮ぐれの紫むらさき色いろを帯びた地平線の向こうに消えていった。







「諸しよ君くん、今回はよくやってくれた。残すは第だい三さん競きよう走そうのみだが──」

　例によって滞たい在ざいのために用意された屋や敷しきの中、セレィは決けつ闘とうを締しめ括くくる最後の戦いに向けた作戦会議を行っていた。……が、その戦せん略りやくについて話し合いを始める前に、彼女は一度悄しよう然ぜんとした面おも持もちになり、新たな不ふ確かく定てい要よう素そが出しゆつ現げんしたことを捕ほ足そくする。

「だいぶ先さきほどの話になるが、伝令の早馬が届とどき、ヘィロンの集落に捕とらえてあった〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の隠おん密みつが脱だつ走そうしたとの報しらせを受けた。我われ々われが出発した日の夕ゆう刻こくのことだ。……その際さいに、ルクィツ・ジナ、ナムァ・デルェヌの二名が殉じゆん職しよくしたらしい。悲しい報せだが、諸君、どうか天地に召めされた同どう胞ほうに哀あい悼とうの意を捧ささげてくれ」

　仲間の死を知らされた兵たちはまず動どう揺ようし、ひとしきり騒そう然ぜんとしてから、全員が歯を食いしばって俯うつむいた。犠ぎ牲せいになった二名と親しかった者には眦まなじりから涙なみだを拭ぬぐう姿すがたも見られる。彼らと並ならんで遺い憾かんの意を示しめしながら、クェッタが訝いぶかしげに問いを返す。

「……どうして今日まで連れん絡らくが遅おくれたのでしょうか。隠密の脱走によって陛へい下かの身に危き険けんが及およぶ可か能のう性せいが高まることは明らかなのですから、事件が起こったその日にでも伝令を出すべきだったでしょう。第一競走で着ついた集落で報せを受けるならまだしも、最後の競走を控ひかえたこの時点でようやく連絡が届くというのは、いくらなんでも対応が遅おそすぎる」

「その点については、伝令にやってきた兵たちも謝あやまっていた。彼らとしてもすぐに伝令を出そうとしたのだが、競走中の騎き馬ば隊たいに対する干かん渉しようは許ゆるさないという決けつ闘とうの取り決めがあったのだ。そのため中陸有角種ユルフイネクの陣じん営えいと揉もめに揉めた結果、どうにか、両陣営の兵が相そう互ごに監かん視しし合いながら伝令に向かうという妥だ協きよう案あんに至いたったらしい。その決定までに費やされた時間が、そのまま報告の遅れに影えい響きようしてしまったということだ」

　なるほど、と呟つぶやいてクェッタは溜ため息をついた。……さらに捕足するなら、集落の『聴士ラルゴウ』からの音による連絡がサーリャの耳にすら届かないほど騎馬隊との距きよ離りが離はなれるのを待ち、それから脱走を実行に移うつしたギロの判はん断だんも狡こう猾かつだっただろう。

　それからしばし、兵たちの心が落ち着つきを取り戻もどすだけの充じゆう分ぶんな時間を与あたえてから、セレィは静かに言葉を継ついだ。

「……酷こくなようだが、悲しんでばかりもいられぬ。〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の行動を牽けん制せいするための人ひと質じちが逃にげ出してしまったことで、隠おん密みつどもは再び枷かせを外された。今この瞬しゆん間かんとて、私の命を狙ねらって虎こ視し眈たん々たんと機会を窺うかがっていることすら考えられる。第だい三さん競きよう走そうではヘィロンの騎き馬ば隊たいとの争いに加えて、奴やつらの動きにも気を配らねばならないということだ。だが……」

　言いつつ、セレィは痛いたましげな視し線せんを居い並ならぶ兵たちの後方にやった。そこでは顔色を真っ青にしたサーリャが、弱々しい息いき遣づかいで寝しん台だいの上に横たわっている。第一競走と第二競走での馬旅を経へて、『聴士ラルゴウ』の少女の体力は限げん界かいに達しようとしていた。

「……見ての通り、弱りきったサーリャにこれ以上の負ふ担たんはかけられぬ。彼女の耳を当てにせず、我われ々われはあくまでも自分たちの力で隠密どもへの警けい戒かいを続けねばならない。具ぐ体たい的てきには見み張はりの頻ひん繁ぱんな交代と、味方に敵てきが紛まぎれ込こむことを防ふせぐための符ふ丁ちようの設せつ定ていなどだろう。……色々と段だん取どりが煩はん雑ざつになってしまうが、決けつ闘とうが終わるまでの辛しん抱ぼうだ、ここは堪こらえてくれ」

　兵士たちが是ぜ非ひもなく頷うなずきを返す。女じよ皇おうは満足げに頷うなずき、いよいよ話の本題に踏ふみ込こんだ。

「それでは、明日の第三競走の作戦を話し合おう。これまでは多おおくの羊を伴ともなった上での移い動どうだったが、次はいよいよ純じゆん粋すいな騎馬隊による競走だ。だが、いくつか気に懸かけておくべき取り決めもある。クェッタ、お前の口から説明してくれるか」

「はっ。──第三競走は二組の騎馬隊によって目的地までの到とう達たつ時じ間かんの短さを競きそうものですが、その勝しよう利り条じよう件けんはあくまでもセレィ陛へい下かとヘィロンの二人に委ゆだねられています。簡単に言えば、我々の騎馬隊のほぼ全員がヘィロンより先に目的地に到とう着ちやくしても、陛下自身がそこに至いたらないことには勝ったことになりません。逆ぎやくに、こちらの騎馬隊のほぼ全員が途と中ちゆうで脱だつ落らくしたとしても、陛下ひとりがヘィロンよりも早く目的地に達すれば我々の勝ちとなります」

「よく嚙かみ砕くだかれた説明だ。──要するに諸しよ君くんは、いかにしてヘィロンより一秒でも早く私を目的地に届とどけるかに腐ふ心しんせねばならない。そのためには大きく分けて二つの方ほう針しんが考えられる。ひとつには諸君らの努力によってヘィロン側の兵たちに私の疾しつ走そうを邪じや魔まさせぬこと。ふたつには諸君の技ぎ術じゆつによってヘィロンが疾しつ駆くする速度を出来るだけ抑おさえることだ」

「つまるところ、互たがいの騎馬隊によって相手側の大たい将しようの走りを妨ぼう害がいし合う──そのような展てん開かいが予想されるわけです。とはいえ直ちよく接せつ的な攻こう撃げきなどは認みとめられませんので、具体的な手しゆ段だんとしては集しゆう団だんによる一騎の囲い込こみですね。有角種ユルフイネクの皆みなさんには語るまでもないとは思いますが、この布ふ陣じんが完成すれば、やられた側はそう簡かん単たんに囲いの外へは逃にげ出せなくなります。一方がそうなった上でもう一方が自由に先行している場合、その状じよう況きようはもはや詰んだと考えて良いでしょう」

「いかにして私がその状況に陥おちいることを避さけるか、いかにしてヘィロンをその状況に陥おとしいれるか。この作戦会議の主しゆ眼がんはそこに置かれるものと思ってもらってよい。……また、互いの戦略が拮きつ抗こうして、双そう方ほうとも囲い込みに失敗する展てん開かいも充じゆう分ぶんに考えられる。その場合は私の騎手としての技ぎ量りように全てを委ゆだねてもらおう。これでも馬を駆かる腕うで前まえで人じん後ごに落ちぬ自負はあるつもりだ」

　胸むねを張はって請うけ負うセレィに、兵たちも信しん頼らいの面おも持もちで返す。彼女の抜ぬきん出た馬ば術じゆつの腕前は、オルワナとの戦いくさにおける幾いく多たの戦場での活かつ躍やくでとっくに実じつ証しよう済ずみだ。

　明日の展てん開かいに胸むね躍おどらせる騎き馬ば民みん族ぞくたちの中にあって、いささか肩かた身み狭せまげにしている有翼種クロトアの中から、第だい二に競きよう走そうでの活躍で一気に尊そん敬けいを集めたコリォがおずおずと片手を挙あげた。

「あ、あのぅ、陛へい下か……。今回は、私たちの出番は……」

「それについては私も頭を悩なやませている。今までの二戦とは違ちがい、今度の競走では全速力での疾しつ走そうが求められるから、重量が増ふえるという意味で二人乗りは望ましくない。しかし何らかの形で有翼種クロトアの能のう力りよくを戦せん略りやくに活いかせないかとも思っている」

「有翼種クロトアの皆みなの能力と言えば、やはり飛ひ行こう能のう力りよくと弓きゆう術じゆつですが……直接の攻こう撃げきが認みとめられていない今回の競走では、正直なところ少々扱あつかい辛づらいですね。順当に勝利を狙ねらうなら、ここは馬に慣なれ親しんだ我われ々われだけで挑いどむのが妥だ当とうなところでは……」

　クェッタが常じよう道どうを行く意見を口にした瞬しゆん間かん、何の前まえ触ぶれもなく、部屋の隅すみに横たわっていたサーリャががばっと身を起こした。兵たちがぎょっとして振ふり向くと、サーリャは青ざめた顔の中でもはっきりと見開いた両りよう眼めで、静かな迫はく力りよくと共にセレィを見み据すえた。

「……有翼種クロトアの面々は伴ともなっていくべき。奇き策さくの部類だけど、私に考えがある。聴きいて」

　乗り物酔よいで満足に働かない頭を酷こく使しして、残された体力と気力を振り絞しぼり、今度もサーリャは全ぜん身しん全ぜん霊れいの策さくを弄ろうする。その提てい案あんが愚ぐ策さくであるはずがないと、セレィは頷うなずきによって信頼を示しめし、『聴士ラルゴウ』の少女の説明に耳を傾かたむけた。







　中陸の大地に運命の朝が訪おとずれた。天の采さい配はいもあって、陽光が惜おしみなく降ふり注ぐ雲一つない蒼そう穹きゆうである。出発地点に整然と立ち並ならぶ二組の騎馬隊の面々には、ヘィロンの側には未いまだかつてない緊きん張ちようが、セレィの側にはより一いつ層そうの気合が見て取れる。

「……？　ヘィロン、あれは何でしょうか。向こうは隊列半ばの十数頭の騎馬に、二人乗りで有翼種クロトアを連れています。……ああ、後ろの方には例の盲種メルキエーナの娘むすめの姿すがたも見えますね」

　ヘィロンの側の副官が訝いぶかしげな顔をする。その視し線せんの先では確たしかに、馬に跨またがった有翼種クロトアたちが、戦意の昂こう揚ようを表すように背せ中なかの両りよう翼よくを広げていた。客観的に見て奇き怪かいな光景と言える。羊の群むれを連れた今までの競走とは違ちがい、今回は馬の速度あしに勝敗が委ねられる部分が最も大きい。余よ計けいな荷物を載のせている余裕はないはずなのだ。

「『聴士ラルゴウ』の娘については知らんが……有翼種クロトアどもを連れているのは、先行した際さい、あるいは囲い込みを行う際に、翼を広げておれの目め隠かくしをするつもりでもいるのだろう。二人乗りの鈍どん重じゆうな馬で一度でもおれの前を走れると思い込んでの戦せん略りやくだ。浅はかな企くわだてと言わざるを得んな」

　なるほど、と頷うなずいて副官は前方に向き直った。ヘィロンも必要以上に相手側の隊列を意い識しきしない。第だい二に競きよう走そうの前歴を思い返すのなら、どんな奇き策さくを用いてくるか知れたものではないが、今度は平原の民が最も得意とする騎き馬ば隊たいによる真っ向勝負。あらゆる小細工は実力で切って捨すてるのが平原の覇は者しやの流りゆう儀ぎだった。

　出発に備そなえて集中を高めている彼だったが、一度だけ相手側の騎馬隊の先頭に立つセレィの様子を窺うかがう。炎えん天てん下かの強い陽ひ射ざしに備えてのものだろう、頭に薄うすい被かぶり物をしているため、その顔色までは窺えない。だが、布をよけて聳そびえる真白い一角つのが、必勝の決意を何よりも如によ実じつに物語っているようだった。

「──では、これより第三競走を執とり行う！　双そう方ほう、備えっ！」

　監かん視しの兵が決戦の開かい幕まく直ちよく前ぜんを宣せん言げんする。双方の騎馬隊の面々も手た綱づなを握にぎる手に力がこもった。全員が心の準じゆん備びを済すませたことを見て取ると、監視の兵はおもむろに秒読みを始める。

「３ハルア、２スル、１オノ──始めハガリアッ！」

　八十頭の馬が一いつ斉せいに地を蹴けって疾しつ走そうを始めた。もうもうと巻まき上がった砂すな埃ぼこりがそのまま出発の軌き跡せきとなり、かくして決けつ闘とうの天てん王のう山ざんは幕を開ける。先頭を行くセレィ、ヘィロンの両名はどんどんと馬の速度あしを速めていき、続く騎馬隊も整然とした列を保たもちつつ、大だい迫はく力りよくの走りで追つい随ずいする……！

「悪いが様子見は無しだ。──囲い込めエルゴン・ジヤツコ！」

　ヘィロンの命令を受けた隊列前方の兵たちが、鋭するどい反はん応のうで馬の進路を変え、単たん独どく先せん行こうするセレィを目指して駆かけてゆく。──相手を抜ぬき去ってから前方の進路を塞ふさげれば良し、でなくとも後方から圧あつ力りよくをかけるだけで相手の呼こ吸きゆうを乱みだせて良し、最終的に囲い込こむことが出来れば文もん句くなしに最さい善ぜん。騎馬隊同士での競走においては王道をゆく戦せん術じゆつである。

「……ッ……！」

　早々に頭を抑おさえにきた敵てきの行動に面食らってか、先頭を行くセレィは逃にげの足を速めることをしない。その判断の遅おくれは命取りだ。体力配分を度ど外がい視しして全力で馬を走らせたヘィロン側の尖せん兵ぺいは、相手側の兵たちに壁かべを作らせる暇ひまもなくセレィの馬に追いついてしまう。前方にひとり、後方にひとり、左右にそれぞれふたり、と言った具合に包囲はどんどん進み、ついには出発から十分と経たたないうちにセレィは十騎以上の兵たちによって完全に囲い込まれた。

「……早くも決けつ着ちやくか。もう少し粘ねばると思ったが、存ぞん外がいに脆もろかったな──」

　そう呟つぶやきつつ、ヘィロンは失望の混まじった視し線せんで包囲に囚とらわれたセレィを横目で見やる。ヘィロンの兵たちによって形成された囲いの周囲を、遅ればせながら追いついてきたセレィ側の騎兵たちが外側から圧あつ迫ぱくするが、その程てい度どで中心の女じよ皇おうに脱だつ出しゆつの好機は生まれない。既に勝負は決した──心中でそう確かく信しんしたヘィロンの視し界かいに、その瞬しゆん間かんふと、妙みようなものが映うつった。

「……？　あの兵、何をしている……？」

　囲い込まれたセレィをどうにか脱出させようと足あ搔がく兵たちの中に、よく見なければ分からないが、ひとりだけ我われ関かんせずといった様子で馬を走らせ始めた者がいる。他の兵たちと同様に日光を避さけるための被かぶり物をしているため、顔は窺うかがい知れない。だが──ヘィロンはそこで電でん撃げき的てきに直感した。被り物の布ぬのを内側から押し上げる見事な一角つの、長い鬣たてがみをたなびかせて疾しつ走そうする美び麗れいな白馬は、他でもない東方有角種ユルフイネクの女じよ皇おうの──。

「……!?　いかん、囲い込こみをやめろ！　おまえたちが囲んでいるのはセレィではない！」

　ヘィロンの声を聞いた兵たちがぎょっと視し線せんを巡めぐらせ、自分たちが固く囲い込んでいる相手の様子をじっと凝ぎよう視しする。彼らの熱い視線を受けた本人は、にやりと不ふ敵てきな笑みを浮うかべて、被り物と一角を同時に取り去った。

「すっかり騙だまされてくれたな。……だが、姉ねえ様さまと見み間ま違ちがわれたことは心底から光栄だ！」

　囲い込んでいた兵たちは一様に眼めを瞠みはる。さもあらん──彼らが女皇だと思っていたのは、一角つのと被り物で変へん装そうしたセレィの妹、コリォ・サリマニュィだったのだ。

　先せんだっては〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟を罠わなにかける際さいにも用いた方法だが、これは決して付つけ焼やき刃ばの策さくではない。コリォが女皇の影かげ武む者しやを務つとめられるようになるまでには、オルワナとの戦いくさが終わった直後からの長い積み重ねがある。決して得意ではなかった馬ば術じゆつにも訓練を重ね、ただ真っ直ぐに馬を走らせるだけならば、女皇と見分けの付かない領りよう域いきまで進歩した。セレィを意い識しきし続けていたヘィロンですら即そく座ざには替かえ玉に気き付づけなかった事実が、彼女の努力の程ほどを何よりも証しよう明めいしているだろう。

「見み損そこなったぞヘィロン！　仮にも嫁よめに迎むかえようという相手を、実の妹とはいえ、他の女と見み間ま違ちがえるとはな！」

　囲い込みの外側を悠ゆう々ゆうと走りながら、こちらも被り物を取り去って正体を顕あらわにしたセレィが皮肉を飛ばした。──遡さかのぼって種を明かせば、騎き馬ば隊たいに伴ともなわれていたコリォ以外の有翼種クロトアたちは、変装した姿すがたで隊列の中央にいた女皇を、大きく広げた翼つばさの暗あん幕まくでさらに敵てき側がわの眼から見え辛づらくするために起用されていたのである。

　まんまと騙だまされたことを悟さとったヘィロンは、奥歯が割われるほど強く歯は軋ぎしりした。──結果として、女皇の包囲を試みたヘィロン側の兵たちは、その外側からさらに敵の兵たちによって囲い込まれる結果になってしまった。これは決して些さ細さいな被ひ害がいではない。何しろヘィロンが囲い込みを任まかせた兵たちは、仲間内で最も馬術に長たけた精せい鋭えい揃ぞろいだったのである。

「豪ごう快かいなそなたらしくもないな。好いた女を囲いに閉とじ込めるのが大首長ヘイロンのやり方か？　そうではなかろう！　本当の意味で私の心を捉とらえたくば、己おのれ自身の実力で、正面から私を負かしてみせよ！」

「────ッ！」

　このセレィの挑ちよう発はつに、ヘィロンは愚おろかと知りつつも乗った。どうしても乗らざるを得なかった。女皇の言葉は彼の精せい神しんの最も原始的で強力な部分を的てき確かくに刺し激げきしたのだ。──戦せん略りやくも戦せん術じゆつも何もかも鬱うつ陶とうしい。今はただ只管ひたすら、この美しく生意気な女を屈くつ服ぷくさせてやりたい……！

「その挑ちよう戦せん、受けた……。今から全ての小細工は無しだ。──いいか、おまえたち、誰だれもおれたちの戦いの邪じや魔まをするな！　それでも無ぶ粋すいな割わり込こみを入れたものは、この大首長ヘイロンが直々に斬きり伏ふせてやる……！」

　犬歯を剝むき出して警けい告こくするヘィロンに、配下の兵たちが抗あらがう余よ地ちもなく竦すくみ上がる。この極めて衝しよう動どう的てきな口約束によって、第だい三さん競きよう走そうは集団対集しゆう団だんの争いから個こ人じん対個人の闘たたかいに趣おもむきを変えた。客観的には吉きちと出るか凶きようと出るか不明であっても、この展てん開かいは両者にとって望むところだった。──なぜなら、セレィとヘィロンはどちらも互たがいに、真っ向勝負で己おのれが負けるなどとは露つゆほども思っていなかったからだ！




「姉ねえ様さまが馬の速度あしを速めだした！　……ノィラさん、クェッタさん、行きます！」

　ヘィロン側の兵たちによって前後左右を完全に塞ふさがれた位置から、コリォはそれぞれにかなり前方と後方に離れた位置を走る有翼種クロトアの仲間とクェッタに向けて合図の声を飛ばす。両者が片手を振ふって返答したのを確かく認にんすると、コリォは力強く両りよう翼よくをはためかせ、信じがたいことに、乗っていた馬の背せ中なかを蹴けって上空へ飛び上がった！

「な──っ!?」

　ヘィロン側の兵たちの驚おどろきの声が重なる。彼らの頭上に上がったコリォは、大地を踏ふみ鳴らして一いつ斉せいに進んでいく大おお勢ぜいの騎き兵へいたちを眼がん下かに見下ろし、その中で唯ゆい一いつ、自分を見上げて手を振っているクェッタの馬へと精せい妙みように滑かつ空くうしていった。そのまま馬の背中に着ちやく地ちし、するりと有角種ユルフイネクの副官の後ろに腰こしを下ろすと、コリォは彼の腰にしっかりと摑つかまった。

「御お見み事ごとです、コリォさん！」

　惜おしみない賞しよう賛さんを送りつつ、クェッタは前方の囲いの中に残された空馬の様子を見やる。が、そこにはきちんと隊列の前方から滑空してきた有翼種クロトアの仲間が跨またがっており、馬ば術じゆつに不ふ慣なれなりにも最さい低てい限げんの制せい御ぎよを行っていた。……完全に制御を失った馬を囲いの真ん中に放置しては、監かん視しの兵から直接の妨ぼう害がいと捉とらえられかねない。それを防ふせぐための保ほ険けんだった。

「……さて、ここからは私の仕事ですね！」

　待っていましたとばかりにクェッタが馬の手た綱づなを引く。それと同時に、彼の隣となりを走っている二人乗りの馬の騎き手しゆも同様に馬の速度を速めたが、そちらの同乗者は他でもないサーリャだった。四人を乗せた二頭の馬は隊列を抜ぬけ出して疾しつ走そうし、すでに遠くなりつつあるセレィの背中に追いすがる。

「……追い付つけとは、言わない……。でも、せめて、私の耳が届とどく距きよ離りを保たもち続けて……。それと……コリォさんは、いつでも弓を扱あつかえるように準じゆん備びを……」

「分かっています、サーリャさん。……あまり喋しやべらず、どうか少しでも楽にしていて下さい」

　クェッタが気き遣づかうのも無理はなく、サーリャの顔色は真っ青を越こえてすでに土つち気け色いろである。そうなることを承しよう知ちで頑かたくなに同乗を主しゆ張ちようした彼女は、自分からは決して弱音を口にしない。

　前方ではセレィとヘィロンが苛か烈れつな一いつ騎き打うちを行っている。馬ば術じゆつに絶対の自信を持つ者同士、互たがいの他に意い識しきをやる余よ裕ゆうなど全くあるまい。だがその背はい後ごでもまた、万が一の事じ態たいに備そなえた少女たちの必死の闘たたかいは続いているのだった。







　他方、激げき戦せんを繰くり広げるセレィたちからは現げん在ざいのところ遙はるかに離はなれた、しかし競きよう走そうの終しゆう盤ばんに必ず通り過すぎる予定の地点で、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の隠おん密みつたちは草の茂しげみの中に、まるで獲え物ものを狙ねらう爬は虫ちゆう類るいのように伏ふせっていた。

「……時間的には、まだかなり先か。ギロ、集中を研とぐのもいいが、身体からだは休めておけよ」

「合がつ点てん承しよう知ち……と言いてぇところだが、参ったことに、イメージしてると気が紛まぎれてよ。ついでに手足の痛いたみも紛れるんだわ、これが」

　仲間の言い分にゼルは呆あきれの溜ため息をつき、それから慎しん重ちように顔を上げて、やや遠い位置で同様の待ち伏ぶせを行っているバズとリガの様子を窺うかがう。向こうも彼の視し線せんに気き付づいたようで、軽く手を振ふり返してきた。

「さて、今回はどうしたもんかね……。馬で走ってきた相手の急所を一発で狙ねらい撃うつか……それとも、まずは馬を撃って足を止めたところで、走って行って直接襲おそい掛かかるか……」

　ぼそぼそと呟つぶやきつつ、ギロはお手て製せいのボウガンの手入れを入念に行っている。……消音装置サイレンサーを使った上での任にん務む失しつ敗ぱいは多た大だいな費用コストの浪ろう費ひになった。そのために、今後の作戦では発展界の武ぶ器きの使用はなるべく控ひかえたいというのが彼らの本音である。
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「しっかし、後ろ側に見える範はん囲いで有角種ユルフイネクどもの集落があるってのは、やっぱり落ち着つかないぜ。万が一標的の抹まつ殺さつに手間取った場合、前からやって来る騎き馬ば隊たいの連中との間で挟はさみ撃うちにあっちまうぞ」

　げんなりした顔でギロが背はい後ごを見やる。そこには第だい三さん競きよう走そうの到とう達たつ地ち点てんであるヘィロンの集落が遠く見て取れた。もう少し距きよ離りが取れれば彼らとしても文もん句くはないのだが、セレィたちが辿たどってくる詳しよう細さいな順路が分からない以上、ゴール地点の手前で待ち構かまえるのが最も確かく実じつなのである。

「『聴士ラルゴウ』の娘むすめがやって来た標的の近くにいるかどうか、仮かりにいたとしても馬旅で完全に参っているかどうかが成せい否ひの分かれ目になるな。……旅りよ団だんに混まじっていた盲民族メルキエーナどもの様子を見る限かぎりでは、使い物にならなくなっている可か能のう性せいはかなり高いと見たぞ」

「ま、同じ相手に二度は負けられないわな。……ちなみに、ゼルから見た今回の勝しよう率りつは？」

「七割わり五分といったところだな。……あの『聴士ラルゴウ』の娘の知力、体力、そして気力。それら全ての総そう合ごう値ちで決まるだろう」

　ゼルは静かな声で言い切った。……だが、自分たちの失敗が勝敗を左右する可能性を口にしない辺りに、これまでに多くの過か酷こくな任にん務むを遂行してきた〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟隊員としての揺ゆるぎない矜持プライドが見て取れた。







　セレィとヘィロンの一いつ騎き打うちは、時じ刻こくが正午近くにまで至いたっても、なお一進一退の様相を呈ていしていた。抜ぬかれれば抜き返す、ひたすらにその繰くり返しである。大地を踏ふみ鳴らす蹄ひづめの音は力強さを増ますばかりで、走る馬も、それを駆かる人も、まったく勢いきおいが衰おとろえる気け配はいはない。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「ぬぅおおおおおおおおおおっ！」

　接せつ戦せんの中に時折、まるで張はり合うかのような大声のやり取りがある。両名とも事ここに至れば、もはや複ふく雑ざつな思想の対立を意い識しきしている余よ裕ゆうなどなく、そこにあるのはひたすらに単たん純じゆんな騎き馬ば民みん族ぞくとしての意地の張はり合い。──魂たましいを燃もやし尽つくしてでも勝つ。それが両者の共有する唯ゆい一いつにして最大の想いだった。




「ふ、二人ともすごい速さだ……！　これ以上引き離はなされないようにするのがやっとです！」

　長時間の追走を経へて、さしものクェッタの口からも弱音が零こぼれた。……無理もない。いくらコリォが身軽さを身上とする斥せつ候こう兵へいと言っても、人一人分を余よ計けいに乗せて走っているのである。身一つのセレィたちに追いすがれというのがそもそも無茶な注文なのであり、それは隣となりを走るサーリャを乗せた馬にしても同じことだった。

「しかし、じきに目的地の集落です……！　〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の襲しゆう撃げきがあるとすれば、ここが最も警けい戒かいすべき頃ころ合あい！　そうですよね、サーリャさん！　……サーリャさん!?」

　副官の問いかけにも、『聴士ラルゴウ』の少女は騎手の背せ中なかにぐったりと寄よりかかったまま答えない。クェッタは痛つう切せつな心しん境きようでその沈ちん黙もくを受け止めた。──ついに彼女にも限げん界かいが来てしまった。いや、限界などとっくの昔に過すぎていたのかもしれない。乗り物酔よいに気力で耐たえ抜ぬいて、今まで意い識しきを保たもっていただけでも、それは奇き跡せきに等しい僥ぎよう倖こうだったのだ。

「コリォさん、サーリャさんが意識を失いました……！　こうなってしまった以上、いざという時に陛へい下かを守れるのは我われ々われだけです！　どうか覚かく悟ごを決めて下さい！」

　コリォは固い表ひよう情じようでこくりと頷うなずいた。……とはいえ、その「いざという時」を教えてくれる存そん在ざいこそがサーリャだったのである。競きよう走そうに没ぼつ頭とうしたセレィとここまで距きよ離りが開いてしまった以上、有事の際さいに駆かけつけることが果たして可か能のうかどうか……。

　寒気にも似にた緊きん張ちよう感かんがクェッタらの全身を強こわ張ばらせる。もはや決けつ闘とうの勝敗すら脇わきに置いて、襲撃が無いことだけを神に祈りたい気持ちにすらなってくる。

　彼らの心が最悪の予感によって支配されようとした瞬しゆん間かん、力なく騎手の背中にもたれかかっていたサーリャが、全く唐とう突とつに両りよう眼めをかっと見開かせた。

「…………きき、き、聴きこえ、た…………！」

　掠かすれ声でそう言うなり、彼女は震ふるえる手で懐ふところからバチと信号打楽器を取り出す。クェッタらは啞あ然ぜんとした面持ちでその様子を見ていたが、彼女の腕うでにもはや信号を打ち鳴らすだけの力さえ残されていないことを見て取ると、手の空いていたコリォが率そつ先せんして小さな両手から打楽器を受け取った。

「何の信号ですか!?　簡かん単たんなものは把は握あくしています、教えてください！」

「……さ、左折……大だい至し急きゆう……！」

　サーリャの意図を汲くみ取ったコリォは、すぐさま左手に持った打楽器を右手のバチで打ち鳴らし始めた。……事前に話は通してあるとはいえ、競走に熱中している最中のセレィに、これほど遠くからの信号を受け取ってもらえる保ほ障しようはない。だからこそ、有翼種クロトアの少女は切なる願いを込こめてバチを振ふるった。──どうか気き付づいて、姉ねえ様さま！







「────ッ!?」

　遙はるか後方から響ひびいてきた打楽器の音色に、馬を駆かることに没ぼつ頭とうしていたセレィの意識はそれでも反はん射しや的てきに反はん応のうした。──サーリャからの緊きん急きゆう連れん絡らく。指し示じは大至急の左折。その意味するところは、曲くせ者ものからの襲しゆう撃げき……！

「はぃやァッ！」

　セレィの決けつ断だんには一いつ瞬しゆんの迷まよいもなかった。渾こん身しんの力で手た綱づなを引き、一直線に走っていた馬の軌き道どうを強引に左へ逸そらす。その彼女の行動には、むしろ少しの間を空けて隣となりを走っていたヘィロンの方が度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「何事だ、セレィ！　まさかここに来て勝負を捨すて──ぐぁッ!?」

　言いかけたヘィロンの胸むな板いたと肩かた口ぐちに、低空から飛んできた矢が突つき刺ささった。左折したセレィの後ろ髪がみにも同じものが掠かすめていく。事前の警けい告こくがあったおかげで、女じよ皇おうは最短で状じよう況きようを把は握あくして対たい応おうできた。だが、備そなえのなかったヘィロンの方はそうではない。

「ぐぅ、おお……！」

　まったくの不意打ちで胸と肩に矢を喰くらったヘィロンは、その衝しよう撃げきで馬から転げ落ちた。が、彼とて中陸の覇は者しやたる歴戦の猛も者さ。すぐさま自分が襲おそわれている状況を理り解かいして腰こし元もとから刀を抜ぬき放つ。そんな彼の視し線せんの先では、仕し留とめそこなった獲え物ものを今度こそ完全に殺しきるべく、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の二人──バズとリガが、潜ひそめていた身体からだを起こして疾しつ走そうを始めるところだった。

「ヘィロン……！」

　そのまま馬で走り続けていれば、少なくとも自分は難なんを逃のがれられていたはずの女皇だったが、ヘィロンの呻うめき声が後ろから聞こえた瞬間、彼女は反射的に馬を止めて背はい後ごを振ふり返ってしまった。……一度止まった馬が再ふたたび走り出すまでには時間がかかる。〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の追撃から逃れるほどの速度に至いたるまでには更さらなる時が要いる。つまり、この時セレィが馬を止めたことは、一度は抹まつ殺さつ失敗を受け入れたゼルとギロにとって願ってもない好機だった。

「はッはぁ──！　ようやく本当のツキが回って来たぜぇ！」

「セレィ・メル・ロケィラ……その首、貰もらったぞ！」

　およそ人とは思えぬ速度で二人の隠おん密みつが疾走する。平原の真っ只ただ中なかに忽こつ然ぜんと現あらわれた彼らの姿すがたを認みとめて、セレィも咄とつ嗟さに馬の手綱を引いたが、もはや逃げ切るためには反はん応のうが遅おそすぎる。馬の足下まで走り寄よったゼルとギロが、同時に跳ちよう躍やくして馬上のセレィへと右側面から襲い掛かかる。女皇も即そく応おうして剣けんを抜き打ったが、大おお振ぶりの斬ざん撃げきをギロは容易たやすく短剣で受け止め──

「「───ぐぉッ!?」」

　二つの凶きよう刃じんがセレィの首くび筋すじと心しん臓ぞうを貫つらぬこうとした刹せつ那な、その背後から迸ほとばしった四よん条じようの軌き跡せきが、二人の隠密の両手の甲こうを見事に貫いていた。

「はァァッ！」

　獲物を取り落とした二人の隠密の身体を、セレィは容よう赦しやなく剣で薙なぎ払はらう。共に両手を封ふうじられたゼルとギロは、セレィに襲い掛かかろうとした体たい勢せいから咄嗟に馬の腹はらを蹴けって後方に跳とび、そのまま地面に着ちやく地ちした。そうしてから、両手の甲を深々と貫いた四本の矢を、啞あ然ぜんとした面おも持もちで眺ながめる。

「姉ねえ様さま──ッ！」

　コリォの叫さけび声と共にクェッタの駆かる馬が近ちか付づいていた。さらにその背はい後ごには、セレィ・ヘィロン両りよう陣じん営えいの兵士たちが間を空けて迫せまってきている。ゼルとギロはハッと我われに返り、現げん状じようを把は握あくして目配せを交した。──すでに機は逸いつした。もはや撤てつ退たいしかない！

「ちぃぃッ……！」

　ギロの舌した打うちと共に、二つの黒衣がセレィの目前から風となって消え去る。それと入れ違ちがいにクェッタとコリォが女じよ皇おうのもとに辿たどりついた。わずかに遅おくれてサーリャを乗せた馬もやって来る。彼らはセレィが無む傷きずであることを確かく認にんして心から安あん堵どの息をついた。

「……二度、重ねて命を救われた。最初の信号はサーリャであろうが、その後に隠おん密みつどもを仕し留とめた矢は……コリォ、やはりお前が？」

「は、はい。縫撃四条ヒユノ・シツク……ほぼ同時に射い放はなつ四本の矢で、脇わきの下や顔の真横を通して、仲間の背せ中なかから敵てきを狙ねらい撃うつ技わざです。確実に敵の動きを止めるために、今回は武器を持った手を狙ねらわなければならなかったので、ものすごく肝きもを冷やしました……」

　涙なみだぐんだ面おも持もちで言う妹を、咄とつ嗟さに馬から飛び降おりて抱だき締しめてやりたい衝しよう動どうに駆かられながら、しかしセレィは背後から響ひびいてきた激はげしい金きん属ぞく音おんによって現状を思い出した。すぐさま女皇が振ふり返って背後を窺うかがえば、手負いのヘィロンが〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の二人を相手に奮ふん戦せんを続けている。常じよう人じんならばとっくに殺されているところを粘ねばり強く生き延のびているのは、さすがに平原の覇は者しやの底力という他ない。

「いかん、あのままではヘィロンが殺されてしまう……！　クェッタ、コリォ、後続の兵たちと共に私に続け！　彼を助けに向かうぞ！」

「……待って、陛へい下か……」

　それが全く当然の判はん断だんであるかのように馬を走らせようとしたセレィに、半死半生のサーリャが馬上から声を投げる。セレィは手た綱づなを引く寸すん前ぜんで、その声に耳を傾かたむけた。

「……非ひ道どうを、承しよう知ちで、言う……。ここでヘィロンを、助けに行く意味は、ない……。それ自体にも危き険けんを、伴ともなうし……彼が死んでくれれば、決けつ闘とうは陛下の勝ちに、なって……中陸有角種ユルフイネクは、否いや応おう無なく、あなたを君主として仰あおぐことに、なる……。逆に生かしておけば、今後の障しよう害がいにも、なりかねない……」

　この期ごに及およんでもなお、サーリャは頑かたくなに自分の立場から意見を口にする。……それはセレィの大たい志しを成じよう就じゆに至いたらせるための徹てつ底ていした合ごう理り性せい。導神であれば考えざるを得ないだろう無む慈じ悲ひな選せん択たくを、彼女はどこまでも冷れい徹てつに、残ざん酷こくに、そして誰だれよりも誠せい実じつに女皇へと具ぐ申しんする。

「……天晴あつぱれな忠ちゆう臣しんぶりだ、サーリャよ。だが、すまぬ。私はやはり、ヘィロンを助けに行く」

　彼女の献けん身しんに心から感かん謝しやしながら、なおも女皇はその意見に背そむいて馬を走らせる。サーリャもそれ以上は引き止めなかった。自分の意見を退しりぞけて危き地ちに赴おもむく女皇の背中を、けれども少女はなぜか逆に温あたたかな微笑ほほえみで見送って──それを最後に、今度こそ意い識しきを失って崩くずれ落ちた。

「……許ゆるせ。だが、たとえクルァシンの忠ちゆう告こくであったとしても、これだけは容よう易いに譲ゆずれんのだ。──人の生いき死しには利害で計れない。そして何より、同どう胞ほうを助けに行くことに理由は要いらない！」

　誰だれ憚はばかることもない己おのれの信しん条じようを胸むねに抱いだいて、セレィは窮きゆう地ちにある同胞を救うために駆かけ出した。それはどこまでも晴れやかに。その行こう為いの貴とうとさを、他の誰よりも信ずるが故ゆえに。







「無む闇やみにしぶといッスねー。そろそろ倒たおれちゃくれませんか、中陸有角種ユルフイネクの大たい将しようさん」

　呆あきれ混まじりにリガが言った。そうやって無む駄だ口ぐちを利きく間も、満まん身しん創そう痍いのヘィロンに対して執しつ拗ような攻せめを欠かさない。──彼が手にするのは、九く節せつ鞭べんと呼よばれる先せん端たんの尖とがった金きん属ぞく製せいの棒ぼうを鉄の輪で連続して繫つないだ中ちゆう華か武ぶ器きの亜あ種しゆだ。通つう常じようはその名の通り、全九本の部位で構こう成せいされるものだが、リガが手にするそれは軽く二十本以上はあり、二十節鞭とでも呼ぶべき異い形ぎようの武器である。

「まだまだいくッスよー。──それっ、それっ」

「……ぐぅっ……！」

　急所を狙ねらった一いつ閃せんこそ野や性せいの勘かんで辛うじて防ふせぐものの、ヘィロンの全身は鉄鞭の鋭えい利りな先端に切り刻きざまれて血ち塗まみれの有様である。しかも、彼が対たい峙じしなければならない脅きよう威いはそれだけではない。──ず、と音を立てて腹ふつ筋きんに極小の鉄球がめり込こむ。バズが両手の指から次々と放つ、俗ぞくに指し弾だんと呼ばれる暗器であった。

「本当、呆れるほどに頑がん丈じようだね……。こっちの備そなえの無さにも呆れるよ。致ち死し性せいの猛もう毒どくさえ手に入っていれば、最初の矢で決着は着ついていたのに」

「今となっちゃヨクさんを別行動させたのが惜おしまれますけど、自力で現げん地ち調ちよう達たつ出来なかったんだから仕方ないでしょ。牙種ヤシユタルガの牙きばから取れるアレは、空気に触ふれると無害化しちゃって応おう用ようが利きかないし。……それより手を休めないで欲ほしいッスよ。この人、下手へたするとまだまだ反はん撃げきしてくる気でいますよ？　──ほらっ！」

　雑ざつ談だんしている姿すがたに隙すきを見取ったヘィロンが、逆ぎやく転てんを期して手にした刀を投げ放つ。奇き襲しゆうとしては決して悪くない攻撃だったそれを、しかしリガは鼻はな歌うた混まじりにかわしてのけた。年若く飄ひよう々ひようとしているようでも紛まぎれもなく〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員。余よ程ほどに周しゆう到とうな罠わなか、さもなくば神かみ業わざでも用いられぬ限かぎりは、不覚を取ることなど有り得ない。

「ぐ……ぅ……」

　最初に喰くらった矢の先せん端たんに塗ぬられていた毒が回りだしたのか、ヘィロンは強きよう烈れつな眩暈めまいに襲おそわれて片かた膝ひざを着いた。その有様にようやく決けつ着ちやくを見取ったリガは、最後の手た向むけとばかりに鉄鞭をじゃらりと鳴らす。

「やっと終わりッスね。〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟相手にここまで保もったんスから、冥めい土どの土産みやげには充じゆう分ぶんでしょう。……それじゃ、さよなら──」

「させるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　とどめの一いち撃げきを下すべく鉄てつ鞭べんを振ふり上げたリガの鼓こ膜まくを、予想だにしない制せい止しの声が震ふるわせた。彼はぎょっとして首を巡めぐらせ、そこに剣けんを振りかざして猛もう然ぜんと駆かけて来る、もう一人の標ひよう的てきの姿すがたを見て取った。

「ちょ……っ、向こうから来ましたよ!?　ゼル先せん輩ぱいとギロは何やってんスか！」

「まぁ、普ふ通つうに考えて失敗したと見るべきだろうね。……というか、ぼくらも少しのんびりし過すぎた。前もあれだけれど、後ろを見てみなよ。……集落の連中も、ここの異い常じように気き付づいて駆けつけて来ている」

　前から後ろから迫せまってくる騎き兵へいたちの疾しつ走そうが力強く大地を打ち鳴らし、その中間に挟はさまれたバズとリガは、強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんに苛さいなまれ始める。単騎で迫せまり来るセレィに向けて、バズが苦し紛まぎれの指し弾だんを放つが、その程てい度どは予想していたセレィも剣の腹はらを盾たてにして急所を狙ねらった弾たまを防ふせぎきる。リガがさらに鉄鞭で攻こう撃げきを続けようとしたが、それはバズの声によって止められた。

「……止めておこうか。ここにこれ以上留とどまっていると、この前のギロの二の舞まいになりかねない。自分たちの命を大事にして、ここは撤てつ退たいしよう」

「……本気ッスか？　せめてヘィロンの方くらいは仕し留とめていきましょうよ。ここまでやってまったく成果ナシじゃ、それこそ二番隊の名折れッス」

「若わかいね。まだ眼めが生きているあの益ます荒ら男おさんを、あと三秒で殺しきれるって言うなら、それも良いけどさ。……っと、そんなことを言っているうちに三秒経たっちゃったか。さぁ潔いさぎよく撤退だ。中ちゆう途と半はん端ぱと優ゆう柔じゆう不ふ断だんが一番いけないって、訓練で嫌いやというほど教えられただろ？」

　先せん輩ぱいの意見に渋しぶ々しぶといった様子でリガが頷うなずくと、二人はそのまま凄すさまじい速度で走り去っていき、ほどなく平原の風の中に気け配はいを消して紛まぎれた。彼らの撤退と入れ替かわりに、満まん身しん創そう痍いのヘィロンのもとに馬に乗ったセレィが辿たどりつく。全身から血を流して蹲うずくまる平原の覇は者しやに、セレィはしかし馬から降おりて駆け寄よることはせず、ただ馬上から手を差し伸のべた。

「──乗れ、ヘィロン。そなたの馬は走り去ってしまった。歩いて集落に戻もどるのでは、平原の覇者として格かつ好こうが付くまい」

　厳きびしい口調で言ってくるセレィに、ヘィロンは最後の意地で一ひと睨にらみを返してから、何か憑つき物でも落ちたように表ひよう情じようを和らげた。

「……そうだな。おまえの後席を拝はいするのも、数日前までのおれならば、到とう底てい受け入れなかっただろうが……今となっては、それも悪くないと思える」

「光栄だな、私も似にたようなものだ。──さぁ」

　眩暈めまいを押おして立ち上がると、ヘィロンは馬上から差し出されたセレィの手を取り、彼女の助けを借りてどうにか馬に跨またがった。二人分の重みを乗せて走り始めた白馬の上で、セレィとヘィロンは言葉少なに会話を交わす。

「……セレィ。お前にとって、有翼種クロトアは同どう胞ほうか」

「もちろんだ」

「では、牙種ヤシユタルガや長爪種イゼイリグも同胞か」

「言うまでもない」

「そうか。……そして、このおれも同胞なのだな」

　セレィに屈くつ託たくのない微笑ほほえみで返されて、ははは──と、平原の覇は者しやの口から笑いが零こぼれた。それは本当に邪じや気きのない、まるで大切なものを見つけた子こ供どもの口から零れるような、どこまでも自然で気持ちのよい笑いだった。

「おまえはおれの同胞だ。……ならば仕方がない。有翼種クロトアとも牙種ヤシユタルガとも長爪種イゼイリグとも、おまえという女を通して絆きずなが繫つながってしまったのだから。対等の立場での同どう盟めい──そういう考え方もあるのだと、そうでなければ得られない結果もあるのだと、おれ自身が納なつ得とくしてしまったのだから。……そして今おれは、おまえの理想が形になるのを見たいと思ってしまっている」

　ヘィロンは訥とつ々とつと告げる。──それは平原の支し配はい者しやとして君くん臨りんしていた男の敗はい北ぼく宣せん言げんであり、それと同時に、セレィという女の在あり方に惹ひかれた男の、不器用な告白でもあった。

「中陸有角種ユルフイネクは新たに同盟へと加わり、おれはおまえという盟主に付ついて行く。……かつて祖そ先せんが願ったものとは違ちがう形だが、共にゴルォグンナ大陸を東から西へ共に駆かけ抜ぬけよう。おまえが思い描えがいた新たな未来ゆめの形を、いつかおれにも見せてくれ」

　セレィは静かに頷うなずいて、ヘィロンのごつごつと節ばった手と固い握あく手しゆを交わした。──かくして同じ馬に跨またがって共に集落へ帰き還かんした二人の君主の姿すがたを、奇き異いの視し線せんで眺ながめる者は少なかった。セレィが手た綱づなを取って馬を駆かり、ヘィロンが穏おだやかな面おも持もちで彼女の後席を拝はいする。その光景の意味するところを多おおくの人々が察して、新たな時代の到とう来らいを感じていた。
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慮外の遭遇









　リォデ湖の底に大量の鉱こう石せき燃ねん料りようを発見してからというもの、クルァシンはその扱あつかいについて悩なやみに悩んでいた。場所が中陸有角種ユルフイネクの勢せい力りよくとヴァルハ・セドレの緩かん衝しよう地ち帯たいという事実も話を一いつ層そうややこしくしている。多た少しよう強ごう引いんな手しゆ段だんに訴うつたえてでも、一いつ刻こくも早くこの地を管理下に置きたい気持ちはあったが、それは言うほどに簡かん単たんなことではなかった。

（ここの地を手に入れようと言うのなら、ヴァルハ・セドレとの全面戦争、ひいては西栄地ち域いきとの軋あつ轢れきも覚かく悟ごしなければならない……。それでは大陸を二つに割わることにしかならず、世せ情じよう不ふ安あんを誘ゆう発はつしたいアルマダートの思う壺つぼだ。だが、ここをこのまま放置しておけば、遠からず誰だれかがあの鉱石燃料の価か値ちに気き付づいて利用を始めることも考えられる。そうなれば結局、新たな燃料と技ぎ術じゆつを巡めぐって、大国同士による奪うばい合いが起こることになる……）

　リォデ湖のほとりをメリェと共に歩きながら、クルァシンはひたすらに思し索さくの海へ潜もぐり続けていた。……すでに次の四満月は目前に迫っており、この地に留とどまっていられる日数は残り数日もない。同どう盟めい勢せい力りよくとしての方ほう針しんはセレィのもとに帰還してからでも検けん討とうできるが、鉱石燃料の秘ひ匿とくについて、この場で打てる手は全て打っておきたかった。

「……メリェ。今のところ、この地には本当に不ふ穏おんな気け配はいは感じられないんだな？」

「はい、導神さま。活気のある町ですけど、皆みなさんの心はけっこう穏おだやかです」

　にこやかに言ってのけるメリェだが、その内ない容ようが含む異い質しつさに、果たして彼女自身が気き付づいているのかどうか。──導神と心を繫つなげる経けい験けんを重ねて、彼女の有角種ユルフイネクとしての感かん応のう能のう力りよくは格かく段だんに進歩し、大だい胆たんに言い換かえれば一種の神しん性せいを帯びつつある。導神がわざわざ背せ負おってまでメリェをここに連れてきた理由もそこにあるのだ。端たん的てきに言えば、彼女の一角つのはそれに触ふれた相手の心しん情じようを汲くみ取るだけでなく、導神の思考を他人との間で仲ちゆう介かいして伝達し、はたまた集落や町といった、より大きく漠然とした共同体の傾向性を把握する領域まで高まっている。

　それがメリェ自身にとっての幸運であるのか不運であるのか、クルァシンには未いまだ判はん別べつが付かない。ただ、使える能力であることは間違いないから利用している。そのことに対して罪ざい悪あく感かんを抱いだくべきなのかどうかも分からない。知らず知らずのうちに、あるいは彼自身が無む意い識しきに望んだ結果として、この有角種ユルフイネクの少女は導神と深く繫がり過すぎている。それはともすれば、彼の深しん層そうに住まう亡もう者じやの女王と同じように、メリェという少女の人じん格かくを、クルァシンの神性に内包する結果になりかねない。

「……？　どうかしましたか、導神さま？」

　そんなクルァシンの葛かつ藤とうを知ってか知らずか、メリェの無む邪じや気きさは、最初に出会った時から少しも変わらない。そのあどけない横顔に、永遠に変わらないのではとさえ思わせる思し慕ぼの情に、導神は思わず問いかけたくなる。──お前は一体、どこまで俺おれに付ついて来る気なのかと。どこまで付いて来てくれるのかと。

「……いや、何でもない」

　決定的な答えを先さき延のばしにして、クルァシンは穏やかな面おも持もちでメリェの頭を撫なでる。……今はただ、こうして普ふ通つうに彼女を愛めでていたい。本当の娘むすめか妹のように、自分が責せき任にんに押おし潰つぶされそうな時、その心を癒いやす存そん在ざいであり続けて欲ほしい。それが身勝手な願いと分かってはいても。

　そうして言葉少なに湖こ畔はんを歩き続けていた二人だが、ふとクルァシンの瞳ひとみに警けい戒かいの色が宿った。そう遠くない距きよ離りから発せられた、微び弱じやくな『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の気け配はいを感じたのである。ＭＰメタフイジツクスのそれとしては弱すぎるので、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟が発展界の機器を使用した際さいのそれと見て間ま違ちがいない。

（ルダ・ガイランの負ふ傷しようは未いまだ治なおりきっていないはず……。新手だとしても、『意味性計測器ゲシユタルト・メーター』で俺の存在は察しているはずだろう。……誘さそいをかけているのか？）

　罠わなである可か能のう性せいはもちろんあったが、敵てきがそういった策さく略りやくを用いる場所としては、この周囲の地形は余あまりにも拓ひらけ過ぎている。人通りは少なく、身を隠かくす場所もなく、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の得意技である周しゆう辺へん環かん境きようをえげつなく利用した奇き襲しゆうには明らかに向いていない。

（メリェひとりなら守るのに苦労もない。……ここは誘さそいに乗ってみるか）

　ピリピリと肌はだを刺し激げきする『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の波動の出で所どころを辿たどって、クルァシンは引き続き湖の外周を進んでいく。どうやら相手は水みず際ぎわにいるらしいと、導神がそう推すい測そくするまでもなく、見るからに怪あやしげな女の姿すがたが視し界かいに認みとめられた。

「うっわぁぁぁぁァ、この湖すっごい！　豊ほう富ふな生せい態たい系けいの宝ほう石せき箱ばこですよ!?　やぁん何これ、魚？　貝？　それとも甲こう殻かく類るい？　いっそ別の分類を作っちゃうべき？　ああもう、いっそ体ごと水中に飛び込こみたいですよぉ！」

　人目がないのをいいことに、あるいは人目があっても同じなのか、その女は興きよう味みと感かん動どうの赴おもむくままに全身を使って喜びを表ひよう現げんしている。一いち応おう現げん地ち民みんらしい変へん装そうはしているのだが、分ぶ厚あつい瓶びん底ぞこ眼鏡めがねと研究者の白衣じみた白い外がい套とうがあからさまに異い質しつで、もはや単に余所よそ者ものというよりは異い邦ほう人じんと表現するべき浮うき上がり方だった。

　導神はしばし対たい応おうに惑まどった。無む視しして通り過すぎようかとすら頭によぎったが、『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の出所が他ならぬその女であることは感覚が証しよう明めいしている。であれば話しかければ何らかの反はん応のうはあるだろう。最さい低てい限げんの警けい戒かいは残したままで、クルァシンはその女の背はい後ごに歩み寄よった。

「……おい。そこの不ふ審しん者しや」

「はいはい何ですかー。今私、すっごい忙いそがしいんですけどー」

　渋しぶ々しぶといった様子で振ふり返った女だったが、目の前の相手の全ぜん容ようを認みとめた瞬しゆん間かん、不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようが、そのままの形で強こわ張ばった。

「……えっ？　あれっ？　うわわっ!?」

　女はそのまま尻しり餅もちを付つき、尻から腰こしまでを湖の水に浸ひたした。まったく無む防ぼう備び極きわまりない一連の挙きよ動どうに、クルァシンは呆あきれよりもむしろ警けい戒かいを強めた。……新手の戦せん略りやくか？　こちらの油ゆ断だんを誘さそう搦からめ手の一いつ環かんか？

「……まず、確かく認にんさせてもらう。お前は〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員で間ま違ちがいないか？」

「え？　あっ、はい、そうです。〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟二番隊所属、環境調査員インヴエステイゲイタのヨクです。趣しゆ味みは現地調査フイールドワーク、特とく技ぎはサンプル個体の捕ほ獲かくです。以後お見知りおきを」

　ヨクと名乗った女は尻餅を付ついたままぺこりと頭を下げた。持っていれば名めい刺しでも出しかねないほどの立りつ派ぱな自じ己こ紹しよう介かいだった。クルァシンは頭ず痛つうを覚えながら相手を眺ながめる。──何なんだ、この相手は？　本当に敵てきか？　それともただの変人か？

「……えっと、その、互たがいに積つもる話もあると思うんですけど……」

　曖あい昧まいな笑みを浮うかべてヨクが口を開く。湖水の冷たさが腰から全身に回ったのか、ぶるりと肩かたが震ふるえた。

「……とりあえず、火を焚たきませんか？　濡ぬれた服も乾かわかしたいし、市場で買ってきた魚もあるんです。お昼ごはんにしましょうよ」

　警けい戒かいは残しつつも、その提てい案あんにはさしもの導神も毒気を抜ぬかれた。彼はメリェと共に砂すな浜はまに下がってじっと佇たたずみ、ヨクが手て際ぎわよく火を起こしていく姿すがたをじっと眺ながめていた。







「私ですねー、ちっちゃい時から、とにかく生き物が好きなんですよー」

　焚たき火の周りで串くしに刺ささってじゅぅじゅぅと焼けていく魚を眺めながら、ヨクが唐とう突とつにそんな自分語りを始めた。未いまだに相手の性せい格かくを少しも把は握あくできない導神は、隣となりに座すわったメリェともども、さしあたり聞き手に徹てつすることにする。

「頭はそれなりに良かったんで、生物学を中心にまんべんなく頑がん張ばって、まぁそれなりの学歴を身につけました。知っての通り、アルマダにはもうあらゆる意味で「自然」なんて存そん在ざいしていないんで、就しゆう職しよく先さきは大体バイオテクノロジー関係の企き業ぎように限かぎられちゃうんですね。それはちょっと私のやりたいことと違ちがうんで、けっこう長いこと、色々と適てき職しよくを探さがしてました」

　興きようが乗ってきたのか、ヨクは段だん々だんと饒じよう舌ぜつに語り出す。馴なれ馴れしい口調さえ気にしなければ、彼女の語り口は至いたって論ろん理り的てきで、内ない容ようが急に飛ひ躍やくすることもなく、聞き手に対して優やさしいものだった。

「いくつか候こう補ほは上がったんですよ。アルマダと同どう盟めい関かん係けいにある世界に研究員として行くとかね。学生時代の実じつ績せきからオファーも来たし、その辺りが落としどころかなーと思っていたら、今度は思いもかけないところから誘さそいが来たんですよ。それがつまり──」

「──〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟に所しよ属ぞくする、環境調査員インヴエステイゲイタとしての求人だったわけか」

　クルァシンの補ほ足そくに、ヨクはこくりと頷うなずく。曖あい昧まいに微笑ほほえんだ表ひよう情じようからは、未いまだにどのような真意も窺うかがえない。

「いやー、業ぎよう務む内ない容ようを聴きいたらびっくり仰ぎよう天てんしましたね。なんと植民予定界に直ちよく接せつ行って、現げん地ちの物ぶつ理り法ほう則そくだの生せい態たい系けいだのを調べて、その成果を侵しん略りやく政せい策さくの助けにするって話なんです。最初に聞いた時は、心の底から何て面おも白しろそうな仕事だろうって思いました。……だって未み知ちの世界ですよ？　前ぜん人じん未み到とうの秘ひ境きようですよ？　血ち沸わき肉にく踊おどるフロンティアですよ？」

　ヨクは熱っぽい口調で語る。クルァシンが意見を挟はさむ間もなく、彼女は猛もう然ぜんと喋しやべり続けた。

「この湖にしたってそうです。独自の進化を遂とげた生き物たち、見たこともないやり方で巧こう妙みように循じゆん環かんする食しよく物もつ連れん鎖さ。……私からすれば夢ゆめの国ですよ。見て、潜もぐって、採とって、調べているだけで十年は楽しめます。心の底からここに来られて良かったと思いますね」

「……それは結けつ構こうなことだがな。そんなに生き物や異い境きようが好きだというのに、結果としてその大部分を破は壊かいしつくすことになる植民界政策の尖せん兵ぺい、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の一員であることに、葛かつ藤とうや自じ己こ矛む盾じゆんを感じたりはしないのか？」

　導神は容よう赦しやなく核かく心しんを突つく。だが、その追つい及きゆうを受けても、ヨクの曖昧な微笑みは揺ゆるがない。

「ちっとも感じませんねー。だって、侵略政策が進行して植民予定界の生態系が破壊され始めるのは、まだ時間的にずっと先の話ですから。私はそれまでじっくり調ちよう査さを楽しんで、潮しお時どきが来れば別の世界で似にたような任にん務むに移うつれば良いだけの話です。ほら、結果として沢たく山さんの世界に行けるわけだし、私の適てき性せいに合ったすっごくお得な仕事だと思いませんか？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、クルァシンの中で怒いかりが膨ふくれ上がった。──楽しむだけ楽しんだら、後は滅ほろびても構かまわない？　結果として沢山の世界が見られるからお得？　吐はき気を催もよおすほどに手前勝手な論ろん法ぽうだ。そんな人間にとっては確たしかに〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟は天てん職しよくだろう。異ことなる世界を愛していると言いながら、それが滅びゆく様に少しの想そう像ぞうも及およばせられないような者には。

　無む意い識しきに固く握にぎり締しめられていたクルァシンの拳こぶしに、メリェがそっと手を被かぶせる。そうしながら、彼女は柔やわらかな仕し草ぐさで首を横に振ふり、ヨクに向かって口を開いた。

「ヨクさん、とおっしゃいましたね。わたしはメリェと申します。突とつ然ぜんですが、一つお尋たずねしてもよろしいですか？」

「かまいませんよー。なんですか？」

「では──どうして、そんな悲しい噓をおっしゃるんですか？」

　クルァシンは眼めを瞠みはってメリェとヨクを見み比くらべた。導神が女の本意として疑うたがいもしなかった仮か面めんの奥おくの本心を、有角種ユルフイネクの少女は完全に見み透すかしていた。瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの奥おくでヨクの瞳ひとみが見開かれる。その看かん破ぱは彼女にとっても予想外だったに違ちがいない。

「あなたが自分の仕事を楽しそうに話すたびに、心がきしきしと音を立てています。あなたは笑いながら泣いています。本当はそんなことを言いたくないのに、誰だれかに本当の気持ちを分かって欲ほしいのに……どうしてそんな風に、他の人に見せる姿すがたを、一番そうでありたくない形に歪ゆがめているんですか？」

　メリェは言葉を飾かざらず、豊ゆたかとは言えない語ご彙いで率そつ直ちよくにヨクの真意を質ただす。……問われる側にとって、それは時に何よりの恐きよう怖ふでもあるだろう。この少女の無む垢くなる瞳ひとみは、そのまま己おのれの真実の姿を映うつす鏡かがみになるのだから。

　メリェの顔をまじまじと見つめたまま、ヨクはしばらく黙だまり込こんだ。……が、やがて大きな溜ため息をひとつ吐はき出したかと思うと、顔に掛かけていた瓶びん底ぞこ眼鏡めがねを取り去った。そこに現あらわれた二つの瞳は、先さき程ほどまでの惚とぼけた印象とは正反対の、鋭するどい知性の光を宿したものだった。

「……参ったね。そっちの神様の器を測はかるつもりが、まさかその嬢じようちゃんに、こっちの本心を見み抜ぬかれるとは思わなかったよ」

　皮肉げに吊つり上がった口元から低い声が漏もれる。眼鏡を外した瞬しゆん間かんを契けい機きに、顔つきの印象どころか、言こと葉ば遣づかいまで完全に一変していた。能のう面めんのように張はり付ついていた曖あい昧まいな笑え顔がおは既すでにない。それが剝はがれ落ちた内側からは、深い葛かつ藤とうと怒いかりを宿やどしたヨクの真の貌かおが覗のぞいている。

「まったくその通りさ。あたしは異い世せ界かいの生き物と、環かん境きようと、文化と、それらが有する無む限げんの可か能のう性せいを心から愛している。その全てを奪うばっていくアルマダの植しよく民みん界かい政せい策さくなんざ、余あますところなく糞くそ喰くらえだ」

「──な」

「だからこそあたしは〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の内部にいる。クソッタレな侵しん略りやく活かつ動どうの片かた棒ぼうを担かつがせられていると分かっていながら、それによって滅ほろぼされていく世界を少しでも減へらすために。……でもね、これは発展界に生まれた人間としての、植民界に対する罪つみ滅ほろぼしなんかじゃない。そんな上等なもんじゃなくって、こいつはあたしの趣しゆ味みと矜きよう持じの問題だ。価か値ちある何かがその価値を知らない連中によって踏ふみにじられていくのが許ゆるせない。……そういう、アルマダ内部じゃ煙けむたがられる類たぐいの反はん骨こつ精せい神しんをもった連中ばかりが集まった組そ織しきを、あんたもかつては作り上げたんじゃないのかい──奄おお倉くら信しん？」

　正しい日本語の発音、かつて人であった頃の正しい名前で呼よばわれて、クルァシンは不覚にも身を震ふるわせた。その反はん応のうを見み逃のがさず、ヨクはにやりと不ふ敵てきな笑いを浮うかべた。

「やっぱりそうだったかい。……もう随ずい分ぶん昔に、地球アースで起こった反植民界主義を巡めぐる学生運動についちゃ、あたしたちみたいな連中の間ではちょっとした語り草になっているのさ。その中心人物であった青年が、アルマダの粛しゆく清せいを受けた後にどこへ消えたのか……その先の事についちゃ、いくつか与よ太た話ばなしのパターンがあってね」

　魚がほどよく焼けたのを認みとめると、ヨクは串くしごとそれをとって豪ごう快かいにかぶりつく。むしゃむしゃと美味うまそうに咀そ嚼しやくして、ごくりと口の中のものを飲み込んでから、彼女はもったいぶって言葉を継ついだ。

「その中のひとつに、こういうのがある。──両親を失い、友を失い、恋こい人びとを失い、組織を失い、その上にアルマダからの圧あつ力りよくによって社会的に抹まつ殺さつされた奄おお倉くら信しんは、皮肉にもそれを契けい機きにＭＰメタフイジツクスとして覚かく醒せいした。それから当て所どなく彷徨さまよっているうちに、気まぐれに弟で子しを取ることで有名な祖武神ユンフェイに拾ひろわれ、そこで数十年の修しゆ行ぎようを積んだ。──かくして地球アースの一活動家に過すぎなかった青年は若き神として生まれ変わった。──それが今のあんた、導神クルァシンだ」

「……そこまで知られているのなら隠かくす意味もなさそうだな。確かく認にんしておくが、その情じよう報ほうは、すでに、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟では周知の事実なのか？」

「祖武神の弟子ってことは、あんたが自分で明かした部分だから知られちゃいるが、他の点に関しちゃあたし以外に知る奴やつはいないよ。与よ太た話ばなしの一パターンだって言っただろ？　……あたしだって確かく信しんを持てたのはたった今なんだ」

「なるほどな……。俺おれの来歴はともかくとして、どうやら話は見えてきた。ヨクと言ったか……お前は腹はらに一いち物もつあって〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟に潜もぐり込こんでいる。しかもそれはアルマダートの植しよく民みん界かい政せい策さくに反はん抗こうする目的だ。要するにお前は──」

「──お察しの通り、抵抗組織レジスタンスの一員にして〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟に潜せん入にゆう中ちゆうの二重スパイってわけ。……本名はあるけど、まぁ当分はコードネームのヨクで通してちょうだい。任にん務む中ちゆうに会った時にうっかり本名で呼よばれて、他の連中に妙みような疑うたがいを持たれるのも嫌いやだからね。この地位まで漕こぎ着つけるのも並なみ大たい抵ていの苦労じゃなかったんだから」

　ぼやきつつ、ヨクはあっという間に焼き魚を一いつ匹ぴき平らげて次の一匹に移うつる。その見事な食いっぷりを感心の眼めで見やりつつ、クルァシンはさらに情じよう報ほうを得ようと口を開く。

「……どうやら互たがいにとって有ゆう益えきな交こう渉しようが出来そうだな。まずは互いの具体的な目的を明らかにしよう。その上で、このエナ・ガゼという世界の保ほ全ぜんについて可か能のうな限かぎりの協きよう力りよく体たい制せいを──」

　クルァシンが本ほん格かく的てきな交渉に踏ふみ切ろうとした瞬しゆん間かん、まったくの不意打ちで彼の全身の肌はだがびりびりと震ふるえた。ヨクも異い変へんに気き付づいて左ひだり腕うでの『意味性計測器ゲシユタルト・メーター』を確かく認にんする。突然の暴ぼう風ふうにも似にた圧あつ迫ぱく感かんを全身に受けながら、クルァシンは一瞬にして察していた。──〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の活動では有り得ないほどの強きよう烈れつな『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の波動。それは即すなわち、ここから遠くない位置に、新たなＭＰメタフイジツクスが出しゆつ現げんしたことを示しめす予よ兆ちように他ならない。

　クルァシンはメリェの手を摑つかんで即そく座ざに立ち上がった。食べかけの焼き魚を投げ捨すてて警けい戒かいの視し線せんを周囲へ巡めぐらせるヨクに、導神は強い口調で問いかける。

「……これはどういうことか、お前に答えられるか？」

「……正直、心当たりはあるよ。ヤストターカスの植民王が、子こ飼がいのＭＰメタフイジツクスをエナ・ガゼに向かわせるって話だったからね。ただ……そいつとはあたしも面めん識しきがあるんだけど、いま表ひよう示じされているのとは『意味性計測器ゲシユタルト・メーター』に登とう録ろくされた固こ有ゆう数すう値ちが違ちがう。それがそのまんま別べつ神じんってことにはならないだろうけど……」

　ヨクの発言も精せい彩さいを欠いている。彼女にとっても予想の内とは言い難がたい状じよう況きようなのは明らかだ。クルァシンはしばし黙もつ考こうしてから方ほう針しんを決定した。──新たなＭＰメタフイジツクスの正体も狙ねらいも分からない以上、まずは様子を窺うかがいに行くしかないだろう。

「メリェ。お前はソロェリとルァミラの家に帰って大人おとなしくしていろ。俺おれはとにかく相手を眼めで見て情報を得てくる。……もちろん、可か能のうな限かぎり戦せん闘とうは避さけるがな」

　メリェは素す直なおに頷うなずいて、その場から小走りに駆かけ出す。すでに地元の漁りよう師しにも馴な染じみの顔となっているメリェであるから、ひとりで帰らせることにも危き険けんはない。その背中が曲がり角に消えるまで見届けると、導神はむしろ、目の前のヨクの方に疑うたがいの残る眼まな差ざしを向けた。

「……今までの話では、互たがいに充じゆう分ぶんな信用を得るには至いたっていないのは分かるだろう。言うまでもないことだが……お前が今の娘に危き害がいを加えるようなことがあった場合、殺して逃にげるにしろ人ひと質じちにして逃げるにしろ、その後にお前の五体が無事に済すむとは思うなよ」

「分かってるよ……。今回の出で来き事ごとはあたしにとってもイレギュラーの線が濃のう厚こうだ、とりあえず身を潜ひそめて様子を見るさ。図々しい話になるけど、相手の情報を手に入れて戻もどってきたら、良ければあたしにも教えてくれない？」

「条じよう件けんと場合によりけりだな。──では、俺は行く。嵐あらしが去るまで、せいぜい息を潜めていろ」

　そう言い残すなり、導神は砂すな地ちを蹴けって風のように湖こ畔はんから走り去っていった。──嫌いやな予感などという言葉では表しきれない。巨きよ大だいな何かが蠢うごめく予よ兆ちようが、クルァシンの足を否いやが応おうにも急がせた。







　導神が気け配はいを断たちつつ駆かけつけた先は、リォデ湖こ畔はんの町から少し離はなれた場所にある拓ひらけた草原だった。彼にとっては厄やつ介かいなことに、身を隠かくす場所が乏とぼしい。細心の注意を払はらいながら『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の起点に向かって進んでいくと、その視し界かいに意外な光景が映うつった。

（──少年、だと。それも二人……？）

　草原の真ん中に並ならんで立っているのは、服ふく装そうも顔つきも一いつ切さいが同じ印象の、未いまだあどけなさが面おも立だちに残る二人の少年だった。上下が繫つながった焦こげ茶色の衣服に、濃こい緑色の上うわ着ぎを羽は織おって、共に薄うす緑みどり色いろの髪の毛を一本に纏まとめて背せ中なかに垂たらしている。

　もう少しよく顔を見ようと、クルァシンがほんの半歩だけ足を進めた瞬しゆん間かん、二人の少年の瞳ひとみが同時に動いて、導神の身体からだを視し線せんで射い竦すくめた。

「それで隠れているつもりならば」

「無む駄だである故ゆえ、早々に出てくるべし」

　クルァシンはぎょっと身を強こわ張ばらせた。気配を断たっていたにも拘かかわらず存そん在ざいに気き付づかれた事実もさることながら、二人の少年が順番に発した言葉が、別々の口から紡がれたにしては余あまりにも滑なめらかだったからだ。熟じゆく練れんの唱歌コーラス隊でも及およばないほどに、二人の少年の発声は完全に調和していた。

「……覗のぞき見の非ひ礼れいは詫わびよう。どうやら、そちらにも武ぶの心得があるようだな」

　一いち応おうの謝しや罪ざいを口にしつつ、クルァシンは二人の少年に対して姿すがたを晒さらした。途と端たん、無ぶ遠えん慮りよな二に対ついの瞳ひとみが導神の身体を頭から爪つま先さきまで検あらためる。その確かく認にんを終えると、少年たちはクルァシンに正面から向き直り、さらには全く同じ動作で佇たたずまいを正し、二人並ならんで拳こぶしを合わせた。

「祖武神ユンフェイ様の直弟子、導神クルァシン殿どのと御お見み受うけした」

「かの海神ポセイダオンを打だ倒とうせし手しゆ腕わん、まさに壮そう挙きよの一言なり」

「而しこうして、我われらの拳は未いまだ極みの域いきに達せず、未み熟じゆくの誹そしりを免まぬかれぬが」

「願わくば御おん身みの実力を以もつて、我ら後進の輩やからに、一手ご指南を賜たまわらん」

　ごう、と二人の少年から実じつ際さいの風ふう圧あつを伴ともなった戦意が叩たたきつけられる。それを受けたクルァシンは一瞬にして身み構がまえた。──交渉の余地は一片もない。言こと葉ば遣づかいこそ丁重ではあったが、目の前の二人からは、純じゆん粋すいな戦せん闘とう意い志し以外のどんな目的も感じられないのだ。

「……どのみち否応がないのなら、不本意ながら手合わせには応じよう。──だが、その前に教えて貰もらおう。そちらも先さき程ほど言ったように、我わが師し父ふは祖武神ユンフェイ、その門下生たる俺おれの名は導神クルァシン。では、お前たちはいずれの神々か？　また、いずこの神に師事した身の上か！」

　クルァシンは強い口調で問いかける。その要求を当然の礼れい儀ぎと受け取ったのか、二人の少年は一いつ拍ぱく置いて、先程と同様の完かん璧ぺきな調和を保たもった輪りん唱しようで問いに答えた。

「我われらの師し父ふは、豪ごう壮そう無む比ひなる三さん面めん六ろつ臂ぴの益ます荒ら男お」

「武界の頂いただきに君くん臨りんする大いなる修しゆ羅ら、その尊そん名みようは武ぶ皇おう神しんアルムトゥガ」

「而しこうして、我らはその直弟子。武皇の教えを一心二体に授さずかりし者」

「左様なり。我らは二人で一人の双子神。その名をば──」

「「──双そう竜りゆう神しんイルファ＝フィロンと申す！」」

　名乗りと共に、導神の視し界かいから二人の姿すがたが搔かき消える。──先立った気配はかすかな風切り音のみ。その予兆だけを頼たよりに攻こう撃げきの軌き道どうを読んだクルァシンは、咄とつ嗟さに震しん脚きやくを大地に叩たたきつけ、左右両面へと向けて渾こん身しんの掌しよう底ていを放った。

「ぐぅっ………！」

　したたかな打撃が体たい幹かんを揺ゆすぶり、練気を経へて繰くり出された両掌が、辛かろうじて衝しよう撃げきを相殺する。──敵てきは疾はやい。受け止めた次の瞬しゆん間かんにようやく、それが蹴けりであったことに気き付づくほどの敏びん捷しようさ。だが、打撃そのものの速度や威い力りよくよりも、それが左右から完全に息を合わせて繰り出されたという事実こそが、未だ遭そう遇ぐうした経けい験けんのない脅きよう威いとして導神に警けい戒かいを促うながした。

「……互たがいに師父の名を出した以上、これは流派の名めい誉よを懸かけた闘たたかいだ。である以上、未いまだ数ある武ぶ峰ほうの一つとして登り尽つくさぬ身の上だが、俺おれもまた全ぜん霊れいを尽つくしてお前たちを迎むかえ撃うとう。腹はらを据すえて来るがいい、双竜神イルファ＝フィロンとやら……！」

　踏ふみ脚あしが大地を打ち鳴らし、二ふた房ふさの下さげ髪がみが風と共にたなびく。──かくして草原を交差する疾風はやては二に条じようから三条に数を増まし、互いの武門の誉ほまれを懸けて、神々の決けつ闘とうが幕まくを開けた。





〈了〉









　あとがき




　えー、毎度おなじみの宇う野の朴ぼく人と、宇野朴人でございます。この度は、当方の著ちよ作さく『神と奴ど隷れいの誕生構文シンタツクスⅢ』を手に取ってくださり、まことにありがとうございます。当書は、通つう勤きん通学の列車の中、待ち合わせ時じ刻こくよりも少々早く着ついてしまった喫きつ茶さ店てんの一席、理由もない所しよ在ざいなさに眠ねむれない夜半の布ふ団とんの内など、皆みな様さまの人生に想定されるお手て透すきな時間の全てに万まん遍べんない効こう能のうを発はつ揮きする画期的な書しよ籍せきでございます。用法・用量を守った上で楽しくお読みください。

　さて、三巻かんともなれば、このあとがきを読んでいる皆様もさぞかし玄人くろうと揃ぞろいのことでしょう。行き過すぎた気き遣づかいはかえって失礼というもの。私の独どく断だんで、もはや前置きは不要と判はん断だんします。

　というわけで、今回は「遊ゆう牧ぼく騎き馬ば民みん族ぞく」のお話をしましょう。

　遊牧騎馬民族は最高にイカした連中です。馬を用いた高い機動力を有し、戦争がべらぼうに得意なくせに、拠きよ点てんや定住地というものを基き本ほん的てきに持ちません。攻せめる側からすると、これは物もの凄すごく厄やつ介かいです。歴史に興きよう味みがない方でも、かのチンギス・ハンの逸いつ話わは知るところでありましょう。

　しかし、そんな彼らについて語ろうとする時、多くの史家は共通した障しよう害がいにブチ当たります。それは古代の遊牧騎馬民族の大部分が残さなかった、あるものに由来するのです。歴史を知る上での大だい前ぜん提ていとでも言うべき道具を、残念極まりないことにも、遊牧騎馬民族の方々は残してくれなかったのです。

　もうお分かりの方もいらっしゃるでしょうね。そう、それは「文字」です。

　彼らは自らの文化、習しゆう俗ぞく、信仰──そういった諸もろ々もろを自主的に文書化して残すことを、基本的にしませんでした。だからユーラシアの草原には、未いまだに古こ墳ふんなのか道標なのかも分からない正体不明の史し跡せきがゴロゴロしています。風のように現あらわれて、風のように去っていく──それこそが歴史上における遊牧騎馬民族のスタンダードだったのです。

　しかるに、そんな彼らの価か値ち基き準じゆんは極めてシンプルなものでした。いわゆるひとつの弱肉強食。我われ々われ作家とはどこまで相あい容いれぬ存そん在ざいと言えましょう。「ペンは剣けんより強し！」と主しゆ張ちようしたところで、彼らは我々が書いたものを読んでくれないのですからお話になりません。開き直ってペンを物理的に突つき刺さすのでなければ、こうなったらもう遜へりくだってお願いするしかないでしょう、「どうか文字を残させてください！」と。だって、文字が無ければ作家も存在しえないのですから。後ご生しようですから、私の最小構成要素アルケーと存在意義アイデンテイテイーを同時に奪うばわないでください！

　さて、遊牧騎馬民族にたっぷり戦せん々せん恐きよう々きようとしたところで、然しかるべき人々にお礼を述のべましょう。きっちりと作品を読み込んだ上で、イメージと寸すん分ぶん違ちがわないイラストを描かいてくださる絵え師しのきくらげ様。筆が進んでいなかった所に尻しりを叩たたいて下さった担当編集の三み木きさん。執しつ筆ぴつのラストスパートで毎まい晩ばんのように居い座すわっても温かくもてなしてくれたパブハウス「かくれ家」のマスター。

　そして何より、こうして本シリーズの三巻かんを手に取ってくださったあなたに、最大の感かん謝しやを。
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宇う野の朴ぼく人と

体験取材ということで格闘技の道場に行ってきました。締められたり極められたり、畳で擦って足の皮がズル剝けたりしてもう大変。しかし、二時間戦い抜いた後の何ともいえない開放感。あれは他に替えが利きませんね。大体そんな感じで、まだまだ元気に大学生やってます。
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イラスト／きくらげ

最近、鍋焼きうどんにはまっています。
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